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（2）Å賄の日本掛搾戸l＝かナる放射性工エロゾル測度  

岩見沢刺床材  

琴ヰ保男  
火遁超人尊工孝如  

姐召 耕奉  

養湯済傲舶戸5納東銀  

本多 五  

1繕豊   

前敵襲絶ヒ放姉隆工エロゾJbの細奄御舟二引続与太熟ま、各矧二鼠水落¢顔鼻上（  

傾1ド示す）で測定し仁自然放射能の舶（放射性工エーコルlニ為団し仁）鼻動緬崖で  

唱うれた結果を教卓寸ろ．咲来の測定データから、ス射光砲の季節風卓感lニ付Ll、妊婦  

適の8本刺二面した全軌＝おする由然放射勧Y土塊かう礎生寸る櫨を太ろく上iわるの  

11・シへ17大嘘起康のものが移鹿さ九ると予測lまうれても、醸漁連上での測定値か  

なく、産土の漱捷かうでほ、混入物かゃく判定が歯簸であっ仁．今屈の娘室で、平常、  

海上の自然放射酸度は趣く低し1れ質如吹卓也し碕矧二l；貿帝ド簸い放射醇別線虫さ   

れそ仁降雪l＝よる畑渡値も予熱え上である二Lか哺うク＝二なっ臣。  

2 細壇新牽の牌  

（1）泉象斤赦離島告楓丸t＝兼麗し、虹鱒印度一東経／J7度かよぴ一士ヒ透如／ノ如吟・東経／   

諸点皇ヰ虻黒し仁定点〟ユ．∧わ（虜1に示した）落城十契渡し昆。   

〟2点∴昭和山手／眉J相～之肖き日   

〟3怠：昭和∫2年Z再訂臼  

（2）淫避じんの放射酪観測   

試料の淡軌二は主Ijポア汐奴  

（規紘∂、さミ7ヒコン）カ秀絶   

む割いた、まと、吸引空泉量  

lま、静軋柁の哀史ポンプで   

之埼郎∂分でお、よ考／♂ガ左絶   

漉し転．  

（3）碑雪の故射経観測   

測定劫陛hよ、／ォ㌔のど二一ル  

クロスを便鯛し、降雪の渾さ  坦1 放射駆勧は契施した浄烙   

′亡刑で無恥∂♂～仰〟裾線叔でネるようドし、2ク∂〟え通れ藍剋乾屈した。  

杵仁政射能の測定l＝lま、β縁類促GM計数躾逢引覇い、キュリー竣乳よ、比熱奴料Uきち  
－10－   



（わク中∫）で行つに．  

（i）観測の辛領   

イ 浮遊じん 定席観励ま8埼～／／碕、必用守へユ湘引二実施し、大建オ面小う孝緑風  

か唄そ虫すニヒか予測されに時lニは、占時l占1ごと（半周）に突放したbまた伺動＼・   

／招抽上の鳴lニ勒奇観ほ突施し、放紬ヒ分布のための紙料を採取し仁。   
口 碑雪 し一ダ・一敏釦こより、比扱的掛lエコーのらその季節風二よるし¢う脅  

を対射＝腺顔し窯礎乾閲し仁故料を測定しに．  

j 負泉状況   

放射能測度を行って歳出舶朱し仁ユ閂川の季節楓の吹きれ仁状況邑知るだれ  

紹如ユキ／lけ佃ユ／時の7♂∂仇ムの大都雪ほ示し、寒為の、如の移動を虜2tニ斥し仁。  

沼海津iヒ軌二〔避止〟仇・あり、彗の南臥ニー3占■cの発見のヰ杷択あっ仁。ニれらは  

由灘ヒ卸を過ってヱう哺向後には反〟し〟加東棚減泉軌二逢し、東員の中也は允海  

星の㊥湖中杏仁御し仁，吹さ出しtJ／臼∠時で／j％を惑え他作。   

韓雪も／8孝和＼う時々あり、／臼／摘lニ倭の凍畝を解め仁仇親閲の仁め非軌＝増徴で  

あっ仁かt、／3鳴き∂動こよケゼぐ降雪の洗う如／川l＝逢したので丘ちl璃雪の裁舶儲朝潮  
も真鯉し仁。二の時のし一デーエコーほ比較的弱く名倉砲に枇してし－る水銀であ7モ．  

夏碩は低く／β∂∂～／2∂∂仇で遷しく超し仁ものはなかっ仁。  

l乱21賭和∫之孝／桐畑ユ／時の7♂β側ムのえ動幻  

I11一   



≠鱒射線泉   

／計如虻用＼う2日き8までの馳じん・碑脅の放射儲庵呈イセッ卜し、風伺・域随の  

変化を斉し仁．（憎3）犬羽根の示寸尚逮烏「加∫ク弊、戸l緑木を泉す。  

川30日 31日 2f＝8  2＼ヨ   38  41ヨ  58   d8  7tヨ   8慣  

閥3 ブ当墟じん放射経の女垂腋び碑雪の放射能  

この女イヒl酌＼う砲よりの乳㈲称＝は自然放射終わヾ降壇lニよる旛旋法斌を安けセぅも甘あ、  

かつ大そ射直を煮し魔め、低気圧後面の北面風より寒ぁのはんらんと共lこ吹モ虫寸季節  

周のオか、2塘くうし磯しにL小郎かとなる。2日2射、うぇ肖ケ白ヒ小lナて十片湧扱  
か高く甘っ仁のちの碑雪の放射軌よ初期の2結くら＝多くなって＝るニLかう夷缶ていそ  

る←ネんうれろ。∫臼の親身耗あ伽二他動こかナる海上放射能のバ、ッ77、－ランドL  

推定竺れるか、見鮒の剰えドおいて寸土ッ7寸か少者かある。  
－12－   



ざ 続藷   

今l亘像施し仁／柑向にわたる温ヒ放射能観測の鮨県、嵐庄の患が通過し仁産後の火砲  

絹でl‡余り勧ロし訂＝か、厚為の流亀ド揮う季掛如喋々出し初鰍ま面～砲比均の風ヒ  

甘り慶しく離日寸る。Jクヘ卿P％jかう押へ∂クJ％牝適加すろ結果力哨うれ仁。  
二の値は昭和わキュ珂の与糾＼山頂（比大雪物理層蜘杓）にかナる額刺直にほぼ害ししl．   

＝すれ毛皮l速射／∫％内外l二連イると硯われる．   

斡雪の放射絶lニつし）てほこの軌句之周突施し仁のみて・・ある。通番浄書巨よる沈嫁如泉  

融和＝よる場合より大手しにとか期待される．オz閲臥二実施し仁成果かう見ると洗娘  

如来卿爵より大そl】こヒlま施定でそる軋∫ロのl風向風速か東成介を拘っ朗＝嘲て・・ある  

ニヒかう碑雪渡漉如果ヒl柑庭でそ甘II．し小し傾向Lしてlま扱えるニヒ佃でそる。  

（1）淡敵拭料のうち一線ま放射化胤拙二より工工lコゾ】一ルの地鮎嘲う叫二すか中和＼・   

ある。  

（2）l恥無敗上で3鼠（洛上・遁済・山頂）岡崎観舞惟突施し、ノ外至哺うれ仁一蚕糸内て・、   

の放射能の強！を鹿誌する。   

今後のオ針Lして、砕氷lニよる流浪知見トつt）ては降雨量し二出品寸るトータル渡励ま  

おおよヤ哺ら小L甘ってtlるか、階凱こよる洛娘如果lま昼く木明1いあった．康臥£冬如  

の季節風＝よって凄い1白熱放射鮭の増加しこよって崩l十うれ仁ためである。碑水舶餌  

さらに連接姐液（hin一仙t）ヒ向捧洗射血sh一β止）に掛けかす辛か腐る。直め加齢  

追跡の広めには工工しコゾールの雪組二よる脚線状況を咽うかlニ寸る（れ∂園放射能研究  

成果姶丈沖l二親雀）。なお、工エロゾール放射化命机＝より雀皇濾を嘲ら州二し、放射性  

工工、フナールの爽鹿をゲlコー′ヾルな立場小う糾耕寸る仁め動看え蛍池ヒした研痺皇進め  

良しl。  

－13－   



（3）池畔⊥l：みり頼ナウら即つ地租的チャ  

軋象碑叩妃躯乍局碑平  

服碑月みナ ■を私乙人見チ  

メ堰いヤ′丁撒勿班離軒？地理的ケ乍一二ついては′押・てふ妃95†や比柵  

■ 

こ 

篭し「こ．  

鱒は㈲k千小一けラムつ比碑陀隠っ把埋的卵について調べ′Sr一ヲ咄乱  

射碓旭り祀刺ラ轡ヒつ比艶々あこたった，ふ把′こ折うトノナウ4比柵指値  

（即と′東京∫：釦丁沈放射陀仏（βノと可比りめしト浄水干つりテク4敵  

は ＝AEA／WMO e）EnvironmentalZsotope Data N0．l－5，Wbrld Survey of  

＝sotope Concentrationin Precipitation・こよっ仁．  

／ 

． 

（チ0・柁’N′／′ア・770〟バ、鰍でれr二・思鱒値几入千掃うCaデヒ。nさヲ・（㌍二77  
▲．■  一．  

05′／7／・7之－〟〕7・・0・咤げ隠町軌ト／アg  lこ釦丁もパルっ鞭／クー与う  

〈（2・㌻j～j〃ノ／侃≠揉lこ  干 7〆Nっ町t月／β胤  千瑚＆は．比  

むかつていち  
．
い
し
 
 ろし減少新船■句子年そ・∫ま′∂クかう∠0クsま7‖〝抽拍  

ヒ人きた封じはみうれたかつ「こ。  

同／．  
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牙／友一て卜けウムヒSr－アロウ  

ニニ’J≠ミミ丁；  

着 月′βJ7それモ机組（即釦び   
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パ／8り絹及ケ乍につしlてし竹醐りち佃丁′碩圏′：呵う＝チウqヒ  

Sr－？ロり拳勧っちがい壬元嫁していうようノミ思ゎれう。  

友′トリチウムヒSγ一ア0、こよも月／β曽り弊有年  

向羊埠、  

巨けラ勾   5「や  
純  

比半年   

一冊 Srや   
0．24±0．07   

0．24±0．14   

0．52±0．24   

1．58±1．08   

3．14±1．33   

2．53±1．50  

3．19±1．52  

0－100   

10－200   

20－300   

30－400  

40－500   

50－600   

60－700  

0．11±0．04   

0．42±0．22   

0．75±0．09   

1．10±0．30   

1．93±0．42   

1．40±0．23  

0．12±0．09  

0．13±0．07  

0．14±0．10   

0．17±0．07   

0．13±0．02  

0．18±0．05  

0．15±0．07   

0．18±0．04   

0．30±0．15   

0．45±0．14   

0．36±0．06  

ず 月′β∫1そ几モ‾れふ軋（月）あよい一女耳（即ドみ一リ  

ト・けウ4′ 
Sりクア須隼り比放如い且  
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（4）甘應lこかナ言〃℃s′9衡，紺佃愉′ヱ好餌痺下号  

貴鮎喰前 場画ヒ官印東軍  

杵島城車線 杉村行男   

⊥梯官   

駄本射／地臭（札慢′痺軋ノ針鼠軸′仙台′東泉′木像′烏線′如ノ福軋   

沖椎）ドあサう？彗，あ・丹〝℃5月何痺下号あよが車禾（東泉軒定軒）ノごみけ3′モ5′  

？亀ノユ佃卿軋′jヤu巧別首席下・をとFモr′′ク訃「ヒ句粛定きデ／棟き行フた，こ｛ちつ  

碑鋤臭り′テち劇乳㌻禰ウ2壮美ば／テク碑から試朝粥触畑作された。   

中酎／7％阜に大貴中と・の炭実額ぎj即ラフだ，〒小ら吋J和（／Rヱ三8t・ZO打   

級），矛／叩（ア昌之H卜加～之∂8汀叡）ノ柑釘（／用／78・・ヱ～ヰ〃r飯）て－’弟   

吉。J止らの承宕壌瑠祖＝tJ、かわらす1日かみサり7搾サ〃デ毀卑㌣針痛棒の   

守れと鴫（r一千持机¢居り凍ナき（めした。   

ヱ 髄毎夜中原早   

春Jド締（車東和」：糾さ／jと．；ノア♂9珊降下骨′～㌧r／i管，離相即埴相   
と〔めす。   

泉ズド上髭り／佃かおす言／クヒJ′ヂ覧日向鉾下昏あオ呵酎〈骨きtめす（針路ノ  

沖釦／977牛／～4年 

泰jドロ本の7増兵lこおサ盲′jとち′98s一千何軒昔あざびヰ首席水草左しめす（ノア7ク   

ト／晒ヰ）ク何軒ここホらの7地車／～房ケ苫蕨定額倖昭射り賢一確度捧下草ぎ′ゎ   

し信。   

表タ～・・みら小きりト′／デ％阜q9℃．早け痺下骨ば軒阜クぞ小亡亡蕨／てわ‘≠屠  

（7地車平tりの覇タき1ゎし仁。   
か顆（表象郎にみけ吉月面射柳ヤ？き㌢rノ竹r亡七畑作壕杷きみょと承ウオう  

で■あさ．   

翻翻案鮎甫巧軒形咋…♂′srけヰ触て・さ分かフ丘・しか欄宮如′／タ碑  

2月Ⅰこ伊も′桝凱吐け杓2才と睦大音上狛′Y今後展観J瀾′レ、′J継がちyj、髄モ 
さ与くぅっR，  

d
7
 
 

叶
い
 
胤
 
 

′
／
 
 

マ
ノ
 
 

晴何事化をみきとノケ月後の両＝こ嬢大（．β乎）と  牙J憫破棄額…  

与り′￥巧子真竹旨釘税喪壌に汁磨こ†叫廿机、右射りしめ＝㍉  

弁乙潤漉東験ドよ吉夢哲r′晦托の賠抑才ノ9γ年上月チア・／きとえと・弟とめらネタr・．  
！か†ヱ円以碑是鋸伽モしわJ／仁畔過大（和〃）モ′ゎし仁。  
甑／テ覧「亡「がと ？qa軒督¢巌也櫨イ、ら卵き針，了，新し＝麒附こよ3？¢執  
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郎昔の．逢瀬′ミ対す言動合（塊）き柑きことが丁・さき。  

A＝α［－十（・一武）C  ∴ 

、 

ド打け3g？s－′′竺；rヒ亡きとめ不。た差、■（顔輝紆重複りタ聖′′写r〔亡き／。7クと鍔唐′六  

（よ）り値一阿・－て′／アわ初年√こ行材仁中風凍宮験ド∂、39℃r摩下せ言計射斥  
。ぞの寿昇一素今にしめす。   

素手・廃ら小3りJこ／タ％阜う？㌢／摩千首っバ′如欄′や／占野よ、Jぴサ／ア郵離廃  
I。よさ†ロs確下せり（折線措け′苦小字■オj♂見 

表1′こ密東（こ房、サ言が†坤≠′胡乱年内鋒F革み√ぴが†綱筒′クsr亡亡．   

ヱ3合札′β叩十卯Pu亡亡と〔かす。   

ユ和叫0 軋あ、相加軋碑下せ可動主席羊イ．合十と鮮㌻）．  

春l要素（綿卿ド机言〝モゞノ†敏帥軒号′P訪掬郎川帥斬首   

ヰ 月  ′聖。  9∂sr  ♂モノ9℃γ   韓水音  

佃C－一席州、   佃Ciん叫ゝ  

／テクJ与／月  ♂．ククg  ク．♂クヱ  

1¶1れ  

∂  

／′．，．7   

♂ノ．」こ   

／∫、八吐  

／7アJ  

′企∴J   

′エ／．？  

／J7J  

J‘77  

／ヱ《／   

7J■、J   

ノJ、ス   

フ
【
＋
ハ
レ
＋
一
7
 
†
■
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r
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よ
 
 

ク
 
／
「
 
▲
れ
 
 

ヱ
 
 

ヱ何   ♂、♂ノ  

j月  ♂、クJ  

今月   〃．βJ  

∫円  ♂、クJ  

占用 ク．ク、タ  

7日  ♂、♂ノ  

g月  d♂／  

叩  れβ√7  

／ク日  β、〃ヱ  

／川 ク、∂之  

／ユ月  ♂．ク♂J  

r rrヂ  

β．ロス  

♂．♂∂  

♂．ク／  

ク．βノ   

ク、クコ  

〃、∂．／  

グ．ク／   

β．βフ  

β、。／  

ク．ククゼ  

∂
 
′
 
7
 
ヱ
 
 

掌
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〃
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〃
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£
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け
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貴之．日本の／／地寿Jこみ′rg〃乞5′堅いけ牌下草（働こご戌州1）あ・紺日打砕ホモ（加）  
栗東（牢官営ぼ）  札 慢  心 台  

′j乞；9官r 酎ぐ甘 ′～と∫ 9㌢r 衝く号 ′∫た5？㌢r 糾せ  

′ク‘・／♂・ク∂ア 久∂‘ク7 ♂・∫  ク、り ♂．クJ／ク7ナ d♂／ ♂．ク♂Jl ′こ∫  

2 戊♂J ♂・クβ♂ ′ブタ・f ♂、∂ヱ ♂．β／ J∂・f 〆．∂ヱ ♂、クク√ ゾ／ク  

き ♂・♪J’ク、クヱ  ♂ダー  ∂、クダ  久∂J ／が  β．クス ‘lO／ ′“∂  

中 正クJ ク．ク2 ／Jj、J β・クゲ  ∂．クj  ノ如  久クノ  β、ク／ 〟．∂  

Jク・∂J ♂、クj ヱ〃・∂ ♂、∂j  ♂．♂ヱ JJ一○ ク、ク∂ ♂、ククJ 卯ナ  

Jク・∂J ♂・クj ／♂射 βl∂ヱ ♂・∂2 7打 ク・βj ♂・クヱ ／紆f  

7クークノ  ∂・∂ノ ／扉○  れ○ヱ   ♂・∂J／β† ク．♪2 ♂‘ノ   ア∫、∫  

′ ♂、∂／ ♂・ク♂J／∫わ β．ク2 ∂．∂ク∫／ク員。ク・ク／ ク．ク2 ノタ／∫  

7 β．ク∂， ♂、クク7 ヱ♂突∂ ∂．ク／ ♂，○タグ ㌔7ク ク．♂ヱ 久ク／ ノタズ♪  

／♂ 久OJ ♂・∂J ／√よd ク、∂2 ク．0j ／♂儲ク ♂・β～ ♂．β2 ′′㌔久♂  

／／♂、ク′／ ♂lク／ アブ・ク ♂・ク～ ♂l♂／／2J・∂ 久∂／‘ク・○ク7 〆／でf  

〃 β．♂♂J ♂．ク。グ J／∫ ♂．ゼ ♂、¢／／ク7f ク．ク／ク．‘クノ， 〆㌔f  

′7ク・／〆・ク／ ♂、。¢7 ／声f ′・ク／ Aク／ ′だ∂ ク．β／ 久ク○／ 戸ク  

jク・∂～ ク、ク／ ⊥′7  ♂lク／ ∂・ゼ  ♂・β2  ′・イ ／乙さ  

J♂．∂∠ ク．クJ ／‘7  ♂・¢ブ  タ・クヱ  ㌔好∂  ♂．♂∫ ク．ロJ／クス亡  

d ♂・クー  れβJ ／ク∠  ∂・ロJ 久○〆 ／J㌔¢ ク・♂／ク・‘）ノ／′ヱた∫  

軟．飼  大玖  鯨 岡  

′％・／虎ク7  戊β7 ／ヱJ・′ ♂・ク／  久p／ J・ク  久β／ ク．‘／ ／ノ．∂  

iβ・∂J ∧クヱ ／／タ・○ ♂・○／ J・¢∂7／／よ○  久¢j  ∂・¢ノ ．′j叉d  

J∂・♂J ♂・OJ 〆7・′ ク、82  ♂、ク／／／／・∫ 久¢j  久¢j  〝。  

¢ ∂・OJ β・クノ 〝よ。 〃・。ヱ  久。J／頭上 クー¢j   ∂・pj ′′㌔′∫  

∫ β、ク～  ♂・○／ 〟† ク．βヱ ク．。／／♂条∫ 久。～  β．∂／ ′丹ナ  

／∂．。ヱ  ♂・¢2 ／／よ∫  ∂、∂之  ♂、。2 ヱ○ヱ、∫ 久ク／ れ∂／ 2∠£0  

7，ク．¢ノ  久Pヱ ／／J・○ ク・¢2  ク、ウ2 ／22、p  久P2  久ウ～  ヱ‘7∂  

♪ ∂．ク／ ク・¢・7  ／㌔／．ナ ′・ク∂7 ′・〃咤  ′′ク午∫ ク．。♂J ′．β∂ぱ ～∫月∫  

7 ♂、○ノ ク．。之  ユタエテ ク．∂／ ♂．。～  ∫∂Zp  ♂．0／  ♂．P∂J 2F㌍。  

／○ ♂．ク～ ／．‘2 ／ヱ2、∂ ク、∂／ ∂・0／／∂．7．∫ ♂．♪2  ♂、∂／ ／∫j、ナ  

／／ク、わ ク・〝ヱ ／g久∫ ♂・クク♂ ♂・。ク～  ¢エ∫  久¢／ 久‘ク′7   7尻∫  

／ユ タ・02  β・e之 ．′クよ¢ ク．¢／ ♂、ク○∫  ∫ふ∫ 4∂上   衣β2  ′′♪  

′常 ／ ”ヱ   ′、‘，∠  ナ／f  β．¢β′ ク、∂クJ  ′ア∂ ク．β／  ∂．0／ J㌔・f  

2 ∂．C2  β．のブ  タ叉♂・♂．♂β㌔ ♂．β。♂  グよ。 ♂・ク／ ク．クノ′  ¢㌔．－  
J ♂．‘ヱ   ク・ク之  7¢．∂ ク・亡∫  ”∫ ／仏7．ク  ♂．の¢  ク、クj  ∫′タ2、わ  

ゲ ▲つ・′「 〝・の～ ′ト／f れ‘・7‘ ＝α ′／モ∫ β・PJ 仇け3 ′J（－）  
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表 Z フフ・2．  

線 内  
′′タ 

Cs テクsY 碑林号 バ7c9  

ク〆．／ク、βヱ れロ／ ㌔タ．∫  ∂、ク／  

ヱ ♂．hヱ  久ク／ αブ．チ 〃．∂ゼ  

∂ 久βヱ  ♂．βブ  タ／．† β、∂J  

¢ ♂、‘ヱ  ♂、ウノ 〆こ∫ ♂・クJ  

藤 島   

ヂ℃r 浄水号   

久∂タ 2ガ．ナ   

♂．クJ ヱ／2、∂   

♂、ウヱ ／ク∫∂   

∂・クヱ ／∫∂・○   

♂、∂〆け J∫：∫   

み侵 ／タが   

β．ク。7 ′′タ余∫   

♂．クク′  ¢jク．∫   

♂．∂ヱ  ¢βfo  

♂、∂J ／∫㌔ク  

クlクJ ノ務∫   

♂．クピ  ヱ∫～、○  

米 子  

／∫とぎ 9∂ゞr 庫＊号  

ク、∂《  ♂、♪J ／／㌢ナ  

れβα ク・〝J ／省け  

♂．♂J クl♪J，′2～・♂  

♂．PJ ク、¢タ  ′′Jよ∫  

♂・〃j  ♂、∂／ ／ブ∂・ナ  

♂、∂2  久β2 ／／㌔○  

∂、。／ ∂、8J  ≠よ一  

dO／ ♂．0∂7 各gタい「  

β、pβ7 久pク・‡ 2∫ウ．0  

△βヱ   虎∂ノ ／ワ玖ナ  

ク・OJ ク・○∠  ′プアβ  

♂．り  ♂・D2 ／の／r  

♂、ク／  f ♂、∂2 ク．ク2  ▲
P
 
仏
‥
 
 ヱ

 
 
 

‘ ♂、づ2  ♂．8ノ  〆、∫  β、∂年  

7 夙ク2 ク、β2 ／∂♂∫ ク、∂♂ざ  

ヂ ク．クク7 〃・♪ク7／隼β・。ク，。ク¢  

ア ∂、‘／ れ。クJ  か祀  

．G／、′d  ■、′J ′グ9チ  「、（之  

′／ク・ク） れ。／／7～・p ♂・ク／  

′j クβ／ ク．∂2 ／／J・∫ ♂．。ダ  

タグ ／ 久ク／ β、¢ヱ  

Jク、β∂7 ♂．。／  

3 ク．p2  戊∂ヱ  

ゼ ク，OJ  ′．。2   

♂．∂j ／‘βf  

ク．∂／ 作／∫  

ク、β′ ／ノよ。  

∂、Oj  ／J∂、○  

∂・クコ ク、ク／  ㌔7．ケ  

ク，クヱ クーO～ ／エア。  

ク．。3  戊βj ／♪′♪  

ク，∂∫  久クJ ′ブ午ケ   

クグ∫ ∂．クピ  

ノ7ク ♂．クダ  

∫J、○ ‘ク，クグ  

〟・○ ク．♂V  

趨イ 路  
′亀  ？Osr  

叶 椎  
亨≒・，   

ク．”J  

ク．。。′   

♂、○き  

浄水音／∫ごゞ  

／卒β ク、∂クア  

／7．。ク、。ク／  

わ．。 β・○∫  

′よ¢   －  

炉
折
損
抑
 
 

，タフ ／ 玖ク○∫ ∂．007  

ヱβ1．∂ク㌔ ao／  

フjク、ロ／ク、クエ  

可卵子 β粛  



春5 日本の7碓虐ドおナ盲′う生s宗ゝよがア○；ー早世碑下せ（竹C・んl）茶・Jひヰ何鋒絹  

／岬≠「  

阜  亨斉（黄泉研）  車君（字書音丘1   割 憬   
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（5）土象およひ米麦ヤのタ℃†lこついて  

展林省巣栄線術研究抑  

ミ抑膵人駒村美巧手 ノ1磯イ書   

1薪盲   

調和霊草臥束ノ新施工療（7K田・畑即盲上）とてこに栽培生産されに米麦写実㌢対   

象に卑下東町性詔殖によらラモ栄の状シぁとぞ＝らの経年変化さ細互してきたカヾ∴今1錮巨   

か巨額養殖果Jてづさ、ヤの欄薄盲下故によリ報宅了る。  

2 錦査研兎の梢尊  

（1）粥軒の放と御物促議   

書輝け碑瀬地・淘隻藷およひ瀕魔の竹材刺鬼遠」ユすべて新報と官卜一方：去㌔こよっ丁こ，  

（Z）軸査緒泉   

柑帰られた珊査鰐泉と荒野姐土康こ朱美専笑l二か叶て単利す呑。  

泉7、水切工簾中の置凍思わふ（竹ラ㍍竹ヱ）  イ．最帯地土疲  

緒和郎与ぇあ、Jひ－す／卑属の収最期  

に水習お一び畑ほ穆よ′ソヤ机ヤ、小泉  

取し丁て咋上土嬢ヤの／M中性酢崩ア  

ンモニウA藤軸出濾lこよる置換隠  

す05rの食卓は泉7およひ及Zに示す  

とおりていあ「て、合同チタれとして水  

切・畑作上l言で爪そ一両雄ノ′占仰％㌔  

の伯1子・しrく。暫お朋のたのtて前  

年度の鯛尭緯泉‡噂乾しておい丁て，   

与■ぉ・地味別lこ彪磨緒と比較し  

て丸る乙j節級乙同線に′ 日オ落イ則  

～東化官本フ木ヰテ苧叫～面前8本の  

孝的傾向互解碑していろご乙が苓哺  

しま穴観象され穴。  

彪律令その節卑衷化lよI空‖ド干す  

韓過i「と‾リ′′争耳鼻も前半えとほ  

甘珂しヘル1！千、しrてが■∵八規承薇実  

験卑将来荊の∂‘キlりとしや＼軌、レ  

ベルて二雅移していることパ髄・わられ  

丁二．  

書式脚及  圃伍  実写則隠欄畑  例数 

館桓卵阜  ／∫   占 へ40   ／之   

紹桓〃卑  ／ナ   √＼、さチ   ／之   

貴之、畑土夜中の置換賂タロふ （¶％扁  

試射焼印痩  斬沌  単二刹イ且「旋風  町歌   

万苗如∫ク卑   ／∫   4 ′－∫ぎ   

調和∫／卑   ／占   3 一手占   

ヲク  

ヨ召が3 きさ 即 ヲ？ ヰlヰう 逓 ヰ7 ヰ9 ∫J卑  

■ぼり．水Ⅶ・メ田土庚申つ風穐華ノミSrの経主揮杉  
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熟ヲ 去凍・白米の聖行合普 しPヲ宣才）  ロ．米麦手鼻  

ヨ召如戌年見直のク噛去泉・由泉   

およひ・了／耳鼻産の斗え（玄麦）ヤ   

の905r合音王命可しノ泉3お才こ′   

泉4ド市す舞呆呈碍「て一  

こ小ら穀頼子東平のわ5r合せは，  

て 

ノト   

伯1子レ丁く．  

一方、絹3寛平のタ∂βr合せ苫   

珊瑚烏博してみると，上髭土   
壌の齢と葬似の横根未了こと   

がぎ絡めう｛仁。  

与お笈〉紳jにタク5「合音盲比敢   

了ると′†直らの濾軌封盟21こ示   

■いおりて’、ぁって、本年艮↓食虻   

鼻血数斗聞の叔埠含尊け人型賜え   

鞍卑珂以前のレベlレ㌢下風り′ ほ   

ほ瀬■r∧射さ鼠レて兼肇していを  

ことが盲をめらハた．  

3 希誇   

触兜土壌と泉表音実の碗′こよ  

るララ衆モまとわてみらと′エ琉の穆  

飢1鼻血楓㌻い董るいけやl滅ケ傾  

何で池野しておソ．ヤのレベ】レl才薇  

牽簸浄机メ潮よリヤl高く．雁終と   

して泉作物の潜在的巧果承となって  

いろ。水気の頑舟ほノ鼻血ての槻  

食費が木型核実験再恥入前の温も7  

切って御してか仁鵜別比も岡崎  

何ま牒すことがら鼻血のラ雪粂一寸ノ覇  

1如述べrこdう」こ与として土壌経  

噛1こよる）可孝卵管ものこ解さハる。  

常料読取草炭  手相値  誤射胤再鰻  例数   

4、畠  ／．アークーク   ノ2  

御噂 

ク．夢  れ∋～／．9   ／2   

騨嘩 
ま4  ／、？～∫之   ／2  

ク．才  ク、5～／、4   ／Z   

蒙牛小麦（支責）ヤのわ5r令琶（Pラ石3）  

「甑仰級  郎施  常卸伯．力乾嘲  伊l枚   

習召集口調阜  ノ卒   ∂一 之占   

調知∫／キ  ／j   ク～2∂   

1昭和33 35 即 ∫？ヰlヰ3 45 47 4う ∫」キ  

回Z．玄米・日払よひ、、玄貴ヤが℃r金管っ  

嚢風音化  
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（6）方噺首巨汚染の解栢硯（その7）   

‾■‾ 
90占r′，7こjJこょる玄米巧束とヤの経キ変化（1）  

男親鼻翼線術巧免殉  

乍抑蹄人鞠洞泉施与小林薮侶   

1雑言   

大風から碑下したタ∫5r′ノ，7ござほ′談射能欄査研乳細見がら汲たけおがウリ土壌に墓碑   

している。何鋤の思繕土瓶ニュる晩鳥，l刃えカ・ニけ著しい東雲相り．ヤの耗乳畑  

lりる両親複の側文官．了なわう言責巧猟に友軍と号㌻ること■りて一lこ猟奇し丁て・   

㌻郎、代泉如上瘡錦相川いし＼rTこ化身に嚇帥こ属領脚線墾フけのょ   

うド7欄一二り卿久ヱト′トづ写実へのi触がと－のように皇妃するせ＼につき卜し一丁ヲえ  

ドより夜舘し丁＝のて′扱者する・  

Z碑査巧見の荷車  

、．くてヰて‥三   

果断如、木材僻鼻（汗′7別に音域し快かご￥〆菟承灯班のとお・ご▲ある′  

表／楼粘液の物理、化学的性項  

壊  PH  
伺窟  

畳 凍 低木  

（｛20）   （ヲ；）   〔仇  卜≠  K  2－a5  鵠摘  ヱ言問 。、。似下   

与三  

l 章甲府  4、60  4．ヱ  290  9、6  4．う  0・引  2、‘  10、7l50、、〕 
右ケ   6．20  0、17   盈岡  6，00  72も  2ら．0  ほ．冨  2．g  040  9．3  

＊竹e／・D8身上疲   

煮／掃し作ぺ表叩工嬢4確執＝チ¢5レJ′叩亡5壬農調味で／ホ。、yト当たリブロ也C＝貸与し、   

よく増井した。二つ工庚で載嬉したd魂互収弟尺化学ノ和吋し′，∂βrは巧離塩とL ′3‰  

lづリンモリ7、、デン顔7⊥モ＝ウA共挽物としててれそ、肌の務即熊互剰乾した（才／早   

戸かノ∂ 収弟嫁のポットけその王ゝ〉根尾の田緩まて憾思した（乾塊状、亀）。ニのポ   

ットと貞粗前に粁移し、轡としてlポ●、ソト索り統客3∂且石′0才わよひ協和′之∂   

もヤ八そ一｛のポ㌧トに如と、湛水し7摘録乳賭し「こ。メえ湊町よ才l早目と閲しhす強に   

より内政持と針如し放射熊王対置レ丁こ（才2皐自分）．  

（2）果無結束   

イ 水稲のせ育とエ凍の発現ノ能卑射L  

jミヱに示了とら右1⊥与■さ「いrニヲ線上恕前の玄知久毘差し才ヤ吠ほこ小犬王⊥けが  
－24－   



「た。牙2年自は斉／年目匡比し・生育打や、劣り玄米収量レケ年かっ丁て．  

泉2フド兎の順番細全  

土壌尾   
才／耳 目  牙 2 卑 官  

合そ  コワラ誓  絢音  お綾  今・号  りラ壱  拗音；主祭蜜   

塵．岡  F‘．，さ  ヲ0．I  2占、号  2l．g  3曾．6  25．I  ほ5  10．ワ   

」レ 雇7 Ⅶ  ヰ5．0  22．l  22．9  l号9  ヰ5．0  ユ5．0  20．0  l‘．0   
甲 南  56．6  2‘．6  30．0  ヱヰ．6  4年．官  ？‘．4  l曾．4  ゆ．ワ   

砂   22．2  ll．9  10．3  官ヰ  ヱ‘．号  16．官  10．0  ワ．9   

（2患の乎－ヨ胤以下の恵もZ直の平均確て、希代）  

泉3ク蛸包－ニュら，クふ′′聖∫の頑収量  

の経年変化 （玄兇）  

ロ 水鰯‘こょさアク‡r√／ヲ7〔Jp射絹の密箪化   

玄泉り茜旅確lニュろ巧式し言上療の碑類   

により官ち－る，埼～て塵肺土壌で栽賭し丁こ   

玄米の′J℃∫斉果l絹麦類て－あった．と－の土  

痺っ掲必て－；し才／早目ににし才2年育で  

取鼻レた玄釆つ内務粗食せ17ケ匂」なっ   

七・ニの二乙、菖りヲの申介て‾も何歓であ   

う．（キ5、4）たゝ・庚ヅ上の塊か   

ヤ～卑d乙いえれ玄米の′叩〔sきせほ他   

ハエ泉ド比し害しく希い値苫禾した．  

八 子げ＼ワヲの†05rノ′ぅでざ肇艮と経年臭化  

久泉の7ク5「弟及ぼヤノ年回と／乃 と†   

れで．才2年司ていう∋・曾－∫ウ、9見に碗少し  

ナこ。一か刀C5の埠命牙2年日て－■牙】卑  

」つ∂∂t㌢←β．jネに載れた。フラの場  

骨もえ呆と周一風音ほ矛、レ丁て。泉ざ、畠  

にノ‘∴しーこ乙ガリーこの対ヅ率は土永岡て一  

明らJ、な見貫之終りト。  

印ぷr  ′叩c5  

才峰自  ア2年自    新年司オ2朋   

い監 岡  官27メ  2ヲg    l占69冒l匂5写   

高 田  757  J6g    l引21ち鋸   

甲．料  ノ／曾ヨ  2；5    糾48 7外   

新   
∫99  l匂0    177Cl さ苫5  

ホCP－舛ot  

泉ヰ 碩にようqO5r即G碩収量の  

経年稟化 （ワヲ）  

タク5r  
／J7 

土塊島  
亡ざ  

才将官  氾鞘  オ将司  才頭目   

25捕  65さワヰ  I5ヲワヱ   

2ウ明ち  ワ27盲  lち紺   

262明  仲旨∋う  3弱3   

2I470  5ウ17  ；つ35  

半〔Pり／′pot  

7繍白のデ℃／′β℃5温泉みげ経年釘L盆米）  王 水紹にょる，クjr′即と5側攣   

と1の経年射ヒ   

即確り7k稲一二よる嘲呼ま   

工務何てい鼻翼l禾し丁こ。（泉7）  

タクβrの御碑げ才l卑官て－♂・Jヰ   

へ∂・印度を示したが、牙2卑官  

（ポCPツ如lさ，（）内収辛）  

叩－ 「  
90鳥「  ′打言 

土泉亨ノ  

監威  う盲㍉00）  22（訂り）  ワ‘7（l00）  l雷ヲ（2朋）   

高 田  40（ゆ8ノ  ヱうし訂シ  相川∂0）  鉦臨場   

甲 肴  4笥（柑0）  帽げ瑚  闇（l叫  累（ヨ2．1）   

ヌ打   7川00J  2年望竺）  2tO（IOOノ  J】2（5うカ   

－25－   



表ク、水稲lこよる声ふ′′㌔。  
破戒車の経年叉化  

象ら 水滴のタ○ふ．即cJ取あ・よひ・  

ヤの戎与え化   （ワヲ）  

7ク5「  朋c5  

土壌冬        牙ー卑自  牙之卑日  ア峰頁  ナ2早目   

蛋＿ 阿  108ダ（匝）  912（歌う）  1冨＝いの）  抑（料）   

あ 同  l引2（（80）  1017（りつ．り  2「9（100）  6∫（2まり   

甲 舟  仰‘（伽）  椚2（乃、l）  ヰ叶（Iの）  12匂（2り官   

苫ケ  脛紬叫  lI3ら（弱、り  相川呵  押付鵜   

7∂£γ  
′，7 

土虜名  
どJ  

才愕邑  弟キ日  祈年日  才Z耳目   

亀 岡  ロ、ヰ7メ  ∂、引  卜3ざ  0、2射   

首 唱  0．＋ユ  0、3ム  0、1F  ¢、0ざ7   

甲 殉  0、印  ¢、32  0、32  00つ？   

骨ウ  0、．升  0．●2ふ  0、13  机03   
粧P仰木ヲl紆′（川1化干  

で（コクlユ〆～クぷ％ヒ執れた．彗加脇針才／卑官ぐ久／3へ／、ヲ∫％の鮎示  

したのド町レ′オ2牛冒で、は♂朋ワーク，29／βと脅しく叙ケしたク  

ホ水掛こよるヴク5rノ′57ごJの   

玄米移行率別〆ヤの経年雲代   

表冨‘ニ東レ丁ことガリ′7ク5rと′5アC5で  

一っ、ま兼帯行年い玄細新郎／水秘七  
上畔打熊）…小絹しく異句っ丁こ。   
牙l卑βとアZ各自て－比較すれは－、後鬼  

11朗の和射イ直言東レ丁こ・卯年がオ   

之阜凱て戴タしたのほ、水稲の席乳用  

1年削りとしケっ丁ここと－こ足囚するとろ   

え与れろ．  

へ 水鳥lてよろ†05r′即〔5の玄米   

複線辛紆とヤの肇卑慈化   

サ○占卜碩水沫郷牽数l壬上療机‾尾がカ  

リ、亀岡土凍て・吊／川一之と4席上壊で  

最、卜の値電界し′方匪で／．タ7メ／クー2と最  

大値一系レた（才／耳目）。才2年ピド  

甘るとどのエ凍て・い丹埴僻明科し丁こ。   

′即蔦の揚合、才J卑官て‾島同量痍が  

郎 7ト調によるダ∂5r′ノヲワc5の  

ま噺辛とヤりずj卑乳化  

テ¢占r  

土衆名  
／37c5  

牙悍自  才2朋  才卑官  相即   

盗．囲  2、13方  0、？2  20、盲  ＝j   

高 官  2、j6  トヱう  20、冨  15l   

下 前  2、44  仁00  2l．官  l「0   

甘r  2、一っ  8．紺  25．0  】4、5   

泉ヂ 水鵜l二よが♂5r．′〃〔sの  
玄米脚数とヤのノ経年電化  

土壌鳥   

90ぶr   13ワc∫  

才Iキ月  牙2卵  才渾目  才～朗   

盈岡  I、0佃占  0．5いIl  2翻IJ  ‘．1‘メ●；   

高 田  l、07ゞI㌔  0．‘仲占  ま㌍xIJ  姉㌦   

甲局  ト？富キIJ  ○舶暮一石  “lズ応！  2．00xlO   
材  し竜9ylJ  0帥tl  7、ワil、㌔  鳩ゝlb‾2   

J・乃 メ／0‾2ノ才2阜回て■ク17gメ仲‾ヱと  

子兎土壌平泉右の植l東レ，エ凍乎の可紛阻即c‡号のサ勒、、ユとが禾碩ごれ丁て．  

適羊笹牒土）泉の埠合、オ／昇邑て一ク．紺ズ／∂■ 才Z卑官て－‘．7∂x／β一ヱと他のう ／  

稚土凍に比し斉しく高い植1泉レ′土斬のす浄啓即Cs号の争いことが泉射帖。  

高射L凍湖上合音が争く・2：1登場土鋭和が主体と号つイ∨、る丁この′′即ご∫は忌  

中7、こ駅王れ・水崩、ニ嘲又刹困ユれ肯いて′エ療卜韓熟する節介が為＼レくラい仁り  

－26欄   



ゑ棚徴が」Jく甘っ仁のに出し′盛岡土疲の埼思粘土り 合せ減しく′シ‘  

く，希晶型っ水上厳膠とは異なソ′′侮の園足カの殉レ、土庚（既報ノて一あろ丁こめての  

旭かて某レく入さく甘りにものとい九る。  

米麦えl音索敵射帝／ェ嬢l訝沓照射飛  

3 縛浄   

土嫁の・柳ドりノす05r′即ムのセ鳩、画定かこ農相ソ′7の緒果か、玄米の斉牟ド   

泉咲し†こ。とくにこの傾和J′ラフ企て凝着て‾あフ九土席に枚上さ小∴一句薇薇も、牙ユキ   

射こ守るとイれらの7福軌こよろ城崎l絹しく減ケし′斗東男東伯叔れrて，埠にこの   

嬢向けl叩Gこ二稚かっ丁て．  

ー27－   



（7）ヰ乳＼ヤのタ㌔ナノノ叩csもよ小一・′3J工波及の刺定  

魁摘恕畳紙験堵  

工湾・ミチ   

エ．‾縛宅   
紹如∫碑度のヰ軋＼わ放射能さ弓凍濃度にっ、′て叔をす5bイ列年と・みl）姪尊命祢宜／全周   

7ケ舛り紙料（未加工乳）たっ、）て，クふノノj℃ェり剰ぇ色々ヲ斥ウた．またノ碑文験直後の   

繁多時の摺材ひ富′ヰ乳ヤの放射ノ旦ヨ、う東の創見と才子克った，  

2．鋳せ暦象の加勢  

〔り 経潟骨斬に伏したヰれ富み射＼塞′咽1に希うとみ1）せし可7比′真よっ場数射こ兇取！た。   

親和ま之上のポリひんにま左り′ ケ阜のフオ／レZ・）ンと廃如して′各他力、∫郵速／によリ  

離乞うサた。  

・執如意覇メ＆姐として牛丸ヱ又  

とj00仇どの星発望4ケ仁㊥′ナ  

てオス八一ナー／こより鼻糞牽lガ  

乞のまま八－ナー色弱丸にして  

風化すちよてぃ線サノ虜化殊マッ  

フ′レ火fによリj如じC（／qル／らHJ  

払下で承化し分新王伏し尺。  

9㌔トのオ勅iノ ビス（∠一ユケ  

／レへ輿シル）リン級（Hエ〉∈トげ）  

によう琢球速臥を組刃込んた・燭  

イ妹■）によl）才与ねったJまた／  

／7℃srヰ鑑来の竹材玖によった。  

このかえて・笹掬卯町＝鳩令  

才7払の寅波動えメV、さL7∫れ広り  

とされて、〉たか′れ鋸射里牒  

八ツアグラウント為産能阜尊称  

倹九泉仁より戯lした綺乳仏  

足ネヱ）∈争ケ更ぇしたメ鬼の令  

姉久てl、l′g7R』の影乳Aあ主り  

刃∫れ′なカ、った。針卑′良の剰ぇ  

解泉生臭1去、よ引壊Zに恭子。  

北痩直立新碑裔鮎丸歴堵  

眉キ壊高風書檜堵  

留ム頒烏風貌軽率  

栗林通番風統毅嬢（一千摺）  

鰍句風萄且試験碑  

名、′1線番産jむ療穆  

祖国且枝番穆  

慣1．放射能鯛を持叶紅確月賦束  
一28－   



泉1β顔ユ5丁年Åによりうヰ紅ヤのタ5卜赦（PC「／ノL）  

池；が月リ  4日   占何   ぎ巧   ／0β   ／Z巧   ヱl弓   

姐掛軋  ／／．0土0．5  ／∫．j土0て  

兇 阜   ∫、1土0．4  ∠、1±○、∫  占、7土0・ら  j．71（つ、3  3、g土0、j   

、屠山  2．0土○、j  ／，∫土0、4  ／．5土0、4  

ヰ 掻   ∴占±∂、ヱ   ／．ヱ±0．ヱ  ／．∫土0、ヱ   

／、g工0、3   

番）11   ／、7±∂、j  ／一jユ0、ヱ  ∂、？土0、Z  ／．3土0、ヱ  ／、4土0、ヱ  ／．310．Z   

鶴 間  ／、ヱ土β、3  ／．i土♂．3  ／．5土0．ヱ  ／、宮上♂、∫   

泉ヱ β左如5牌戊／ニちヤう牛軋、ヤの′ブな5舶（p⊂J／Å）  

池離別  4月   占月   ざlヨ   ／○巧   ニ～   Z月   

北適崖  ／ク、3土0・冨  ／ょら土ノ．J  

男 卑   j．∫土○、7  79‡ク．g  ／♂、9工トJ  ／ク．i土／．3  ／0．4土／・3   

、象 山  j．3土ロ、7  4．7土0、9  占．∫土∂、官  

β．5土∂、占   3、1工∂、7  4．5土＝  

五官土0．笥  

ノを ‖   ノ、占土0．∫  j、4工0、官  2、l土0、ら  ま？工トZ   

殖 周  Z．7上0．5   4．4工ノ．2  

友1ノヱ．りようにデクsトノけモ5ともに北め釘（和孝）か轟くノサノごl／婁与力・鳥、）少   

9∂5トにつ、）tl拙速射りク′こ・■〟妹上のとうケラ々ちりを節々う受却かり′し＼ノカ、‘」他   

の地域て1・・l（iとんと・gpCl、〟山下て■乳解か少‾ねくノタロ5卜の弱敵芳一わクた易ル、灸にかけ   

て昂くね5／、ノわやうス7クリングヒーーフ碑象かまっぞりし克く克ってきた∴タb‘こフ  

、）て、七′年度後ヰJてゼ＞上ヰの傾句がカ∫れiL庖連の／叩の7g・∫／フC丞と＝うのは   

也年に－まネね摺り数適て■ノ席周と且右ダうタ厚かろうう。  

∽ヰ軋匪叙城東Jこフ、，てノノヾッフフうウント憂何線阜孝の剰ぇを女鹿した¢刺え忍ば   

ノ〟〆メ／′／〟久ユ（丁ゼノシンケレークヲンヤーへ、パメータとノ宥、）／地上局／仰のとニ   

ラで・ガリ軋したクモわ妨諾と牛かアウ′∫7c凍戊と比乾した乙のを應3にイサニれたよ   

3と′家崎雛率と牛れ、干の瑚育む磨滅Lとl幻承プり盲のl首府嵐恒うであうクたと   

とばン軌勾枇かヨ本でl沌こう尾比率めたクノl都丸の火⊥凍拷率よリルッククリウシ  

ト・は萄、）とでれて、－5j）0芝．のたり／ヰ紅＼ヤの族射仔扱及／こl和紙く為、劇磨相3   

こと、朗巧堵てう5。またノ鯛練旦卑への埼与し3入笹のⅤ象チトTh紗1よ、よび午Pkか   

大約分でノブ℃sの暦与lま人今の入ってりか止把でフり1承斥と、t酢）て∂t／′Rん以下7”   

あ54”ノ とで小て、）ちク過度したの⊥ま放牧地よたま後考漣乙”紬人卑しう入フて、′ち  

一29－   



泉j 牛乳ヤ′∫モミ媛夜とぜ何級堅李  ので′ノjモsの動軌名′レム‥Jりり   

て守＝7L  

G）ヤ1朝晩東館直後の繁各8雲り戒   

孝加えヨ巧泉の御足．服こ史上久りノこ   

より化婆粛観したの5′、′′β後志†   

i・二こ ・一一．・‘‾ †・▲  ● 二＿  

班称う周麻鬼易者机÷発車）の   

もり乞（炎し声．封年ノ丸＼アのや何   

の松男験せ舛げ～2J甥のj麿か   

行われた。とくK須9暦は乞ウ  

け乞s（ァC√〟）  ／R／H卜（御免lヨ）   

北海軋  ヱ7．芭土／．∫  ∫．0土0．Z〔52．宮．J7）   

座 与   ざ．占土／．0  j．2工C・∫（J∠・官．Z∫）   

篠 山  4・占土トj  大風魚   

ヰ 蜜  3．斗土 卜ぎ  j．ぎ土C．4（古2・言．Jヱ）   

解 呵  占．0土ロ．？  ∠′3工○・3（5ヱふiO）   

適・ノり   3．0土ロ、笥   泉御足   

崩二 周   j．4土0、g  ア5土0．4（52．l．j）   

ヰれ＼ヤ′∫℃5一敗卜ま引卑Åの予断虔  

とそり気象鼻帝か左きく番場し  

て酷泉社カkも比較中り材し＼）フォ ールアウトか碑りそそ、，だ・たりかノ 撃破針磯風乞  

媚た。ヰ軋ヰ嘲才也ヨ、う東lま⊥に′∫′1（丁ノi＝旨d）と刺定立寸象と亨るルノオ／？周の  

ご卓也姦釆は′ブ′工よソ鬼阜疎如嵐後（′ブヱ1ノ′〃工）がすフとチノーっ美。了克あエ／う  

風ヰフォー′レア′ウトり∫ヨネgリ透か比願うギカ、ったの7・一ノ兜ヰ卵冒の′刀工（㍑＝∠ク、官りJ  

ぜ√ヱユ丁色〔丁／㌢＝77・7H←′′Jヱ工の教戒頼）ガ尊く塚よれ 4れカ、∫生まれた′∫ヱ1（丁亮二  

Z．4小）オ・多く克「ノたと尽れJt5。グ、コス放射ノ也ゴり泉の剰ぇ顔見ヒ′引工の凍え傾毛  

l』2【て示したpオれZ凋kつ‥ては／ヰれ（ヰ孝、）カ＼ゴlユノ検玖されなかった。  

27 28 29 30 1 2  3 4  5  6  7  8す  
10 s 

【封2 動？野寺句碑メ牧（∫／．9・2り ヰれ＼手放和也ヲう来朝ケ（キ煮示）  
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3．紘鵠   

ヰ軋ヰの95トノ／J伝令竹も十数年の雄館主車れ 札の剰え勉兇と乃3と′ヤl‡り光線  

如t一二者破風〆高くほヒムヒ瑚7トまヤ虎た∫か）。Lかし他の絶えと比赦した堵合′孝   

一こ教励ま為く／とそた吋／β塵以上のこと乙ネ5。北躇風力＼‖他の他方如こルヾてうタフ才一   

′レ′7うト碑下孝の争、）ことL接のj弟て‥まか／それ付、外たい抒、圃カ、いあちように現れ   

3。これモ桝∃すちたりの一つの吉柏とし‾こノ†トノ1イメ・タ仁鳥一5、夏】句炎皆々の顔他  

室ヰ軋収尭比史につりてク子たったれはっきりした傾句とっかも＼二と・まて・′き乃かフた〕   

王た′光彦重合体の牛乳のカ蛸粗か虜、）とも逐⊥ゴれかノのてlノう彼の洗顔いて血勾  

の土か色如＼∫隼今／g」阜／飼荷風仰の剛、ようた牛支度畔‘し′触りヰーれ平服射弛  

㈲鋤叛脇机拍イ乍徹すヨグ尊ルカうう。繁男・粥のヰ紅ヤ放抑ぇ王、絹の剰えで一言′舛  

／？針ア同線泉殊で経醸したよう†二′距軽釣針し、－フォー′レiノウトの錫合Jま稚くの麻射止  

根絶が省上れて＼）うたり′絶ネの化学オ舶仁よ3β妓ま丁刺玖てrlヰ血確わデ】一夕‘拍子符で一  

そね＼ノク今後はれ晩久ヤクトロメトリーレムt考入卜きとメLう。  

丈 赦  

l）三鳩ノP私エ：牛乳ヤア¢5トのタクY冷凍抽玖によち温阜／R仇dfDユsロも∂Pe5〔ノ977）顔綽  

2）初空枚名物テ髄：セシウム／j7／介和宮、／¢う／7ヨ木アイ）／ト7J脇食〔／9占5フ  

カ晩上ご媛臆ヒ承射乾ノ化学ノ臥周／ZうノZ引い門∫）  

弔絶上ノ′」＼朋：但レへ・リレ放称号挽物乳年ニケ御名／針え入（／？7∠）  

j）射線ノ、ト調′物上：丁爪－5i山qこ（い）ス1。ブい”トリーによぅ各妃り㌃頗芝卑   
脅与み今の弁伺／オ／摘理工学にみイち何位鼻息句免発表令要旨泉（什77ノ  

ム）斜普f録う斤鯛：カ蜘阻ヨう束ガ和久ノ／9ノ∫ヨネlつイ、／トー7。砂牢（／9占7ノ  
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（8）教義郎の90j卜舶（／977）  

照射軋紬曳顔鬼堵北海軋丸揚  

．放え露？池場鴻′加え登八手′烏卵ヰ⊥サ  

1，崩名   
札射ノ蛸下地によち泉畠・鵬媛如射㈲ほもノ軋畠椚，β5′の飽かよリノノ9  

∫7年より鋼直しト、ろ．これとtの勿勅塵兇メ、ふ′私右肘りF〟5ト舶は軋射ノ放線H物  
如比牧姉よくÅ映しt′ ′9‘∫卑毒腺と軋も適乙しt，乞り旛」i斬某勅とスレて  

、、ち八tのん、、勃射的羊簸如と5卜白腹木組ぺ如姐狗乳t一あうAめに′舶もムよ  

iち凍レベルにあう．この鋤も！う1L引と鹿瑚鋸うAゎに′前年Aにムい、乳毛肇  

ヰり†05卜の射互も禍ムった．  

ま，拇暑囲如ノ与蜂  

（り朋耕土さ5き、  

虜新郎ヰはノ ′977年j月よソ川）ニメ、けて′北壌温海t勝取し′摘牒月旦   
′牛璃ノ｛㈲けあう。力勅にはitして月毎㍉項も収用し上   

瑚さ机′HDE 

拙榔山上椚拍ノ函舶ム亡－の札鎖〆占′後入 り動郎轍き、に此カリうぅこと旦   

納Åた琉弘」九のt＼ヰぱはこの古かこよってノメ戊Lた  

（り鋤一触風   

刺足舶吠え1にふさtよリt＼鳥喝のテク5一触の子舶ILよ7・‘土よダ．グクCし   

んC軋t、・締り緯A土よD・チ声Cこ／㌢C久t 

． 

より鬼千、も、、施iふしえ。  

3．鹿綾   

／9√7年メ、Jの瑚乞厨1に′†、しえ．息、島地もみした／チ‘∫鼻かぅの他用も且う   

と′組項ヤのタ05ト鬼ムは左玖拍じ札坤久射して－＼うメヾ久針凪ぐ、、仁ムち竣偏でぁ   

う。軋ワ1ノ蜘他り ，p5トり上條木韓下瑚の舶一二も亡1～よt㍉二税′ ム束も軸屑左阜   

jち乙月Lうれ′ウガむとぅ胤欄嵐頼阜t’ぁぅ．  

手 札＆ 紅組生玖級紬乳塔一瑚常ノ新風生  

－32－   



泉1鳥目の筒中905卜舶（′ア7ワ卑）  

鳥  年   

ルb．  年々   90jト′CL／パL   ∧／0．  年ぺ  905りCL／㌢．C軋   

口  四  ／g．∫土／．／A   ／0．∫土 ∂．旨 7   

岳 A  よ3  ／ざ、∫土／、／冨   A  ／0  ／9、∫土／．／午   

田   
∫  9∫、タ土 よ．タヰ   ユ   7．9±ク、ア／   

卒   ロ  ／∫．‘±／，0／   ネ  よイ  ア∫土¢、‘g   

∫  ′㍍   ∫．文士0．∫∫   ∫   7  ／／．ロ‡0、g2   

田  グ．∫‡0．ク3   ユ   P．6土¢．79   

7  ／3書 叫   ‘．A土 0．‘／   ア   率   コ．3土0．卒3   

田  ユよ、9‡／ノ‘   田  

口  ／ヱ  ‘7．十王／．チ2   灯  よ．チ土0．享／   

／○ ま／g．9‡／．／／  ／0  占  

皿  

H ！ H  
岳   ／3  田  

l   

／小  ∫  3．ヰ土∂．∫／  

／∫  事 与川   

ユク，J／土2タ．7又  
／A  

，、れ土ダ．∂3 －   

（
、
。
U
・
ヾ
」
U
ヱ
ヰ
璽
⊥
㌘
－
 
 

▲U  

ノ
P
 
 

0
ウ
 
 

0  

，牛 、、   

′‘O  I‘∫  ′70  ‘ク∫  

屈1鳥土牛の常す†05トり奉加は化  
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（9）施療ナ鳥l。ゎけろ′こッ7タワサント●互嘲妓相棒〃射え  

放射線底亨脚乳汁  

市野え閉 門弼鞭 染田俺入  

場高知侶  

t．痛言   
雪組柵卜よも捧外観げ・くは造1丁もこいヾでさないけ威風餌tこちよけすその魚電  

車射郎か一こすり。れま「こ郎力利周り窒息こ碑って打るいわ中ろ最舶凍り句  
風の群衆のrこわの賓オとすろこと冬着尽し、合郎抽バッ7タうラント’を爾汝締り淑】  

凰と行，ていろ．前屈よでけ荘個．九叶東史．丸隆℡具′九鬼追．、ア軋血象．東蕗  

・丸舟地す′両帝渚あ〃噸ド親善して束rこ〆・争乱よji泉ナあり剰えの痔果乙1粗塗すも  

．刈泉挿筋村上∂キ′斤ド行ウーこ．  

2．調査帝久瀬  

（り 凍快池   

人月鼠友．鹿賀／分布．戒搾㈱剰え森泉と斉尾・L合うえざ7射え妃（／∫痩息）   

左遷んrご。剰ぇ絶息11珂感の卦J仁子惑臆て■1東面に土泉が鮎Lていもしころを温ん   

になお郷地は行凍上り丘頭（市．且，町．対）り草根と言う。剰え疫良一よ剰ぇ地内  

で実利り対象とした絶息ズニlまぼ同じ地膚璃．ミ属すも専政の政彦雇員吟声モの速成でろ   

ろ．その地象内りいくっいの雲身l意、（利根）の尽かう戎Ⅰえ糖、れ座東低見事凍．痔け   

車、昆．町．村ド属すも都え地えり喧いラ各薫膿姥のイ＼泉隠え事めら。  

（ヱ）剰え嘉一ヒ剰え方法   

弾性嵐はぇク¢仇声．3C刑尽¢／○テえケツ′琶軸箱十線効脚施軒十立鞘†の致  

命わて′ t、≠xl～砿l（TA）シンナレータ付りサーヾイメータ．プ≠xプ亮1（Tゼ  

）シンナレーンjこ／レーり－デ（象錬軒付）であら．神lえドぉけち剰え風の軸は   

‥棟年鳩左で泉わキと棚lこついては土3・∫％．サーへイノー′－こフいてJl土牛考   

て・・あも．鳥凛lえ各のキ泉洩Ii．凍草紙ドより舶恨地熱こ■、としニケーツ′しr‥．今何の  

剰えではキ舶の異革tボ毘わら外与い，「こ。井胤わ也泉いら杓／桝の高～ど行い．頂串   

間海崎とユ軋IiようIこし「こ．   

繰モ胤‡．ブラえケ・，7亀虫蛾ウ射え楓でえめる．しかし琶超錆加えIては崎珂呈卑し  
．刺え最、がタくとれないなどの姥Qけゝら．屋濾刻えlこはサーヾイノー′左iIて御した  

．珂痺○免疫並声坪捷と亀虞錦すシ〆いに姥○剰え萎斗。フいZタ哀行い．それらの剰ぇ娃   

珂。比熱と行7rこ．これドよって碑「こ命斉珂り即如、ら軋吏使は全て竜馳凍り赴こ操卑   

し巨．一1つで’主えIi＼サーベイメータ互叶サとし「濾舶剰えほ主よう．  

∋、椅手、   

鎧泉ナ島り融凍．池ウバッタ7、’ラテンード豊潤杖舛埠と泉lに東レ「：、  
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泉l恩剰ぇ始り稀置車  

（辛電線 え池．人員．7ォーノレアウトいらの汲省線○キ与を含む）  

戎－1   苧    逼＿  刀乙 l州内刈え   沌円叫え 溶、●教  ’甥琴烹Sr▲）卜儲急呈   黒  市．罰丁．着†l此潜、嵐   
／  i汝洛  

き  ヱ  、句ヰ守一 ∫  j∫   ∂．′l／．ダ ‖     沌－り町l〆   ‖  んク  ／ク．∂】ク，‘  H     沌紳呵叫 ′  占  タ．β！ β   
〆  ′ヱlク．〆  H   

ヽ ヽ  

食・ヰ 町 ／  ∫  
小木町l／   ‖   

7  

∫   告ラ！β一〆   

」」土」一山旦主＿，」     永由才キー／  ナ ヽ′   

（久）地内赴扱疲熟り平均   

I吃内に剰え熱が■いて・■－）〃局名－ほそ¢他  
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（101浄一枚脾Cの波風河査  

放射線鹿学盆各j冴見抒  

樫摘鼻，劣倉肇甥，新井靖参  

㌧真倉宅   

原水爆叉鹸しこもとすく、陣丁、性l℃・の卿tニおけう捕食受イL音頭を  

うちため、解如沖年より・j∵Lし1′植物棉油みふひ、疏膏路アルコールヤの  

∫℃潰えを剰ぇし1本た。こ机ほ、一年姓植柵にかい1しよ－贅の体札片乎  

り′℃泥乳が・聖の年の大礼ヤ泉南えが入のJ℃輝軋も・よく久軋す5ばが  

l）でなく、寛子サイクノレlこあけき珪物圏への取払みの即刻欧将にあけ3  

端株ヒとなちかうt‘ぁう。／チ∂ヲ年には．これう武村乎のけC浅見ta、  

海野乎衝レベル楓のgりア∂岸畑わ最高イ＆呈示したが、iの礼＿数年の  

阿′．絹徽的lこ減少したのち・ブラニ入，7固額叉j嵐の剖摩と思われろレ  

ベルの要劾が絶家乞■れキク玖卑東ケろ乳右」こ乳ち諷では・ノア〉／9窄艶  

の象潟れであり、レベルのえイL任鰻着でな、1。本年度も引経き、刺風与  

え絶∴仁のt・写わ鰭呆、モ洛泉すま。  
1   

2′蘭を析軋のネ軋凄  

（り句碑肴よが刊軋法  

櫛血鞠lま．楓医術圃場で華唐ミれた‘セきじ考りょL）4もー）レも惑放し、  

けル・エーヲ！レトえ乙たのち．ニーの／5きt漁礁とLて．液体シフテレション  

凍で郡軋した。たまモも、堆積＿碕tこ才／？回申腐彼更級、が行われ仁仁り、  

絢帯留も虜記号う郎りで、軒家繁葡と夜笑該後♪楓試料こついて  

／℃渡良書古郡＆しt。  

魂碗プルコー，レ≠朗産業遁ア）しフール手泉書Pに風雅L一、啓下紳レコー  

）しエ斬軋い柏嘩竜虎軒tす姻軋岩みよが、、醸蜜′鞘留アしコル  
皇取締亡すち“外囲をリァ心コーIレ喜入今した。ア′しコール仔．比ぜ乞潮見－  

Lt絶軋も郎音倒したのち、卜し工ン果たl一年シレン・シン干し一夕・こノり  

lこ絶食しt判えすう・   

判定鼻は－ノ必ね一‘クク⊥β値バ、リブラウバ、・クウエアも條用し′、必食べ   

≠～′j・月割敬した。  

－36－   



な）剰ぇ結果．  

ノ各萄覇の間色値も．風音／きあたりの′転のヤ間でゑ7ノ  友2に示う。  

泉   7  

〃）ミ晴油濱村  

仲c 濃度、  

殊直荷風塙  ・やまじそ  

潜葡1  

★範 之  

い1し1  

一枚乙   

／ア．3 ±  

／ア・4 ヱ  

／7．4 二  

／7．4 土  

／
／
／
／
 
 

久
▼
 
ハ
肌
 
▲
ひ
＋
丑
 
 

舞中国薇触釣机楓  メェ乎包蔵苦験後収ノ軋  

象＿  Z  

（ロ）ア）しコーJL・哉照  

′℃膿友  慢如場   是〕軋  

風 嵐  

疋及大津   

肥後メヰ  

直．鼻  
肥後人才  

磐 田  

淡 水  

払 水＿  

イー製  

／7．7±a3  

／7・r工ク．ヨ  

注せしよ  

注せしよ  

什担竜拍Lコーノl）  

果汁  
（十塘留）  

粗密アノロール  

／′  

ウ  

√ノ  

鮭本県  
Cオー対ラげ）  

鮭本腺  
〔刀リツピフ）  

オーストラリア  

インドネシア  

フィリツピン  

インドネシア  

インド串ア   

ヤ 画   

アルでンわ′   

イ ンド   

アりツピン   

米 画．   
フィt）リビン  

／ア．阜 ユク・3  

／7．ア ユ．クう  

／アワ ヱ β・3  

ノア．ア ニヒクj  

ノ才．∫ ヱ 久う  

／ア．／土 α5  

ノあj土ク．3  

ノ才．∂ユβ．う  

／♂－／エ aヨ  

／才・／土．久3  

ノ牛．ア 土 α5  

ノダ・≠ エク．3  

ノ′  

J／  

タ  

〃   

〃  

パル70彷  

）痺妥  

〃  

イ  

〃  

軋永、  
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3、癌誇   

称由試料に→し、てtま．平岡観え呟胤軋トみけ与咋c濃虐、の塙恵のかエ見う  

れなかフ 

′ 巧りケ鋸  
の徒困の修であり・姥戎卓与現象で′熟れ二月しlレベlしに虹す亙っっぁーニヒオ  

魂判1れう。  
今後Ii・原水爆叉鎗由丸り仲亡濃泉の絶句号室温ラとYもに、近年玖如郡ヒ  

准が市史ミれていち席ケカキ如ヰリ周しこもとすくJ℃・こよ3しべ心負九の瑞軒ニ  

七三主邑したい。  

最後lニ屈如埠ア）山一ルの入今lニ街偶オ伶わフた．温長尾のみ碓ア心コル  
エ均Lこみ礼も卑し上げ弓¢  
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（11）戊夜中にかlナさトリケウAの測且綿査＿  

族折線底管釣針呵丸町  

和義眉，守上表れ眉禽骨男．半田鴫ナ   

（1）痛言  

【0年lこわた，て原iカ虎鉄鍋払お…、一柳の陸水、柑斧如拙ビ年トヱ回長期  

i解凍取しtそのトリ子ウム虔鼻毛虐竹してチ巨．トリチウ4け原与貯巧二次神祖ヒと  

もJこ吹出ぐれ、施汲イ寸血の環複本中り舶かこ上帯すまことす巧肇ざ枠線権でろさ・今後  

の計ふの工ネ′しキ㌧庫偉絹与すう原与力平紳順巧竜射ド作い、原㌻かだ尊卑地り  

疲境胡乱更…呵、しベルイ、の環触射絶の如即繊細【三三主溝と（わう火事ウこあり．  

本年毛引き続いて調査と行，丁こ。きr＝今夜続くと子守ざれさフォー／し7ウト音の料～八傾向  

のた裾ニ、利かありう専帝戎締り竜孝和く増すと思われ3巧で・印凛感吟の館長と′J、  

丁く巧いこわ、劾酢豚両映風相扱一ニラ主8しrこ．後東l場末確のり子ウAと如れ  

丁二頒郵碑と並列ド竜野して凍始点を求わてItrニ¢ミ、密度かりり宝木末弟反を刺，て、  

弓の戎綿棒乳を虞、の、珂痺的1こ求わうわ去lニフいて郵寸し丁こ。  

¢）諏査研究の瀬音   

前曲維の郎力姥敦周辺の駒K地点l‡、見守＝エロ日現在．T亨乙の且リZいぁさ．   

茨城虎′紬・大戎地色   √／年ほ帰日，お年7月／98   

植竹農′敦賀・美顔・高森・大飯姥丘  ′／年博打う日   

点線凛′居島叱正  ナ／年射ヱI日   

イ碩卓′玄希地乙  √／年′ノ月ム8   

首線凛′げオ地乙  ナ／年／絹／／日   

福島景′大、熊・富岡地区  〃年√月／7日   

棟水煙息け原則として りJ次郎下れの原7ト叩5経フト．ぢユ凍頭如7ト申巧尋フに′幻  

触水電ガ象ヒL、その他姫形l沌じて各務ヒわ、さ絶息を止即LT二。剰ぇ強け原則とし  

Z、∫∂′研一人上の衡Kりど川東留綾！のわ㌶J二れ化シンナし－7（相U舶∂L－2）  

〃皿拍潮沈・テフロン／こイア′レ引真申してイをバ、リブグラウンド液体シンナし－シうン〃  

ウンク礼β〝れβ1ドり∫ク∂合印則Lr∴わ〆津以下の薄れヤ地下7棉ビやl宮野泉  

紬こりヱロー抑作應締綾、郎紅液如シナし－ション新二り計測し巨。   

前回散骨吠後得られr＝ポ鼠邑か、泉らド示可。Llす・しれモ経年動ヒを巨複軌くみをと．  
偏、■一え「バ小二あり．八さけ如卯鰍ざれJよい。舟り句しべ′しけわ、ヱクク〆う々  

．：d、さ茅与毛の申ヾ争く．昨年q森泉りまr＝滅ケして、lきのバわク、5．海卜句オ仔2∂′－  
‘り年少であ，～・ニ机咋年と購明し、で、あ5。刺フ…ラ：′の与野如バあさとして  

も、・斜有印…ニのきき減少し．平衡水鮮ヒrJもニ＝り暦日り。痛いかl宥恕能力  

ー39一   



がスさく、It才け半凍拠り影響l沌られ「い・・   

竜永責務原句刺血‡んt。入穐虞r洋梨の据紺野度打ドり才子ウ7二。試料水／〝∠と  

紬ドり摘乳し戸後．土♂・ク／Ocの作過液干碩したD“rA几製Ⅴ字音チト充填し 

如制虻滴勧しrニヒさり司郎ど測れ，竜フド席竿武断資長ヒの忙軟ドり・紙料ト  

の軍属揉む「二。風水膚轡料の蜜触・＝ょき舶解果の館分析射巧比較と飢に  

示す．国の丘簸け村○の頑掛二引・・rこ毛のて、l男きのブ、容顔執3・ク・／％ムノ上の竜水素凍  

艮ドっいてけよく一現していさニヒ，しわタ、5〔頒差l；士J％才呈長と見痛もられ仁。ニの  

よう霊こ落度；去Ii員だ氷り微少rメ竜水素濾良のf占且と測射3句…い・り、．・ふ、硯息バ  

官署か竹戎り諺価で、操作摘草～、あり．重野濾病後巧駄科に巧判かよど、・ニけ適当でぁ  

る二∠ウミわ○、ゥr二．  

（カ純音   

良ワ∫二組∫年齢漫如千句トソナウムラ触しベル勿推移を原句．今回欄かよク  

マ毛、キト2庚¢／も期サゝ70リング之Ⅵ、前回まZしヒl云減lこ原与力夜敦句且の一般球史  

7トのトリナウ人身えしべ′し・つ上号l磯射れr。・♪、，丁二。   

ケ綾争阜のトリナウヘの次女舟と子轡される威磨摺触さ租絶鰻パ息子純牌帝すi＝ヒヤ．  

更l 

のトリケウA巧乃梁隠微了．〃いナチ置争rJ作務であ5。  

友トら中の錦まけ計数離を棉草痛えりユイき（ユ√）で希巧。   

泉1 東ラ与′大光一地直（∫／年tl円け8）  

棟 力く 地、卓、   絶 類   トリ＋ウA濾度′PC一カ   

タ画王溜． 化硲叫   ご召 フK   身9 土 ‘   

凋う召．姻紹大橋   ／／   〃占 土  ∫   

那珂川， 中う可内   叫  フK   ／j／ 土 プユ   

新叫  機蘭場   ／／   ／／∂  土 ユ官   

′／   ／∂占 土 ユ8  

／／   ／7‘〉 土 ユ享   

阿婚浦   き也 木＿   ／25 ± ユ占   

大うえ．原石汗，1非7K路、   制≡ 水   ／○ノ 土 牛   

′′ ′排水口付血   タ各 7K   ヱ卒 ± 3   

ノ′ 一           那珂ラ奏．泊直研   ／／   ／P ± 3   

動員芥′ 楓1‡非水路   才埴 水   ／牛ヱ 土 j∂   

〟 ，折・牛河口   叫 水   ／チ3 土 ヱg   

う各木、   2ヲ 土 ヨ  
東森．原諾㌔子㌔冒三繍 ロ  材巨木、  ヱ02 ± 3ユ   

′′，一′ ′竿言剛球路  J  ‘／∫ ±／7   

′′，・′ ′ 賓3排水路  37 土 ∫   
海・フK                      一′，・・′第一棚水口付血  3上 土 卒   
．′ 一 尺置一 鶉巨水路   割卜木．   ユ官  土 ∫■  



義之 愛1暖地直（∫／年用句＝日）  

：採 水 ユせ、吉、   稽 頼」   トリナウA濾虐 ノP％   

イチ方．脚色，取水口   三島 フト   ユ与 ±  ユ   

・・′ ～  ′ 謡水口   ／／   ／／ ±  ユ   

′－， ‖ ′ 晩筆息薄氷   ／   Jヱ 土  ユ   

‖，  ‖ ′ 折内飲料水  上 フト  タ∫ ±  7   

〃  締†谷飲料水  ／／  ／∫ク 土  7   

泉う 佐賀地丘（∫／年‖月‘日）   

採 水 地、東、   権 ⇒級   トリチウム・赦′Pう包   

玄舟，丸亀．取水ロ   諸卜 木   午2 ‡ 卒   

・・，・′ ，放水ロ   ‘3 ±  ∫   

′・′ ハ  ノ 村内飲料水  上 水   7才 ±  √   

ハ ー・－ 一 て璃プ留池   クセ 7K   占才 ±  占   

ハ ・・ 一  ダ、ム用水   餌 7ト   7占 土  √   

泉ヰ 島根地色（∫／年一之月ヱl日）   

琢 メく 渡、吉、   椎 頻   トリチウム凍ぇ′ P％   

鹿島′刺司各，取7Kロ   三各 フK   ／2 ± J   

‖  ′ ′′ ′ 放7Kp   ／J   ／g ±  ゲ   

・ ′ ・－ ノ敦／にP神川仇   ／′  ヱぎ ±  j   

イ7k槽 ロ  鱒＝札  ／／j 土 ／∫  

舶宣  上－ ／ト   ク3 ‡ 占   

貿塵∴湖   湖水  ク9 土 j   

－一声町  牛∫三 ゲ  
り7K  ／‘♪±乙ぎ   

泉∫ 相島地且（∫ヱ年∫月／ワり   

棟 木 地、卓、   椎 叛   トリナウム戎及′ P肇   

栗色′竜一ノ 取水口   希 7ト   3ヱ ± J   

〃 ′・・′ 放水口   ／J   jユ ± 率   

， ′，′ ′ 所内飲料水   上 水   ／ケ／土 ∫‾   

‖  ′ ′・′ 碩下9’玖   安子 フK   計7 ヱ 7   
一・，第ユ′ 取7Kp   婚・水   ∫7J j   
・・，′′ ノ北側放水p（子幻   ヱ7 さ j   
・t  ′，・′南側・・   j7 王 j   
・・′・・ノl号祥戸れ   tゼ下7ト   ぎ 土 j   

ハ ′ ‖ ノ 鼻声lり   lり フト   ∫7 ゴ ゲ   

穴熊町′7k淑  上 7ト   ／57J 占  
奮両町′′′  g／工 3  

・－ J水温事業軒頒水  ／J   プ3士 ／   

－41－   



象ら 福帯地庄（√／年／Dβlうロ）  

棟 水 二地、F、   絶・頼   トリチウ4戒及′PCt凄   

放射斤亀，取水口   デ各 7ト   ヰユ ±  3   

・、．‖ ′ 叔7トロ   之7 ±  3   

ーt ′  ‖ ′ 絹が池   三色 水   占∫ ± 孝   
．′ ‖ ′ 高屋‖J   小 ブ紅   7ユ ±  5   

‖ ′ 動燃（ATR）．放水口  モ与 7ト   ヱ∫ ‡ 率   

‖  ′・ノ 拍配．水池  ；也 フk   ㌢ユ ± 3   

．．  ，－，所内飲料水  上 水   ／∂／ ± √   

実妹′閑電′ 割いkロ   ヲ与・水   j之 ± 享   
‖ ′ り，し2号萩7kロ   ／／   率3 ± 3   
り ′  り ノ 3号狭水口   ／／   29 ± 3   
り．  り ′ 汁内働料水  上 フK   9／ ± ヰ   
‖ ′ 落今‖I   小 池  ざ？ ± 午   

‘9土 牛   ‖．鳥好一1      高諌′関電．取水口   ラ冬 木   フg 士 ゲ   
〃 一 ・・ ．頒水ロ   3年 ± j   
′・′ り 酋内飲料K  上 水   17／ 土／0   

，        り，】鳩尾”I   小i丸   ／ノ7 ± 占   

・・′ 青海水且ホ・   上  水   7∂ 上 之   
‖  小．零、飯水且水   ／／   ／ブロ 土 50   

大飯．晒電′ 取水口   タ与 7ト   37 ± 3   
‘ 3／±卒  
ノ戎～汁潮   ／㌻／土 7   

泉7 塊獲っト中のトリナウムう乗場の硝化（p瑚）  

lqワユ  ／1りう  11り斗  lqワF  I？7ム   

径  1？3  305   Iq3   I7ら  

息′卜  11冨   ？∫   lO？   ？ら   らJ  

水   

最大   午之   と1   ∫J   ささ   ヰユ  

最小   ヱ7   1l   ヱ冨   1ユ  

水  

最え  lヲg   l♭0   J∫牛   1古■0  

最．卜  ∫う   g？   占ユ   37  

水                            辛均  Ioら土30  I」？土30  lo？‡ユ甘  ？ヰ±5ヱ   

0．0  ○・＝   

宮水（読，   

背骨合材デ乙  

画1密接テ乞ヒ官署命析如比扱   

一42岬   



（12） 
蜘諷査  

一王應中略、什き？os，の彩軌  
称て・つ已亡軋y Cp札St乱川びつ、、て一  

瑚怒合句碑  

1鴇田偉 碑 璃＊与う｝  
埼玉酔生研究中  

中米璃瑠 璃野軸 B笠司   

（1）鰭首  

細舶新物一士虜一触稲畑け畠放射弼確？物言腐喝するZと雷電毎と  

して．長寿命で、し多も、之の蒙っ車で勧胸底“と言わ帆て、、∂？osY乞者t増殖  
と（て嶺査石碑こ旦めて乏打水－．本軒、は、土壌中仏界叶さqOs－¢鬱勃lて博して経年閑吏  

勧梢租について節約した発揮宣告体とLて衷管す孟。  

（2）諭査野禽り稲脅   

工衝．南・ちリムタワ神経承裡の一巧妙夜稲り項でガリ． この御雇ぼ牒  

穿あ匡剰ぇ雪肌倣つ．嘩和柏り地下水で卸＼ド直し、米綿虜壌土飢た食物ヤ飯畔とし  

て各日橘取外て、、き，  
屡漣の触でけ、放射性核種の人称刺す緩和偲√よさ碑韓の艶増し  

て、窟射値軒殉とエ壕と食掛棉直し在韓摩＝乙凍り挙げてみ）、Iq7乙年率鮎  

主牽ち頂竹芝記すとフ倉りりK存∂．   

189．SiユC8mOSt Of tbe fodlevelsin the wofld  
bavebenrepor【edonacalendarっearbasi5arelatioユ・  
Sbip of也¢form  

OI  

C（乃）＝p∫F．（n）＋ク，F．（打⊥1）＋ク，∑F．（乃一肌）ekp（一I爪）  
m＝2  

canbeusedin anatte皿pttO aCCO皿mdatetbee庁ect  
offoodstoragefromol］eyeartOthenext・  

（15）  

C（乃）：aCuⅥけin diet h year〃，  

ダー（n）：deposilionb yea川・  

m：elapsed壬ime sindedepo5i丘od．  

FL ： dqcay cons（aLt Which combines theiPhysicaldecay of90Sr anda皿y！nCreaSLBg  

unava肋b出りOf00Sri皿theso辻to pla血，Wbicbi5aSSu皿edtob¢eXpOnen山1・  

PJ，P∫，Pゎ：江aユ5fefCOe缶cient．  

190． 

m。a。i6Side。。etimeinso払．：6．7y呵S． 匝ほdKingdo－ndata）  

血ivemeanlifeo 町0叫ee卿S）  
。 

severalmore years of datawi11berequiredtodetermineI▲Withgreatercon丘dence・  
－43－   



この中で、土離郷†さ？Psrゥっ色⊂軋y し川St…t－′ルー和音専翫  

九て寿り、Iq7ワ年＝同31巳何々ドラフトでは、こ叫劇、／各食物のカチゴl）イ別に億  

ザ畔肌、0、0ヱ～∂、33ヒあって、、き4・、蟹合乞肌た日常倉の′の令武儀序、∂、－0て  

宗∂確昔抽て、、∂クこのノ〟は・拗碩虚し硝診の鯛劾長府・才で¢エ壌  
鯛両ふけさごOsr梢かの咽昧、鍋尭玖．三砕へq観．牛頭簡和宏合した巧蝮・  
杉計・滅青首り様相t姪解約と－て年雛で鼻現して、、ふ定家であ∂と脅えさぺ毒11方  

う．   

日か衷射東嶺奄軒紛ア「ワーク匡よ・、、て仔．婚破却錆古書体ヒtた工虜平K基、  

け毒碩醸偉の篭頑羅ウ嶺査蘭受水、主冒街で右つ呑よブであきオ．珊怪破壊水年マ土壌  

埼へ杉あ㌻J2とみう．エ虜卿残席簸り足音乳工俊吉研わ観ね等ど碑訂しフ  

フ、ク～∫し軋、0～之DC肌、ロ～Z∫⊂ルと碑工輝彦も冬そ深め；机て、＼さ，しオし  

土壌中欄けも？Psrの詔勅り解り虐教化と合せ昇り干りB本・碩什∂珊費り屋号  

化ヒ吉う観妻′つ立てば、男牡まで折縛ら仇て、＼占工壕ずらーりデュタ猪二（て．′′〟の層  

て榊て末、くユとぼ盲雫で有∂と考えす山∂。   

そこで、食々り禰骨如号音で“】倉すγトワーク〆j連打乞れ床上との雰托壕鞠  

、  

し、、ち｛）ヒ各項風雪で¢土壌中「5r残席孝吉比和に表した一例であち。  

り8r降下一丈繁t（東京一≡宅ら托よる   

か‥●i‘…て…■■ご…●；…‥ニー…‥…●‥ 

．卓・㌻．‥  ▲
U
 
O
 
■
ノ
 
 
 
 
’
一
 
 

√
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モ
こ
仁
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0
か
 
 

い20 Cl■  ＿  ●  

・で・・・・了  
．r・・  

0  

0  

0一！⊂■  ●  

○   

士凛中KかけるI内，改正京  

195】■55 ●56，57 ′58 一門1960一‘1・6～ ▲‘⊃，“一‘5I“一印・‘8・‘91日Oり1一門  ●7亭 ●Tq’門 ●7‘リ7 －78 年  

函′ 印8rの降下松井立と土壌中鶴謬曇（埼玉県大宮台地）  

y：各年に糾ナる†βsr障7息の物可約半減斯モ和正して異観し九債（，毎一土嚢中黒8最）  

qP；摺下量っアね“軍師1、土壌中叩sr顆各号信一娃紳・て触教師諜クしてゆ  
く傾′向か皐j小島。  

〟巧算定言残は、若草と％∂宵和みけるエ齢qPsr存在号（よク）！後塵年咋ヒlて  

経年毎“卵t帖工塚車qO5凋落量グ、ら＼経過卑㈲内ド韓7しセqO三でりう‡土壌“牧竜  
（d仰ノ）   －44－－   



甥軒山痛言（Fん）の清算値）富農引、、た侶乞算鼓し、ん打裡鼻軌璃蜘に或  

タしてゆ∠碓那加〆屠／ト自棄法√より回帰傍射し、rT上土川きして〝盲榊∂。  

nt  

ふ肌 二＝。血′一∑下ノ（≠）  
軋ニl  

＝ 山・eXア（一声・叶）  

こ、で、よ帆はよ・Dか世 鰍9みD＆こ久／  各組塵後り号、ルま工康平ドよ、けるq誓γり  
C。汎Stむ肌七（滅蟄払）で郎．   

軒し花？ク5rは、布勿御り？ク5rの土壌麦篠、の収を、三者わへの移針植物への埠瓜  

土壌碑劾への浸透、姥丁稚膚、の琉玖、分利鰍中り？D5rり表面凍敦．ニれ“脅してケ表  

わ恒工壌泰偉ヒの頒頂己、極あ地上卸 での虐町算とq05rゥ物ほ的半減駒場ナく滅夕虎嗜  

乞；机¢で、韓丁稽算録繁考量よりもエ壕怖号はタみく石～と青えブルカ㌦、笹  
木孝√よJエ薇億粗ナの泉入、碑牢の縁り溜ま∂噺等では、有、、傾が碍∫〝→ユとも  

考えj帆∋。   

よp；君主として獲定すJ場合′ご、この時如で‘て卑下し肴印5腰骨？ブ与、どし机仁、け  

水素南東生し、どl机た一触・土壌匡榔埼ヒ沐て．よ。り領ど形森して、＼畠のメ、㌔の割  
合がローかレバ姪御に間物二みフて、＼ち〈し．きた．h叫¢中りど、れ乃1仰今別酎く  

じる，、ビ・小声、れ打有毎春米いて工凌表曙あう要盈ニノ保母ヒれて、＼5¢久（下ん呵火ゼ  

肌イ㌻けメ）竿の定昔勧ヾ見阜うあ“ので過勅許悔？傾向ぼあ∂ガ、干ー呵の値富永人し  

て、日本各地り工壕車′ニみ（デ5各探翫わ′う埴、宣如．こ肌手長1〆禾した・与たユ  

壕干頚存置順縁して、ト州才ヾ・クか、吟鞄・！、こ帆乞棄親し碑婚で京£と旦倣仁て  

土壌中qOsrゥふ年相・けあ務存骨の弼紗傾向欄耕して／ル盲譜め5と表Z区界したよブK  

巧り、常軌〃 ¢値∬、表1ヒ泉ユとり向K位置して、、拍のと埠定瑚5。  

名如みけ叫り僑仔、各党り土壌組成（囁埴官、鞍上盾．畢電等クエ性・上層）、橿  
惟、戸射く看等冴穿ちフて、、占ので、ちれ卑佃碑他よ幻轟てえして“さ。句クsrぽエ壕粒｝  

の紳殊軒額面米と芽〆孝入し布り、腐鶴り中り秘キレート舘合すさと言如て  

いさ¢で、即〔sゥよう宮上頑健｝り解品格如㈲′＝腹巻乞れさと言うメカニズムヒ¢畢払  

フて芥り、非定考でし〆も非錦即妙Kり三重産折半毎う土壌軸物′ニ戸射て、卵白より  
もエ壕オ；り疹日払大主“と盲わ机て、＼畠。  
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暴1’日本和也帰・けゐ土壌中『Osrのつ比γし札；七山（Fr呵招入した場が  

つ色L久y こ○れSt叫・l＝亡 ル（施錠「l）   

堰  竹  性噴  建性  き零  ≡  ：！＝  1試料数  

0′し∫Gれ○～エロG・ルク～ユーCnヽP～ヰDc鵬   

札 暢（址料▲童）  壇上  ′レキ．－′らr   3一 ‾ －   

●  
／Jヰ′一占7  ム・－ －－   

ウ  o．0／？き   7か－′7畠  3一っ 一   

咋   （〉．ヱC咤   勺か・′？‘  r一ど－  

福 島（謁酎  壌土  軍  

穀 賛（〃〕  吉海ユ  ラ環  0、ヱ？？  0．14∈   r一占－                           ′由一′「衿   

木 阻（〃）  色好土  裸  ロ．ヱ0ヱ   0．ロ㌻7乙   ′砧一ヤJ  ム・3－－   

大 袋、（～）  盛土  婦  0、Z7ち  0、ほ占   も官～「l  ヰ・ち一－   

軌 埠（新ユ写）  呼  棟  l．1S  ／ わー占r  占 一‾‾   

州 石切（〃 ）  ろ：  草  ロ．51く〕  ∂．1I？   ノ7ケ一偏  ヰーキ ー   

東 海（方城）  前知  裸  ク．5官8  ク．ヱ3∫   hトー′7占  3・－コー  

■   （ ′′ ）  壇上  茸  
勺z－   

・′  （〝 ）  ろタ  蔑  
／ヮ之－   

水．戸（′′ つ  ク壇上  碍  D．占77  c・．今10   セヰ～ワク   S・ユーー  

1－   （ ′′ ）  り  笛 ー・「  ∂．ヰtl  ∂、l？ヰ   ′7／－／ヮヰ  ：乙一之＿ 一   

大 宅（埼玉）  壕エ  襲′  0．1ヰち  0、0「は   7クー／ヮ占  ゞ一1「－－   

江戸いl嫁貫）  関知  う環  l．ヱワ笥   ′ムユー′占r  ど＿－一一－   

患 ノ師（シ）  り  Jナー 阜  ク．り∫  
－   ∂．3ム3  ／ ヤ㌣｝「け  ユ＿ 一之．－   

食 揉（覆 いl）  虎エ  阜  0．D雪0邑  ∂．0年ユ「   勺クー 「J  ヰーユー   

弄毒 ♯（奄♯）  壕1  碍  qヱ】○  ク、l‘・0   七r－ヤ∫  lO－‘一   

乳 首（′′1  るア  軍  0．r「亡   0，之㌻‡   如～′ヮJ  ら・3－－   

（ ル ）  壕・碍  茸   0．1き3    ′ 勺之一丁軽  － －－j   
（〃 ）  圃礫  頒   

－  0．ふ15  ／ ′ 「ヱ～7∫  －・－‾千   

え 揉 し ケ）  石ク  硯  ∂．ゞぎ∫   ク．∂7占？   ′砧～勺J  ぐ・ユー→  

砕殿碕 く静「即  壇上  鼻  ／里∵～   

帯 筋（′′）  キーーー  

強■・拡（′′）   

鬼石嵐（星如－）  墟工  頒  t、31   とユ〝1ヰ  う ー－ －   

り （ゥ ）  ウ  J什・ 早  ク，も3r   1、3′－占今  う ー一嶋   

市弟可視（′′）  壌土  軍  ク．キロら  D、1どl   ／∠ぎー・′「∫  占一占 一   

解 点（大幅）  盛エ  啄  l、lヰ   ′占j－砧   ムー－ －   

り  （′′ ）  ／′  0．3葛；   ム7－／ヮ∫  ヰー㌻・・→   

るク   ∠ヰ叩七7  ワーーー   

′′   
（・′ ）  ／／  ∂．8電雪盲   ふぅへ1丁  ヰーう一－   

瑠L   封～㍑  ナーーー   

早 良〔′′）  t星エ  草  び、ヱ0年  0．D‘27   毎－－7r  ヒー㌻－   

園 蘭（長兄包）  埠碑、  一∑  O rrワ   ′占官〟7占  占－－－   

ニ指 宿（ウ）  ネタ  草   0．ヱ占g  o、l？今   写ぎ～セム   ー⊃・コ ー   

一46－   



暴ユ 日本壱粟沃み㈹土壌千句Osrのつ比γC軋S七人止（F明電代人し払〈塊合）  

■′ ■   一   一        一一   

瑠  印■  性咤  徳性  ラ則定如薗  諒対数  
0～∫Cwし○～エロC－tクーユーCmp～ヰDc｛、   

札 幌（ユヒ三島運）  埴土  ㌫巨〉′7ヰ  ムー－－   

●  壱ち”ウノ  ？－‾州   

ウ  ∂、O100   わ∂”ウ‘  3一三 一   

・一変  ∂．1占官   ′7れノ邦  ど－∫ －   

壌土  ′‘r〝′7‘  ムーーー   

吉港エ   ∂．＝0   t舌～ヤ十   ムーー ‾   

大 熊、（′′）  合宿工  裸  0、153  0、03竜王   録－∴ ¶  ム・3－‾   

た 眉宇、（～）  盛土  婦  0、l笥■ヰ  ∂．13畠   ム官～・「l  ヰ・3一－   

軌 埠（敵将  ろタ  接  0．ヱr7   わ～補  ＝‾‾ ‾   

州 一郎ユ（〃 〕  ろ7安  草  0、之ら十  ∂．107   わ0＿ウJ   キーキ ー   

東 海（茨壬卑）  前知  裸  0．ちヰl  ∂22．l   ／ヮト～′7占  3－j－  
l   

（ ′′ ）  壇上  睾  ウヱ～   

′′  （′′ ）  をタ  複  
ワヱ′－   

＊」戸（′′〕  ク叡  づ環  0、2ぎ；  0、うヰ「   富・ユー－                                       占4′－ 7亡〉   

／・   （ ′′ ）  l／  茸  0、Iヰち  ∂、17ぎ  ／ 1t－竹  2．一 2＿ －   

大 宅（埼玉）  壌土  睾  ロ、IDう  ∂．0；SS   ′ヮ∂～セム  冒－∫ －・・   

江戸川（家宣）  帝如  ′‘3．－′ヮク  1ユー一－   

ロ  0、31す   ′ r杵〝／ヮ∫  2一之‾   

虔工  0．   わ一′？J  r－S‾－   

環土  0、Orユワ   須∴－i汀  13一占 －   

るタ   tヰ～7J  一年′3－－   

（ 〃 〕  確・柘  茸   ∂．1含3   勺ヱ～勺ヰ  － －－ 3   

（ 〃 ）  呼礫  頒   ク．㌻もち  ′′ ワヱ．～ワ∫  －－一千   

乳 頬 し シ）  石ク  硯  0．I畠ユ   0．Ot3う   る‘．｝勺r  ㌻・ユーー  

年新穀埼（静 即  壕エ  ．草  「∫．－   

稗 田（′′）  ヤ  碍ヰ  D、lヰち   ㌻－－－                      も今～／7l   

強 「粘（′′）  壌土  林  0、lユー   とユ”ワl  ム ー－－   

鬼石且（覆れ）  壇工  占ユ．〉ム「  亀 －－一   

ウ  七j～7‘  7 －－ ‾   

壕エ   0、ロ？7C〉   も音－「∫  ム ー－ら －   

幕 方（大膵）  虚L  啄  D、5三三   わー占ワ  －0 －・一・‾   

り   （′′ ）  ／′  0．ユJユ   盲7－′7r  ら－㌻ －   

ろク  ′‘4－セワ  r－－ ‾   
′   ロ  ○、○占田   ′占F〈 7r  4 －ヰ ー   

瑠t   ムj～七‘  ゞ 一一一   

早 良（〃）  ‡覆土  ・・I・r－ 早  0、○今？ワ   ′‘官一ヤ∫  ヒー∫一   

‾∑  もぎ～7‘  ムー－ －   

草   0、l宅7  0．1？l   ′拍～り‘  －コ・ユ ー   
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（㌻）岩上葡  

表1みよ〝如1ご荒してあ叫¢堰は、肇卸てかナさ教クみ“≠」タメうり右のて甥  

t）しオ毛、エ壌終う級は櫛参の神風朗獲て者虜して、、毎“ので、仕草知三鋳でウル  

の値ヒあフてみり、し頂かて、国産・科孝卓寄合額告の傾よt）も高値乞未して、＼る右の  

t折さ。  

今後に舞、辣た盲績とlて．かよブち：ヒ〆悌ナ㌧ルきタ  

イ、土壌鰯師サンプリンデ匡つ、、て   

・頑斡穆軒！着きlご蓄熱詔“ヱと   

・捌縁は、今与でのタ秒化〆．植物¢循遷如考慮しち三軍唐きて頂草す∂こじ  

・閏年ノて姥号帝有の／倉刊同軸物；確率Tdユヒ  

ロ、合新劇慶安ドつ、、て  

・標準アニエア・レドよ）と粒後ユ仙≠山下りフラクションルつ、、て倍戎才ょこヒ   

〆ちフて、、あよ∴之…≠山上りフラノシモン′でも？㌔一合長の和知グlニもお∂  

ことがあ∂∂で粒凄分布！考慮しつつ倍竜拓す∂ユと   

●シュウ融壇かうの直感的ち塚頭領融二よユ≦Y銅蹄㈲3劉至弼私り碑帯惇〆、タ＜  

ちり、しみ毛、回収私イ毎く礪；ル、イ♯やて，ケイ私の韓吉碑て毎・、省略土肌て、、三   

っで虜まじは吉、、簸、＼。Lたオ、フて、アルカリ土葬令息¢三間敷アラクショゾ強   

・二掬し、薫陶．庁イヒ写り届作でケイ臥王子妻桝なし、7ル・「ソ工費窮r   

三蝕してオ、；、制空碑繍乍古里吉倉オ、・、麦芽てh方∂ヒ考ぇ川∂．   
ノ、、もフヒ億離り嘉＼ゾt長め∂たあK¢、ニ此；の言訊査節触発刀ド鳩匡士せて   

、、相室、日本にみけJエ壕璃紳碑薇墟確丸字均率浦和lや有効顆碕今   

（‡／ル）勘元机二兢、画房額動瞭の詭あlて盲季薇・茅さと考え；れ  

5．  

一48一一   



こ13）大乳ずユ｝徳男扱じ雪の坤畷による碑顔曙の柳  

田本玖今れ解玖珂  

毯軒 熟 す珊汽 玖オ 諸  

1、城ち   
格確鱒乳絶1てよっ1匂感磯酢臥〈餉すちよろK汀・医つ○叶いウ入〃姥水色・1  

確卜咋確し「ぁく亡↓r吟如紳瑚恥祓うエ↑す可乳↑≠う。   
極暑lす／グ‘／凰比碑♂柑ずユ籾斬も絡許し．メ ♂鵬にFろ沌l柳古学癒しト】  

之閥を打乳の坪蜂  

（丁）左折ユ％湾愚   

書袖にをけろト乳ず〆），泡沫郎、／タフ汐単向タ、与思円瑚新星し．射手描線   
し「桝，づいろ。舶f↑ト斬頼解果中ろ，拍軋あ、打ろ人乳ヤユタ紘のバサ   
ワゲラ匂｝ドしべ－lt．中華卸如も斬ダー1甘ろ ‘Yが↑もトヨ）   

御用射桝甘ち〕類′f．瑚瑚紛凍陳噂†かよち仁毒′‡、贈～‡乙   
げ叫町郵町細物櫛冊鱒早くニYやく禰うホウ・  

ンノよ用ユ，冤′こ一、－イ．匂ヱ緒棉げ号音如町中γ招一う．つク叫シカ入   
オ＼一介卿豹維の準かく畑叫ち。中り抄′肇嫁〆如上阜ず新車鴫ヶ、サトt   

わちネる桝‘昇れr・ミかり宕．サ、湖畔醸し、叫盲あ威か杢動く升あ．けt   
わ瑚㌦‰軸触仙、．し頼イ甑鞭植野び招凋射細   

か！圃老師姜†孝カタ‰′｝‰沌けち維侵しト。ニハユタ施㌧維感動車′相月木   
ろ′ダフ施′）員軒組†射rr削カレ印斬あ如畝くノ黎し1、，ろ勿そ、÷   

4確如rが海瀬†／車輌t〆で針ろ。  
し作れて／ヂ／ノ裾桝斗糾彗拍動＝l‥つ確むk。′タメ／神う寺≠ア   

ーI｝（’、スケベシ曾ン｛虔締鋳汐執の／々『朋子℃めイ殖脚電珂†れ、，ク5r，  
′ブ‰佃ア摘局線射角才一顔色  

一利鳩瑚齢頼一帯，／細見抹碩〆  ち
ル
劇
リ
 
 
 

ガ
 y

－
 
 

坐
…
‰
 
 

〆一卵叩噺嘩■碩  

招潮路し1、－わミl  人乳すタ缶朔クー  イ
一
 
 

博
 
㊨
 
 

彦
 
 

岬
 
 
 
－
 
 

の
 
 

）
一
 
 
 

ち，棒軒物ラ糎乍′乗、頼。  
（ヱ〕殖罠り鶴首  

杵鞘碩／恥～シーつ′7わ漣t匹賀し1各・しれ。ニ功～ヶ′ウ・ -/ibm 
舶附さL亨’で欄丁卜摘果や′′醐もゃばガ知♂－鶉離わ、ろ僻し久榊  
て卑し竺竺墜 ▼ 

′．、．．．  
l  良y・み〝，～々メメん～〃′ふみ諭乃．  
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紬酌斉弁巧戎泉げ′′タ′勅ヾ者あでよ・jズ／√ちど′麻である。′禿ブタ一つ一  
7・れけ叫ヒり／身轟／御仁舶用ウイ机．中断働晰欄畔射  
／，フり〆ち√施Jtけ．1、、カ。廿細碑酢輌梱蘭鰻揮断卵  
柑≠いI頼触ピサ如祈佃｛1かり、瀬畑わ、ち♂牌′黎如ちホ、、付  
で，作東露「・rろ電′ナ摘。  
中断竹串絶妙励付／棚板トちtわ′う′ク々ヒ細附■．善  

が頼げく 

， 

刷 

′′ 守警胤，エ㌶㌶；怒号1瑠浩三．・  
妙射†鰍イ如し隼・針射けル帥と甥クダ〃仙ノび傾ノ音針・久・  

新芽卜飢†妨仰（り′グーすか洩りで♪ろ．  

／）A〆亨t客即納しし声．し仰レ拉れ右折封／げl’ど‰丁ケ7朗．  
ユ）伽乾物す．触衡tづAり財tLた．  
J）酬呵鉢碑如…′卵へ♂棚餅ク．‘′醐岬極細頼師明  
呼頑よ♂か殉賜開…βダーLた。  

仲）諸君も射紬イ．すー－摘晰ろ坤…抑′伸う  
ノブ触一削励拙けか、ノタカ如、ろ抑ム封↑■勅′命針欄Jゎ作劇りJ  
う。  

】困慨  

ト 
／∂ノ  

蛸 が」 β・βア  次ア  
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ろ蹄への鼻緒…tす，亀 －タ㌔帥み｛幣ゎが  

硝帥ミートろⅥニtが晰畔rい・再建も組う  
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（14）7B巳降下量ヒモの喪軌  

巳頼子力研東町  

天野来，昔ヰ罠   

1．繕竜   
7B亡l婚儀掛こよ1て生成し、大気中の7日8の朗は王黙破村性機種でけ、R九   

てれの喰鳴軋についでかlことげ知られている。した什・「て心ソクゲうぅニドレベルの  

正確な柁鴫の一つとして、7馳の色だ虎如、、の佃モ嘩沌什にしておく一灯専げ－ある。〒  

の線転灯ら、過去1年牟にれたって絡ら小たトタについて、ワBe稗下号、雨7坤温  

度、地表面大気濃尾ヒ変動訂よぴ●、モれらの相互間像モ植村し、一書昨日削げlこした。  

2．醜査研究の枕専   

晴下抑こついてけ、轟こ約与れの屋上に設置してある境南面積0．与㌦の＊盤絹り、  

1用毎晩取した。天気中唾竣lま、ユ甘味向象鈍集重した帝軌洋紙（ら0印兢）モ1ナ   

司令まとめ、斗如とで及化した。雨水月眉上にある珠取面積0．与柑の珠取経で珠取し、   

ミ小官・れ到塩気雨とした。   

7βeの定如Ge（Lり牛車体根出執二よる訂線又々7トル舟杓（7馳の0．椚7伸汀  

ホトピー7）によった。  

う．始発   
団1にけ咋卑朋巾、らJ椚7年7月舌での各的7鮎降下阜ヒ加ゎモネした。モ  

の夜勤曙フォール了ウト核種の笹勧と如ク、フォー几アウト御重にみられろ年月拍  

6日の呑のビーフけ至れ積年葛で甘い。－ち雨音ヒ7Be降下号ヒの租筒モ計るし凰  
2に示†ように、ワβe簡下卑l絹号ヒの植削ぐ良く、韓雨に£ろものが寺配的て、■ぁち  

ことげ…、った。地表面大気中の7Be醜かま、ほぼ灯l叫ん～で対流凰7βe平均重  

職辛の計耳ぜ）（小l『t叫局）と托絶して、同じオーダ、－であろ。雨＊甲7馳温良は  
付与り質朴げ’あり、この普動の専訃盲雨の生渾すう高三ヒ惰雨の特報すろ時間に佗与す  

ると更、小小る。雨竜の少い雨の7βe曳瓢7托ヰ如痛く、雨竜げ・早くなろに従って、あ  

ろ平衡的甘他lこぢっていること什ら、大気中7β巳仔時りはじめの愚に如壬的に補えら  

仇ろことがろ什¶すえろ。今後、7馳の如ヒ中温息と丈軋や浅鼠ヒの簡乱写モさぃこ鳴  

らけlこして叩く子亀で■あち。  

（＝C。∫応じR笥Pr山qよた品。久広い尊0～血∈肌玖，♪・山止Mよβ・触∫，  

抽払出勅膿。h・P中丸×L Vl／之，机‖（J？印）  
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（15）雨水ちり、陸水、海水、土壌および各種食品試料の放射能調査  

晰日本分析センター  

柴田長夫，西村耕一，官本 肇．  

野口正安，荒木 匡，吉清水克己  

1 緒言  

科学技術庁放射能誼査委託にもとづき放射性降下物（フォールアクト）に係る環境試料中  

の放射能調査として，51年度に採取された雨水ちり，陸水，海水，土壌および各種食品な  

どの環境試料について90sr，137csを対象として核種分析を行ったのでその調査結果を報告す  

る。  

2 調査の概要  

昭和51年度中に3 0都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけた各種環境試料  

について。昭和51年10月から5 2年9月までに90sr，137csを対象として核種分析を行っ  

た。   

′「（1）分析対象試料  

分析対象試料は雨水ちり．陸水，海水．海底土，土壌．日常食．米．牛乳，ドライ ミル  

ク，野菜．茶．海産生物．近海プラクトン．飼育魚などである。  

試料は3 0都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施したのち当所に送  

付されたものである。   

Q（2） 分析方法  

分析方法は放射化学分析法で，科学技術庁制定‘放射性ストロンチウム分析法－および  

一放射性セレクム分析法－に準じて実施した。  

また近海プラクトン，飼育魚については「線分光分析を行い137cs を定量するとともに  

60coなどの人工放射核種の存在の確認を行った。  

r線分光分析ほ科学技術庁■ Ge（Li）半導体検出器を用いた機器分析法一に準じて実施  

した。  

3 調査の結果  

昭和51年10月から昭和5．2年9月までの主な試料の測定結果を表1に示した。   

以下試料別の概要を述べる。   

（1） 雨水ちリ  
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各県の月間平均降下量を表1に示した。雨水ちりには測定結果を得られなかった試料が   

あるので測定結果をえられた月数を併記した0その主星空軍および星ム、・最去＿旦は次の通   

りである。  

00sr：0．014（0．008～0．024）mcj／／′払2  

1きTcs：0 0 2 2（0010～0045）mci／／‰2  

年間の傾向としては全国的に4．10，3月に高い値が認められ，地域的にほ秋田，石川．  

福井，鳥取などの日本海側各県と静岡，高知などの各県が他県に比べてやや高い値を示し  

ている。   

（2） 浮遊じん  

福島．茨城，新潟．福井．静岡，愛知，大阪．鳥取．広島，長崎の10県で採取した試  

料について各県四半期毎の測定結果の平均および最小．最大値は次の通りである。  

90sr：0．3 2（0．09－1．2）10‾3 pci／ぱ  

137cs：0．5 4（0．13－1．9）10‾3 pci／m3  

鳥取では第3四半期に比較的高い値を示している。   

（3）′ 陸水（上水）  

上水（蛇口水9 原水）ノについて各県で2－4回採取した試料の平均値を表1に示した。  

その全国平均および最小，最大値ほ次の通りである。  

90sr：0．11（0．007～0．30）pci／g  

157cs：0．008（0．000～0．020）pci／g  

地域的には90srでほ北海道，秋田．新潟，京都，大阪．兵庫，島根など，137cs では北  

海道．青森，山形，東京などの各県が他県に比してやや高い値を示している。   

（4）海水，海底土  

年1回採取した試料についての県別測定値を表1に示した。その全国平均および最小，  

最大値ほ次の通りである。  

海水  

pOsr：0．14（0，09～0，22）pCi／今  

137cs：0．15（0．11～0．17）pcl／／今  

海底土  

90sr：11（4．3－31）pci／Kグ乾土  

Ia7cs：10 8（16～20 0）pci／Kタ乾土   

（5 土壌  

各県年1回採取した試料（深さ 0－5c爪，5－2 0c吼の 2種類各1試料）についての測  

定結果を衰1に示した。その全国平均値および最小，最大値は次の通りである。  
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0 ～ 5 c椚  

00sr：9．2（0．9～23 ）mcレ／‰Z  

l＝cs：3 5（0．4－9 2 ）mcレ／‰2  

5 － 2 0 c仇  

00sr：21（1．6～68 ）mci／K皿2  

1∽cs：44（0．4～180）mci／／‰2   

（6） 日常食  

各県年2回採取した試料の県別平均値を表1に示した。その全国平均および最小，最大  

値は次の通りである。  

90sr：4．4（2．4－11）pci／人／日  

1ユ7cs：4．6（2．2－16）pci／人／日   

（7） 米  

各県年1～2回採取した試料の測定値の全国平均および最小，最大値は次の滴りで爵る〔   

35試料中1試料の90srの分析値が12pCi／Kダ で異常と思われるので平均値の計算かト  

除外した。  

90sr：0．9（0．1－2．8）pci／Kタ精米  

lさ7cs：5．O r O．3－27）pci／Kグ精米   

（8）牛乳（原乳．市乳）  

各県年2－4回採取した試料の県別平均値を表1に示した。その全国平均おょこゞ東小，  

最大値は次の通りである。  

90sr：2．3（0．9－10）pci／g  

137cs：5．2（0．9～3 6）pci／e   

（9） ドライ ミ ルク  

ドライ ミルクは市販のものメーカー別12試料でその最小，最大値は次の通い：ある0  

90sr：4．7～6 6   pCi／Kタ 粉乳  

137cs：16～21o pci／Kダ 粉乳   

肌） 野菜  

大根，ほうれん革について生産期に合せ採取した試料についての測定結果を娘別に表1   

に示した。その最小．最大値は次の通りである。  

大根  

00sr：1．7－35   pCi／Kタ生  

lさ7cs：0．0 3－10・pCi／晦生  

ほうれん革  
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80sr：2．4－4 2 pCi／K5生  

137cs：0．6～4 2 pCi／Kタ生   

ul） 茶  

静岡，京都．鹿児島（各2試料）の試料についての平均値および最小．最大値は次の通  

りである。  

川sr：8 5 （31－120）pci／Kグ 構茶  

1”cs：110（4 2～130）pci／K9 楕茶   

恨）海産生物  

各県で採取した海産生物は海水魚（カレイその他）．月類（アサリその他），海藻（ワ  

カメその他）である。その最小，最大値を示すと次の通りである。  

海水魚  

00sr：0．1－2．7  pCi／Kタ生  

137cs：1．8～18  pCi／Kダ生  

月 類  

00sr：0．0－2．O pCi／Kタ生  

137cs：0．8～3．3  pCi／Kダ生  

海藻類  

90sr：0．0 3～6．9 pCi／Kダ生  

l”cs：0．7～ 1．7  pCi／Kダ生   

胴）淡水．淡水魚  

淡水は北海道，秋田．福島．茨城，新潟，長野．京都．広島の8県について年1回採取  

されたものでその最小，最大値は次の通りである。  

gOsr：0．04 0－0．32   pCi／g  

lさTcs：0．003－0．060 pCi／g  

淡水魚は北海道．秋田．福島．新潟．福井，長野．京都，広島の8県で年1回採取され  

たもの（コイ，フナ）でその最小．最大値は次の通りである。  

90sr：2．3－120 pCi／Kダ生  

137cs：1．9～16   pCi／Kタ生   

仏側 近海プラクトン  

各区水産研究所で採取送付された近海プラクトンの測定ほ …sr については放射化学分  

析を1”cs についてほr線分光分析を行った。測定値の最小．最大値は次の通りである。  

…sr：0．0」11 pCi／Kダ生  

137cs：N D～4．3 pCi／K？生  
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測定試料3 5試料中10試料（内8試料は51．10－12月採取）に㌻線分光分析の席  

果00co，5与co，05zr，05Nb などが認められた。   

85）飼育魚  

温水養魚協会より送付された魚類．月類など2 0試料についてr線分光分析により‖7cs  

を測定した。測定値の最小，最大値は次の通りである。  

り7cs：N D～26 pCi／Kダ生  

6試料にr分光分析の結果00co，＝zrなどが認められた。  

4 結語  

科学技術庁放射能調査委託にもとずき放射性降下物に係る環境試料中の放射能錦査として．  

51年度に採取送付をうけた各種試料について川sr，1”cs を対象として核種分析を行った。  
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（16）第1相中飢棄蘇れ影響  

日誌而与力析良師  

山林泰雄 天野 た 人乳清一  

輯桶 莞 君瀾芳象 山雅一一   

斗l相中錮電験げ／†7‘年チ胃ヱJE′∫辞那六気密内て・行わkた．こ〆）「7オ  

ール7ウトの劉著聞、，？日2冨B以降，日本名地に現われ棄海研lこあし）て毛モニタリン  

7・・煎スト，モニタリンケーステーション召、き画疲堅牢押上鼻し、？R2？飢＝は場内息帥マ、  

巨万杜亨押棲息され畠とともに．罷与力施設への蘭留（ヲ弓梁）卿みふれE。？日2「日収  

陣．フ丁－ル7ウト降下号束よひ微町偉観穐、牧師繰電車．牛乳中の－31エ溜鼠亡「りて綿  

註急行，左。宅の績栗鼠以下に並べ盲．今包わフ才一ル7うトの特徴牒．棄権後2日で・降  

下したたわ、短羊満期の畝命裂生餌拘の枚柱間カく名主人て、＼たヱと召・ある．  

OI 「オール7ウト降下亀   

q吊30日ほ、簾研籠内Nわ．？モニタリンク甥スト屋上3．“¶1のど屯内互六口堰骨・  

M曹式東面汚栄計によりサーぺ1し降下量言剰喪」在・55軋iス訳、ソト状ぞ・．表面巧賢計  

の如率左So男としマ韓下里邑東わると 0．1（J／k叫1とな盲．   

きモ・確塑さ軋を平均軋ナ軌葛23伸／仰1程良マ、あり．】娘子の平均漁最腸l刈0ヰ中  

土号川3叶m（長末年皇…さd†叩）不・も，左。   

同産上の税令塾生鉱物の盲犬租子宝押らドペー／ヾ一巳稲し取り、争甘苦計計掛装置で合  

β線の覇衰傾向左鴇べた。キの結果、喪章吸約240浄画さで、はAqA。七‾′仰 ′そ九  

畑は A王A。t 
－トql 

？・あ，を．この痛衰侃㈲は、乙れ舌で・に利恵己れモフ才一1レ了  

うトの卓のと簡ヒ、？一考さ。   

き下、巨矢稔与のナ練スペクトル互鮎（Lり半畳体検出葛マt測定した．「閂30日針刺  

したと王領梢tほれ昆韓後任、H州屯ナt¶d Ba帖uの木耳3～ヰ日後巳相当する畝甥裂生  

職拘そ・あり、その′繰入ペグトルは母1の通りぞ－あ3．主仕核磯1言、叩か一句言N』，叩あ・  

恥NいⅥ N♭）羽Mo一甑屯J l11工．心下－1ヽユⅠ′紳弘一lヰOJaJ′－さ⊂e ′  

叫Np aもった・  

lO芦12号白河属したγ頒スペアト）レの結界オ鳩、半場桐の短刀、Il薇市乳生島職欄滴農  

」・せぎい一帖N♭， l色さRu，付こe，l仰臥－1◆OLA 押i体tこな、てし＝E・  

12Iモニタりゝグ■謂スト．モニタリンナス干－ジョンの放射線王寺の上昇   

青海研簡皿監視正堺市皿lニ鞍茸してl）るモニタリンク‖ポスト（2ケ≠バ2〟岨‡昭ノ凍ぬ巷）  

わ串市債か＼′うR2曾巳10韓唱Ⅳ主フォール7ウトの彰乳乙より味々仁上昇し鳩めた．  

宅の枚、15～l「隋に最大巳直し、モ＝タリンケ・ポストN0．1そ・、ペ・ソ？ケーラウンド左  

皇引い巨億て潮3．ら′戊／h上昇」た。も東以洛もこタリン7・貯えトノモニタリソ7tt六千  
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－ションの福耐lは 鼠之 のよう1こ徐々に動いして＼，3ガー、10胃l午′、／占Bの降雨  

後全席としマ、再ひ上唇」て＼・－さ。＝れは・珊能亀刀Ⅴ日本上空言洩虚して宗よそ2皿向  

五経ぞ再廿一日右上皇1ニ果たEわと思われる。   

11吊末にt富フT一ル7うトl＝よ3組墾卒1の影響は唐とんど甘くなっ在・q閂2旨巳  

p主1′1針雫皇で・の舶向にあける外部γ根親電線呈＼盲．モニター）ン7いポストの刊温塩野主  

観笥す孟と納0・冒仰R 相当にな3．亨た、モニタリン7．ス干－ションヰ馴れてあ＼1て  
も同視ヒ約0．旨仰R の上顎卿軋主八た刀ヾ∴大洗針鼠町こあ∂モニタリン7．ス〒－ション  

2馴簡相ほ、約／．4桝Rぞ・もフた。ての鯖象は、降下邑甘零落C－1C小叫1ヒい’大丸  
前知叶の也 0．25・C√／ヒ佃1互比敏雪盲ヒ符合しておっ、時下旦亡地域鼻汁あったこと五  

泉しマ11さ．  

（3）匿泉サーぺ小二吉る利恵   

恒♯紫紺＝主り東泉サーベイ（l句点）E卑2瓦朽＞てし）さカー、今臥まファール7ウト  

にき孟割箸壬紬ヾうため、70声弓5～「日末吉以、l之胃2l～258（畝、真顔日か5モれ  

毛■、れ10日，8「【ヨ徒過）の之軌こわたって凱亀亀行った．「－ペイ稚魚＼竜．バ、、、′77いラ  

ウンドの夜化相中なく．乃、っ一県十か池設わ勒智珊心電・い神社亀内観升風銅1て量り．蘇  

研叔地力、主庸 一o K叫以内にも3．  

10閂のり－ヾイ評価帰農て、は、全地点にわたって通常の鴫∫り約0．宅′R／h上阜」マ  

Ilた。吉た．12閂の動態結果下は通滝のレベルにもど，マ＼）た．上鼓の上昇埴は、モ＝  

タリン7・ポストの利恵せハ上昇鼠合（同舟如勺1〃軌）と－訂す孟．  

鴎）モニタリンク・ステーション石lの六真申i嗅放射能温良わ費地   

引弓2曾日店降雨わたわ末尾中i嗅飯村罷温象ほ低く、連続集温グ、ぇトミニクーの福永  

偵は和束巻のもフバ、リフグーラウンドlニ在，マl）市．2曾823掛こし了雨抑止み′天気中泉  

填放射能濃恵は適中のょうに上長」マミ芭押・．2q8ら軒倶より曳乳中仁洛並」てい孟粗  

子状核命裂生餌物かタ、スト已こクーの済練仁背黒≧爪．蒋禾偏は一陣的に（約1酎＝上  

昇∴モニタリングlス千－シ；ンNβ・1さt鴫大l・年用‾ll′乙lん3‘て丘」た．乙の優良  

白熱放射笹渡島の年面長天塩と比較写ると約掲？・あき。   

与だ．施千枚敏令塾生同職闇汁敗に哺乳ミれ3と 叡3 の∫うにβ／αの訣折尾温良  

比は今い ら0になり．見ゃ巾温泉比之～3互丈きく上きわる．乙のヱとガ3台東取附阻  

の変動と荘馴とれ．福永色の上昇はつ才一Jレ7ウトによる古のと判即さ、乙た■  

（封 康弘中の－引工による甲状漁場吼線上   

即しぼ喪溶円筒堺tzちる牧場ガ主産藩鴇入」た．この牧場の三の卸町二束け3丸′干り飼  

料は、q閂2吉日の斡届以後刃り臥上ハた三つ星、電の生も、∫む・つ己こ小史り牧草し生J  

ネ、あ，た．照乳は帝とタillの2且凍岳の符牒血石Iあり、東海何の鉄塊～・も同税子、あ′たダ：  

；如新」の郎〕ば輌席‰」た与のよリー封‡浪最下噛ン｝ことⅣ軽電己dt∈ぶりく㍗官食酢二  

無情すふた蝿桶確りわ艮軋互恵科」」た．  
－62－   



市乳ぼ購入後た窟Islこ／3紳凍の亀甲患毯亡し）れ、鉄痕敬体わ甲の午〟メェ拳岨l（Tゼノ  

シ：／ナ㌧一シちソヽウドに乾せ．午00テヤゝ手■レイ線碩患令冊塩ネ計利、特上れたスヾ  

クトlレ亙ス∵ヾクトル碑応亨禾こ見えこれた宰kノげ†⊂s，■汗t 三玖軋ニノ・′マ思核種の  

7∫－トピーク串与領廟マミ定点已方程式富たて．郡」甲のルノ工浪漫左耳土」た．ノ官長．こ  

の三畝複につり？．ふ々試料と固1形状の罷車館涌引事碍－、連立方程式の強敵竜泉めた   

庸丸干わノさ′工恵良は次のとみり不あフ在．  

‾TT「「「言‾丁－て「■了丁  ヒ    ニー ー＋一口             －       ■   

符あ・検出局界濁度（N・臥）厚IB・計・牒科とも各5出臍卦尽そ、、3・2pC／上下lあき・   

格主軋已結果Ⅵ、エ．人卿己dは飯岡」た覇台わ50年何にわたウマがtTに言る甲状晩  

根囁雉旦主筆土」た．ここそ行った仮定は次の漣りぞlあ盲．  

山試料捉取芸」な刀、フだ白の練乳甲がIT邁直につしノて＼盲．凰今の∫うにアラ7玉砕り   

主刀、に卦挿す孟ここによl）定め．裸出照汽以下の試料こフ＝て指梗ぬ限常澄良基郎」   

甲のl∂lT温良と」た．ヱの畑魚卵1日カ、ニ＝弓まそ・の尿乳？だ一列て刀唱ま爪マ、、£と   

し・こ山王各日一定量飲屯ものと」マ梗曝揆琶〆）顎海星行った．   

乃よ．八丁の低能は†へ、？丁軽水貯池簸周辺の線邑包罷㈲こ汀亨よ斡億偽針」に占った。  

（ii）一定量こは工人0．2ゼ，呵粗0、∈ゼ′軋凰0．ら且  

しi（i；このヒミ⊥？tT7r甲正味に垂写る軋合を0．2とち三  

こfV）甲状腺主星互天人2〇9．ま乃凪年号．乳凰2号とちる  

（V）－さ－ての甲状吼で＼の突如半茶勾「・ら8  

佃月一丁のβ線の臭如1ネ、レで▲一 久2うM打   

以上の偏良lこよ3潮tに∫£甲状吸殻礁錬亀は・雪」児2．つミリ／＿．キ旭0．きミリレム．  

天人0．OriミリレムJ・・ち孟．   

なよ．1？て6年Il胃17日に行わ此た沖21回の中風薇実験わ彩ぜ一言．已＝タリン  

グー帯スト．乍九千亡し古称貫代打な朴フ在。  

参  考  

（l）大洗研乳町 中全盲理練 直篭偉え 他  

（2）穐常会ら 矛l§回甲直後常緑にごユキ軋甲の－ユー工汚梁温最の転化・弁iち画取  

軒鞄掃畳軒東南東発表会論丈押頗集（科単荘衝汗′lq「う）  

（3）匿｝貯留生抜術幸m部息．東電間取乳思きオ池設周辺の線量d環促に和与£評価  

椅争「しl勺「ら）  
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（17）れ9即事咽扱覚鹸のフォール？ウ卜細を  

五泉庁観測嫉輌突錬  
一  

触 正  
脹ヰ盈ネ）   

1辞書   

巌乗炭水欠員麿内で突鐘さ弟仁ヒの塘観を入ヰすると、為象斤て－ほ、扱帰延の軌＝雇   
主し仁放射能産れ臼如地の上蟄＝到逢するまでの経路を長泉営的l＝解析して．爆発  
池魚上空星起点ヒし仁蘭の漁刷、予麺遁ほ作成し、フォールアウトの各地への到温晴耕を  

予想しているか、縫束放射能の影響痴壇は、雨水の齢で鉄柵後およヰ£晴㈲、   
湾適じんの舶で2∂晴l占ほ経過し仁彼の測えで判明していた。モニタリンチかストl＝   

よる壁画訂線量牽の掴親鼓動ま、フォールアウトの過払官る触と鹿鮎ねらし1と   

して昭和牛サ孝明臥1御癌嶋、炒りの之観象官署での叔洲寿楓＝引続き規在、舶膿の  

仕出守羅碑名の観測善厳lま、金歯2／小和二枚んでしlる。  

・昭和∫ノ阜9日2ム臼の身ノ9掛中国線笑顔ヒついて、恩地の測定壌耕L．南虐気象  
触頼得ら九仁√ク∂坤ム（高度よよ∂ク償）ヒミ…励ム（高度9、f∂∂弟）砲の岡  
の質料を屋l二して末めた施齢線ヒを対ゐさせ．ワオールア、ラト如如の推掛＝つしlて酵粁   

し仁結果皇私書寸ろ．  

2 加重鹿泉の解  

（り 帝水中の公β放射能勧I  

9日27日へ之9tヨにかけ7、旧知南方落上を通過した低気圧かもだらし仁南の   

中小う、主として、比唾小う如可地れこかけて出鮎仲南しI破か頼ぬ±れと。す官わ   

ち、輪島では、鹿′シせの砕氷からア∂馳（乎席幽♂・／働）壱仁、薪潟でlよ7∫   
弟仰の碑如、うヱg、9雪山，、朝田でl士、9日2きロ9埼〈29郎軌＝かナるj／解   
れの南の中かう、ユタ、0タ％〟の埴酔顔佐土れ仁．  

（カ 媛逸じんせの仝β放射獅豊洲  

長泉官署で測度し仁9日28日〈／相ダ白（恩田？哨～ノ榊寺lニ約3ク∂づがの変易吸   

引バ全道じん放射能観測値の地神は次のとおりである。   
大砲でlま用ユ古別二枚引し仁堵遠心んの中ヒ2、♂竺‰3仲卸鮎ね之耽り次レ）   

てい29馴＝仙台で揮、クP亡‰j凍如、／／、咋‰．封＝封こは用、∂匪‰j、の埴を測定   
した．塞の後ほ、徐々ヒ液れ、／相半白t＝は、大磯／、チタ‰Jを倣いてlま、線引＝   
平常睦宰近イい仁．  

（∋）モニタリンチカスト観測   

点地の測定胤二よると、9月27日／∫時～ユ9日／∫和＝かl†ては、虚曲巨lま  
→66－   



影響は尭んむ現わ机てい射lれ為ヰ、后叶新札大敵、瀞乳液戒、鵜島、ム斬  

首森l＝おいてlま．影響か臨めうれ仁。   

線こ、献馴こおしIては、9日28日の年後l二∂2、〆如（乎帝塩約ノ3研）ヒ、凄大  

塩小潮定さ新匡のをlれ、の♯島ヒ封いて毛タ∂中S（平潟値的／∫埴）と、今回の2香  

削＝高い櫨を測定しに．  

オ／周に輪島ヒ叔曙の測定皇己線を示寸．  

AKITA  ⊂PS WÅJIMA  

6  

檀＝ モニタ・lシナガストによる空向γ銀章辛の推移   

輪島の由麻生見ると、9日ユき臼／／  
碕填までほ、乎帝埴生示してい仁か、  

／ノ時き∂崩壊かう状新二虚血し、／ユ時  

lニは的揮C符、川崎鯛相中5（最  

大半官？S）イ寸迫の値ヒな，仁。ま仁、  

耕個でlま、ノ3鳴⊇β扮までIJ、バッ  

クケーランド値であるれ、々の後一兵に  

勅れ、／ゲ鳴lニ約ヱ身中S、／∫時l＝  
灼ム∫申告、／7時臥碑、約銅価（最  

大き2年5）イ他の櫨を測度し仁。二の  
碕刻頗、輪島イ、ほ、川時ダ∂扮～／∂  
時∫∂命、およぴ／／時2∂扮～／ヱ  

再ヱク㊥の愉ヒ、ごく号か囁駒（剛く  

屈2 フォールアウト加如到漣時刻阜暗線  

如ク％）か崩り∴耕滴けも鵬摘舶の碑鰍ノ絹〃 

′ 

あるかゃl司のね銀のような顕鼻な痩地は．みうれす、新仁甘フォールアウトか・あっ仁  
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と郎歓でそる．モニタ・l〉7・れストの測定値を基卜初期封温の哨別号暗線を軌恨  

も一のを＃ヱ胤二示す．   

触憤れヰ勧地方のt大儀顔餌囲ね永池オけケ甘く、五庵さl＝は欠く軋フォー  

ルアウトの勅軌こおlナる碓桝ズ沈の他鳴かつ小あ仁ヒ蓋えよう，この・酌寺線懐の移動  

中～じを連ぬると、（オ2虜のニi線）この線の進行方向ヒき♂∂れム（満座約チ由ク  

叫砲の波路線とれl紺一叙している＝とぉよび卓錦鯉の移動連座か2∫ク％て甥  

ること、（2g日チ晴lニか十る3クク例ム面の慮極かう如ヨ如才ヒかけてのl考l逮ヒほ  

ほ咽じ）か池漫でき捉。し仁がって、今個の板東鰍＝よる勿卵のフォールアウトが、  

∋0∂れ占面付狙ヒかナる臭腺地の土壁を出発落と寸る㈲の漁れ二束フて日本土壁ヒ  

呈しEニヒれこの親潮鰭鼠小う触され仁ものL思う．   

寸でl＝如うれて  

＝るごとく、橡爆  

発の粗描軒大そい  

ほb故射絶真の庖  

の轟±l鳩く、／∂  

kT級の親株で須  

庖の轟き舶わ神  

イれ、／れクKT鰍・、  

は約／ユ、∂∂∂れで  

あることかう、フ  

ォールアウトの炎  

園への到豊田時を  

兇痛もるlニあたり  

切3 巌爆発頬地を出発鼠L寸る  

∂∂∂州ム．わク仇ム面の嵐路線   

上並の愛息高度の埴を考ヰとし、閣の如峻l釧純lま、／∂kT級であっ仁賂合を建定   

し古∂∂〃払面、／仇ク火丁放とした齢3∂∂仇．ム面l＝ついて、突如土壁皇ぬ軸と   

して、／ユ埼l旬ごとの南虐大泉憧Iの突刺圃を鼻ドして表め仁の折井封軌＝示し仁もの   

である。二の閻で、如∂畑ム面の漁師軌d、lヨ本のほるか前の港上を過って別、初   

盆の玲水および産道じん中の合β激射髄椒傾泉を鋭嘲寸るニL軒で量ない、一方、   

≧ク∂勿砧面の娩路線は、lね酎、う光線・輿朝地オむ急追しており、北隆地オかう如可   
地か＝かけての戯刺結果とよい一致か兜う九る．こ九らのニL小う、命回の妓爆経の   

視線ま．ノククkT紋1ヅ上のものと地産し仁．（彼の魔衆で、ヱ∂∂kTと浴衣±・れ仁）  

j 錦鯉   

種々の戎痩叔射線抑晴教を得るニヒは、人の外和親曝銀章の書手佃を行なう上lニも、ま   

仁環境トか摘放射性物皆の勃々を知る上lニもザ阜であり、モニタ■レフ・t／kスト巨よる  

環触射線の埼何卸とIJ、車掌な崎叡の／・つであることか戒めうれた。寸甘わち、魯和  
一68－   



r銀章孝の測定碑の足癖ゼ．大そさ耳を迅速lシ軽乳し、通観することで、軍軌ニ、フォ  

ールT、ラトの施移のあうましlニl臭ける椅報舛碍うれうニヒか判っ仁。ま仁者紅気象僅星  

の音∨ノダーで．東銀彼の放射能思の封瀞か知如とミうに、適確倒首級の堤鵬1組  
＝．   

おわリl二、A拍動二あじり、青書甘濱料の提供を＝ヒヒ＝巨大軋鰍礼者森．利潤  

新潟、山畝庵ヰ、茨城其のl央1使者および各桁死所の賃料敬に画し塵モの櫓宜をl鳩  
首Il仁科軸妨放射能監理室の方々lニ、法上を僧りて厚くお礼を申し掛ナろ．  
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（18）南米師物中の7鋸の確度ヒその史酎  

福相斬岬究叶  

高山鵬者呵萌えか順婚   

J．緒言   

新刀柁軒馳の線拗1御壷那の／っT■ある、両神丁抑っ、、て、敏乳  
臭頭・高地乙はヰ咋＋肘り、又班細寸翫乙ヒして、斬配IJ∫巧7片より  
激暑稚及確の身粁を解ってさ穴やご、そのすで常Kち‘－√っ、、てけ与河頼舅き十t、しっ、も   

ノ各越乙ヒも入朝ドは長期の抑0楕照度の混如上昇し・各キ同線のノぞターンがくり星亨  

れ五ト、う級如締郎滴られ「こ。ニの更紗プアー／㌢浄寸尊ヒの劇射生を足る穴拙  

句細抽象データのある藤子努丘且てっ、、て気象の変動ヒ合せて常軌打席郎親身イ5。  

2．蘭直の軟質  

（‖ 釘如戎   

瑚拗緑綬閥軌・クタ∠読の丹Jバサ、ソを鱒竹重上（商う拍／∫れ丹後射て′  

J月射線し納艶臥わものを鼻鶴ク椚のタ、ソパーウ工ヤーlて入什刺定玖村   

ピ！「：．   

割勘捗拘検出暴て行ない．戎市棚けPDPJlピ〟17∠クノ、－ト・マノしケ．  

（4ロ？‘c人：ク・；Kev〆りの組合せiくり叫アアK‘∨のホトピー7レてより定量し久  

気象データほ濾†地才気綽のデータ㌢朴、兵。  

（？）常主席家   

風地色のち‘の武断脅の安イこを項＝い子す。把乙呵Kよる縦帯確の鼻は乞・くふ葺畔   

ビーフゥヾあり互抑碩って或′レする．ヱのノぜターンの翻ヒして痛サ姥乙の‰痺下琶を  

降誕登ヒ碑し「て埼鹸斯lくはよト歓するが．象印巨：け如り垂木南置でほ瀦甲持さ  
飢、ク如浄祖中線及（月刊宰相像）を郎ド示す¢ヾ．これより碑水平戎鬼灯ふ折克く．   

り 御i：ば低いといウ緒泉わヾ薇られ穴。上の原困ヒしては、 気困の気蓮嫁ポ翫れば、単  

耽をの浄水を咋≦Jく一明持凍風気普、つまり空風せが臭化しその鰭呆ヒして砕氷ヤ弟凰  

ク：：鞋化することかこ孝えられる，廊うiて人気庫、気軋水凄矩の河電化を示す。封しら  

の鮮ナより絢穴賭揖呵別の降命日与の浄水号経るのド′ダ車を蛮風琶ヒちeの媛塵安  
佐引如．神埼和をg郎J二子す．空気音（nさ，三凰聾）メ【一－0タP￥枝星止皇∠一一 〃～＝スアナlポ長欠布「11ノ  

蛍に・ふ者取新町ヒの空気骨ビ碑下官ビより皐畔人気すのち亡轍の戦、賓弟子き郎  

バネ寸クエれ慮りちどのえ乳咋押濯奄▲J玖5∫亡♂・′ヰP％5と卵つ灯れ和笥下層′くお灯   

さ値よよpc外，ビJく一銭」ている。 ′  

5．緒葡   

糾の浄＊号．更絹の頑ビ、盲e絶軒菅の7▲lろフ√官財頑句）クごり・なり㌔い一玖忘  
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示していあことより・錮浄丁物チのち亡の尊卑叉化・J・呈ヒtて躯琶ビ細緻孝之   

雄∋の了J庭草なぞ礼受ヒの頒帰るものて‘あると考えらγし．ス√詔⊥なるのは宴ヒ匪殊   

tて御瑠も夕く．ポ泉組も舟・こど∂、ら、夕琶の望軋っく・昨ヒなるたれ浄水甲濃   

尾ホ為⊥か．）ピー7ゥこ租われまものと推定細る。しいし．厨午K釦／rる即事朋ヒ引   

手ほ略周られる秋野での不一玖．ぁ盲‥ば銅のゼ諷中泉賦風塩ビ常殖ヒの   
Å斬て‘ゎ並現象（堺割直でばふ朔に丁降・卵り埴はやや上昇）乞・ビ●Jよ・す＼■てう⊥＼ユり   

萱礼者叩い声亨戎で魂明でう言もので・▲よな‥こどを寸していま。   

稔ら⊥は梱了のぺ拝観者の電動ビ、男訝の窒軋甲席渡の変動の毎射⊥■篠射て．   

ネ朝り盲之鳩‥ピー7が勧叫言ものど考えちれる〕   

今後．琶乳、ア観の安化を的確折疋痩寸言ヒ如更折データを首嫁し卿lていく・せ   

阜ポあ5。   

り 甘木東泉営倉 ′ヲ77子妨有夫査銀扇予摘草，／すZ   

ヱ）廊手刀工営データ各 ′777千草z5患卵子   

j）痛岬媛喀射す紗J定及桁透埼乾甘 第デ巻よチ（／タ77）  

ncl／m 
2  

10  
ヱβ76 

1  句  7  

旬一l，烏祀互欄，K卑下勧干♂録私産り珂女叱  
一71－  
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PCi／且 m  

10  ヱβ7β 1  4  7  10  ユβ771  

薗－2何卒量ヒケ8色名見り増吏■乙  

ユタ7β  
1  4  7  

10 ユタ77 
1  10  

同一3 褐ヰにみりさぇ象つ何条化  
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nc土／m 
2  m 3  

10  
ヱ”71  ヱ976  

‾ 4  7  

旬一千鹿下電と督軋与り均史イ乙  

pc土／m 
3  

ヱβ7β1  4  7  10  
ユ9771   

10  

同一ら 大気守り78⊂幾度め伺安化  
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（19）神泉順における環境中のウラニ軸果  

柵‥條衛生府兜町  

兼杉山吏努搬   

／，鹿竜   
神秦‥胤ニ、3、嶺頒習市内に希才力発電卿仰エエ場およぶ、紆宍珊がある。こ  

れら簡辺銀塊勿沼＝l水，河庭土、春水、奉序堆積軌薄桑、土壌中のウラン濃度を廟経レ  

そおくこと13、君努勿南無を判断するのlニ最知ることと着え、勧賀市を中心こ県内を  

諦庖した結果邑報告すろ。  

2 碑奄の相客   

り）榔象  

Iq％須貝わ、ら博打キヨ日きごに器取した次の‘鹿類の撮負蹄モ対象Lした，  

イ．河l‥水   

）l回・ただレー軸他紙  

争唇‥l（  

金軌Il（  

‥l成年） 2蛇象．  

細申一乎卿）ほ点）用・   

いず、此舌、干潮碑に鼻面水を預木した。  
ロ．刃敵土  

・平作lり 6粟点．，超過‖lざ地象．とちうも2臥ただし，排水口他iま引∃．  

・金良いlう地点．＝訂   

し、す、帆も、珂＝休と同地患。干癖時に立番際足した。  
八 尋水  

・久里束菱（横領官命）∋地点．1臥  
・真鶴糞（足柿下限）l杷魚．I回．  

劇上土・卜鼻面水を鰍した。  

手 動封絹物  

・久里来着l要点．1包…閏年）∴摘要、．I臥（即7年）  
・鼻礫蕗l虻点．1匝l   
いす帆毛、瀬上より、エックマユ／〈一潮券で凍えし斥。  

ホ海象  

・久里来着 一地点．1軋（l印旛），2妃点．＝軋（J9叩キ）  
・鄭 l比点．＝臥   

いすⅧ五重噛ワカメを臥した。・  
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へ．上肢  
・久里浜（横領背中）2放鳥．  
・武山（樵承項市） 4虻、邑．  

・箱根（足柄下新） l把点．  
・山比（足柄上節）l地点．  

風
 
回
 
田
－
（
山
 
 

－
1
■
■
 
 
 
 
－
 
 
 
 
1
 
一
l
一
 
 
 

いずれも、円梯穴亡深さ0ヘガCれ，きカ声価承上した。  
p）師査方法  

対象参料邑久のこおり処理した。  

イ．珂＝l水・勧K   
′監督にか、ロ逸し、Iゼえ翻とした。  

ロ．司直土・海底蛙積物・土壌   

風乾後、0．297仰れ（∫0〆γふユ）以下とし、l富を虎錦壊分解した。  

ハ 海藻   

凰乾後、斗∫0ごこ液化し、I今を郎耕した。  

イ～ハの溶液かう、ウラン邑水靴アルミニウムで尺変し、触テル甘碑ぬ．顔刺（  

砿戸：他～〔払ニ㌫〔Oj＝／♂ごア／ニ9／）と共に溶融後、透過型醜ケイ尤光度軒で利息  
した。  

¢）諦全席果  

即休・男鹿土．春水・適応地積物・寿諷′土戚のウラユ澱むそ爪で帆か一義ヱ  
ー最3に示した．  

泉l．珂＝休・河直上のウラニ頚度  

乍l‥（頒頒背中）  紬笹叫（横領習市）  

拝取比良．    】  l三．＝：  川水 像）  牙危土 ロ：  l帯県北魚  ‾ 卑R  叫水 甥  恵三 ウニ  
I．キヨ  

8  0．tl  0．Gj  7  0．08  0．88  

F水口上東新0．引qれ  l．1∫  

7  0．13  0．？5   
（荻野＝）  

7  0．08  Q？5  

口上東和200叫  0．78  

7  0．17  0、62  0．之2  0．62  沐口上親和5kれ   巨木口付並．  1776．l    0．6？   羊水口上親約2．Skm 幸水口上軸2にれ  lqア‘．2                     ？7（．2    l．午0   l？76．2              一味口上軸0£れ 手水口髄         ？7‘．2    l．52   l？7‘．2              田       門7‘．l    卜08   t？76．2  Z一千  

ら  0．チl  0．78  6  032  0．8う  

10  0．3G  0．ワ7  10  0．26  0．8l  

12  0．∫2  卜55  12  0．80  l．06  

月ワ7．j  0．之3  1．26  l（†77．5  3．3？  2．17   
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表5．土最のウラニ磨痩  友2．三春水・淘出癖物・奇襲のウラニ搬  

捧取池魚  滞納項   

久星組   lq7る．∋  ト3l  0．Oj   

（頼須賀市）  lq77．ヱ  
0．OZ  

2  

ヱ   
0．Oj  

軸繕  l（け72  2．47  0．？l  0．Oj   

（足柄下野）  

土壌  
拝取地点  年R  

久邑央   I？％．∂  0．J2   

（椀郁挿）   8  0．86   

ゝ山   ？76．8  0．S∫   

（横領嘗申）  8  

9  

田  

叔（足柄下帝）     I？76．8   

山地（瑚  lq76．8  0．23   突に、締像の平内直、お∫ポ、範邑専示した。  

イ．珂叫木（ロ′抽）  

・平作叫 0・28（0・II～0・∫2），牒惑川（＝l（0－08～よ3？）  

・タ摩‥10．J6（0．06～0．26）′・金8り 0．08（0．0∫へ0．12）  

観官市内の平作叶懲越＝lL引こ、杷2河川に比べて、やゃ商い蔑壱であフた。ま  

臣．こ帆が抑止和浩の店こ、う痺lり、金田叫の侃コ丘♪、フた。下克也喫ほど．濃  
度ザ商い惧向であ，た。碩‥で異時に商い債〆l色調政吉小E少、．上巧平均鮎．   
この期宇嬉皇徐＝た。  

ロ．河鹿土（∇ル曾／富乾）  

・平作l‥ 卜07（0・∫占へ卜77ノ，・歩軌Il・け（α62～2・／7）  

・金偏＝lQ18（0．16～0．20）  

おの如の司＝い＝おい乙、上如う下流把点きと，大き脚ヒ・3疑わかれUb、フ   

た。さた、金邑＝lの値l‡、2斉坤＝比．ぺて 叩うダに陰がフた。  

ハ．萄水（∇ノ増血）  

・ス里魂巷2．3ナ（2．3∫′－2．42），・見晦貴之ヰ7  

ニ考痘嘲乗物（ マ〟電場章）  
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・ス軍来歴 仁Ol（0．76～卜3り，・臓0・？l  

れ名乗（す仰打卜才色）  

・久空束鼻 0．05（0．021｝0．Oj）．・軸韓0．03   

海水′亮痘塵噴軌奄集と引こ、久里来車ノj綿嫁ご大き肯定・ヨ詑わられ射、フた。   
さた、久軍兵蓮にガける早鰍（けア‘如目J】り叩卑2月）か卜古かった■  

へ土疲（でル甘／夢担）   

，久里束 0．6？（0．52′）∂．86），・庶山0・48（0，封～G68）   
・頼板 卜22，  ・山北 0．25   

久鋭銭ムヒ毛に、盾骨、醐払底で、あフた。甲エエ思およぴ、研兜軒馳にウヲニ   

義春の偽足し乞い臥、二とば不さ此た。また、箱根ご商い赦ごあフた。  

3．席藷  
錦糸‖慎杓の薇燃料研工工場阻を中心こ、脚件のウラニ凛鹿執査を行な7巨市  

乳泉在のとこう顕着何方努t3軌、ヒ着えら肌う。とくに、葛城にお・十るウラニ譲嵐さ皆  
足し乙し、た。巧慈上土壊軸も班官．ニよリウラニ義夜が異句jため、今回の額掛てよ  
舌鹿互バックブラニドと考ぇ∂にl菖十ぁとい⊥ず、、今後舌魅綾し乙調査五行なっとともに  
，ウラニ23ちウラニ238の存在比を足音し、甲虜付ウラニ衆知輯左裾酌為せ曹がみ  

る。  

最後に、ウラユの分析方法につl、乙御蒔を湧いた恥尉尉緋色エアー山手観氏  
に帯和歌し舌す。  
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（劫）大気中の′“c濱度  

鰍澄渡炒里款皇  

久保諺濾鼻   

1顔書   

昨年K引～統～、高空咋ムける付しの濃度主調思した。今t輌／タ7J与年月涙終い   
ら塊丘（／タ77†7紹）jぐの刊鬼籍果Kイい（観音寸る。  

2 御免の扱者  

（l）就料の腺集  

晩空磯け一グg一戸ジェット戦硯枚）功翼下K奴点した捕気温の中のモレキュラーシー   

プスド嚇ヨれてくる泉級オース去試料とし、そゎヰK含まれら′¢い言放2知お倣   
三えでテ唾液し穴。  

腐食維持は、廠空白穐隠那航望旭（矧五條贋域）句協加より．高度／∂〉／dJ   
久几′Jj．∫～JJOル′ノ バ久√一、／ゴ／∫○どの安城で突施Lた。  

また．地上の紳】lj〟の苛性ソイjペけラスヰッフ良風一二人れ、カ／如何   
狭苦し、庚線材′スi破局させて神・としそ。膣上白針鼠茅∠師匝悌繍P．′度且烏県立   
凍舶等号彼の協力Kよ川根鹿崎Å〆鹿絹（本線）。三潮て・拭稗城東折  
った。  

（2）細鰯景   

／デフ∠耳鼻月小ら／りプ年7月まぐ絹空の′←c濃度き友1K禾■r。   

細め報祝おいて、高空のルしノの渡如蜘よ化、♂）／」ヱ♂姐牒靭   
より下、β～プ／∂〝し一タ／♂～づ，¢¢♂舵Jて分れ／7∠¢葺／月／βき暗憫の腐   

臭として三原錦の′－cり濃度の城郭約言比較レ．濃度比は晴桝榔細く一尺（l■何   
じ載義足簸でヌ根していると軟骨しゎぐあるが，本券及のデ‘一夕ーき加エえK廃寸  

て加ぇた。  

ノ翫周粕よつ′♂ククれ1人上、／′ククク～－／′クノクれ、一／／♂クク～－Jクク♂   

′れ、一Jククク～－∫ク√クれK介‘け。．朋プ郎減衰定数ほ教介れ果パおシ、図ネ   

面より／♂クク九ン久下のふ序でけ／プアjキこ”†挿咄嫁し（城東して～h、る。／   

クク♂れ｝火上∴J／ナ7∠与吐いら、化∧層K叩孝祀舟L穴三度康Kな，てさていら。   

椎山てっいては、舶まぐと九蘭恥山新吊示し（いるポ、轟淀の阜鯛との即  

l；濃度差がある．  
j 鮨浄   

財緬エリエと、上告机他の．名婚ヒの付し濱友一よ殆へど屠ポなくなシ．こ力ま、池上   
二珂’J・く．猟舛刺叶と卸†ていくものと考れれる。  
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∫
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ニ芯丁  ／／∫タ♂  

／ノダ／♂  

／ク♂‘∫  

／ク∫ノJ  

／ククJ∫  
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（21）舶成村中  ら攻舟・ほ  lこつりて  

塾紅型ヱ鑑  工だCとぅ舶  

（抑日船新センター  

▲ぎ魂口 碑   

ユニ 
＿   

日本柵もント腹′回よソり孝奴主・窒サ′確舶暑中句放農相破鐘りえ偉分棚   

与行をパい与．阜舌碓萄の逸行▲ニあたリノ分村う侶斜里り確脚よ鼻毛香草である・介  

和書果り瑠鰍生は席息（馬頭性）と正座度欄巌で割る．席如再柄礫孝教材古風着分  
フ軌こ超人すること一こよソ，虜易l＝由カ、う手工ツクダ爵ことカミでさろカご′正確度き≠エッ  

クするたち巨はノ（り余舟をで才る篠ツタ＜の眉なったオ／紳よ〆▲企村名lミより行怠  

、、．結えカミ■一赦す山≠丘確でぁさと植生する，（2）し、わ少る席草炭料の合桝こよノノ  

保証値とぅ一致ける′（5）相互ヒヒ衆介相可企如こ射れノすべーてつ結果を統計的は   

染理して得ら九た最t確占、争い、値とり一敷きサる′危どぅチ城主とるオ卓ふ－ある．   

宜互シターでは分村っ五重如確催すきたわ，′テク咋／／月隠見沫泉，言襲う相互比敷   

分村…嶺鳥郎奉加するオ常吉とってさた．厨衛鮎畑曳比艶分村プロブラ4として   

回如HOりユ尺＝ム左r′建石♭れ々g旬e伽∝Gふみ亀ム♂色rホ朽ノおよ♭l   

エ月Eノqの企屋・ミよも毛り方ごあり，そぅいナれ＝ニも如ロ」乙、・る．ここでばエ尺こ‘＝よ   

もミ一レクもり他つ営林り比後錦鯉卦＝ついて免与する．  

星・嶺地盤皐  
（りミルクヤゥ9望，，Jj㌔′（屯′た り超且比救合材   

WHOでは／？卯年ち哨せ射こおけるミルクの虎射華考薮レぺ′レりデータを廣収し′そ   

り薦泉はエR〔カ、う昭阜鞠ざ－とう専与ヒして右左∫れZ、、る．こりデータぅ鼻帆hば′   

フランスノスウェーデン′カナダ′米国′ニュージーランド′日本う占7直げ如し乙   

いる．わが国うデータは8ふ分布イビ今村象揖？介和書呆き複射線直号終細見叶カこ●とり   

圭とわて薇篭して・・たゎご′／？研オ十平手瑞相つデータは日本分村tンターポー雰新嘗   

帝王引騒ぐこと（ミたった．そこでユRC★、う鼠色ンターりク舟つ働蔓性基礎かめさたう  

，舶比鹿骨希う申入れわこ●あリノこトトみじて′〃丹∫月よソ裁かわたリt吏施した。   

そり結え圭表1巨木す．   

泉ヤ身一風つえ村村C持∫′〔好古り′3な5ウオッコかミ未了れた介和丘は柏倉   

軒センターと」乙ばわ鵡て巧七っで皐フた．こり埴ムー鳥過さ“るとつエ疋〔カ、うり尽如   

色、叩∴うで，斗セン．クー三＝あ、・い乙は歳々句′積封主婦モ、、ノそっ径庭け■ヒシウ一っ剰え談   

町こルビジウ4ポ埠入すまことhよ乞ことを如したrり・え軋レビジ′ク4は1甥′ニフ   

き之乙ケL？タ知合＃′′jそく欄触レベル晶低下」七舶一三あ、い乙は′ルビごタ4  
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ゥ混入は無視でチなl、飯鼻を生L・・る．よフて従えク老鮒里セシ・ク4余軒i考マニュア′レIこ  

ちム控ズー串′砿形イオン貴腐脾断ミよ与イオン東新座礁作さ加え，ルビジウ4と繹  

去しく友わたメェ酢有機呆き鞍手したふ、ノそぅ鰭髪ば友叱らんあ過ソヱRCウ埴  

とよく一級した．ユズ絶句分針こば′すべ乙ルビジウ4さ繚表すさ凍塞き客へLノ＝J≠■  

tユRCう催とよく一鼓したイ如循て、、る．ニ9舘窟モもとlこ′薇雇うセシーク4ク神埼  

つ鑑計拍皆薇術如具申し′東新温㌦と有ったヱ）．  

ほbk卯う∫私娼チゥ植木艇抽′ゑいこ酌かなようJ；′頚オウ介禍甥  

ポ観チべぎー敷きケたつで′ヱ久Cぱ与もンクーの呑舟像主催詔L′御車行中  

劾沫衛っデータ毛ゑ射≠′畑半期報告J＝廊辟け急こととをっちβ）．  

⊥象1ミ）レクじつ、－凍蜘   
●試料  

（女権時期）   

（
し
 
 

∧
〔
 
 

′
レ
 
 

T
ノ
 
 

C∫r∫  

〔〝q7′ヲ7∫）  
／7．J土／、サ  ／7∂土／．9  

／‘土！  

（名チ上川）  

t エ尺C   
■†‾‾‾‾‾‾一－‾、▲‾一‘■－＋■‾▲‾・‘‾ －  ／古土／  

⊂汀‘一 …JC月C  
／、ヱ9 堅／、∫ぎ   

／・／♂   ／・∫β  

／、／ヲ‡／・7年  

」 （し（且」避  

／、／∫ 旨 ／7エ  

∫、ヰ土β、g 弓 よヱ土／、ナ  
（椀†／ア7∫）  

仝∫土／、ユ  

チタ土玖g  

ヰ．古土0ヰ  

／j、j士∂．7  

‾‾■■■■‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 丁 ‾   

〔ggゴ ミJC月C  

（おPt冊タ）了 ユ尺C  
」
－
丁
－
…
＝
・
 
 

－  

芦／／士／  芦 ／タ土／ 三㌢‥＿ヱ尽C  ／∫土／／／士 

C ∂g牛 ミJC月C  ヰ．ー土β、㌻ミ j．7土仇7  

生廷タ‥旦」旦±  ≠／≠ア  （免〆／9好）  ／、／j   

∴  

（之）麦増水（附ヒ）千句物性像獲ら媚A比巌余軒  

／アワ持（月Jだ亡は称頼っ放射修戚摩句碑丘妊夢余材き教重し′せ錮より  

／7軌締■参加した．そ巧き左呆壬とり吏と桝≠qが．えぇてり卵．斗センターウ  

コード名号は∫と・あさ．耳七二．ト？珊埴と了たC句老木とり一致は満足でさう塞  

のぐ重昂，   

（5）骨中っ写，ノ錠，左今相互比巌丸紆   
朝子3月 ユ尺こはウすで今斬っいて如ヒヒ鬼女析主計あしノせ射よリZZ  
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強か・考加した．媒酌うタ1っ∫エフいてつ綿製きあ3仁木す・音色ンクーウ＝ユ‾  

ド毒草～よ∫てい如・ ここでも与もンターと工R⊂つ埴とつ一度は占い  

長3  
IRCINTERCOMPAR工SON ON A封工甑L BONE，（Samples D736and D737）－March1977  

Means of 亡he resul亡S Obt：ained by allthe par亡icipants and the工RC（虫）  

モar亡icipan亡  
STRONT工Uトト90 く1〉  STABLE STRONT工UH   CAl－CェUH  

pleocu工■ieper   
1abora亡Ory  mlcrogram per   mllligramper  

gramof ash   gTamOf astl   gramof asb   

SAIぽLEl）737  

1   2．8 ＋0．8   NT   350  ＋10   
2   1．95＋0．4   NT   390 土8   
3   NT   NT   NT   
4   2．6 ＋0．3   196  ＋ 5   378  ＋ 4   
5  2．6＋0．20   190 土‖   
6  

→岬」揖一  
NT   NT   

9   2．8＋0．3   ㍍T   370  ＋20   
10   2．7 ＋0．8   NT   NT   
11   MT   NT   NT   
12   2．7＋1．0   393  ＋30   380  ＋10   
1ん   NT   NT   NT   
15   2．6・「0．4   134  ＋ 6   333  十11   
16   MT   NT   NT   
18   2．7 ＋0．1   Nで   383  ＋ 6   
19   NT   NT   NT   
20   4．29＋0．2ム   NT   358 ＋28   
21   3．3 ＋0．05   578  ＋1∠l   3／12  ＋ 9   
22   3．03＋0．84   11∠l ヰ 7   374  寸 8   

ぷ追   2．73十0．11   198  ＋20   388  ＋ 5  

（1）Ac亡ivi亡ies on reference da亡e：Marchlst，1977   

NT：nO亡 亡rans皿1亡亡ed resul亡  

と塵主   

環境軸り彼卓裁銅塵鋳物解り介材ば凱むブ鼻、しい舶で’射・分村り丘頑渡  

りェ、ソクするた句，鬼舶滅バ恥畑楯且比穀銅ケ‘＝多如することば紳で’締・日  

本今村也ンクーでば今後も各席り相i比巌古称こは属名毎l＝奉加し′分荊煽っイ書跡如  

線抒た晋わ，分舟花祈り向上▲こ射うオ針乙・tある．  

（丈壱く）  

l）撮曖鼻、即り－jらり放射光′草餅棉、けるルビジウ4硝磐にワいて  

老郵にえ乙，はか 茅朋放射能廟査計え成果掬文彩、承集（曲率絹息）ノ称号割印   

ユ）紹如よ7年改訂放射櫨セシウム合冊J象′科学鞍術斉   

3）Envir。nmentalHealth Monitoring，Data on EnvironmentalRadio－  

act⊥vltylWIi01工RC12nd quarter1976，Report No・21p8  
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Ⅰ環境に関する調査（海洋，廃棄物）   



（22）北太平割こ榊る戚郷嫉泉物剋射卵  

衷紛畔地球化瑚研  
鱒粛碑吉碓 複勝  

仕
 
 
 

袖
 
 

手
 
 
 

絶
 
 

さ
 
 

几
U
 
 

K
 
 

イ
ー
一
－
 
 

媒  レ
 
 

激
 
 
 

の
 
 ヒする．  

乙離呵如楓阜   

舶什′放射性朗勃の北大子抒帖lナる凍洛触K伺す㍍子弟離′卵組  

もとっいき′簡単化し如働郵弼レ星屑いて行ったぐ   

水平およ両線解物東教の確言耽て吉雄し現揉′拡散株数刷＼さいと核種胡  

拙離しと照射媛泉城別の動くい息い叶大、きくなっ′條教が大きく糾しは：敗紙  

捕鯨彿軒麒坤轟ノ勉吏と戌哀も堵い、李如云も 巾 且上巨お  

′
洛
 
 

り  一
 
 

相
 
 

恩
 
 

お
 
 

付
い
 
 

・
血
T
－
一
 
 

・
芯
 
 

て
 
 
 

＼
 
 
 

レ
 
 

きヱヒが－L♂）ざれた  

卵恥よ止、t御す膵¢見地から′鋤斬佃椚輝摘㈲頗冊．．廉麟  
触緒れて／β之ごれモル′水平劇敏雄放れ7／〆c勅％が且劇小ク加筆鵜卵   

油相禰仰木  
3．薄綿   

抑如揉の割線丁雄ぺ緑青果は′逢卵でわ狗箕の詔勅げ石りはり抜取の畔よ  

う場合折っいてで鋸わゞ二 一級郎は渡れと解散の和幸7矩よって物質の鰍むゞ‘  

行射し′洛水ヰでの矧断確度が・如き‘、餉は′そこて：僅洗い・射線餌  
さきのj高梁ウゞと■－のようIて後あられ銅ゝレこつい7也∧・る．   
僧流は水一字流と4姐嵐l′こ掛けて，紆水軍の僧流K′フい7いえは●二座嵐蛸  

飲倒果をもっこじ邑しめす．   

加ノ都娩′どくK贈号娩が射爆餉勿呆を叡イ舶ヲh頑如ゝKすう。  
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（為）入干埠揖ひ●、インド埠速水千ウフルトニウムヒヤシラ4一／37各号  

彼稀月かチ●早耳仰行垂心乙久野  

′ 

白・  

緩服し「こ濾水干っ7仇トニウ4あよかセレウ4一／叩？増せと定草しト。  
牙／厘卜しりすよう′こ′7≠トニウム餉は比八千げ友面如・え1Z～7手招‾チ  

アu克とし叩かこ′句太子年下J＝j～j・チX／ロ‾ずpG々？低い絶と（竹こつ  

傾句はストロンナウ4－7叩セレ叫－／57ぅ余年ヒ剛て・′ヤり媚如（て′よ′降下母方こ  

比千村こクく何千埠・こケたいこ甘言え明7・・きう・  

インド仁子て・′り■β～／♂○βり何丁・・7㌦トニウ4／舞母′まク・♂～ノー7ズ／〆写Lt〟とL  

印し′人干げつ印章尿路戎†つ鮎／蕗号ヒ′引ま‘キトかご′ヱデS姉御7・はク∫ズ′Jチ  

PGルLメ下ヒ斥う′  

牙J呵入省千みよひ‾イン＝千木鋸ふ水干つヱプア十2ナク ァ化合せ  

2ヨア仰P叱／パ乞∫加  
チそ凰一′こインド華甲水干？でレウ4一′57りオ々としりチ・  

万物推汚下甥・千7・・は辛乙ヨgズ／ク‾37・らうの∫：血て  
岳  水ず7・・はアー2㌔x  、 干巧  ス  

／0‾千′インド巧潅水、干て1・けj～／チX／ク‾千ズ′ク‾†ヒー毎夜く′掻7k一千7‖7叫  

りらがセレウ41こくうべて早く浄互てれも．ここモし省していち。  
‘  
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ケえ周 インド巧泉南脇クト干つ⊂5－′β7曾孝  

P．‘ト   ♂ unit… pCi／1  

＋ニ Sufface current  

（Feb．－ Har．）  

北東且脇息  

0●   20■  40一  
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（飢）深局丸尊の領査  

気餌清浄気象静  

組イヲ線  

／．飾書   

風泉序では．ノダク∠年か城射性酢樋蒼物り蒐喜成補癌威におイる藩讃凍凌朝生の  

ノ媛として来者東泉繚創文号り調査を相当lてさて＼、ろ。根補杷えのうち月ノβノLだに  

っし、てば／タフダ年きそ・にノ走・簸顛測定一字終了したホ．これ寄り景ら同塵鬼或ノてお・†る剰え  

を／9けノ／タフム阜と行って、、る．／り∫ヰ・亨月虞の史オ烈⊥pづ里り戎て、・吏炎lたが、今  

キはβえの南東ノ錘渡り点て・・ケ∂鋼線奥のえ面Iてマーカーブイ左葦くシステムによ書道薄  

剰足寄皇宮施t rこ，   

淫層Jてか丁る康戎要素（剰足儲Fl断て産額的ド園鼓rJかりく．孟た．創文′こ草す説経  

膏わこ高一、のご・．適ぇにおづる塵利親席が少々く．ラ影魯■てか†る確度尊貴り令れ日々また  

∫才李帝号・てよ盲連、、寄購とんとサJ，7、、ないとま，てヰ過言て・・l亨ない。とくに．深層っ  

乱れこつ、、てIJ斥鴫のえホ卑し、。凍ぇは．わす叫て濃虐におけろ水温、塩分・落在吸東t  

蟻酸壇慰燐竿古くから刺如れて、、た壊庚厚真句ノわ布久ら免れりノごターン首席足．左方愈  

々（わ、芋計単）から急速盲単足し7い7て′て過ざソい、．   

放射性鹿薮神の淳津浪貪り孝女辞縫う基礎額割と（て一言、教材怪物皆の拡乳て嘗大な姥  

阜」五泉（ていろ遽盾射止り濾漸私の／分布・を勧・破鐘・乱れの任官．わよ小雀絶句軋ーほ  

を易らカ、じ弟知りてあく＝Lが官尊z、・弟る。また．程凄えが沃えごれ孜暑が胎わられた後  

も・H。M√㌔卜のためこつ封腹去絶・†て斉く来客hl■易ろう。白㌘洩泉た・Jどんみ貿革が●起こ  

るひ↓貞一れす・．それに伴う殻射礁り魂れ寄っ不利りヰ隠Iて好餌する遺草がある。津波寄に  

伴う：渠譲り頗えり君主なと・・′こ′フ、∴て■き倉′偽られて＼、ろ焦がー少甘い。  

2．司重荷寛の．概算  

（りノ観訝概算  

す顔別解   濾風九／′Jク。トン；郎長 白・tl潔  

ケ政利府風  

刺丸・深層 埠割烹・水深 ユタO。／．クノ〟・／《ア●クク．rノE，∠クル弟  

級別如聞   皐机ク8 ∂ア埠jp分へ㌻羊＝日 ロ‘吋0ロ分  

別5恕賢座   卓クβさ叫 みより■● √チわぺ（シ妄、、牒りもつ  
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は水もれのた巧．剃定成一き得られなかった）  

観剰オ法   T．5－MT古漬良計ユ基・耐良薄手・切離栗漫・  

マーカーアイを一連lこl差∴システq（㌢一国）  

割息・表層 観測才法   濾面 与Ek jえ（アー回 メ景）  

ロ．／∂ノ錘ノ／クク′／わノヱ。クノj。ク′わ○例月ヱ機  
動泉（／ノククク水茎準）（利息シえラ以級謹ゑ）  

ゴ景（水淀・虚合・0ヱ・POヰ寄）  

別泉システム讃量卵寸進り平針性弼亙く才一必  

抑鋸  

各濾劇副  

刺深朝剰  

しユ）鞠互鰐果   

しi）深層丸  

利息システムりユ基句丁ぶ－MT京：免漣き†巧うち痛、、オ（遠戚Jりネ／クク水 滴面   

より和戚ノククク吠）に薄氷が威り．記傑〃堰く縛らわなか，た。新一わ泉漣計－才且   

動こ咋あlたが－、丸建が磯ポゥたわ・強迫書ナ句別宴終考沈下■こみ、ろことか一年カ、，た。   

創見碕吼才新9Å夜ヱル碑明このろち媚デ㌻〆－ー乳逆〆フ叫カノ久下7・・あったか、・   

免向り史イ亡－才よくね録ごれていた。   

払  4月j沌よ引一’√月用：え速ばヱ亡璃払下で顆Å確南中点数卵批点時計酎に   

最ネま寄（EぶE）Iこ逢し．モ巧線紛々に時計針いこあへ叱り泉れに変れて、、る（   

句今ク・7ノりjノjJ斤T）（耐用削＝わノノユ」「。Jぶ丁）。  

㌻司之およ≠・▲j8 ：乳掛丁鹿．し7ヱβ州カユ久下～■ぁ，た抗．ユ8句けへ′ム碑碩  

／・2♂％り福徳盲京（た。温和まス瞭南中後救時間ご・友吋計建一ノに展観北軒ノ（N」   

■こ通し．そり掛J除々に東へ腐り泉れに・をわ，ている（巧合コ・7．j．7；南中ノJクち  

ノJ√す）。  

㌻昂〃′∫あ、よが‘8：丸速け2¢％沈下てい．東風一丁南中綾穀時ぜ＝て友時計針ノ   

に両虎に逢し．そつ碑時計酎ノに除々に1〔句さに雪わ，乙行く。漉杓っ普代に現われ   

ていろこり8呵（人波日）普代・才・こqJ8研か液量され、で、ある（司令47，㌃乙   

ノ・7；南中／ダわノ／√〃クノ／∠Jク）  

㌻弓7ノダあーよ少、－？日‥見通けク8り㌢へ9吟ノダ月『ノ／～′ヱ時に・⊆～占∫Eノ   

ク～グ叫り軋、漁れが刺足ご巾た。またア的ヱ¢～ユ†吋こ・ゴ．王一エア．∠％とサきぐ   

つ最高値扇別宴された。東町・〝ぶ〟～Nの明言や3くかと卜餓鬼公卿号一ミ・J更   
射可に碑、乙し、ろ．   

1え上入らノ（り8逓要化久一卓啓一ト、たこと．（相乗漣・挽lて汁動こ小丁か、7ミこと  

、しかし原町よ不明て・ネ5が承ざ埠′こJへg亡苓eくの海亀が赴こ、た（jo（冤Jこ逢す  

－89－   



る司乾性もあろ）こと、…泉向．‡大潮からノト㈲こか丁て紛々に吋汁適りにえから岳  

に頑，トlまこと〝と、・〆いえる・   

川）ゑ針え  

・卑Eklニrろ泉向熱温：敢踵息そけ南東のク．7依、モの南ユ浬の丹て・t8・J放  

かご剰壕ごれた．  

・ユ卵塊し／”。叫鳥基準）；  

深さ   10れ  ど0  卜00  】5C  ● ●  3‘1q  5Cロ   

流血  330   70   ？○  35？○   20  130   20   

免麓  鯨∂登  3；、？  37．g  32、占  2乳6  33．4  24、g   

・か郎ナ卑」＝上ち如（†ユ呵）；亨ユ鋸荒すように一冬虐裁判魚五経雷魚空中、ヾ●  

ヒ了ろ＆三郎ケ盲†J了ようIてj点掛丁た．昨年とI可凍、中層亀…叫り息連計■こ上る  

、紬J碩（旭熱介）と比鞍し、ふ虐観葉小こよさ深層浪線度っ耶ミ性‡抒確丁3銅？ぐネ  

ーた武、、浸水つ長わ木打確にな，た。tかし・烹洗面り取わ欄当人きひ遭いが虫る  

りて灘（領収，下り見違乞うん均んすちの・才幹しいりであろ。キュ周つ／。ククれ基  

準の清泉一卜長々て・ヰ£kヒよく命，ぞ、、去．－…○～ユ飢柑〝U竜～－l．亀何ミ。J  
へ〃‘璃．ヱ…～〃…叫層‡、・け．南缶うト′ク⊂弊ヒん・，てふり・渾、、席り掛丁  

利手っ隻卿丘より人ミく虫さりで・あろ．乳濁恥亡れて、、招漉励机・、懲鬼面り  

取り方亀史んてこれiナ亡て殆j宣長に′ト丁くすiこと■才可符ご・皐ろ．  

（眉）冬鳥親和栗鼠   

ふ息ハ深憶にお・丁る督朴丁泉に泉す洩りそ・ネる．  



濾盈絶裏書（・・彩り，みよW輝盛徳蟻（ル仙吠）・   

鳳池滝城主㍗りんは再下患う適川て欄ろ．  

l？7‘年 F月  都叫ヰ月  

：＝087′N  

力ほ阜年…り．晃一 ＿  沌i年＿皇蝉  

Fヰナ■り′N  
【 －．一 －＿」J＿  jS－1‘ノN  ヱ1－；1旬′仰●亡7ノ  購てこC′E 肯竜′≡  

T
蜘
 
‥
恒
＋
む
 
 

j史上う建言吋つ尾野っ娃と上〔鞍†ると．今年の鋭利ゑっ岨－J、乳癌分、強敵親友．  

環境輯直答壌が輯叡て小弟った。  

J、ポ語  

（F）本与長府農のノ扱者   

東封斬り清水号にり詑朗々挿更合そ、あったポ、くり庖局5たモ・・JJか過普ーヒ灯卓射て  

、、る∴ル今虻（水深よ〃わ凡ノの油層上れ札り手相痘速・J．Cゑ（水澤イ省け・功。）て・判  

定ヱれ／こヰうりやや′J、さ坤で・あり・β景（水窪〈フ。クれ）硝長上恒夙／り判定号と鴨  

居ご、非常に小マかフた．（Jごり平均漁連が従来りがまと更かノ．ス潮ふら小潮JこかtTて瞭ウ  

lこ時計針ハこ向かゞ1いこ安代＝て、、5、（／り散発的lこ救即まと∠′・き‘％の動か劇定さ  

れており．ニれり久東と包わりないが、β8っ夜則足されたユタ．‘C％－さ今きどlこ別定コ  

れた最え適そ功，た、ことなどの皐更か・刈。rく．  

いりノ今僑Iこ柁さカした問題え  

イ・もう′1・し赦紆須か沌‥則見放まる刺三がナウ昭君・lプ．乞合一く水ヰJこ沈める三人チ｛  

－て寸る二乙．ノ＼・＝果度妃録を小Iろこじ、ニ．水温・塩分守♂）鮒邑l同和こ行二）こと．れ  

．長崎剛性する館該印ること．′、．剰え局数を増力ガするこ乙．トネ・．いフープ‡持  

もこ乙．ラ・短十♪、らの沌やZ・測定ポ支っ－一部左送，てよこすようなこえ寺へう明．老・オ  

ビが－・海ヰ判定シえラム、・湖Tろ昭麹如・ある．各席観鮒こ岨し（り、イ．剰え†翻わ礪  

汁 ロ，基準盾巧遅壕．をと・・与ろゑ丁ら追辛か・弟ると風われる．また．甘粕J、了．i、やく  

街上ご・匁渾し、丈草データ・ト即毒・J観音ご・モうよ）なシえテqIこす孟ことが望ヱれる．  

（JJり今後っ朋壊オ雀十   

イ．長時間う別海りナ増線度双貰）ロ．7K中l（究わ5シえテぺ・凋靡．′＼．短軸  

更あ句原因爾亙など山新琶課題と巧とら直る．  
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ダニl雷名局線刺臭分布射び力学盲鼎こよ3ご旭分布  

－92－   



オー僅＝乳亀丸測定システム鮎び側溝観測ラインかGEK）  
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（ヱ5）横須賀港、佐世保港及びホワイトピー チの放射能調査  

海上保安庁水路部  

海洋汚染調査室  

1 緒言  

本調査は、原子力軍艦が寄港する横須賀、佐世保の各港及びホワイトビー  

チ（金武中城港）の亨毎水及び海底土について、環境放射能の長期的変動を明  

らかにすることを目的としている。横須賀＝葛、佐世保港については、昭和39  

年度から金 β放射能閻定による調査を行っていたが、昭和45年度以後は核  

種分：折による調査に切換えた。ホワイトピー チについては、沖縄復帰に伴い  

昭和47年度から上記2港にガロえて調査を開始した。  

2 調査の概要  

本調査のため、上記3港のそれぞれには固有の測点を定めてある（横須賀卓巻  

6点、佐世保港7点、ホワイトビー チ6点）。語意は、年4回定斯附にこれらの  

定点において表面及び底上2メートルの海水と、海底土とを採取し、これらの  

採取試料を本庁水路部（東京）において放射化学分析により測定している。  

分析核種は144cム60伽であり、分析方法等は、なお、従来のとおりであ  

る。  

昭和51年度の測定結果を144c8及び60伽についてそれぞれ表1及び表2に   

示す。また、園1は、144c8について各港ごとに斯別の平均値を掲げてあ玖  
隋和A5年度以降の経年変化を表わしたものである。  

海水中の144¢βについては、佐世保港とホワイトビーチにおける第3回及び  

第4回の調査、並びに横須賀港の第4画調査でやや高い値が検出された他は、  

いすれも検出されなかった。なお、佐世保一巻及びホワイトビー チの第3画調査   

では141cβの存在が確認されている。  

海底土中の144cβは、囲1にみるとおり、各港とも前年度に引続く減少傾  
向が表われている。  

60 
伽は、海水については計数誤差の帽をこえるような値を示す試料は各  

港とも得られす、従来に比し特に変化はない。海底土については、横須賀港  

の測点5、6及び佐世保港の測点7等に計数誤差の3倍をこえる値がみられ、  

前年度までの結果と同様、放射餉の分布について一定の傾向が認められるが、  

これらの値はいずれも横ばい又はわすかに減少している。  

3結語  

年度後半における144c8の増力口は、同時斯の141c¢の存在等を考え合せると  

一94－   



、中国の第19回核実験（昭和51年9月26日）による影響の現われと思われる。  

その他については、q専に異常とする値は認められなかった。  
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表 t 海水及び海底土のl“coの分析結果  

第l回  第 2 匡l   

玩′頒架潅  d 月  9 月  

海水   内一上 0．001土0．00う  ●…  

第3包  

－ 2 月   

●●●  

0．005土0．00斗  

0．001士0．00互  

0．007士0．00ヰ  

9う土11  

1上山土13  

1斗0土1〕   

208土17  

98土10  

1〕6土11  

12 月  

0．027土0．005  

0．0つ2土0．005  

0．018土0．009  

0．022土0．008  

＃▲ 匡  

3 月  

0．016士0．00ヰ  

0．018土0．00斗  

0．025土0．00ヰ  

0．02〕土0．0011  

99土 9  

85土 8   

1ル8土10   

152土10   

6う土7   

122土10  

さ 月  

0．0互‘土0．00つ  

0．020土0．002  

0．0勅土0．006  

0．0うー土0．006   

〕6土7  

50士 7  

6ヰ土 8   

110土 9   

〕9土 7  

55土 7  

51土 7  

3 月  

0．01け土0．005  

0．048土0．005  

0．051土0．005  

0．061土0．005  

ア5土 8  

58士 8  

77土 8  

77土 9  

82土 9   

112土10   

下  ●●●  

タトー 上  ●●■  

●●■  

0．050土0．01互  

0．00う土0．00ル   

1斗6土 8   

1上16土10   

1ヰ1土11   

19互土1う   

1互1土10   

180土11  

pci／1  

下  ●■●  

i毎底土  1  207土11  

pci／Kg 
1  

互  295土1う  

5  85土 8  

6  206土11  

7 月  任せ保港  9 月  

海水  内一 上  0．007土0．002 0．006土0．002  

下  0．001I土0．002 0．006土0．002  

外一上  0．005士0．00互 0．009土0．005  

下 ．0．00ぬ0．00互  ●●●  

2  90土 8  72土 8  

〕  69士 8  30士 7  

一  斗5土 8  59士 8  

7   161士10  127土11  

10  98士 9  8る土 9  

12  86土 8  78土 8  

13  78士8  8る土9  

旗
錘
帖
 
 

凸
7
 
8
 
 
 

海底土  

15う土12  

91土 9  

80土11  

77土10  

12 月  

0．0う7土0．006  

0．つ20iO．011  

0．028土0．005  

0．02斗士0．005  

82土 9  

9k 9  

98土 9   

117土10   

12う土10   

195土12  

ホワイト ビー チ  丁月  9 月  

海水  内一上  0．003土0．00〕 0．011士0．00与  

下  0．006土0．00つ 0．000土0．003  

外－ ⊥  0．009土0．003 0．012土0．00一  

丁  o．00互土0．00∋ 0．005土0．001I  

海底土  1  89土 8  101土10  

ル2土 7  

81土 8  

109土10  

115土 9  

1〕8土10  

7  80土 8  

8  81土 8  

9  105士 9   

10   10ル± 9   

11   17〕土11  

■●●  浪」定植負のもの  

ー96－  



表 2・海水及び海底土のdOcoの分析結果  

第l凹  

′故頒努i巷  d 月  

海水  内一 上  ●■●  

第 2 巨〕  

9 月  

●●●  

0．000土0．nO上I  

O．009土0．009  

★一■●  

●■●  

第 3 巨〕  

12 月  

●●・■   

0．005土0．005  

●●●   

0．005土0．005  

6土つ  

1土〕  

6土∋  

3士∋  

7土〕   

17土互  

12 月  

0．00ko．00う  

0．00〕士0．00う  

0．00斗士0．008  

0．001士0．007  

ヰ土う  

互土∋  

3土つ   

11土つ  

8土∋  

6士つ  

8土3  

12 月  

0．008士0．005  

0．00う土0．005  

●●●   

0．007士0．005  

●●●  

第．4 且  

3 月  

●●★  

0．001土0．00互  

●●★  

0．002土0．00ル  

〕土〕  

斗土〕  

7土〕  

2土う   

11士う  

9土）  

3 月  

0．002土0．00つ  

0．001土0．003  

●●■  

●●●  

下 0．00∋土0．005  

外一 上  ●●●  

下  0．001★土0．00る  

pcl／ム  

海底土  1  ）土2  

へ
ヽ
ノ
 
ー
ノ
 
つ
ノ
 
▲
ぺ
ノ
 
つ
ノ
 
 

厄
 
h
毎
ぬ
砧
 
 

2  ●●●  

〕  5土3  

ル  ●●●  

5  2土2  

6  う士∋  

pci／Kg  

佐世保う春  

海水  

7 月  

内一上 0．005士0．003  
下  ●●■  

タトー 上  0．009土0．007  

下  0．008土0．007  

2  12土3  

9 月   

0．003土0．003  

●●■   

0．000土0．007  

0．002士0．007  

★●★  

5土∋  

★●★  

つ
ノ
 
つ
ノ
 
ー
ノ
 
つ
ノ
 
（
1
ノ
 
（
1
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ー
ノ
 
 

土
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土
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l
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ホワイト ビー チ  7 月  

海水  内一 上  ●●●  

下  ●■●  

外一上  0．00つ土0．00互  

下  J．002土0．00互  

9 月   

●●●  

0．00つ土0．00う  

0．005士0．005  

■★●  

●●●  

3 月  

●●●   

0．001土0．007  

0．006土0．005  

●●●  i毎底土  1  2
 
つ
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2
 
つ
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2
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0
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0
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 

●●●  汎足幅が角の  

勘定不能  

一97一  



～＼やじ諷
  

ヾ”U諷   

焉、槌●   

山〓闇〓栗○   

○
  

0  
0 ●

  



（為）養殖監物の妻ベノブ放射能  

細身頚研究粁  

励披盈ノ醐－ノ木立鼻  

照ろ橘司′嚢沐秀瀬′田平萩チ   

イ．感電   
協和引茸及に永珊九牢孝側て解なわ机たノ涛尭貨別の卓べ一ノ残射乾の卿痍・J岬  

尊ゴでに得られた覚粁l瑠ゲい1′その感果の碑渾乞例語する。親政力演末・J仙郷斉  

l絹尊兄と同じである．  

2．音略表竜泉の塵  

（り．∫／年度すに狛づる麺勝利のブラニフトンり宴ぺ一ノ柳巨は東風魂：2Z∫P触ノ  

患贈庄一卵牙：〟／ア‰  易経沖：′／ダPCう左／東京湾：4／西嶺．加額農‥ノ′7P％久．  
ノ薩南：ノ2；アC‰の倦もそれそ●此示L′東泉砂地海域豆比ヘヤ＼低くノノ者呵でげあ  

ろカ痩象磨に患い櫨か叶う机た．これ乞旛孝孝的り九鬼旦かよってみると裾斬狛牒演  

湾）：¢／PC娠′詔斉九玖：ルアPC砿′ヱ勅充卦‥J研‰ノ風潮風流域：ノZZタ‰七万、し／内  

湾電照門の励づ雀く変化かクウく′一升浮城のイ晩孝イ鮒か鰍、ている．乙のことl城麿  

族七っ距以下のイ如、・‘Z親射み射れたことでも鯛ら勿、千ある。アラニ＝ンの萱べ一ノ衆財  

経の組子夜仙二ついて1づ木見乳乙タタの攻㊨は髄わられるかノ¢7年ゝ叉碑の蕨乙掛、塩乞巧  

廃して浅り′プ占一プチ草嘩の幻‰に殊タLて＼、ち．訂孝楓1了大風厨和こかイろ彪栗原ほヤ  

切ガ、、z回折なったか1それらに抑こすち値けかうれ竜頭、・フた  

（Z）．オフ†）の老へ・一メ次郎絶で3グー1、人上の諸・動産乞示Lた乙の、卓剰定吉j桝叔1乙封ず  

る動老い1佃％て桝針二比ヘヤ、イ針－。彼フてノオ／ワ十ユの雀べ■一 メ酬芝盤城如こガ  

1も東泉湾′加配埠風絶串叫′／女／′′アC毎次をオ」ノすへてかン＼∴フノア■、ウノトに止＼′  

確であリノ潔夜別に打でも′∂一ブタ∂ク軋｝ニあ，よ．ち■こ中畑の水洗別の早期凍軒組】ま占｝′タ〆毎次  

を片し′九泉メ小こも鼻がちりぺて修い櫨であ・つそ．ノク∂クれJ人親の穎嫁て承泉ゴれ ′剰ぇ  

され千沫麺ゑはパケノマいラ′ シキ、ヤプキ’′ へソア■ヲ ノイうコアナゴ■であり′それらの手放喜  

べ一7携男珊むす／2ア甥次′う㌻以上のあ兇ポ孝けヲ∂霊七頚麺域ら旦ヒの鼻は髄〝られなか  

・つた。オフトンの卓へ・一ノ柳邑の歴年薇化に、つ、、て計つし今年．玖の葬仰才プ別室れエ  

アこ％久そ丹こ′抄卑火埠の修し、水那弟施し1∴」ち．  

（刃．ぺ㌧†スの含ベータ殊鋸髄ヤう介以上の三根施与斤↓た已の、全判尺困サ教lづチア  

る膏掩＼，、欄％でぁっ打点碑和にそれらの雀べ十ヌ郷碓直乞材ると東昇碑‥之PC施承  

知親好：ノ3〆象ノ 顔鋤：エ／ア％及セキれぞれ斤、し′贈、斬埼にイ飢、が′ 勅i環こ  

での判定生瀬がかしシろム分の多＼、生野断線った阜毒塚である．カンテンナてコ教官像、】  

杢へ・ン†久の∋釆夜叫呈べ一ノ2棚艶でけ′β）ウ♂ク叫÷束11＝範囲で刺泉か竹屯われたか1  
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／ク～頼クれり範断、けクー′タ〆宛及とバップブランド1二且い趨盲斤・したのに押し′舛ク♂  

～7クゎれ席級のじしチ詔′エ井、シデてコ′ウシナ1コが．ぎ♂．占ケ．タグアCタち夙号斤、L／  

ト・1う什ユ法上の塩て・ぁった．洛痴姐のとけ解か竣剰如それl十比へ・明らがに藷い櫨と  

斉－した1カンテンナペコ常に・ついて1丁加模擬′虜紙背のタ兜如＼・7柳の判定か竹行わ  

机た。モれらの孝矧且け／Z／アC％放でプランハンのプK婆に且い値でみフた．㌢た′そ耽  

らの微別の窒へ・、一′ヲ耽折軋i卯クーZoククれのLハヒ㌻ククク”占∂∂ロり屠の働、｛招、掘じ水車  

であっ七．ペンナスの互べ一メ放射阻の絶号変化も打ちと′本号乳の喜子タかか椚％及  

で－あソ，卯年減碑のバl・ソノブ‥ランいて且、・働く埠乞帝絶Lていう，  

（現職掩渡河血海域で㌻ノ額lこ剰ぇブれ七海産望夢11阜輿（マコオ・レイ／キス）′風  

勢（ムラサキメかイノアカがイ′ 三′レオソ）′ヒトチ■′ワカメウヒ、であち．皇才肇苧別の軍  

孝抑且乞わると′適才輿か濁鴫く′ワカメかハーフアC宛及首れ′決しl七l旦輿′ヱ叔早発  

がム7，牛／PC丞放で′摺＼一、同じつも孝も斉、し′とけ′lづ／・乞アC毎次で窒く萱へ・づ泉郷絶誓  

言紗セかった。3㌻山上のえ劇孝乞望明野即にみて乙′葡藻琴ろ杖旦頻′風貌がノククノ  

珂♂7r％乞それ七耽れたのに対Lノヒトチ’lすコ♂1以上の℃の1官主く出兇Lウオった．   

開豹ばノ早舟17同一こわかノ屠、才力滞水魅力瑚頓剋て入港し′や固かZ世】の大気圏翻  

然え娩乞行ウ・つた．しオーし′上着ひように史学、薄発け伊ノ草に比へ攻化のあう頒蜂風物ら  

れモク■っ美∴  

川 l   川  l川  州  I ll 刷  

pc沌ash  
＝ ＝＝lt  l  仙  l“  t 11  

100  

50  

0   

50  

0  

200  

0  

400  

200  

0  

3g 40  41 42 43  “  45 ム6 ん7 48 ‘9  50  51   

凰／神路穿港周且蕗城に坊・ける浄薙生新の圭へ、一プ方頬「絶の絶草食化  

月‥カレイ凝苫：ヒトデ′ C∴ムラサキイカ■イ′〇：カ”．ワカメ   

l：プラニス舶簸閂ノ1二中国微笑旗均一l：居館入線月  
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（㌘）皇祖王殉でわトリチ九水のフラッ；玖  

卓効帥應椚帥  

梅圭武司   

艇理工噴かさ式場に放出とれう丁目Oがどのょうに生渦に入‖、邑三鏑との風像か用  
べた．TH吋紳K（α0少Ci仙こあらかトめこれと等温等温の芽和叫嬉してゐ＝た碩  
も性物払水て鐘崎的にとりあげさ．＝れを真空紬装富にかけて主軸中の水舶一旦♂C  
に碍Lた測定脾中に女官に輔集すう。この水（鵬辞して．インユタ・叩ほカ旺てLSCで  
測定し7滝叫のTHO濃度に射すさ此争去求めう．ヒジ手・れソジュズモーウミウチワ．イソス  

ジエビ・スジエビモドキ・アブハぜ・コガ1研・ムシロガイ・ウノアシ嘗の化に円手主壮寒丈（1瑚  

をモデル乙しで使用し約600棲イ利こつし1てTHO連峰む削宜した。  

‘－ 
′ 

50％の脚月入管皇ボめT水温乙の斬最示したのか下の団で為もa。伯を市郎みう  
と′貝軸7勧4，エビ・′ゼ佃2，滝埠でJ・ト2一 丸仰he両㈲・害えでl・4でか  
た。圧仲く＝＝≠厄′トHr。5tk亜J。  

0．5   1  3  10  30  

TH0 50クら邁人に 零 すう鴫朝  
一101－  
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（巷）費為布埠禅譲烏土牛の川らR比確渡  

離紆摘卿細  

1■f 崎単ふ  

7 飼主   

領鵬衆議朴こ凄射れ硝憾料角餅竣工喀の模糊晰＝備ぇて．譜斧海港土牛の   

－○ム軋離屯舘ヾ下。角餅痴工壌軸木の場合．qタ計′－○‘れ，ほと5ノ 付モ乙ノ店〆・うH尊♂ご   

主客有破婚ヒして券げうれて、l盲。   

＝爪らの破鐘のうち官ルけ毎春土ド耽確しヤ丁、、と頚とられさので．後藤土町太郎儲凍   

準の阜軌こわぃ盲愛副房面色討ち簡のべ、7ク7叫ラニード電解∋たわ・＝叶7巧もので布き。   

ブ す寺互良人’鮨果   

錦町咽1ド斉し戸ゞうド＼郵相ヱ川（st．7）軒1l・一再如拙SもZ）＝  

k′叫；七．3）Bムー久掛甲西費2k′れ（St．斗）の4臭ど′内後ゴ∫≠≠りプラス与り川縁   

互呵乾し下垂塵式確経塚尼患E朴lて．着席狛β叶柁如窄取し，凍結し用噌し昆．   
危甘7循局（S⊥一也）包含む対頂であっ丁三。   

二肌モ鼻面ク、ら3甘・lしぎ仰の青首ド切り令け〃βむで乾胤如か乙巧、、て如ク凧⊥  

思えテンレス金恥レワれ＝敢り、R比増俸ヱ川き．喋拝領射してgゾノC色i小で叫βM旨  

い細別〔晰札Cβぅ、、…，ニュニトり盲輯単相l摘蔓服′獅クク℃で＝剛融解   
L乍。甑卑削ら軋七軋ほD電池L芹混）kで浸虫し．干支ぬ液ヒ工タ／一ル呈鍾も   

だ山南貫仕均塩花搬させてダ触すさ。   

フの軋私物モ碗吸に確解して．P抽又lりン吸，klβ¢，打ユ5ユクーノ セ柁と液温1Jβし乙V  

3ク〃何遍家産潤し．－∫℃～♂℃l＝淳印した6N－他州確液、1碩根もさ。   

峨肢液ドエタ／－1レモ仲1て沌魔王正行Rル秘ヒ均乞う即レ．2苅ク“八7E一・ロー  

八一りククウシクーで．序言如Y拓ヱの」上根願え互酎11、10ムp止の塊根滝lクdRトのヾ  

一夕ー猟も姐紺／て計紺盲∂   

郵拙＆トフ、－－Zl格好し千席の破断如廟芝秘り々けこ托筐i去Jl闘仁仲腫卓と．  
瑚‡紬射ら和昭手ご一の纏綿正∈省一バ…。   

∴ 鮨乳   

甘柿締針才看Jl＝ネし仁。也‥■の鰭塚l首尾t教本り斜行し声鰭昇盲年功して綿ド（且  

・－テ．ニ．   

丁議長エヤへ一類パ組醐秘跡町拍耳lご…湖上花泉－こ値Fしい13ク あ1  
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の凍て－ニ慕う連夜坤lこけ持病抑止のホの勧ユド伴う庭エりよヱエバリ〆硬しl一珂♂、  

ヒ軋才小きが、 鱒瞳り鳴何げ扱わダれ甘Il．  

萄料の棚倉号電車内的lこヱクス上し紬恵よ謹書号締りのlO▲れ後産は′ニの水域  

の生如両R払渡か比べて堕貝鞄の伯の／り・声．趨譲鞄の一心教権梶鵬l・．とああ  

手かド宅・ノー∠盲、∫どぅlニ姿IJ小五。  

虐‖ 簿鮎確申場可  
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（か）三親王渦中のルテニウムJO6膿度  

一重三忘純音岸1972－7‘年の江村一  

束動弥彦研究仲  

南迫三羊子・梅津武司   

1∴綿言   

乗三封†の穐卵鴫茫王王工場かう‘H碓氷と乙阜に叩Ciの触如伯叔種が各針苫屋に放出乞れ  

l～の約半分け械帥性ルテニ九にトて占めうれう乙皇掘之れた．このRu純絹の海産生拘  

Lどのよう々覇権左手っかにつし｝1考え5た桝：この名相を得々った。規在勤卜中に－捕  

吏壊のフォール7ウ＝こ由真すち放射憎Ru珊飢ていうのて：生物中の仲‘Ru渡舶托推し  

枚頼生軋哨賓嫁と生物との肺二どのように聯干し蓄積乞九ちか後室絹加えた。  

2．柵な五   
言榊【抽三1顔射と舟岸化衡こ4500cで一昼夜圧化した。反射0－509を500扉答のヱテン  

レス製うつげに辞取し．榔如してRu20爪g′鎚10mgを三紬し．tらに触角綿・ほ斤牒の18婚  

睾カけえ一骨鋸佃600■cでl郎加納すち．紙利水7肋1【ニジ紬写してtらに川みこえ蜜埴  

加筆ナいノウム寺痛与0れほ加え′指揮L巧かち好いt30那加口遺してRuの考解を（川、う。  

牲撒千舟性姥留物と良心怜去L．上：苦海にユタノー′し50mほ加えて和良生成した二郎化  

ルテニウムと含む沈戯と遠心分譲す盲。この：丈序呈邑濃HNロ．3爪げ採取して水で5ロれ†lこみ  

う上ラlニして蒸留フラえコしこ砂す．舶化手付ル厳如上K軋5g，KヱSヱ0き5g）呈抑え′マン  

トルヒーター中で10日l化にほう′‘0－70mlルiれで通気しわがi30甘夏省一う．雀工嫡再  

ドライア化一ア／しコーJレで－50Cに新た‘〟症OH30れ†中托吸収す盲。この吸収頼りら0れいこ定  

与し′ ヱMほ比邑l二上ちR超量飼に乙り． 姥り（ニメタノー／し2m†垂加えー加温し三銅iとロ糾  

し．き三成那字音L′ アルミ吸収根であ・あ・，て′ Zかガ、スプープー・仏′（・ソグ7■tラタントカウン  

ター（Aloka Lβト1ヤ）圭軌160甘計測ヂち．Ruの別線（160・7膵であ「た．  

3．奥書 宣告  

如0権†手の骨相雷につl－て定の表｛こ示した．前号占髄管した郎サー71年の潮の甘  
粕言質こ比叡ーうと′ プランクトン・：毒凝iで購Ru濱如稚く小－りち．■†れが銅佃  
三いこよち〃、′ み－′L7り骨の電化（てよちのかIJちみ樺iイtみけわか；かし 釘卵7に・‡  

前観の柏向一堂を卵管の了のモの手ぎ10‘軋三度如’か′－′プす留のまほかメモ郎拍t九た  

摘坤：蒙柵；鯛の三組生卵の′レテニウい弼恩勘針射哺乳叩－か‖－  
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jたの～＝1才、観＝古・ナヨ禍根のふ∂ま  

u，了な右ち妨臥ブ願壷ノ雀宮あ（こき坤△みり一塩り遥殖え鯛多きに明うオ′Lす了こ乙  
方、サを－甥占。ミつた弟′乙′吋庖疹■乙－ノ纏iク脊筋ケ横軸ネタこつ訝如竹わ  

｛“こ”、9債膏な舟郎徐j如寛仁。吉田（／ア7り・珊薄サニ宗一ナまオリりァテつ  
‘℃09妙今月＼瑠困‘二よ〉泉南牢堰のザ蚤タメ年と息、朋・左ネすモ1乙叫；乃＼′チ  

と舌′こ妨敬すふ‘㍍左担－むす衡よ拍安心また押う（  遁  

う 

し′ネニタフ5か  

仰／冊7）ば野庭  ま硝プ′こいたゝ範士√ミ′含ま丸ま℃ヲ敷かイ正細工′撒′乙  

即｝千古ヅ礫如♂、ゞ礪如£フZ‡旨獅鮎巨減少†5ミと互蝕し′諜頼ノ滅  

しい足り瀞蒔か卒去ニと宣ネ壊Lた。ミりような糾ユれ碩澤′拍ノつプチノ季  

冬り綿羊衣まとニラ．の細っ鵬／さズ塊／き鯵′7り眉払ヶっ一あ温韓も懲ら不′之  
′ 

ぅ 

尊偉頼っ、三っ東和神教か呵俺的存た粧窺史？報再嫁凄か如し．ミ久′二鯛埠伽  
遽直伊とい池田言の月、不明咋3二となど岬轟か覇i巧しうで荻島。ミ恒う叫用  
（ヱよl叫t已似丘君う巧婚礼丁皐ユ。  

l 

享子 

＿ 

■ 

左l 

シて肇甘漕単打咄折机亀棉碩′溺′雪払∫こ£1秘′り）＼澗管主  

う  

2． 

左かとなちづ考料に。乞ゆ、古書孝を敢如才。  

甑湖畔級舛困ペ・才′準草々絡如舶ノミ郎摘草喋れ和′軸う  

離雑業え干？とし／・これ代如細片ぺ弊毎タり串榔碍錦動なべ山う′芝；・乙ノ  

常桝っ＼ら9準潮郎か射撞†雛岬あ吋ヲ取締と－ノ＝吉ヒ→“Z解隼」  
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射ら℃妙麺ヰユ”ラ松組と柵一鵬竺梱tっ“て隼人うし  
榊）り醸計牡盲毛と・－細か庭師宮オクエt♪よ斥、郎ご至′二1′▲「一本ユタ｝フラウム鵠  

呼込サ′？つ付言主′こ毎（′ダガか涼し鴎貸佗をゝイ、“て強汁【ちc   

滝庭土へ硝績恒マ′苫′叩う（佃ノ仰）ォ・“射石、′こし左裾、尾湾ノ射乙巧  

1縞土卜町絶っ卵うち絶とネも†卵生声守額づ雄つ左海産上りう榊を′こ乙と）｛・  

？ 

汀棚如ざふとがヂうち、か香。   

間中酎凋飯山‰斬ゆ一明旨と吟z州輔恒と王′湧虜を〆凝チ 茅。tして叔や9頒凍′甥如カリう宮口へオナて駆溝碩少す3eネゝタMタラ冴喚  
邑 

‡三㌫‡；慧芸誌蒜1芸左ミ“′ノう須濃いソモタ〕こ  
斗満潮卸ヒjニ～喘ど鹸「こ退隠で～、♭仁して／軒斬渕掬蠍噂呵－1′エ  

J♂とサ笥乙い。   

鞭；宮￥＼㈲掛かヰ‰′糸へノP丹句よ）を絶し、朝緋ら魔Lた瑠沓ヒ  

ニ宣こご∵ミニニ三て′ごノニさ：き二。‡ナ1二●ニニ三三  
）ド鴻ノー写さりし細フZ′耳ンタフラtし号与町持如触が地射止ゝ。   

5あ束サニ含ま↓くゝ‘㍍百づさふ如′こきか春デまとつつ、努々ノ言（ネッい－）hす㌦、・t長／ク、占  

∫ぐ√iヾ孝よ勺し苫が＞し躯？り坑毎て濁度舛乏柚言増舎′こ姥座ク如草ばれる  

し！己恵一クネ・ユ？再瑚瀬㌣‡享凍？一癖土仁線如人為9値（た声㌧′言  

′享｝iし札止曳り廉土一千兢在して“ま環）左舶J就肇†－ゥ  

3．た吉藷   

今一句碑†・tよつプ㍍減産√こ叫ふふ呈小（‥Ⅵて姻岳占′ニラ粧！ち可触－レー  

ザ軒かしに。搬千オ㍍ク庵郎与宅舛をもうじ穿紘′＝をあ昌こと′－姐′こ喝すけ  

づグ山えタ】Z音確そ拙′J頂席碑一二冒3執餅簿で可如－ぎし；琢｝。≠’f2ふ点上へつ  

「時ヒ乞qタ乍（乙フ“Z鋤けj左めと′言ノブ淀繚戸ノ乙フ“て1J、ニ棚りふし，野卑叫  

管咋｝ウニ情動、11言廉土？亀巫平′食通絹夕季′乙つ一之ミぢ′＝郎を忘す禰奄  

かダ温て・組何軒朝套ノニノ打て三高山塊恒研毛入在在ちづfブ滞忽念季左友、  
塊3仁一佃よ′；も叶こいナう‘この璃棒銀盲如夕習か皐ノ′う後亡き椒一子の‘‰巧形  

こここ’ 
・  

ぢ恕勺こ乙  

各－。  

香射ぎ“オーiぢれな′ナ両“な5   



（31）或城劇こおける原子β鹿穀かうの灘7Kの細線形象について  

泉城泉ユ専政軒セニケー  

ノトだ老宅、如乳乳宙ノ納与、写キ備ぇ   

／．鰭曹   

長承常て、盲，療チ貯池組だけで局在く，叔射′捷勒繁針I終lユ鹿敦′刺幽睦斗掛澗底  

鹿妻和知摺始祖号う書ざま荏施奴を甘かえひ、る。そしてヱの／嗜机句．てれ主点如棟  
木皇紬査してミた。ヱニては今′台最知能の縫キ的青史軌乙只年度lこ卸7る良種′偏町締渾五  

穀告守ろ。  

フ．轟庖方車   

如泉乙する韓称ま束泣の朝練五穀地口オ、ミ堵恕へ承れおる軒てワンア■けケする。句点  

栂愚馴矩象IS敢如の敏lくなり，下風のように在る。採取嘩克て温泉乙PHt同軌ミ労l  

富市ち。厳如との調度信金鶉料につl、て々β厳射取去判良し．博史の純朴ミrllて庄一可払  

の化尊命れウランの鋸苛虎′液三ンによ苓3日，嶋cの労ぼ盲併せて宥在う。線香回  

翫摘＝沌㈲胱して．軒こ午乍煎酎丁目2包の預金喜市ってし、る。  
竜、々β放射轟の鍵年女動につl、て   

表＝言施扱敢出口Iこ釦7る調練の々月穀新鹿の年平均である，原き力漣扱かSの雄太の  

鼓射鮮の韓痔濃度は、凄まれている厳射縫間宮の眉類ガい石和場合′10－ワ．爪〔；んlて押え石  

丸てl】る。東平の軌概要海才l督軽口，麻原東海ナ2ヤオーイヒ専軽ネのように県のめや寸を  

超えていたが・東山t封種呑兼備果か言鴨居渡鳥以下で祈った。再血増工場師やす宣毎  

えている肌嵐韓命折れ結果、天然ウラ川魚出井簿以下であるのて、風麹菌百吊，その爬  

の施簸にフしlても基準収下で一足した結果が出てし1る。  

生排束の細々荊結果   

畏域貴公奮枝折センターでは♯ネ平に虐まれる丞新村眉泉社と」て．‘胡ら，ウヲソ．ミ〟．  

化〔呈上げてし－る．夷2応原珊庚舟才2軸木乙原発軸水中の化替伐和こ古ろl椚Gの卑平和  
の稟軌であ奄。水平R射け弓周ぉの叔東羞郵言コズJOJ仇〔．・差、。て・ある。席帝㌢z樺太にか」  

て「3早こ竹串しこl～2臥基準盲超えた放出ガ■あったのて■′孝平・内の虐ガ席く点フて＝る．  

又．老1乙表z－こ詣＝て康櫛諸寄㌢ヱ如来の合β放射能こ、－「C声との尭租’’一吸Lた＝のは  

仝β放射能判史強の限局鼠禾してIlう。原削巨＊にフl－ては．良横車左酎丁ば仔ぼ、東し  

た護良のもへが厳出れてし、る∴耶c声の判定て、応，天酎即Rbやフフォールアウ．トのものが  
混入耳石了と1てよ「て吏如・あるので．剰む己あろ、、将軍煙綿貫旦漆催するのミ「こ去恵与せ  

血で㍍∴ち育t】。  

黄玉は唐蹄碧海ナz練水中の13〔cs．3り．仝β放射能のぶ年度爪郵東館貫了■あろ。l≧「c声  

㍉と書に葉帝石枚釦ち如うれ存打「た。離もオフー化営脚、相席直の卦定庸果でわる．  
－110－   



柳く嘗郎払わちれで．卑向乞思しt仝β衆知能．㌣町．けCt阜に低＼庵であり・嵐  

払移項がよく庁った孝え弄してIl季。   

象51首．再勉理工堵と佐層感激の軸＊ヤの雀ウラン頚渡鍵果であろ．純理工場の着か、  
ヤ平島、l濱産であるれ酔客線虫碁華よりもか缶り下l封ソ（か」．よ入・′Yクトル互乙って  

もフタタuが叔出土れるしべ、ルにJ；良フてしl存しし   

仝礎lこ仝β最新範と他の細川知和a良く一敬すろが．ヰに周一卑し存＝データモあ  

った． Z仰硝薙削抑一科乞殊り御すでる主塔古かフたい－う鼻で朋軒ヤ判定に函熟  

任向かあった卑乞斉して、－ろ．ヱれち翫乳の織れ古海浄こ放出されるのであろメW′ま仁一冬  

草試料甘言施敦恥影響1痩け拒も爪信頼出土れ花l】。  

5∴総籠  

鼻血、合材頚、刹だ藷の孜多．紘一か郎ルてきて．瑠良好果鼠劇互に比輿感材でぞる  

ように在っ乙きたれ寺だ、イヒ学戒耕の面や男鹿局面の薗て、も使節的夜着ガ、存1丸かJ●席5  

伝tl。え妹机畢線自動剰史が行細れるようになフ托ので－．より穿艶的蕃竪如狩l・た  

＝．  

衆l梯水中の金β殻射鮨の庵守安釦（拳せ：10－さ〟“亡）  

、－＼ ＼  ＼、  ／ア‘7  ／ク‘g  ／タ〆デ  ／タ7β  ｝タ〝  ■／タ7Z  】／タ7d  i／チアヌ  l／タスr   l／′タ花  乎灼   
生f蟹工境  ‖   ／∂．／     ′／7g  ／声．β   

断腸新一・  u  ‖        u  i    u           ‖  ♂．掌  0、久  ．∂．Z  ♂・ア  β．3  ■ク・之－   ∂．≠  ♂・〆 
〃才三  ヱ＿ヨヒ     β∂  」付  ‖ J¢、∂  ／、2  u ／、ご  ／、g■  u ‘．♂  ‖ ダ・7／．♂    ‘．／      」  β・2  ♂．2  ∂イ  ∂，∫  ∂．3  久／童 ♂・／    ♂．ヱ   

束塔 

〃 P    ‖  

∂ヱ  ∂、∫      卜7  一＿ 無数堕要一一  j¢．7  十毒丁  十盲g  グ、阜 †／、ノ  ∂、2  十丁子  十言す  ＋了盲  下手T云盲    び・阜     ／、宰   ／、之  ∂、ウ  0．午  ∂．∫  0．タ！∂．    £占           十  ク、享  ノ、5  ＋－－ J．？  ＋て「・【  ノしご  ／J、ト・之    ／．β  れ一心尊  ＋      二わ、¢  四  ／，g  一．■、こ   n ∠・′  ノ、7∴・．ヱ▼ 〟．∫  塾∴間 三塁監j旦  ■一壬      きす  可  ＿／プゝ二2 ノ・∂  ∴ゼ ∂、享  ＋－－ ユ3  「÷十 ノlしノ  －－＋ 、十＋一 ソ・ヽ．．ノ   エ7            ■ 享、ぎ  ／／コ ／ノ・しノ   ‖ タl享lエ占  全身玖唸 怨敵魁・      ⊥＿＿      ＋－－  ∂、ゝ  ＋－－ 十霊」  ＋－－ ー」、3  £■．占  ＋－「＋－「  雷J、ノ         ク．3  J、ざ  C・午   ∴3 ー  二1、2  ご．2 …＋：∴J  〃在●た● ニ邸           〔）、i  十「盲」   ト‾こ十「完十‾‾‾ I・／）ら     ／．3  旦旦  
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区亘  

＼  庚 ′研 牙 二 柳三 水．   
礫私用  lち7⊂ β   3H   仝β   

5トキ 4日  仁q〆JO一るモ35．1り0・‘   L5・ら7Y10‾き   

ち  0、宅   2．「   o、ユq   

る  ＊  0、】g   

7  0、7  〇、6g   

8  0、5   2．l   O．2l   

l．2   i32、ら   F3、乾   

iO O，5  】0．冒  0、q3   

皿  0、6   2．‘  

ほ  42   l、○  

0、4   ≠ヱ」ヰt  卜0  ギ   

2  u  

J；2．g  ヮ、5  ≡ 0・5年   

‾1勺  ト3   t  5．Oi卜0   

慶＝ 離水採硯地点  

＊ 娘出眼界以下  
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去4 咄大の核滴愈フ折（ルしこ止c）  

表ち 排フ紬巌葎伺本行（単仕Y10－g〟C；尤c）  

＿丸字ユ五里 工場   鹿 玖 絃 乳  珠取月  全うララ  今 β  全うララ  合 β  旨聖上  3、3  2・S蔓＿  l云i  2．3・ぎ  fて  旦g  7、05  ？、ぎ  丘台7  「等  ユ6  Ot71  午．宮  （q仁 ヽ′lヽ′1－ノ 2、18 13、6   ほ・7  I3．笥  技工L  雪  ＿準・る  33、ら  乳ヰ  「‾  四  ー『亭ト5  15、I  ら．之  2．g5   
10  36、3 JO．7  甘宮  g．牛  Z4g  Ⅶ   J4、b  6、0  ■‾■■‾－－‾－－・■1 ＿j・2ら  」2  g、2  10．g  け0  4、芳書  警用  jヨコ  4l．づ  ワ．q  －－＝【叫・」 30b  ユ  ＿」・3  乳7  ム4  ま引  3  0．う  ‥喧・0  i．之  3．gg  平杓  lワ，雪  止8  冒．う  亘「1   

－113－   



（32）秀和中碩ボ触嘔触発席轡  

努戎単量拗弛ンヌー  

ホ′ト通転瑞  

l錦も．   

ニ車中の尭錦、！半夜櫓→賜應旬呼1ニ7、‥l‡＿苛上－こムlい乙一事該泉阻＝エi毅郎時下拍  

J〔＼て準’り東和締結も締レレた岱く（粛き廠虐▲外・＝．こハこ／、車ヰにおl・りr．弼  
智■〈l由雛ねうえlぜ女もt．トの乙、∴邦ビこら卸句瑚㊨研かげ上れ乙、l′卜．   

専断丁…碑祓乙l言、萌葱増工斬郎乍乙、βも・柵悌喪章掩句婚和泉針二浦舟  

への富加舟はも凋巧寸もこい鴫官7撮簸いJノい＼も，本無げ貢〆巧柳は水和像  

序幕布ヒセ巧安あっ閻絶つ㌔むこいこ古り、廃即ど増枠学徳にそ．咋えJ‘ぅい＼うもゎ  
て■、廃も．  

ヱ．殉倭砺痘仇軍略  
しり謝恩巧髭虜ヒ官ヶ乙   

春彦エの廊敷け智婚折ゞ狩沖加増か、弧【久海圭一r・、ち和げ挿ウ丁御中をで、・汁ケ  

乙ハト叫′ ＝h′粋′のル斉lこ如律錐、こ七，てキか々、融け細ノ0把藩イ、蹴てわキ？巧  

ク＼う躍わわキュ帥タ、け〈一灯吏施し、ヰウ鋳て寸書イ粁lこフいて鼻緒料こき与舎人、－タ好打  

熊剰ぇヒ、紹あ仲島9月ヒ収録中多斗射こ虐良した拷’由二つ、、て∵－、加筆尊棒線盆凍′ユJ  

盲犬露程抑と線度の虐凄kノ仔ガ，丁こ．∂βあカキ？l雪ド嫁丸し7二砿汁にフ、、～けf仰の腹夜  

の′到底も竹写＼＼村村船底と♂観廃置錦ヾ7：．  
1ネノモボ好打げ枝掩護えじ脛俺   

削げ海舟二村の淘テ緩亀示し 

． 

泉jは希有ユ中り未だ狂如主席勧舟行居で、泉ヱけセや親友乙炸俺ヒの相粥もと〉′ニ  

t勺Z、、ぁる・戚射〟－βべ欄の小ヱい岬lニ、中k叩働げわざそい亡抑こ転＝成一示  

1′斬があをe途べ一夕好餌亀戎憂げ、少4．′▲叫声ィ鬼電とめ佼娃■l・虜iニヒイ叫＝、i．  

（盲′）㈲机湖   
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（33）核燃料再処理施設局辺海域の放射能調査  

海上保安庁水路部  

海洋寺号染！調査室   

緒言   

本調査は核燃料再処珪施設から排水される低レベルの放射性廃寺夜が周辺海  

域の環境放射能に及ぼす影響を把遺するとともに、同海域における被曝線量   

の評価に資することを目的として拝召和4 9 年度から開始した。日召和51年度   

はー司施設のか動前におけるバックグランド調査の3 年目にあたる。   

調査の概要   

採取試料は海水（表面と中底層の2 層）及び海底土で、図1にその採取地  

点を示す。採取地点に附した番号はこの調査のための定点個有の番号である。  

採取作業は2 回に分けて実施しており、51年度の採取時斯は第1回 9 月  

14 日－9 月21日、第2 回 2 月2 6 日－3 月7 日である。試料は本庁水  

路部（東京）においてGd上り半導体検出器によるγ線分光分析を行っている  

が、一部の試料については放射化学分析による測定も実施している。これら  

の分析法、測定機器等はこれまでと同様である。   

表1●は海底土試料中の核薩分析結果である。海水試料については分析申の  

ため表に記載してない。   

γ線分光分析によって、放射能値が計数誤差の3倍を越えるものとして検  

出された海底土中の人工放射性核種は、 
144 cβ及び137cさだけであった。表  

はこれら2 核種について、それぞれ放射能値と計数誤差を示し、検出されな  

い試料については ★… 田で表わしてある。なお、検出限界は144ce言100  

pc掬、 137c8…30p“／匂である。   

一部の試料について行った放射化学分析の結果は144c8、 106肋、60coに  

ついて測定値を得ており、これらについても表1に記載した。ただし、 144c8  
については（）をもってγ線分光分析によるものと区別してある。  

137  
Cさば調査海域の北部及び沖合の海底土に比較的高い値が示され、測点  

51に最大値259土32がみられる。  

144cβは変動幅が大きく、また100pC壱／鞄を越える試料は分析削こよって  

大きく異なる値を示すことから、粒子状で海底土中に存在している状態が考  

えられる。  

106 
月おは測点13、20、46を除いては20pC‘胸以下であり前年度ま  

でに比較して総体筋な変化はない。   
60 

coはこれまで同様の趣く低い値しか検出されていない。  
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結語   

未調査は、再処理施設のか動後においてはモニタリングの役割を負うこと  

となる。これまでの調査により、バックグランドのレベルは、海水について  

は外洋水とほとんど同じ程度であり、海底土について前述のとおりの傾向が  

示されているが、今後これらの測定資料を総合的に整理し、来るべきモニタ  

リングの成果を照すべき基礎的資料として整備することとしたい。  
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触中畑  7へ／1ま一頃   

軟曙匂ゎ発足鞍  ′－へ′わ  

声萩早  7～ス早  

見 唆  封へJ♂   

ヤ敗親  イ1′～jβ  

呈，一  さl  

い  レーサー実額  

・宣z 未発象チLデ  
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（35）沖縄におけるバックグラウンド調査  

脚日本分析センター  

荒木匡・野口正安●橋本武夫・今沢良章  

1■緒言  

沖縄におけるバックグラウンド調査（科学技術庁放射能調査委託）として，4 9年，5 0  

年にひき続き昭和51年12月．沖縄県那覇港で採取した海底土．海水および海産生物につ  

いて 80co，65zn，137cs，144ceの分析を行ったので，その結果を報告する。  

2 分析試料  

昭和51年12月 2 0日～21日，科学技術庁，沖縄県公害衛生研究所および第11管区  

海上保安本部の協力を得て，那覇港において海底土15試料および表面海水4試料を採取し，  

また那覇港で採取された海産生物（テルピア，ガザミ，コノレロ）を入手した。採取地点は  

前年度と同じである（図1，2）。  

3 分析方法  

採取した試料は，それぞれ前処理操作を行ったのち．Oe（い）半導体娩出器を用いて  

80co，65zn，137cs，144ceのT線分光分析を行い．さらに海底土については80co の放射化  

学分析を行った。  

4 結果  

海水．海底土および海産生物のr線分光分析の結果および80co の放射化学分析の結果に  

は，前年度の分析結果とく らべてとくに有意な差は認められなかった。それぞれの分析結果  

を表1，2および3に示す。  
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表1・ 海底土の核種分析結果  

（pci／Kタ乾土）  

分析方法   r  線  分  光  分  析  放射化学分析  

80co   ＝zn   137cs   1ヰ4ce   80c。   

1測点   ＊ ＊   ＊ ＊   56士18   ＊ ＊   ＊   

2測点   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊   

3測点   ＊ ＊   ＊ ＊   100±22   190士54   ＊   

4測点   ＊ ＊   ＊ ＊   190±26   ＊ ＊   ＊   

5測点   ＊ ＊   ＊ ＊   160±30   ＊ ＊   ＊   

6測点   ＊ ＊   ＊ ＊   180士29   310士83   ＊   

7測点   ＊ ＊   ＊ ＊   210士30   ＊ ＊   8．4±2．8   

8測点   ＊ ＊   ＊ ＊   180士32   260士90   14±3．0   

9測点   ＊ ＊   ＊ ＊   160士24   ＊ ＊   ＊   

10測点   ＊ ＊   ＊ ＊   140±25   310士66   ＊   

11測点   ＊ ＊   ＊ ＊   20 0±27   ＊ ＊   ＊   

12測点   ＊ ＊   ＊ ＊   180士28   310士72   12士2．9   

13測点   ＊ ＊   ＊ ＊   220±30   230士81   13士3．0   

14測点   ＊ ＊   ＊ ＊   170±24   230士52   12士3．0   

15測点   ＊ ＊   ＊ ＊   190±28   250±60   12士3．0   

表 2． 海水の核種分析結果  

PC仁／J  

00c。   65zn   137cs   1ヰ4ce   

1 測点   ＊ ＊  ＊ ＊   0，11士0．04   ＊ ＊   

2 測点   ＊ ＊   ＊ ＊   0．11士0．04   ＊ ＊   

3 測点   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   

4 測点   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   

表3・ 海産生物の核種分析結果  

pciKダ  

00co   65zn   137cs   l＝ce   

テルピア   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   

ガ ザ ミ   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   

コ ノレロ   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊   

備考  

分析結果の表示ほその結果がおのおのの分析計標値以上のもの，および放射能測定において   

計数値がその計数誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁でまとめて数記した。それ以   

下のものはOe（Li）半導体検出器による「線分光分析については＊＊で，放射化学分析の場合   

は＊で示した。誤差は計数誤差のみを示した。  
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図1．海底土の採取地点  

図2．海水の採取地点  
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Ⅲ 人に関する調査，分析法の研究   



価）人骨中の qOsrにフいて  

触碑亀管絃餅寛軒  

暖沖ゑ一郎・河和佐男・＊翳椰絡  

1．錆 盲  
瑠如山柵′は穀毎に√う人体汚攻の花塚ヒして新雪留なをっりかとっで・勃う骨中  

90sr舶り判定吋勒37如来雄碑して巧甘い′新棟須年夜空北■卑合間嵐晋ヒ甘ロえ  

て．御宴線色今年そ約性糾サー比柳離っ艶孝、より骨†瑠如ごシ扱′こフし・て一軒離し  

ていう。今臥了．百雷如51鼻り銀髪ちゃん、に字綿1急．  

2．額垂・呵象り政客  
1）弓 弦 昭和51年3日r′l51年11射での死亡例lこつさ′圭とtて家賃あ、ょす’光彦  

感（私情）呼区よ・I郵tに窟取lモ働斡を仔細う舟＝よ′J90srの甥強化質感和二催し  

た。割朴ゴ工CN－Tracerlab OMN＝／GUARD 侃′〔■・り7rラウ7トベr－7ウウン？によ  

憫け、電。李乳s相模紬郎朗々巧必‥∫′I定針たナ）蜘。5年へ49年よ、∫か・  
躍如52卑弁士町こつさすl虚確契lた朝鮮い吉城に各所瑚ゑtt。々み′片桐岬ヤに行  
帥小たwHO－：RC申interc。mParison I：よ・l一て惜針町甲90srかF小一牒凰srb可値り  

乳，一次ち瑠も。   

2）銘黒 夢18朗頑嵐碩レ挽こ摺ら爪た芽柳老怨りうち′躍如51年炎上如こつ  

いて相川僧綱絢50年ム、拍、52年呪t刺巧軋れととも仁義1lこ克した。化句朔瑚り個  

別低け塙略15′ 年金郎1の年均骨ヤ90sr渚痩奄′今回り都度鮎押えて椚射′行真  

綿2ヒ禾t電。   

帽如51年組側にフ、－て絹られた解発・J，句年度のせれと姥頼して墨縄行李化を如て  

いけいが，最2ヒ元すしよ、一l′数千郎題指す5ヒニ、lく額′修な濁潅水守っ紡が線度ごれ  

そ。うでに指碑し七ゝあ、リノ舶如邑ウ武人席硝骨中90s増穂れ卑塘竣だ確度り協  

、傭兵も与えた。90srの㈲両堕・こ酎う敷鋸裾五してい灯、、ぜ拙攻瀬上弔して．  

オ鯛鼻新見がり得～爪う複数骨後の堵尭胤富魯客乃甥雛与えうニヒか、ゎゥ、，ち。   
骨†90sr雛り；蝦伯ヒもと耳ヱ．B“の′骨そ子、旬／にJ・I．穐摩餉収録琶・頑尊′骨  

髄綿鮎川頒専骨内破線琶ち相虚しモヒこう′90sr－90Ypa⊥rによう字摘稗翫10明子  

‡、け30什後半に毒垂毛布穆丈値を斉し七．   

3＿ 怒 鹿  

骨ヂOsr離水攣り如がご、く簸修で滴り．音堵ユ丸亀鯛銀琶が君巧者にかl、て卑、l  

ヒり珂旦鮨貴ば′ 屠シか年如到呵の逢か「フ訪う頑軋みJや凋ま仁わ電，て，曙夜中人  

工柵惟頼経ヒよぅ八塚〃卵管卿暴勿精確亀召取イうぅえで，ネ鯛互が雪黎かっ覇力咋に  

すすわ♭れちぺさものであるニゝを烹してい呑．  

丈釈1）田中惇灯、：ス一日ンヰウムり々与増え命叫．8享化学合払里．175（1968）  
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pc190sr／gC去  

卑亡キ  キ冬群（ス）  剰ぇ臥  
最小値一息大嵐  乎珂腹±椛華棉を   

1973   相 思   19   0．40 － 1．05   0．67 ＋ 0．15   

邸坤4坤   
0 － 4   7   0．93 － 6．48   2．08 ＋ 1．82  
5 － 19   32   0．94 － 2．14   1．57 ＋ 0．31  

20   37   0．63 － 4．80   1．65 ＋ 0．94   

1974   5 － 19   ⊥6   0．75 － 3．31   1・56王 0・65   

（伽49キ）   20   47   0．63 － 3．24   1．20 ＋ 0．54   

1975   特 私   29   0．44 － 0．95   0．65 ＋ 0．11   

昭■50諷）   
5 － 19   22   0．59 － 2．22   1．26 ＋ 0．37  

＞ 20  
⊆i   104   0．30 － 4．51   1．17‡0．71   

1976   怜 凪   27   0．29 － 0．97   0．59 ＋ 0．14   

昭和51キ）   
5 － 19   23   0．6ウ ー 1．75   1．21‡0．27  

ヱ 20   101   0．47 － 3．19   1．01‡0．50   

1977   5 － 19   6   0．99 － 1．56   1．20 ＋ 0．20   
伽52千）   20   9   0．42 － 1．57   1．01＋ 0．29   
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（37）食品中のP止－2門ナ2ヰク濃度  

ラ珊承直】学級谷研え竹  

岡林私え・上野オ司・攻ネ正一   

り 藤吉．環規干′二幽‡庇丘フ・・レ巨ラム′1．権々り産廃から八舜吟′ニ璃殿郎看ぎ  

九てl－さ。Pネ人→主を晦夢干¢7りレト＝ラム舶たらサ・・′ニ八郎書碩首′＝キ与す∂イえ  

入経路′＝つl・7′ま、咋与りオJ冒・媒材絶…鞭節え醐給如碩象′t碑L仁盈リア・・あ∂。  

八郎蓄積阜・＝つ・・7′‡、虎視糎ざ山花己｛の卑生が入書く・勘フ顧…左アレ  

トニウム・i 、紹人と‖破攻ざ一しす・・て棚如山きと如与れ、ICだFぞ・≠、和脅か；，軋  

舟丁桝′÷ケく、 Ib‾‘串良ヒ絶えしてl・5。  

森レ柊痺泉そ首線えす∂エフ・．食品干¢ア′しトニウ4護良もホラニ＝丁灯阜ヒ′笠射し言  

ゎ7・・．t梢席をヤ′ヾセlて、舶ヒ〟まJし∂P“・1ヲ？ナ…り凍如珂足した。  

2）珂香研か終（り鋤方法 試行イ乾年庶叱L仁≠ゥヒ生っ試狩）盲覇顧  

・退如7絹水′亡より強練化し芹後、不落極右わう顔′ニ′ま．移廟や赫沐  
素敵推しマから、袴イオン卵胞芳＝九吻lメりを軒・7ア・しト＝ウム扁潔し  
、層摘た吸烏し仁フ。′しぃウム′1、勘ヒ来j瑠・頑顧兵給窓卑ち何u7蕗麗L仁竣、頑  

アンも；ヤ顔・咋鼻射（マステンしススチー′し玖′て宮尾し、ステン㌧ス如め武珊  

紘盲．干潮触農場嫁し仁JOOO㌶仙川戎の城、ち糎針綿スルり′しちヒ  
リ ラ貞′促L仁．   

存み卵子′珊拭か瑚′ニ卜し一†－とし7P伏－2ヲらちヱAp根岸友和ヒL、北信久  

車〃神且叩つ仁．  

川）頒布緒ヒ逐虜 ノ絢′ニ射た呵′1′てらり・l？占閂柑＼維…岬  

々〃食品7・わき。I？ら甘キ・廿りわ縛新局斬、見い2′亡ネ嘘リアりろ  
つ仁。乱－ユ招†糾On卑、人lメl伊冒り〔清原そ′ニつ、－7′ま、珠桁色・新年・泉叶′zよ  

絢1認のら′Iし柚フ仁。息子凍り瑚呵ち子卵＝」＝割け緑巨ノ′？ら  

？キがらりじ7－加瀬碩ケ〃頑句がみら人仁。   

可しせ亨梱一て′rl・てS†－？0，ぐぅ－け7ウ姐′え侃tÅ一三イ純L丘カ、・・Pu一項十斗0ウSY－1∂′   

ぐ‘－■叩・てjいさも成りT隠してキ3k そ巧手均飢．1？ら官手取域外＝71・て  

け・Pい－1桝ツちY一里）ブ、■’トヱβノP“一坤叫勇ざ－′う7がク・‘ズJ I？ら？与喪の片  

や′一 子〃勤冶が丸¢・ヲ焉ノ0．7メk百7仁．  

？？ら3緩り締り〉け5日馬食り当ら盲キまど、ゎ宮克卜み′†碕孝一号（絶句  

え町舶射ト「、、て、こ人ら頗も描一言 

、 

l亡t三∴JJtう  
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じか・矢車て‥さか・、こ【キ如泉ヰヵニら冊アろ3。  
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（39）環境放射線解析に関する基礎研究  

翠化学研究所  
・永・  

浜田達二  岡野真ゞ台  出雲光一  

熊谷秀木口  西田雅美   

1 緒言  

王貫境方丈射一線解析に関する研究は環ゴ青放射綿／の特性と その内容を知るこ と で、   

このためスぺクト ロメトリ、連続～則定、環境中の方丈射性核種の～則是、頒り是機器の   

開発、な らびに環境放射頓に関する碁～啓的内容についで実験を含め資料の収集を   

行っている。 これらについでは前回までに も部分＼的に報告したが、その後現在ま   

でに行なわれた内容について紹介する。   

2  調査研究の概要  

（lノ 野タトスペクト ロメトリ  野外スペクト ロメトリ は第17Fl本吉志において  

報告した5500 Ge（い），31n三軍形ⅣaI（Tl）検出体を用いたスペクト ロメ ータで行  

っている。埠出体が吸収したエネルギースペクトルの測定は00（Ll）検出体からの  

イ言号は3072チャンネル、NaI（Tl）検出体からの信号阜1024チャンネルにふりわけ  

られた409るチャンネル波高分析によって行なわれた。前者は三業境に存在するγ 無烏   

二枚出核種の検出が主目的で、後者は字音綿を含めた綿貴評価が目的である。デー   

タ肌碍はオンライ ン、またはオフ ライ ンに よって電算機処≡嘩が行われ、オンライ   

ンの場台＼はでⅠ980A（32K．すP付）を用、＼ていらこ ：れらス ぺクト ロメ ータ測定系は  

主 と して基礎肇葬斗を得るための測定のほか原子力方色盲骨周辺の現場う則是に用いられ   

ている。′宰1間はRZ⊇卸引年12月に原子力研究所において行われた測弄結果の例を  

示・した むので、Ge（い）検出体は変化のないK－40のp鋸沌（14dlkeV）変化するA－41  

のpea．k（129．ik3V）ならびにIMeVまでの散乱綿成分の全計数、またN8工（Tl）検出体  

は3．5MoVまでの全計数のほか電算機によ る線量率佃、宇宙線成分（3．5MeV以上）  

をそれぞれ粁5分間隔で示し、合せて平均イ直も示した ものてある。〔摘（Ll）スペク  

トルは平均値ならびに5分間喝のい く つかの借はA－41によ る有意なp拍kがみと め  

られ、平均イ盾は0。085ト」R／hr（直才妾綿）がみつも られる。Beokら（HASL－258）によ る  

計算に も とず く 他のピークからの線量率寄与は第1表の如く で、NaI（ワ1）スペクト  

ルから算出されるγ線によ る線量率は5。5フレしR／hrと なる。またⅣaI（ワ1）において約  

3MoV以上の吸収エネルギーの計数率は90。Icp皿（3。5MeV以上）でこれから宇宙線成  

分の線量寄与の算出が行なわれる。   

（2）連続測定  連帯売う則定は従来から安定性能にすぐれている1。51nXl．51n  

ⅣaI（で1）シソテレ一夕 と特殊逓蔽体を組・合わせた測定器を用い、15分間隔で数  

値言己環している。これら数値は さらに一目の最高最低値ならびに平均イ直を求め集  

錦している0  第2図は最近のイ直て∵葬19匡］中国の核l暴発実験の影響が明り よ うに示  
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されている。第†9同上十後の中国核爆発実験に．も とず く と推定される夕卜部被曝碩景   

の寄与は約3王nRがみつ も られる。   

（3）王異境中のガ文射十生核種のう則是   環境中γ綿放出核種の測定はCほ（Ll）半導  

体スぺクト tコメ ータ によ る雨水の放射能う則定な らびに野外スペクト ロメ ータによ   

る測定てある。長ごモの1年間における環境放射能は第19匡】以後の中冒核シ暴発書写貪  

によ■る寄与が大・r第2表に代表的な不亥種と その降下量を示した。降雨、野タトスぺ  

クト ロメ ータ、連続）則定の結果の＼関連については定量的に明確に解明されてない  

点がまだ残ぎれているが、雨水中の放射能測定は三景境方文射頓（能）の推移、影響  

を知る上に重要て∵ある。   

（4〉 測定機器の開発   ：環境放射線を測定する測定機器は最近の環境放射線  

の情報に対する強い要望から高い精寒が要求きれている。このため主と してデジ   

タ ル化した信号によ る情報収集が行なわれ、さ らに小形軽量化の研究が進められ   

ている。これらの内・容は昨年紹介した濃春分析、多重計数測定系から な り、すで  

にこ隼らの組合わせによる測定が行なわれている0 また／」＼形化についてはⅣa工（で1）  

検出体、増幅器、ADCを含むイ ンタ フェース、ステレオテープレコーダからなる  

重量101くg程膏のスペクト ル収集装置が完成している。   

（5）基礎パ青報   基礎白勺『零を もつ測定、実額と しては綿ブ原を用いた檜出イ本   

の検出能力の試験ならびに大気時によ る宇宙綿のう則定である。  

イ） 綿ブ原による検出体の検出能力の測定 この測定はスぺクト ロメータによ   

る野外測定の基礎と なる もので、地上（lm）にCO－dO密封綿～原（約30nCl）をおき、   

一方ヘリ コブタ不＝こ〔持（Ll），ⅣaI（‘Tl）スペクト ロメ ータ を言安置し、綿ブ原を中心と   

しぎの字飛行を行ない看官と検出能力の関係を知る実験が行なわれた。検出能   

力は検出体、測定方ブ去、飛行方ブ去、測定時間などによって差があるが帯膏200m  

においては有意な検出結果が得られた。  

司 大気球によ る字音線のう則定  この測定は宇’有線に関する情報な らびに放  

射線測定器によって得られる宇首線検出傾を知るためで、高地な らびに航李確  

に よ る測定結果と比牽交検討されている。この飛し よ う観測は東大字音航空研の   

協力による もので昭和51年9月5日，52年8月29日に行なわれた。内零はGM計敷管   

（25nmXる50mmトニよ る荷電三位子成分・の方向分布ゴ手性と王求形ⅣaI（ワ11）プラステック  

シ ンテ レ一夕 によ る全方向強度のナ則定て∵ある。測定に喫し計数な らびにスペク  

ト ルはすペてデジタル信号と してテレメ ータ に．よって送受信が行われた。こ の   

測定によって講演の構築物＝こ。［王影響ならびに航空機が苓易に到達で．きない   

25，000mまでの青空に関する宇宙線の1青報が得られた。  

3  紹喜吾  

環境放射線情報に関する研究は測定手支術、データ収集など現在技術面で多 く  

が実用化されている。すなわちスペクト ロメータを主体と した測定系の採用、連  

続′則定とそのデータ肌理、雨フ」て、環嘩試料の放射能測定などによ りかなりの情報  
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を得ている○ しかし一方これら測定系に関する基礎資料、特に綿頂使用による  

基礎情報は充分とはいえない0 また測定器の検出能力、精度の向上は今後とも  

進めなければならない。他方中性子に関する情報は宇宙線成分を含め環境中の  

行動には不明な点が多く、残された課題として今後とりあげていく予定である。  

また海、水中、河川海底中の直才妻測定はその情報収集、測定系の開発を含め今  

後の課題と考える。  

第l表 Go（い）スペクトルよ り  

算出した核樺別γ線線量率寄与  

寄与核種  碩土率  誤差  

叫R／hr  叫R／hr  

●  ●●  

．缶  

●● ●●  ●●●  
●●  

●  

4   

● ●    ●   

川Il工川‡   n   叫】lli  

N8Ⅰ（Tl）  

3。5M〔〉Ⅴ〉   

●13。94K  

Oe（1Jl）   

lM（〉Ⅴ〉   

1 3。30k  

ml系列   

U 系列  

K－40  

Zr－95  

Ⅳb－95  

C〔巨137  

Ru－】03  

0．5】MeV   

Ru・一こOd   

l。48  0。I1   

0。753   0．05   

2．59  0．15   

0。147   0．O1   

0。1d  O．02   

0．2†  0．O1  

0。01  0．口03   

0。08  0。01   

0。085  0．02  

5．52  0。17  

peak  A－41  

1】。2cp皿  

で0七al  

第2弄19回血国核爆発実験以後  
雨水中の代表核稗と降下量  

初期分（tO日後）中開分（300日後）  
5
 
 

0
 
 

2
 
 
 

2
 
 

哲；宣長  

雪210pm   

頂車重  降下号  

mcl／km2  

C∈）一144  5．9  

Co－14t O．29  

Sb－125  C〉く．1る  

B（）－7   5．4  

Ru－103  0。7  

Ru－10d l．1  

CB－137 0．43  

Zr－95   7t，8  

Ⅳb－95   2．9  

核種  降下塵  

mcl／kr凸2  

Ⅳd－t47 20  

C〔）－144 1．d  

Co・・】41 る．7  

1■臼・－ト〕2  2。d  

Cr－5】  0．37 

Ⅰ－131 2。O  

B（）－7  2．3  

Zr－95   4．3  

臥も・t40  4。8  

Ⅳa＝（Tl）   

線量率  

t 5．57   

け只／hr  

5
 
 

●
 
 
○
 
 
ウ
 
 
0
 
 

⊂
J
 
5
 
5
 
 
 
0
 
 

ⅣaI（Tl）  

3。5M（〉Ⅴく  

90．50pm  

Co－58  0．22  CO－58  0．r〕3  

Mn－54  0．033 Mn－54  0。0る  

13。00  14。001  15。00  

第l図 tコ0（Ll），NaI（で1）スペクト ロメ ータて得られる情報の比車交  

ー141－   



第2区】 理化学研究所における最近の野外モニタ の結果  

1  2  4  5  d   7   8  

昭和50年 野タトモニタ  

■  ▼  ■  
廿  f  

巨 ‖  ¢  
回  亙  

l  

lt ＝．三  
洲湘湘十   

」－＿」   

5       4     3   

ロ
【
巾
■
■
 
 

■
■
ビ
邑
a
 
 

【
且
○
■
■
 
 

・
L
』
 
 
 

」
＝
…
 
 」

 
 

－
■
盲
▲
 
 

．
 
 

4  5  7  8  9   10 11  t2  

昭和51年 野外モニタ  

3   4   5   d  7   8  9   】0 11  
昭和52年 野外モニタ  
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（亜）原音力康汲困盟の巧挽鵬已ニタリン7、、の基封じ  
欄す∂対案蹄虫  

網まほをカキ金折衷験  

環境樹線測定部鰭真金  

山崎丈軋私事貴地   

1鰯喜   

劇和如卑鮎力鯛如′笥s鮎げ餌叩ふふ正’の紅わ鵬化摘十軽   
水警患電げ（動力げ）に封す3線喜8濃鮎して．一級公象の袖膿線熊倉身∫ミリレ   
ムヒ設定した。   

連年′艮拍先細盟におけさ珪触射魚已ニチリンケのため欧米鰯句醜が軌＝お   

いても一頭鹿已ニチリン7常置と稗せて積算線謝が用いられはじめてきた∴かし′  

績首線皐封の邁酌こはまだ欄な鼠が今く′謹腺已ニアとの鶉亀′竜象呆咋写飽食触   

紳畔妨専とさ丸ノ頚部急呈計便同上り基準化が尊称抹てい∋。こりため腰加引耳   

鼻り3丁年外包Lして「願力薦鯛且っ環勧之割線モニタリンデの基軸に閲すち   

対置研衆」互最終す；朝亀乞五てた。   

周知よJ年長り脚克てlま′積常線量引（T」‡））の刃封蟻酸いてヤり苛性芝崎   

鋤、にす3こと鼠て凍祭り環痩トあけ3地織験としてTLp及ぶ娩已ニクとり比較   

測度了3こと等乙呂的とし研馳漣あ′丸卑長の領査研究怒果′環境已ニチリンケにお   

け3積等級音封夜即＝関て3ガイドマニュ了ル軋の見直しも得た。  

ユ 飼養秤鮎札客  

（暮）嶺首線量計（TLp）の性能試駿  

一般和二郎、£れてい3如トりTLp互対象としノエネルギー魚身性など虎痩打線   

判定にフいて基線し得3特性り剰ぇ乙待った。埼畦刹良和象TJp如互え1lこ′え   

墳泉判定碩凱ニフいて泉ユに泉す。  

臼）基草魚凍り閉経  

史験垂及ぶ、環風こおけ3櫨能試験りためと埠頭敷射線乙鶴した基準應凍乙製作し  

た。  

臼）頭身こおけ3性前端扱  

日本鮎力碍東沖柵碑ぬで伽引年目lO8り虚血∫ユ卑ユR川   
日き丁場吼TJD良な漣綾已ニケ（専静溝′シンヰいション乞＝7守）え向一   

環抑二設置し′免責条件下におり3離日エツ7もした0  

3 友吉藷   

績卑線音訳（T」p）1恥、3環釦度量の剰えは矧こ普及し′わが酌酎力発  
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表1． 特性勘定対象丁TJI）素子  

感度   素子記号   螢光物質   適用篠量範囲   

MSO－L   Mg2SiO▲：Tb   0．1椚R～100R  

UD－－200S  CaSO●：Tm   iR～2（）0Ⅰも  

高感夏  

TLD－200  CaF2：Dy   研R～5（IOlも  

g2 SiO▲：Tt）  10】∽Rへ一100R  

0，］mR～200R  

NTL－500G  LiF（Mg）       実験用  MSO－S  M      UD－110S  CaSO4：Tm   n 】   NTL－500P  LiF（Mg）   

MSO－R   MgBヰ07：Tb   llnO用R～3000R  

UD－170A  BeO   ‖       2，れR～200R  
低感度  

TLD－400  CaF2：Mn   亭1刑R～5000R  

表2  特定測定項目  

≡  ；   測  定  点   

高感度，実験用素子0．1，0．2，1，10，50，100桝R  
直 検 性  

低感度素子  1，10，50，100桝R   

30・50・70，120keV（Ⅹ涛）及びlさTcs（0．67  
エネルギ⊥依存性  

MeV）・Ra（毎0・8MeV），00co（1．25MeV）   

100keV（Ⅹ線）及び00cor線忙上身  
方向依存性  

001300，600，900   

再 現 性   高感匿素子 0．1，1，10一花R   

50，柁R照射，0℃，墓注，40℃雰囲気中把保存  
フエージュ′ク  

即日，1週間，1，2，3ケ月毎に測雇   

改造1300塾リーダとの対比  00cor鼻50仇R照射素子で比較   
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官軒圃辺環動こもいて′N。Ⅰ川凍蛸や電馳如ビり速成モニタと即して判定メ嗜  
わ爪てい3。頑頭像号計lこよ3利息は一一触こ3ナ目視扇毒草線量舶机、3カ（′ヤの  

嘉わ碓乳設置の才三互′線量標準り加納ビ親ぅで、あ3。ニりため，地舶り定量  
的な辞麻は勿命†舟でい、が伺一池姐こおけ3測定でも′設置者の行う剰え蕎果と地方  

公共団体り行うセ九ヒが太さく貫な；場合か徐々にして生じ基虎的なデーヲ不鮎（ヤり  

常備と局東ヒ乞厨簸ヒしていた。   

細長の嵐軸経では′頒青線号計（TLp）り催能就唆Lしてキの特性五郎かに  

す3こと（＝卓、秦．互おいた。調査したTLDは層産0）主草TLl）ヶ升に米臥＼一＞ヨ一社  

製のTJlトヱ0ク庄で’TJD一寸00邑加え′直線′睦′エネルギー族希雌′鼻現′性′  

フェージング弓どlこフ し－て鯛べた。モク題果′各TJp真言軌こか－て′直線縫′触  

性．方向仮創生ヒかてI‡あまり太さな屋鼻は軋ら帖がったが′エ封Lギー幽捷ノ  

ブ1一ジン7、七か てけ多少り差異る射水た。  

絶息＝′I3線量偵付けのためり膚御津Lして薪上しく－jも久銀郭繊し′鮒けの  

齢離の零因で・あ3敏弘線考与創こついて毛受験軌＝暮夜〒・一夕互得仁。   

吏破り項凍に研3催乾式験としてd′日本産才力研痩河東頚研東沖楓牌門及で北  

門並くて、紹和古l卑？月10日が£月召知∫ユ年ユ月lロ日の聞ぇユ朝細けて行いノ同  

時に漣妓こニタヒしてのユ0止電軸軋咋フレオン電鍵乳特取直蔽㈱シンれ一  

iヨン毛＝ツヒり比較′絹痩√線スペクトル剰直によ3磨衷と行，た。頼長はT」′D  

の特性試験ヒ皇、秦．乞おいたため′f焉漣におけ3性能銭験lこ今泉りT」p泉言互掃い3余  

緋肯く′予備動転並いものとなフたが比畝鵬隻の勘、データが削れた。   

まだ●ヰ欄的関東であ如ヾ′泉息的に考てTLp真言ボ庶；か絶汲回避言ゎ瀬音魚  

影十ヒしても律剛＝耐ぇられ3ものL恩釦八∋。しカ＼し′他の郵奴ニタリン7いじの  

上ヒ厳が朗官ヒ虫如ようにす3ためにlま′TLp如り争首線蛸す3熱最′低温鳴  

け3嶺特性打どの性能試験乞さらに行うとと引こ虎魚こおけ；蛙能拭艶泉絶しノデー  

ア星頒上げ恩電通切朋腹話′銀章伯酌方法払≠・判定窮果のデータ経理げどl＝ついて  

紅的扇舌髄碍′マニュアル化す3こじが甚亭L考えさ．  

一145－   



（41）カ塔恒呵工久材料こつl・て  

屈を新生試射  

鮎二勝取珂と一鼻   

1、緒言  

料摘㈲和紳・ニー弼l・β絹舌鼓尤才き〟なが′絹紬二組／方如小てIl＝ぐ′孝頒如  

才ヾ、／ク′ノβク牟ヒ長、tたれ孝の勃純一痛く．應水確綾・；＝叔柵諸家′ニフl・7ノよ頑  

凱斥ぅな々、フた。川、レポ蔭榊む兇お毅（桝須卿（斥と・●′ニ＝紳百£タ紹・宇陀域船な  

和行釦．．ノjヂ工のテ緩も定かこ謹貴すき頑・蜜柑＝秀之う小言。綿てれ∫ス′靂壕瑞相  

を弔＝′ヱなの分針産き腐TL．二三の稀抑＝ヮ、、てr鵬吉行なった勿で．章句絶家喜帝者  

ーち．  

Z，錘如略巧御重  

J招∫可動かさ態ノヾ、フフグラウンド疲打シンナトレ  

ヲ 

．弄才√ラーニ顧化超えス・ル孝如拍穣作∫行芹フ7音  

虐ヨウ素とと与「＝竹声知惚Lて剥息Lた。確作（ノ後  

車′‡つデ句歴＝仁であう．頒蓬鈍桝偶通勤ノと”ム  

痴孝虎顔用烈し肩穆杉呈蒙ノ全／＝靡化銅卑しヨウ素  

ヌ手ウ素顔結局りき（ご印加勲蕗彪の嬉合．内農務  

まヱユク●ネて・●か難し一′凍クのクロム絃り／番うクロムテ  

ナ介解r虻3）。 フれ雲水声・よけ畳の粛蕗ナ巨ノウ  

ム／直リン好き卯之7加熱し．ヲウ車齢匿珍王手ウ阜  

lニ夢＿えし′．ダウ車＝クス仙州蕗熟÷良好すぎ（重か  

すj覇蕨”リウム／丁度ソン顔の府雇7い虔劇舷ヒGツ  

タウ肴の鼻宙‡経歴∫仁王ユ。〈ノれ州蕗如・ぢ句タウ  

SJ止℡LE  

CrO3  

H2SOん  

Re＄1due  

NaNO3  
H3PO3  

DIs亡illa亡lon   

s。1u亡1。。  

：：コ彗…；yer  

ニミ．∴‥三ご  二三三三  
Dioxalle Scinti11ator  

Radioactivity measurement  
Measurement ofiodine－129  
1n organic material  

東町妙宏）ネノ．硝離姦鳩と川句ち卓硝詭碩兼でさり車モ射主化長か湖上し．‡ち・；酷  

付垂恵庭＝リクー濾痴でヨウヰt屋えしZ′k速東平一；虔碑£㌻き．ガ上申増作′こよさヌあ  

類字のタウ素佃収辛け′巧＝－、チエ・7タした痺合タク～タ♂ズ7いよき。塵朋党Lた多ク手中  

の／jな′－．塵畑土Lた琢磨句一度貴l。〕■、オ干ナンシンナいター三和之て低バーソタブタウ  

ン「、兼仔シンケレンjン材穀者、で別封う．  

j．、結果   

主ド屠頑1里磯崎て暑机小た三韻を利息統御として■j㌢巧動産き行ケフた。頑腐二木う  

の哉新平に一事（ヨウ素と（て／～4甥きJ′ぎく′jなが凍土丁直な・・か∴彪酪サ経線細  

巧庵如考慮し．更に三錦鉦抑＝フいて句測度－J塵紙才∂ごと多計虚してl一ま。  
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（42）発煙硝酸を用いないストロンチウムー90の分析法の検討  

醐日本分析センター  

小林 裕，新藤勝盛，福島活人   

○吉清水克己，野口正宏，浜口 博  

1 緒言  

現在 90sr の分析は，ストロンチクムの分離に発煙硝酸を用いる方法が主として用いられ  

ている。この方法ほ，操作が繁雑で熟練を必要とし，かつ多量の発煙硝酸を取扱うため危険  

を伴ない，労働衛生上にも問題がある。また多量の廃酸処理を行わねばならない。我々ほ発  

煙硝酸を使用しない分析法として．90s r より生成する娘核種の90Y を目的とした下記のよ  

うな3方法について検討実験を行い．各種の環境試料に適用し，満足な結果を得たので報告  

する。  

2， 研究の概要  

り）90Y の鉄共沈分離法  

試料を分解した後，90s r から生成している90Y を水酸化物として沈殿分離しク 戸液を  

2週間放置して，新たに生成した 90Yを鉄担体と共にミルキングを行ない，β繰計測する  

方法で“イ ットリ ウム法－ と云われておi」，土壌試料のフロンートを図－1に，分析結果  

を表－1に示した。   

12） シュ ウ酸イ ットリ ウム分離法  

昭和51年に柑ソ連問題研究会が発表した，ソ連で行われている分析法1）について．演  

者らは若干の換討を加えて実験を行ったものである。ストロソテクム．カルレクムをシュ  

ウ酸塩として，大部分の他元素から分離し，電気炉で加熱分解を行ない．残分を硝酸で溶  

解後，アンモニア水で水酸化物分離を行ない，軒液を硝酸酸性にし．イ ソトリクム担体を加え，  

2週間放置後，アンモニア水で水酸化イ ットリ ウムを生成させる。この沈殿を硝酸に溶解  

し，シュク酸を加え，アンモニア水でPH幸1に調整し．レユク酸イ ットリクムー9水塩  

として沈殿分離したのち．重量を求め．β線計測を行い定量する方法である。海産物試料  

のフロンートを図－ 2に，分析結果を嘉一1に示した。   

（3J H D E H P－トルエン抽出法  

ジ（2・エチルーヘキンル）リ ン酸“H D E H f〉－を用いた希土類元素の選択抽出につ  

いてほ，多くの研究結果が報告されている。演者らほ，この抽出法を環境試料（土壌，牛  

乳，海産物）に適用すべく．実験，検討を行った。  
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牛乳．海産生物等の次化試料はイ ソトリクム担体を加えて酸分解した後，駿濃度を0・2M   

塩酸濃度に謁節する。また，土壌試料は分解したのち．ストロンテクム，カルレクムをシ   

ュク較塩として他元素から分離し，電気炉で灰化後，残分を塩酸に分解し．イ ットリ ウム   

担体を加え，塩酸濃度を0．2M溶液に調節し．いずれもH D E H P－トルエンで抽出するrJ   

8M塩酸で逆抽出を行ない，抽出液は加熱乾固する。残分ほ硝酸に溶かし，アンモニア水   

で水酸化イ ットリ ウムとして沈殿分離後，硝酸で溶かし，レユク酸を加え，アンモニア水   

でpH≒lに調節し．シュウ酸イ ットリウムー9水塩を沈殿分離し．重量を求め．β線計   

測を行う方法で，牛乳試料のフロンートを図－ 3に．分析結果を真一1に示した。  

3． 結語   

放射性ストロンチウムの娘核種である 90Yを目的とした．（1）90Yの鉄共沈分離法，（2＝／ユ   

ク酸イ ットリ ウム分離法，（3〕H D E H P－トルエン抽出法について検討し，発煙硝酸分離法  

の結果と比較したが，現在の放射能レベルの環境試料（海水，土壌，農産物．海産生物等）  

の分析に十分利用出来る，精度，正確きについては同じ程度である。  

90Y の鉄共沈分離法は操作も易しく，薬品類も手軽に入手出来るものばかりで，分離法とし  

てはすぐれている。  

また．環鳩試料中に存在する核種として．54Mn，80co，95zr－95Nb，108Ru．125sb，144ce  

等を対象として．各分析法についての除染係数を求めた結果，90Yの鉄共沈分離法では，防  

害核種ほ苛全に除かれており，（2）．（3）の分析方法ほ1＝ce との分離が悪く，セリウムを含ま  

ないか，無視できる試料であれば利用することが出来る。  

なお，ノ今回の検討実験においては，Ra，Ba をクロム酸塩として分離する操作ほ行ってい  

ない。  

1） ソ連におけるセシウムー13 7，スト ロンテクムー 9 0による環境汚染  

山県 登，清水 誠 紬ソ連問題研究会  
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図－ 2   

シュク酸イ ットリ ウム分離法  

図一1  

鉄共沈分離法フローレート  

Fish Ash うOg  Soll  100g  

2＋ 
addSr500mg  
NaOlI，nClheat  

res fll J  
fll  pp亡  fil r」  

二 
＿  

訂」 
1  

NaOn Neutr  

NaCOhea亡  
2 3 add H2C204 

adj PH4づ（NH40H）   

1gn600●c  

dlssNHO3（1＋1）  

（137cs・血al）  
diss HClhea亡  

H2C204  
NH40H pH 4.5 heat 

＿ 二〒  J 
l J 

t  

1gn6000c  
dlss HCl  ァe3＋carr  

NH40H】押8  

Fe3＋carr  
NH4Cl，NH40H pH8  3＋ 

acidlfyく∬03）・YcaTr  

Stand2weeks  

addNH40tl（CO2free）  

㌃」 
t  

acldify（HCl）  
Fe carr，Stand 2 weeks  
addNn4Cl，   

NH40H（CO2free）  
Sr chem yield  
（AA method）  dlss∬03（1＋1）  

add H2C204  

adj pH 1 

addNH40H（CO2free）  

Sr Chem yield  
（AA method）  dlse HCl  

addNn4Cl，   

Nt140H（CO2free）  

fll  

pp亡 Y（On）3  
l  

ppt re ppt  

l  

β ray counting  

ray counting   
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表－1 分析結果  図－3  

HDEI‡P－Toluene抽出法  1 鉄共沈法  

化学収率 （％）  90ごi庵夏  発硝分離 法の結果   

試料量  

71．4  0．10±0．01  pci／セ  

海  水  5（）g          69．7  0．10±0．01  0．13±0．02  

83．3  0．11±0．01  

48，7  46．2±1．8  〆：i／100ダ  

土  壌  100ダ          56．7  

64．3   

100  31．9±0．6  【£i／50ダ  

海産生物  50ダ¢匂          100  

85．5   

′Mllk AshlOg（Y3＋10mg）  

fil l  

aq Org r」  

；；」g  

rJ 
l  

dry up  
d土ssIiCl（1＋1）7ml  

dlll亡0200mlR0  
2  

add HDEHP－T01uene  
（1＋1）100ml  

2 レユク酸塩法  

試料量   
化学収率 （％）  諷  発硝分離 法の結果   

0．10±）．008  pCi／g  

海  水  さい√  83．0        70．3  0．10±0．009  0．13当）．02   
64．0  45．1±1．2  〆1i／1〔膵  

土  壌  j帆タ          50．5  426±l．4  43±4月   
93．9  336±0．9  〆ニレう膨   

（魚灰）  50夢           85．7  
海産生物  342±1．6   

70．0   

nCl（1十59）wash  

add HCl（2＋1）  

dry up  
HClO4＋脚0 

3  

diss甜03  

3 HDEHP抽出法  

化学収率  gOsrlO  発硝分離  
試料量  30  

（％）  p（フi／／甥100  法の結果   

農産物  
92、5  5、9±0．48  4．7±0．29  

（ミルク）   91．2  5．8±0．48  〆1しづⅣ灰   

海産生物  
30針閃  9l．0  25±1．0  23±1．1  

（魚類）  

90．8  

74．2   

1〔出ダ  

土  壌   1仙ダ  43±4．8  

1仙ダ   

㌃－」 
Nn40Hpn7  

f t  

dlss壬び03（い1）  

add H2C204 

adj pHINH40H  

（Y2C20ん9H20）  

Welgh  

β－ COuntlng  
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（43）イオン交換樹脂を用いる環境試料中放射性ストロンチウムの分析法  

㈲日本分析センター  

0木村敏正・野中信博・福島活人・樋口英雄・浜口 博  

1． 緒言  

核爆発実験等に由来し．環境試料中に存在する放射性ストロソテクムほ，89srと90srの2  

核種である。これら2核種の放射化学分析において最も問題となる点は，ストロソテクムイ  

オンと他のアルカリ土類金属イ オン，特にカルレクムイオン，との分離である。現在一般に  

用いられている方法は，陽イオン交換樹脂を用い踏化割との生成定数の差を利用する方法と．  

発煙硝酸を用い硝酸塩の溶解度羞を利用する方法の2つである。しかしながら，ルーチンワ  

ークにおける多量の発煙硝酸の使用は，危険が多く好ま しくない。演者らほ，ルーチソワー   

クへの適用を目的とし，イオン交換樹脂法を検討し満足な結果が得られた。  

2． 調査研究の概要  

イオン交換樹脂を用いるストロソヲLクムイオンの分離精製法を大別すると，他の多くの陽  

イオンと共に樹脂へ吸着させた後ストロソテクムイオンを分離する方法と，吸着段階におい  

てある程度の選択性を与え樹脂へ吸着させた後分離する方法になる。また，錯化割として，  

酢酸，ギ酸，エチレン汐アミ ン四酢酸（以下E D T Aと記す），シクロヘキサン汐アミ ン四  

酢酸等を用いた方法が報告されている。ここでほ．小さな樹脂カラムに効率よく選択的にス   

ト ロソテクムイオンを吸着することを目的とし，カルシウムイ オン及びスト ロソチクムイオ  

ンとの生成定数の差が比較的大きなE D T Aを錯化割として用いた。   

（1）樹脂への吸着率とpHの関係  

pH3～5，5の範囲においてほ，アルカリ土類金属イオンと且】）T Aの反応式ほ，式（1）で  

示されるプロトンの関与した平衡にある。  

M2＋十H2Y2‾＝MY2‾ ＋2H十  
（1）  

（但し，Yト：4個のカルポソ酸基がフリーのE D T Aイオソ）  

カルレクムイオンとスト ロンチクムイオンのE D T A錯体の生成定数（pk）は，10．59，  

8．6 3と約10 0倍の差があるので，適当なpH を選択することによ り，フリーのストロ  

ンチクムイオンのみを選択的に樹脂へ吸着できることが予想される。  

バッチ法により，2つのイオンの吸着率とpH の関係を調べた。金属イオンと当量のE  

D T Aを含む溶液において，PH4 以下では2つのイオン共ほほ10 0多樹脂へ吸着する  

が，PH 4 以上ではpflの増加に伴いカルシウムイオンの吸着率がストロソチクムイオンよりさ  
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きに減少した。ストロソテクムイオンを選択的に樹脂へ吸着する水素イオン濃度として．  

p】J5．0前後が適当と考えられた。   

t2〉 イ オン交換樹脂へのスト ロンチクムイオンの吸着  

力ルレクムイ オ：／2．0ダ，ストロソテクムイオソ 01ダ，それらイオンと当量のE D T Aを  

含む水溶液を模擬試料とし，樹脂カラムでのストロソテクムイオンの吸着分布を調べた。  

水で希釈することにより，E D T A濃度を1舜．2喀，5藤としたpH5．1の試料溶液にお  

いて．その濃度が低いほどストロンチクムイオソが選択的に吸着でき，1舜の時ほ直径2  

即㍉ 長さ 5（初のカラムでほとんど全てを吸着できた。  

3つのEDTA濃度において，吸着分布へのpHの影響を調べたが，PH4・7 の場合ほpH  

5．1の場合とほぼ同じであった。さらに，流速の影響を毎分15－2 5舶の範囲で摘べた  

が，吸着分布の変化ほ認められなかった。  

（3）イオン交換樹脂からのカルレクムイオンの洗浄とストロンチク 

模擬試料溶液を樹脂カラムに流した時．95肇のカルレクムイオンほ樹月旨へ吸着せず流  

出したが，残りはストロンチクムイオンと共に樹月旨へ吸着した。このカルシウムイオンの  

みを選択的に樹脂から洛離する方法として，EDTA溶液を用いることとし，その濃度の影  

響を諏べた。試料を流し終えたカラムにEDでA溶液を流した時．流出液中のカルレクムイ  

オン濃度ほEJ）TA濃度の増加に伴い大きくなり．カルレクムイオン洗浄のための液量ほ減  

少できた。 しかし，：EDT A濃度が4舜 の場合でほ，洗浄終7以前にスト ロソチクムイオソ  

の流出が生じた。それ故，洗浄終了後さらに500血Zを流してもストロンチクムイオンの流  

出が認められなかった濃度2多，PH5．1のEDTA 溶液を用いることとした。   

環境試料の場合，カルシウム   

イ オンの洗浄後の樹脂には，ス   

ト ロ ンチ ウ ムイ オ ン とバリ ウ   

ムイ オ ソが吸着している。2   

つのイオンほ，イオン交換樹脂   

への吸着力の差を利用し，2M   

塩酸溶液でストロンチクムイ オ   

ンを溶離することで分離できた。  

図1に．カルシウムイオン2．0   

ダ，ストロンチウムイオン0－1ダ，バ   

リ ウムイオン0．01㌢を含む模擬試   

料溶液から，以上の方法によリストロ   

ンナウムイオンを分離した結果を示す。  
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哀1． 環境試料中の放射性スト ロソチクムの分析結果  

試料名  供試量 化学収率  イオン交換樹脂法  発煙硝酸法  

89sr（pci） 90sr（pci）  00sr（pci）  

土壌・  100ダ  3．1±2．3  44 士1   

3．6±2．3  42 ±1   

0．5±0．7  4．5±0．3   

0．3±0．7  4．7±0．3   

0．4±0．8  6．5士0．3   

1．8±0．9  6．0士0．3  

0．6 7  

0．6 8  

0．94  

1．0 0  

1．0 0  

0．8 3  

4 3 －＋1  

牛乳灰化試料  10ダ  4．7＋0 3  

魚灰化試料  10ダ  6．8士0．3  

海草灰化試料  20ダ  0．91  －0．3±0．5  1，9±0．2  1．4士0．2  

0．6±0．5  1．7±0．2   

3．9±1．4  20 ±1   

3．0±1．5  21 士1   

0．2±0．7  3．5±0．3   

1．8±0．8  2．9±0．3   

0．4±0．6  1．1士0．2   

0．8士0．5  1．1±0．2  

0．8 6  

0．8 9  

0．8 2  

0．6 8  

0，6 4  

0，6 3  

0．7 0  

野菜灰化試料  10ダ  21 ±1  

日常食灰化試料  10ダ  30±0．1  

海水  10g  1．3±0．2  

（4）環境試料への適用  

図2に，灰化試料，土壌試料．海水試料の分析法を示す。表1に，この分析法により得   

られた結果を．発煙硝酸法により得た結果と共に併記する。亀gsrの放射能ほ，全て検出下限   

値以下であったが．90srの放射能は2つの方法により得た値が一致してお1」，満足できる  

結果である。  

図2の分析法における除染係数を安定同位体10／‘ダを含む放射性同位体を用いて調べた  

結果．セリ ウム，クロム．ルテニウム，セレクム，マンガン，鉄，コバルト，ヨウ素につ  

いてほ104以上，バリ ウムは5 ×102であった。さらに，放射能計測試料へのマグネレク  

ムとカルシウムの混入量ほ，それぞれストロンチウムの2痴以下，1痴以下であった。  

3 結言  

本分析法を従来広く行なわれている発煙硝酸法と比較すると，検出下限値はほぼ同程度，   

分析に要する時間は同程度又はそれ以下であった。また，分析操作に特別な技法の必要もな  

い0 それ故，本分析法ほ，ルーテンワークにおける環境試料中の放射性ストロンテクム分析  

法として，ほほ満足できるものであると考えられる。  

木肌究の→郡ほ，中部電力株式会社（幹事会社）からの委託研究である。  
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（紺碧し鼠中のPO5「洩度Jこつしlて  

国立予防磨軋研好打  

永姉た′石井佼丈   

ユ．緒言   

戌壌発に由来する9∂ぶ「は、食物を通じ7血の代諏塾程にともなLい軒憎などに妃毒し、  

生刑学的に重曹超され7L】る放射性核雇71●ある。乳軌よ生戎釣女密がないたれそこ  

に番頭さ机た9誓卜宣長期間にわたっ7調べることは、人体に対する教射勧烈酌知る  
うえで、賓重な基礎資料を礎御るものである。この鮎巌如、ら右折見よ、昭和37  

年より長期間にわたっ7継絶努施し7さたが、当初の朗焼直しえたと虜えられるので  

昭和∫J卑富もってノ允組ヒ摺を打った。且下に新郎操の概夢色密告する。  

2．調査研究の概要  

（ユ）、試料および方法   
れ歯の噸は教裔貴賓食および歯科直畠絵を通じてノト学校、幼権威など各方面の協   

刀をえておこなわれ／3ら′∫∫／本が集のられた。ニの中、蘭奥地オ∫F′チア占   

ぶ、東薄地有年？′うち7本、火虎児オノ舌βヲβ本が真のりれこの他の地如、う迷   
うれたものボノり40本7－ある。昭渡された紬は調査費の記新車負に基L・7、   

0地域別（閻療・泉舶よび北藤池射 ②歯種別（れ班軋如鳩、針孔白鼠   

如乳臼削 ③出生年別（／9∫0与力、ウノ9占7年生新まで）倭舞膏楽観（   
胡＼鶴、人工栄養、波頭壌；餌場が生後斗ケ月、れ犬歯ヒ紅白歯ていは生後占ケ   
月以上周一栄養で保育されたもの乞軌lた。）に分鞠した。訝査卑項の不備なもq   
え碩鼠高度をう蝕歯よたiき虜絶歯等言料とし  

て不適当な丸底はノ榊卜した。崖i后、鼠疲乳甘  

眉物互僚友し、エナメル、ヒメント媛界座7協 g  

破部分乞仁刀断して薗雇郎のみを試射とし仁。  8   

ノ検体あたりの乳歯教は前歯部乃く占∂～／00   

本、臼歯卯7tは30～∫○本を用し車。書鉾一   

中のれ歯は芳☆∴出生月の割合を出来る畑1甥   

孝ノニをるようにし仁。骨身こより、印ぶ卜（発  

）如月廠去）と留虔ストロン子ウム（原子明光介   

村議）の分析、測度誠二なフた。  

（か 紡果   

イ 蓄積風二つし17  

閑枇方の経年安化は囲Itニみうれるよう  
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（Y亡相OF BI一丁H）  

FIG．1．sT胃ONTIUM・90CoNT帥T OF Hu仙N rkczつUOUS T亡ETH】N KANTO DISTR］CT   



1ニ／9∫∂卑がウノ95‾3年きでは勧て確  

かな値7・・あら。／＝牛卵、う漸次勧ル、10 9  
／9∫g阜から／95‾9年に刀＼け7フォール  

アウトにカ、なりの適加力戦旨され71】るボ、  

乳歯中のヂ∂ぶ卜濃如明ら叫二その影響ヒ計ら  

れる結果がえう射た。／ア占∂卑、／9占  

／卑はノ碑的励如の影響で概摺拍炸カモ  

その後、薇乗齢風聞にともなLl、／9占2  

（
ご
ミ
ニ
ヱ
二
亭
主
三
⊆
喜
モ
 
 

年がら為激な嫁叫舶が計うれ仁。／9占 2  

4年をピークヒしてそれ珠衡轟妾伸長の影響1  

て“減少の傾何旨煮しはじの7tlる。秦瀕死  

方および批摩此方の雛史イLは必2、囲うに  

示すように関知出ヒ伺威を傾向カ（みとのう  

れ丁土。   

栄養別の甚軌よ人工〉混合〉母れの順7・lあ  

っ隼。きた、その比率1よ泉lに示すようl二、  

人工衆愚は朝し衆愚二くらべ射2イ篭7、針ノ、  
浪合栄各線えに示すように萄軋栄鮎り東  

／、占躇早く計ヒのりれ仁。ニのように人工  

泉射場Ll値を禾すニヒば磯解境線において、  

フォ ノル・アウトの東面晩酌ヾ母乳姦潜より  

も成瀬ごれなLlニヒを泉威すゐもの7いあうう  

と誘えうれる。   

薗4はう比良の比叡色糸したものて－、蘭私  

象蓮妃ガ‘ニ比べ比後比方の如ヾやゝ蓄積留が  

商しl傾紬二ある。これよ偉府屋、碑啓者わ〈  

火線の如ヾ卑いたの、フォール・アウト屈も  

ユ95152 55 5】55 56 57 58 596ロ 6162 65 6q 65 66 67  
（†！相OFIさtRTH）  

FIG，2STROITILM－90CoNTENT DF HしMAN D！CLDUO〕S T【ET＝川ToLAI【倶TRLCT  
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ユ955 5‘ 57 58 5g 60 6162 6さ 糾 65 66  
（Y‖膚 OF B川TH）  

FIG．5．ST■OH▼tL■一斗〕CoHTtHT OF Hu｛州D∈⊂IplルUS  
T【E▼HIH H馴川t＝U D：STRICT．  

TABLE2．RAT10OF STRONTIUM－9O CoNTENTIN HuMAN  
加CIDUO〕S T亡ETH OF BREAST F印ANl）MIXED  
FED CH＝ユ伯引≠王ORN 川払NTO′ ToKAIAN8  
日okUFHKU DISTFuCT．  

TABLEl． RAT！O OF STRONTIUM－90CoNTENTIN HuMAN  
DECIDUqUS TEETH OF加EAST F王D AND Bo7T」E  
FED CHILDREN BORNIN KANTO，ToKAIAND  
HoKUR川U DISTRICTS．  

D15TRICT INCISORS  CuspID5  DISTRICT INCISORS  ．CuspIDS  

KANTO  2－01±0－28  1．g8士0．58   

ToKA1  2．17±0．55   2．Oq土0．71   

HoK〕RIKU   2．05士0．q7   

ME八州土S．D．2．07士0．q7   2．00士8．6ち  

KAHTO  l．6g土0．2叫  1．71士0．句7   

ToKAI  l．68土0，51  1．67土0．q6   

日oK〕RIK〕 1．55±0．2q   

M【AN士S．D．1．65士0．28  1．69±〔．q7   
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多く、したがってき＼適中の惣「  

濃壌のとリニ升屈も友庶して   

多くなってLtるものて■あるプ  

ロ、れ歯のう蝕と惣離の蘭偽   

書し歯は原則ヒしてう蝕のな   

し煤牟歯を便周したゎく、虜全  

戌のみを争数隻のるニヒヱき塊1  

月丈でFキ宙簸である。ヤニて、こ  

れt瑠（巌雇う蝕歯）巨船  

側とう蝕鮒二分けてデクぷ「虜度   

ユ95g  1960  1g61 1962 1965  196q  1965  1％6  1967  
（Y【▲只OF B】RTH）  

rIG・qCoMP▲引SOH OF ST…T川M－gO川HLHAN DF〔‖別人〕S】HCISO胃S OF BRE∧ST FED  
二H】」DREN BORN）N KANTO．ToKA7AND HoKURTKU DISTRl⊂TS．   

を比赦したヒニろ、炭者の屋熟み升ヒのうれを廿った。差た、菖む粁Jこう飯場邑そ   

れぞ－れ○～】00粥食むもの（う歯車）につし－て比巌樹しr之がこ、9誓卜漉垣とう蝕  

車ヒの闇」r二は朝う力＼な確執よ計ヒめられ狛＼った。二れらの庖屠、健蛮茹ヒ晩冬   

のう飯島ヒの吼こは？ク5r濾風三明らカ＼な展賓はみうれなかった。  

ハ．エナメル訝と象牙宮中のP聖上泉安   

屈5はきU刀歯をエナメル質  

ヒ象牙好Jこ介赦し、それぞ・lれ  
の？クぷ「濃′蜜を示したものて－－あ  

る。エづ／スル新二対－し象牙  
質のj‘相帖封畜も多くわふ  

が升ヒあうれた。ニの渡垣  

鼻1よ、エナメル宮7いI射拾生類  
Jニ形成さ直る訊鋤（卑く、廣  

生中は母親の／釦如＼ら晩成さ  

れたわ如ヾ結盤によ帥る。両・  

γ∵atr。Mをイトして軋已の右及化  

組織ヒ移行召‘るの7い幣′か少  

を＝ものと孝えられる。  

う・、象卑官のオは出生後／＝形  

執される蕃柑が争l草抑二、  

ユニナ六ル質よりわぶ卜が卑しlも  

のと脅えりれる。  

1955   1956   1957   195d lI5さ  
（Y●■rO†Birth）  

FIG．5．Strontiul¶－90Cont●¶t暮in Enim●t▲nd D●nt血○†  

Human Dさ亡iduou事1∩くito柑（1955－1I5王＝  

TABLE5．STRONTIUM－90CoNTENTSIN HuMAN TEETH  

Years ToothType2Tl？：：th CT呂冒7′。。a）  R 
，／。。a）  

20－2g l－7  27  0．02±0．02 0．Oq±0．02   

20－29  8  叫  0．02±0．010．11±0．01   

50－59 1－7  51  0．01±0．010．05±0．01  

二、永久歯中のわ5「象壇  50－59  8  q8 0．02土0．010．02±0．01   

見ちは永／て歯を歯夏着戸と歯 qo－871－7 71 0．05±0．010．02±0．01  

笈如ノニ分け、20拍、ち0  
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柏および40才台以上1こそれでれきとめて％ぶ一浪痩を顔べた。 歯密書相知∫「濱  

′餌0、∂3β招久LX内7いあり、嵐橡郎のオが確か憎がう多L傾如（えりれた。  

爪．留尼ストロンチウムノニつ1－て   

′／？ヰβ阜から／チ占7年   

きていJ二生れた与顔の乳歯、釣   

∫○′000本（7ヰ占倫本）   

を屑し17安定ストロン子ウム  

憂を鯛べた。兵4Jご示され   

るように厨貞杷わ／2土4占  

ルうム、巣動地29化42  

雄拉、比後叱オ2門土4β  

ノき万払、て、濁嵐如みとめら  

出す－、條素醜削、嵐穆糾お  

TAB」E q．STABLE STRONTIUM CoNTENTSIN HuMAN DECTDUOUS TE【TH OF  

BREAST，BoTTLE AND MtxED FED CHILDREN BORNIN KANTOノ  

ToKA】AND HoKURIKUI）ISTRICTS  
（ugSr／gCa土S．D．）  

rlSTRICTS BREAST FED MIXED FED BoTTLE FED MEAN土S・Dr  

甑NTO   510土叫（180）512土鳩（125）51叫±q9（錮）512±q6（599）  

ToKA1  28q土qO（150）295±ql（72）505土里（58）290土q2（280）  

HoKURIK〕 288±59（ち2）う2ち±叫8（19） 295±57（16）299土叫8（ら7）  

N〕mber of s∂mPles analJZedう［Paretheses・  

よび出生卑恥こ働・したバ、互対よ計ヒ動キれながった。  

よた、永久歯物督定ストロン子ウム量′ま、凱僻占ク2出み射拉、嵐枝辟  

う‘93土斗類才万払であり、年齢恥二よる遽L－もみりれ如＼った。  

3、細吉舎   

ふ上、妄執軌こわたりれ歯中のタ∂ふ嵐をにつし、て檀ぞ碗沌棚え7きた。P誓ぃの竃  

秘境向はアズ冊（R。Seれ七止りぁ、よびフィンランド北部（R／ナ∂肌Oa）釘こあヤる調  

査絡果とよく一敗しており、フォール・アウトJ二よる瘍眉緒′也如、なりよく長沢してし．   
各。友た、乳歯乙骨く兼良新）ヒ比薮すちこ、商眉軌こわ＼なり楓夜の′符節がみとわら  

れてし、る。ニのニヒは動感が生体負荷の指礫ヒして相思な紳で卸ノ、茶京噸が人  

体への敏和彼の影響を辞儀する一つの基礎好料となるものと孝えり択る。  
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都 道 府 県 の 放 射 能 調 査   Ⅳ
 
 



（亜）叱浄適正りう管細事噸鋒  

比舟運止衝ザ名緒竹  

富鳩摘 発酵1く縁戚／粂   

⊥思索首   

頼妬け度レ梢写れ巨／デ77年・J考）和学身卿紘一：銅欣雛動如観郎ニオ、－  
表】 雨水午（一■亡時採取）の全β放射能  

ベう。  

早一 月  測定  降水・・    ★ 最高倦    ★ 最低値  平均浸‘  月間降下量薔   回数  mm  ニーCl／1  つCl／1  ■PCl／1  mcl／km2   

†7（； 互   う   21．0  互1   17   う○   0．ラフ   

仁  ノ   互   うう．0  う1l・   ○   9   0．11   

6   6   78．う  11÷←   ○   互3   2．餌   

7   う   1J．5  6う   ○   う6   0．78   

q   7  1つ互．う  71   ○   ユ7   1．う7   

Q   d   う7．う  互1   21   1．7う   

1（〕  11  1二；ヱ∴1  ．ヲ2三   「ヽ  3う  17．う3   

11   12  117．う  11三   〇   う3   6．9S   

1．2  1三   107．う  6ワ   ○   2う   2．2互   

I77 1   1う  1（）ご．0  綽   ○   20   1．16   

2   12   SJ．〕   bモ   2   うう   三．う9   

う   10   67．う  ユ．1．ウ   0   う6   1．う〇   

（I）魂崖対象   

紹水■上本・  

泉ノL・洛丸・舟   

屋ム・五泉・叙  

易執ニイ＿′tか  

β貌射縦亀、ヰ  
れ、クク、′そ′∫‘1  

も、雫¢－・孔明  

尊老年耕一1登⊥   

わ。  

品㌧剰ぇ乳戎   

ナ・∴ご・身！ー声し  
★ G 問更正値  

′J′ 

1っ剰軋甘．拙竹卜絆級彿禰再甥㈲路次（／9‘J早晩）、r敏須和ヨウ  

素相子久」（／′‘7年紘）しタ首ウ作。¢麟さ緯孝、ウイ、い4、《＿シンヰレノ｝与ンイ「′ノ、   

イメーター、ク£ね秀抜凰かそタゲリン7れク久トナよみ透倒腫鼠巧けっヤク  

刷諸一適鰯趨  

車し‥さこ久賀  

ク  

タ蜘終  

シンケレークチ ／サーベ、イメノダ′  

えタラ、）り・、ポ享ト  

了¢カ 丁／∂／β（年〃一利わ¢β⊃  

プ¢カ  TP乙ノ／（年〝一Lβフfクゲ）  

ワニ  い1ハ・，・▲‥  

東乞 メC／g≠♂／√／β  

感づ且「′し一室ノヌ  

仲）秘史   

パ・轟頼り被斬稚   

九蘭、〃竹＼－1鮎彗触ょり初氷ヰり合β穀新線劉朝を卑そ象／↓三方す。新風  
衆摩幽晰止、ヰ射J（由り綾織変貌しヤ♂／珂／畑とみ佃′フ採取し¢詔永、シ、  
締釦脚叫甘舶用晒沫価縛醸＝加科灘凍′よぎデ  
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Fし－〟ノ′触弟／′／．し〟－し＿紬封（顔叫／ク眉／7β）と第メ′飢移晰阜／′  
司／わ）魂翳、ヰ、耳bん蕗冬の与直射、っ作。  

表 2  各種試料中の全β放射言乏  

′ 試料名   丁采j又i也  う則定  最高1直  眉支二 呈   平均値   
回数   

上 水芸  札幌市   2   pCjノ1   ヰ．互   1．9   う．こ三  

＃ 上 7」くb  稚内市   2   〃   9．0   う．9   G．う   

札幌市   1   淡 水  〃  ご．6   

う毎 水   泊 村   1   ク  つ．う←   

海底土   i白 村   1   ；）C土／kg乾  90   

土 壌芸  札幌市   1  mCl／km2  96   
土 壌昌  札幌市   1   ◆  う1   

大 根   石狩町   1  鱒土／g 二≡  J．1互   

ほうれん草  石狩町   1   ク  0．1う   

白 米   札巾晃市  2   〃   ∴り7  ／「■ しノ   つ．つ三   
石狩町  

牛 乳   ネし■j市   6   ク   「．2う   0   0．11   

コ  イ   石狩町   1   ′  0．6〇   

サ  ケ   浦河町   1   ク  0．与ヰ   

日常食   札1見市   2   ク   つ．2う  0   〕．11   

a： ブ原水  b： 水道水  C：   0～5 cm d： 5■■－20 0m  

表 3  モニタリングポストによb  
空間線量率  

¢．臓糾り放射飽   
新顔射り鰯破折細物一適   

して友和思す，融ウノメ／工′J、九肇坪  
Å赫隼㌧赦し杉／碑漸〃、′ぺ＿l官   

Lん凍姉御や椚＿及紬再＿   
ダ・チ′山戸ナウ（祖楓′孝束）やあ〃停．   

ノ、、一家瑚維孝   
礼斬〃ゲイりえクプリンニ1√ヶト、ウと   

ろ鰯り嚇左象ブ相イクシンナレノ   

シ戸ンサ′ベイ〆一／－、ウ£繊1街路す・   

風琴虜 占・gノみか（鋼）、凝組  
J・∂ノ解「（／耳ノ、解像よ♂ノろん   

ネあり、㊨弟凍刻晩如／灸．し〃、－帝．  

〉）、廃線  

年 月  最高イ直  最低1直  平均1互  

CpS   CpS  C■〔）S   

I76 ヰ  11∴5   ．7．9  9．3   

う  12．8   9．1  10．う   

6  11ト．2  10．0  1〇．7   

7  16．1  10．1  11．0   

8  20．8  1C〉．1  11．2   

○ ノ  1∠三．1   9．‡：）   10．7   

10  1ら．1   9．9  1C〉．9   

11  16．う   9．0  10．エ†   

1‘？  13．7   6．6  ？．1   

I77 1  12．〇   う．6  ー／．1   

2  1占．7   う．′7  7．0  

1ヰ．1   6．1  －3．ナ   

此の郷離擁ヒ・番号り車掌教解、輝／デ如線貿賂泉野しみられわ孝  
和摘録両怖餌一機翻lウ／し′て鵜鮎免御軌ヾノしと札を付く、柑増趨  
ノキ弟パル。  
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（亜）青森か抑丁捕射鰯査  

青森公誓詞食事柳  

瀬本正昭 阿部征裕  

（ノ）鴇吉  

／9舛平年銅＼う′叩竿う只まぐの甲学技術庁奪紅によを詐射髄論如概亨摘をす左ウ   

釘細魚研如棉阜   

卜 官嘲町  

紳与守町村ふり斡町摘彿し・￥町ぐ介灯した。   

ヱ．判定装置  

年M言†敬張凰  アロ刀取てワし一′乳  

シンナレーわンサーヾ1メータ、アロカ製丁⊂S－／乙／⊂聖  

璃高朴噸  日立製RAH－隼0う聖  

とニ？リング、木○久卜  電土乱徽P5一与うヱ型   

う 諸色印象  

雨水 上水 食品類 海水海産土 工壌空間埠阜   

享、瑠偉方法  

萌村の絹啓黙よび判定′‡・那技術斤萄「放射醐贋札し呼占う〕同庁鵠敏和  

性壬ウ集介村法」〔作る7）に∫7ト   

与．魂蜃輯慕  

イ．定時味取t二よも雨水欄慄椅熟も友Jtこ未年。   

ロ 上71＼食払類 動く海庖L工壌の現像安堵鼠泉ヱト示可．   

在官岬鶴の判更結果モ泉うl二木年。   

ニ・雪乳中の′，l工判定鮨果と最小二未年9   

β1能舞   

本年夜搬鮨環乞可もと・茅網干帥電線唖讐によ小串九乍写岬小割工ド   

高い御帥穂がれた町食品換と含む舶試紅色哺絶には賓常が才勺れ町  

仁。  
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最l如くの郎裸卵巨  

（如珊更正伯）  

最z・む稚試町の郎育御飯  

耳目  利便  吟水号  最和泉  泉崎侶  平均  櫓下号   廊快  れ1れ  P隼′仁  P仁／と  画壇  竹q在㌦   

リ？7d．  5  ′ぎ・ワ∈飢・′   ワ．ヱ  ケ0、ヱ  0、7牛  

i   ワ  隼  ／9、ち  ¢うヰ   ／51ワ  0．／訝   
ぅr  ワ  う∂．るい始、ワ   J・  猪ヰ  ク、射  6  皿  閃・／  す5、ワ    ヱ7・隼  2．β牛  
8  ／0  ／うぎ・う  ∂う、ワ   ／9，う  ／、5b   

？  ＝  Iケ与、ヱ  与？！耽J    与うう、8  ／ぎ、qワ   

／0  皿  すぎ、る  ∂与ヱ・う  5、？  ヱ0占・／  ／享、旨9   

皿  ／7  †もも．写  5ら隼う   ／ヱ牛、う  ／7十小ワ   

／Z  ／ヲ  すう、0  ／すまヰ   ‘0．0  ふうム   

／？77．／  j7  ヱ搾・／  ／ヲう、0    粧う  ／2、／占   

ヱ  

う   

師勝頗、  簡新暦発展   
⊥水 寺歎申  

／．｝Z  

久0うpdケ竺  
0・／隼   

町  

米1弓揃予   

0．0与   ホ9テ むつ申  0・ヱOp鴇、生  乃」イ    り  
ご＝ ・ 

嬉應上  ・′   
ト官畠P笥、転  

0－ラ乙川   頼？う闇塞扉   

与－ヱ0し≠   ／ヱ＃、7牛・・   ★ B午ン人下  

友5、車間線量   
鼓隼．チ乳甲∩伊工  

L ニ了リ ング、Ⅳスト  サーヾ1メータ   

月研 くこPS）   巳千句（⊂P5）   

卑R  貝 巳  巳’二・享  

／？り占、斗  ／¢、0 さ、0  計、占  9、J計・Z  皇l？  鴫  牛耳ぎ  

／0、牛 訂．0  富、5  ？、う 竜、0  う・／旨  コ  乍、7旨  

／ヱ・ノ 雷、0  古、る  ？・隼 旨、0  占．／1  句  牛り舌    ／0、？き・0  き、占  9、う g・0  7、9  梢  ち、／ぎ  

／う・／ワ・ぎ  旨・占  ／5・与 す、0  ？・叫  哺  与、07  

／丁与18・う  ？・牛  ／ヱ・年 寄、ぎ  ／0．ヱ  ロ  ¢、7∂  ／ユ・0 ワ、g  8、占  ？、d ワ、9  す、ワ  両  d、1／  
／す・0 8、／  ？．占／ヱ・うlぎイ   ／／．△  曾  阜．邦   

／2 ヱう．ム アd   ？．ユ／／・るlす．0   ／ヱ・ナ  竜  隼・アう   

明ワ・／／ヱ・J牛・ワ   61ぎ 9・ぎ 阜19   ／、∂  雪  う．ワヱ   

ヱ ／／．与   う、占 7、Z 牛・与   2・／0  埼  ち・ヱす   
ういトZ n   ワ．Or 8・ぎ 与、5   5・11  ロ  5．武   

確胤  

年吊8   

／？り畠  ／97畠  

る．ヱF  j る．Zぎ   

7ゝ益  ワ、乙る  

す、ぎ  e、冒  

？、7  9・7  
／0・Z  ／ク．乙  9う、ヱア   

／0・う  †0・う  ？卜1ワ   

／0．占  ／0．占  ゲちlヱ／   

／0、ワ  ／0．7  牛乙・ヲう   

什／？  什／？  
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（47）枚鱒県に如る放射能調査  

如県衛生科勤務西  

北林細平月敵兵一触  

卜藤 吉   

駒5仲良（伽5件朋～弛特月）実施しに科勤娘紆奇菰▲こよる毎寸他姓の観り  

廟宰と教卓如．   

Z．調査のノ敵将  
（り調査対象   

萌水上札ミ鰍ノ上泉′冬青麗′空間線阜牛乳  

し2）判足オ泉   

毒科の訝鮎よび測丸ま，科学梅軒魂鳩射線剰足法（、ア㈹」、府庁賭博射止ヨ   
ウ素珊玖（l御）⊥によ，た。  

（3）測定液温  

斤n吉十魁：ア叩TDC－10慄ノ シン与し一シタンサーベイメータこ了拍¶ぅーほI⊂型  

モニタリソ汁ご小：鳥士温ps一ちう？型．洩翫斬各：目立ち0ち型  

㈲書舶出猟   

イ．乳用ヤ切液史観くよゐ影響  
昭和引早9月26日午後う時（日本時間）行われk中旬枚臭執まノ本県にも大き碩～   

響をもたらし，堕聞線量（モニタリニク恥卜）′晶札牛乳 かう早津侃星札如こ上屈る鰯寸  

能が観測三れた，し虐＝）  

鬼す・獅朗寺側命嗅碑りだした小舟こ伴い′モニタリングげストが息上界㌧   

軸直前lまゞ千草楓のlう、OCP5でれkのβミ15蕗lこばG6、5cPS′け碕で漁0叩   

ノ史にIS碕最高侃の陀0⊂PSも記録した．これは当町くモニタリンデポスト叔   

畳畑如瑚痩）与れて上水吏の書換でわる．またこの剛く（野日P鵡触）かう52、9   
PC伽，降F号lこしてワ買うれC偏（6再開更正碑）の全β放射絶璃盟された。一を   
牛乳腺射、干の闇lば，実測如日射朋2摘）採取のものに95摘穐久ヱれ「こが・   
1久後は舟ヒt痕路銀であフた。   

ロ．南：軋  

友tに示す。年間を温じて風用触影響がは，ミリしてあり′これ玖薪1   

日の降下量でImCi／禄き超んゐことばなカ＼っにのに，以イ貞由2ケかこれこり，この   
数隠Lしぼしぼ上l司っ1いる．  

ハ．射幸鮎，上水通水′土泉  
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如の軋りでわゐ。ふ試料とも感漢和と凍蛸期がずれkrこめか＼′異草加認  

められはβ、っJこ。   

ニ昼間綬章  

友3ノ4に示す。モニタリ ンデポ小Iよ核実験♪風刺、しはがらも平常塩とや   

ふ上回る適でか「こかう韓宵朝の）2月下旬に入フてノは叛前の）楓こ復し仁。   

九．牛丸（席乳）の一朝1  
ネほ験時玖れ足j那9に61む則足したかういすれも0、辟～一0、幣P〔れの軸に  

あり′異鼻血よ認められJよかた。   

3，結語   

当期問ヤに行われた中層の茅19朗破棄験によフて′ 吏聞線量しモニタノゝクポ叫㌦剰＆  

閤胎（昭和疋周凍）玖束最高値の紀Ocp5と絶録したはβ＼′如拙52、9Pり姐ヒ過表最高  

濾獲であ7′こ。よk軸し灯らIよP5P〔施の－う11が検ょされん以後Lは・りくその影響   
がみられ′・2月下恥な，てよ）やく前与同線′低レペ′レlこ落りっい「こ。  

泉卜 向榔粛寸鮎牌腹  （泉田市．）   

測え   最高姐  最隠遁  平均値  俸下壇  
年月    降水量  m．¶し           l重軋  昨晩   PC施   p（挽   爪脇   

紺、  

7 7 72.5 
813146、5  

lP152GI、0 ■  

抑；三言、、≡  
IO照り＝＝  

ら2、＝5…50、2   j  5う、l  巨こ  

う2、う  まl   2㌻16102、8    宣 二  0   36、与   2、3   

（測射且は6時間史正直）   
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泉Z 各鐘鼓糾わ公β放射能   

紙料鳥  渓風土巴  凍取年月   故射絶後軋  
綻ぼ市  5仁 G   ○、48土0、07PC鴻せ  

引、ほ   ノ ○、Z7土0、06 ノ′  

′  引、6  04う土○、07 〃   

ダ、イコン  引、10   ○、3旨土0、06 ，   

白 鼠   5卜10  0、⊆吐工GO4 ヶ   

ノ＼タノ＼ダ   男鹿市   引、12   0う 土0、Z  イ   

コ  イ   枚嘩奉   引、8   しl土a乙．＋ろ   

日常食   ，   5卜 6   0．馳土0、10 ゥ   
1   引、佗   n紺土0、2年 ′′   

漆丸   十   引．8   5、Z土ま乙Pcれ   

上水的湘   5トぎ   0、7 工う、l イ  

ケ  引、は   ト0土j、l 〃   

土壌（○～毒m）  河辺町   5ト 7   汎ち土6、5m％正   
（う～2箪   ／／   ケ   28亨、Z土2ち．8 々   

友4サーベイメサに  

友3モニタリこ鼎トに払昼間線量   

年 月  上場cps  下イ丘c関  

昭．引、4   14、4   12、う   Iユ0   

5   14、0   I2、5   】う、l   

14、3   12、4   ！3、l   

7   14、¢   12、2   13、0   

14、5   I2．4   15、l   

lP、l   J3、9   ！6、∫   

10   I8、8   IG、5   I7、う   

Iア0   lさ7   14、7   

12   16、6   Jま0   14、官   

52、J   】う、2   lト0   l仁5   

lま0   10、E   l仁2   

3   I4、5   ）2、6   15、5   

斗均   I5、j   12、冒   1う、7   

よる虫問線量   

斗月 日  測j娘中   

昭5卜4．28  7、5   

5、19  7、0   

6、28  nO   

7、19  7、0   

6．30  ？、t   

チ22  7、6   

lG2l  7、う   

11、悍  6、6   

12、14  6、l   

与2、卜27  5．Z   

2、2う  4、盲   

ミ29  6、§   

平均  6、6  
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（亜）山祁浪における叔射能調査  

山鶉魚島生新え殉  

盤粂秀札．射亀紡ふ．長谷坤碩i   

l．補言   

前回・⊂ひき続き、昭加づ1阜4月わ、ら昭和5ヱキヨ月まて・－の如何に臭施した刹学強＃済の  

尋託－こよる山鶉県にお一†る放射能調査の概専lこつ‥て鮎1る．  

2．紳あ研死の病身  

（1）身虎対象  

由水・ちり，上水，農畜産物．遺産朋友漁など164件の全β放射能A㌦づ一ベイ   

メータ、iニラリンフⅤごぇト．こよる空何奴皇  

（之）；剛史方ま  

許料の搬、前払捜且t；卦虎矛三むよ科学妓幼斤、姐「放射能卦良藷（l雪盲5ヰ）．一こよ  

った。  

（さ）効l定温五  

年M計数麓置 〟okムTDト10ヱせ，ふンヰ」一ションサーベイ／一夕 Al。ねTCS   

－ほ】C型，モ三91）ンゲポぇト Alokdシンヰレーション武がンマ後生J電場韓身座食   

温  

（4）紳査鹿鼠  

為永・ちり中の全β線的籠は月別・こ表11こ、各線試料の仝β放射能は義之ー乞、、シン   

ヰし一ションサーベイメータ．；よう空郎絶は表3．乞、史．乙もニ9リングポストによ   

ち生面線量一才月別．も表41こ主人でれ尽した。  

3．鹿洛   

虚けに・ちりの生や放射能およ心・モニタリング’ポスト；よも卦もl娘もこ、ヰ畠矛l？＠扱  

え蝮…7‘与…z7日）ム影響と私仙る息砲適隻痍された．虐＝．。曾角々、う用よ  

でのぬ水・うりの全β飯射籠。強度点び一砕下阜と示しk。城東巌のお箸と払われう鼻息  

〆1月Z78う時～Zき8「時の何の南水・トノいらか治めておじ、2P8勺埼｛Z9ql時の  

ものでは鬼息．韓下量といミ最大値L示した。キの後タLづ・フ戚少しな小■らほ司鳴れい  

‡の影響わごみち此た。ユた庖ヱに示したように、ミュヲIユング九ニストミよほ呵線量に  

お．、ても城東廉。景～響と亀われう島植ゎ湖東された。空両線阜はう月乃8・l鳴う○分かう  

′も裁－t上層いさじの、和7晴lミピー7竜泉したのち森々lこj談少し、lO貝681ミーよ辛単砲  

lこ見，た。   

ニ女．も、モニタリンケ・ポストー～よる生面銀もi冬期呵‘こおい乙伯．値と泉した．佗司Z†a  

ユリ低Tしlユし、め、l貝Z8－りユム・よそ旨．7cp占まて’■低下し、Z司勿8まて－■抱いk。モ  
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の線上卑し・よじめ・3貝Z8・ミは辛削盈・‘慮った（郎）。ニれは積雪と地あの凍結如  

何ムー致して＝た．新ヰ痩。冬は今般一三比ヾて積雪ははるカ、に少く泉壬もゆる烏、，た  

たゎがこのような線色′i観暴されな¢・った。  

表1南水・ちりの全β放射能  表う 堂両親（右ベイメーク）  

月別  僅  基逢  6時呵象正確     真東  最．砲  ヰニ吟  降下量    ∩ヽI▼し   －P仁／且  P以〟．  爪q′伽子   
昭訂4R  皿  4l．き  ‖  廿晋 H   0．0  Zヨ．？  0．アl   

S  7  3㌔4  ヱ8．‘  ‖  0．0  川．4   

0．Z7  6  14  l06．∋  2‘．6  0．0  10．l  0．？0  巳   
ぎ  13アヱ  6q4  ア0  25．7  3．qヱ   

官  田  3ヰ0．5  さ～．1  ○，0  ア0  4．1Z   

口  ′S  12†．5  ‘ざ1．0  0．0  570  ほ．75   

tO  さ  ？さ．ち  ～∫70  3‘．Z  115．3  ‘．占7   

皿  ほ  ヰ？．6  Z紬．0  15．Z  ．引．9  2．Z7   
ほ  I4  ほ6，之  ヱ4ア‘  0．0  5l．7  4．58   

陀5ヱl月  皿  Z色．ヰ  ′‡9．？ち 0．0   Zヱ．5  0．（は   

之  巴  2占．7  qJ．9  ？．0  ∋85  l．03   
3  口  5ワ」3  10l．ア  0．0  34．4  l．ヱ勺   

卸庇ヰ目8  え條  空舶鰻辛  

〃γ帆   

8苫引・4・ち○  iくもリ  7之『   

5・三富  ト如を  ア舛   

‘．Z8  痺  ‘．さl   

7・Z号  くもリ  ‘．7ヱ   

g・う0  くもリ  ㌢37   

？・之q  く£ソ  ？．引   

10■き0  くもリ  g・16   

l卜50  くもリ  7・36   

lZ．Z亀  身 つ  6．寸0   

昭5Z・1・2？  くもリ  71l   

ヱ・～g  田  6・60l   

3・31  くもリ  758   

貴之 各線試料中の全β放射鑑  友4 空両線圭（モ＝クル拍√スり  

卦l  

腺二晩  

地臭   

ぎ言棚 H  
－二薫・．   

土壌   
○′－5cけヽ．  捕縛  引・6  l  P叫乾  卜ち0土0，5う  

ざ－20（・れ  〟  少  け   トIl土0．さ乙  

●  罰・‘  □  Pくべ／⊥  0．q6土ヱ．3令  

l．？S土2．ZO  

～  引・6  l  吾彗‰  －3．05土宅．7乙 （－0、OS土0．1さ）  
臼 l～  引成  □  lJ                     ロ  さトIl  □  ／ －2貫之富士ア6色  

－0．ミヰ土0．1（〉）   

ケ  引  々   
子宮L  

● ●ニ  ー ● こ  

5ヱ・ヱ   J   lヱ．S土10．l  
（0．【ll土0．017】   

大々邑  1′  H  5l・lO  □   －0．け土鋸柁〉 

iiうれ人厚   り  ソ  口   ‘、l士lまう  

⊥盤 
．  ケ  引・ほ  

いゎし  ケ  ざ卜？  ロ   

ささ一、え   油岳市  引・∂  l   

⊥±壬  〝  ウ  ノ／l  l－3ヰg土lう、○ （l           l′   0．10土0．2ヱ）   

a内乎jカ  

針別   
月由（亡？S）  （亡P5）  

長島  最低  乎疹  最高  最低   

紹引・4月  16．Z  ＝．2  lヱ．ヰ  lち．0  ほ．0   

6  沌．4 H  ll．3  ほ一4 ‖  Iまヱ  ＝．含   
7  ほ．7  ＝．う  ほ，‘  鳩．5  ll．邑   
g  】g．Z  lト2  ほ．7  14．4  ＝．3   

lき．5  IO．q  l乙さ  は9  l卜5   

10  什4  ＝．d  l乙7  lヰ、勺  圧？   

四  17．7  lト0  l乙う  14．ま  ll，6   

tZ  Zl．0  官・7  l乙∋  叫ヰ  招   

qg；之1月  丑7   75  き．ワ  ‖．う  官．l   

ヱ  はq  75  g．q  10．q  さ．l   

ヨ  け0  柏き  ‖．為  は亀  lqぎ   J  沌，ユ  ll．3  ほ、4  lさ．0  l暮．号                                        口  
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⑰1雨水・ちりの全β放射絶  一
望
奏
定
性
 
 

十
蔓
草
五
1
 
●
 

1⊥1血山山   ◆JA－▲ ＝山  嘉▲db＿。○●l  

庖Z  

生面線量  

（モ＝ウルケ汁：入り  

ヱ鳴何点の強度値  

h㌔－  ‰叫…叫仙   

l頚3  

空何級量  

（モニール拍ごスり  

8由ヰ均隠  

Jルー－、JV●  

ふ叫J∵イ                                ●  
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（亜）老頭嬢嘉こ㌢；ゾラ衣射絶細長  

宮城東衛生碑象帝  

新山 カ 船入寂 中村泉－  

・こニ：翼ニ  

1、鰭吉   

堀和上T年度の科単複碍青煮払こよぅ本思の私射絶餌査のネ疎生畝菖了う。  

2．観研象の頗者  

川 鍋養対象  

額査洗稗の総軋よ／／7Zり．そのうち泉ユム・よひ一息21こ斥したノ／♂如‡についく   

は仝／いタ殊折能判定乙イ‡フた。嵐た、牛丸中♂）‘メ‡潮見ち／5拭軒T∴ヾノノータに   

よさ生何級萱草讃岐乞／0城東施した。ニの必こ毛エアソング界■ストーニよう空I引慄牽字   

の凄絶動産を布った．   

t2）剰えオ溝   

拭科の橡乳免那、よ汀浅Uえオ強ば、網棚鯨陥友射絶鵬漬／ヂJJ．かよみ、、   

碑豊浪碍斥の指かこよった．  

Jノ 刺定義夏  

生ヾ一夕媒射線：GM含†叔象畳（アロカ TDこ∴「β／′ノ古こ7♂2）  

空向線量華 ニシンルーシプンす一へ・イメータ（アロカ 丁こd－／2ノニ）  

：已～タリンノ“ポスト富士過 タカ－∫jj）   

′㌢制度  ‥N丸丁（TA）グンマ線入てクトロメータ  

（甘立 スバ〃－≠♂J 化）  

（イノ 結果   

り ノ仝ヾ一夕測え鮨果之友王将らか・l－こ．表2に泉す，  

Jり シンケし一シぅンサーべ、イメータ／こよを空向後睾辛  

術新風勾て・・阜再ユ闘恨乞うぎったが、ナ．チ＼∠．∂ノ冤′Z・・実単値卜咄めうれす“、  

古F算尽ヒI司級友クル′く、ル乙’1ぁった．   

刷 毛ニクソンノりネ●．スいこよう空風後者孝  

ちヰ持て、’ブ．‘一リグ．グVJてい，ニ爪も／ぎゞbF耳五て、訪フた・ナ均一こ行われたオ／デ  

切ヤ画板突瞼軋こ一JチトわづJソ下嬉がぁがり鰭の、額宕験′こようと着えうれうJ、■  

ターン∈尽した■   

叫 ノ隠者分村   
131 

／紬朋鮒ノ，せ軋ヰの′ヲヒ，こ。グ）遽えの推紗よれ∫』ノ）とん、りく、射・1の最 J！†  

．≡沌】工ノブF。ノbに琢臥した生乳エリ媛私之れ．′∠7∵∴ィ■スノた．  
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3．結韓   

∫／年子再 のオ′テ朗安衆暗色綻ハZ・J．合へ、一夕荻射鼠．頼硬分所とも、乳常雄・よ凍  

思ぇれ緩かノた。  

／チ戚嶺宮家ドユリ、本巣ど、む、ニれこぬ思す身と思、のれ5朔古拙♂）上卑が終わう  
れた．′郎絹一こ凍取レた南如＼う干草止＝－∫♂′Gんノ∈大敵こ上軋うチ〝′うヱ  

♂ノ合一ヾ、一夕萩紆罷が検出ヱ爪たのと勧、某乳Yム、う．よ最長J27′％ク）l‘工で襟公言れ  

．】h 免・各た．毛ユタ．リンデ水一スト■よチ応2ダdよリレぺレガ上り、一′盲八上lちレぺ、ルガ淡   

いた。  

射．㈲しヰノ）思ノ♪丸酬LLハア列強軋  

剰定．  頗藩政  威仏像  ．乎／カ垣＿  利潤一F骨   
皐月  タ⊂シ乞   

ふく タ  ′7 ノ   Z／   よヲノj、J   ご，7  

吉  ム   ラフ  ク古⊆ヱj、之   乙．／  

み  ／㌻  ∠よ  

7  j3   u J，∂1之／、ク   ！∴・★  一之才郎ソ・J〟丁腑t対数 ■舟屋支よ呈   
∂  ／∫   よ3   

‾－■－－ ア 
ダ即∠βれ′タ廊頒ズ吸   

同  。／7  《タク  ル′‥∂≦〃タグiヱ／  

ノC   十 ÷  j∠身  H ヱj ㌢ヱ∂スダ   〃ど  

′／ ＃   ′′プ∠  
†／川／78才，劇感破棄  u ヱ∠l。形．タ  川   之／   n ⊥   
l  

5ヱ、／   4   ′′夏   ノZ  7  ／¢7  」聖⊥」曇  

之  ∠〉  ー ・j  

j   ∠  Jj  ♂一7  ～♂．J  ご・7  

・料阜だ′′軋冬／か人生7k登しく壇好巧く・′乳え  
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左方．上私⊥泉′む品す〔∴か巧鱗凍え                                              J  

勧舵  密乳化  ′利便＿ 如く  一最高止   H 風縄巨粧施   P 耳血   

タとIJ丸  概利明  こ   ノ、ダーク，ブナ ∂・∂    ′？J   
潮来  迄＝1命  ロ  クノ  膏ね＿   

ヰ穿L  拙拍  Z   ク．♂  ク．′   J〉．ク   

咤うれん卑  仙締  ロ  ♂ノ   

も絃  1∴ユキ  ロ  d．∂   

降⊥  紬呵  Z   ノ、7   ／∫   ′′、J．  ′ P今夕乾土   

1摘／駄  ル之串   之   久ク   久ク   ク．♂  ′ウ′′毎   

きげれい  拙沌  ／  ♂．♂   

Zざ ～ア ブク  ノ  ＝  4  √  占  7  
S甲  

ノア7∠  

＆∠．   

区＝ れ咽細才泉質殊狩の呈乳ヰの′り．亀の濃度孝軋  

ー172－   



（別）福島鼻tこボー丁主強射絶三組  

鴨島桑原iカヒン9＿  

干場康治催欠席帝人 木村光政  

作東沸青森兄姉精密   

1緒言   

昭和封告虐に福島軋ミおし，之官施ユれた斜乍破給与喜託。泣輔触（フオ＿ルアウ  

ト）属び泉がぉごも・，～、－る原iわ常笹珊恥の姥戯妹一能等の謝金電播ゼミ芝の鹿皐   

を報管す5。  

之 淵査。聴音  
（t）漁餅象   

イ、（フォールアウト） 源泉場所：格師．相馬市（南水∴絶息．；エ取町）  

伺水‥諸適度風句線毒草凍土上水．浸水．野菜、米．落水．如上．魚   

ロ．（虎与力発脅抑封辺）  

牢向礫竜蜂．督励責穿親量廃土．衡k野菜．米．海水濁度土．温良官物  
渚適度  

は）判定方法   

・圭β測定I蛸号樺術斤「放射能刹釦去（仲‘う年）」に鑑，巨。  

柁繕分れ才諌抱き抽℃手虎化疹．庄（り半暴露確也臥んヴ占亡ん追納折居z・劇   

定とおこ与，仁。   

原れ平の‘，J工柵‘J・嵐乳トワβをルけ仰）碓也軋ん¢血液高相稚乙・刺定をおこ   

な，Jこ．  

（う）諦奄結果   

イ．フォノルアウト痢依  

？日毎白におこなわ仇た和？回申凪扱え酸の影響が向水．き享葛塵．原動中かう確  

証こ軋．ミうlこ嘗色ン9一足上そ脅鹿LたふP頒凍て肺．？日烈日l〆与り．平  

均ケ封臥最高～g∂00カウント′べ確認こ机rこ．  

高来の日別酌量互励1，加？回申口薇習頗頑の雨水、う享蕗虐．原乳中の付一工の   

婚膚多き養1．芝の地金β濃度を姦えlこぞ¢l首・帆布尋。   

ロ、原iカ乳㊧軒周辺の確癌放射能尊の藷直  

それき・れの測定綿雲と嘉．～哀 ｛こ示しrこ。  

遠点上の一郎言錦小う こ′く教卓の6∂Gが頑出之丸 文．争くの試料からフォー  

ルアウト夜虜扇餌され「こ。  
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3 斤占給   

紺回中田破魚幹の影召の「ミわ／0帥碑・こ凍貯コ肌た環成就斡の核絹濃度蘭島く模範  

言直たゎ（細らの掛訂＜嶺呈Iiごく佳チあり、摺漣音全土鵬なりと尾えう什き。   

立′軌句頗量．全β戎虐軌あ．大王な′を缶l咄めら軟い、，「こ。  

叫扁  

烏1．勅†野中口承東ち牟ヰ．放射      弛尊の碓希   

月 日  原書し畝仲工（〆池ノ   取水Itよi 碑Iモ 
■l■1   れ融和ほ財F撃  

ーq臼       大嵐好一  通シユ町   し〆JんI）  i漫エl良；長い、；岳   年内J由」   
王？仔2ケ白   － β．dセ  セ、？   弘q   ＆．∫   

2β8  ∂．／g  月．∋   ヰ．占   ぐ、7．   

』  8  占．月∫  g、g¢   ウ7   畠．？   クス  
308   ／ク／   ぐ？  2、／S   ら．？   占．l   占、牛i   

／○自 J8   ／ノ吐  りあ  、∈7   らう   告．7   仁．9   

ヱβ   i ノ／サ   ム7        2．∋｝     ‘、0  占．S】 仁．き 至   
」止」Ⅶ〟小二 ／  ノ畠中  S、7   ∫、隼   く．ら   
ヰロ  ケ；   ＜印  2．28  7、J   ぐ．ス   ぐ、訂   
ざ日   7¢．  く5道  73   与．2   S、Sこ   

6甘   ′j畠；  くTO  S．～   ∫．0  ぎ．3   

ア匂   ′／ウ！ ＜印  ；．¢   

g 白   

（．0   ～．之  

′／0 ま  与．仏   ぐ、0   S、く   

？甘   ′0告   〃．占告  ∈．7   S．ス   ふ率   
／0 日   ゞg   5、9   セ．9   く．ス  

／／8 ら¢ ●■－  5、ス   年．9   ミ、／   

′～臼  くS■わ ‘  ∫、え   ¢．9   S．J   
・丸／富．事わ▼ニケ－l～もつ与ミニ9■ド7・・J・－1トナミ果  

雇2・7丁一tレアウトき厨電車呑果   

浪l企・絹し  

書ぺ櫓布  採取喀叶  I和え与宵  牽眩        ／筈  K   戸壌   K   

才良   福島市  ！ゴSJ、JJ  ，陶土   ノ、∫0   0．ズ3   

tまう机レ専   〟  S引、J†  ぐ．主ょ   ∂，i∫   

与し（希書し）   〃  忌引．き．S与ウう   ∴／7  ／、ス0  〃、／S  ク、○β ■   
泉   8、畠8   」迅L   

白骨償   ・′     5告／．J†          ▼／  ヱS封．6．SさJ、JJ  ′J   d、／F‾「㌫手   ∂   ク、Og   

ゐ旦   ‡ぎJ、8  ／′   ヌ、／8   ∂．3る   

ヒ匁史墜0水）  ミ告ト4い／／  pC／♪   0  ∂、3   

シ班  水．  り   S告／、／ズ    、j   
・盟主⊆ヱニ至塑〉   ‾‾■■ ユ∈／・7  P（i／乾   

‾‾■‾‾‾‾■‾‾■‾‾■■■■■■I■‾‾‾  

、～j   

（∫～加（J   ・′  ⊥JぐJ・7  w＿皿適L＿■｝．     事   
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測定牒湖  腫叶救  輝度   
最色 麻与わ発電軒周辺のを舟r線寺牽（壬ニ9リけイ胃り        譲り 一定 伯（〟k／h′）  

綿雲綿号（l紳【き）m巨  

楢東町   ま  卓東急  ま8～¢．9   7畠～9．¢   ）ス．g～¢／、ワ  

専J釘町■  う  ′l   よ／～互．S  ‘．；～ケJ   ス占．ケ～∋β、j   

六 郎．釘「  ∋   ′l   よg～与、0   ウ、¢〈8．年   ヨス．l′〉¢／、9   

z丈嘗町ニ   2  n  

油シ工町   う  ■l   

L止＿鼻町   j  Il   ¢○～女7  畠．8～78   ¢．ス～k3  クα～9 ≡ き∋、ス～∋、。        象0ル与．J  畠．β（β、7  沌与．〉¢まム            きむ．J′〉在∂．0  
泉4 虎与力発㊧省闇盟の堅剛泰郎絹（T」D）   

■判定  略啓  く型卓他   ⊥ 一 惇   青い年l射＆）MR   絹 室 根  

樋  ＿．＿＿＿‖＿‥卓‥ヲ ′〉 70  
専   ′l  ら¢ ′） 占9   

入  艶 叶   2   ■l  射）（ノ ワ卓   

昼  亀 甲   あ7  
＿  同  ・・  

沌 …  ／工 サ   ヱ  り  l  

バ、、  も ゃ   ∫  ～   
クう ′～つ鳩           畠／ ′〉 7／   

着ら 席をカ発奮け宵遁のう掌蓮息   

ーl・ 崖d痛良  纏 綿1農ノ盲（学沌ご1一言Ip叫J  
測定沌．卓l  

」P輸，   “G   ～㍉M   
lろり   叫 

Cぷ  cg み一肌   q与†与   

しTD′）rO．2．｝   
二，コ 1  専岡町 ／、ノ  ／．4  LTD  0．之 o、ら  占、之  l与．う   

LTD～ ■」TD′〉   

0．ユ   0．7  与・g 17、2  

LTP′） ＿一や・q  丘．ヰ 舟iけヤ｝マー 且塑堕                 ーLTP／－LTDl＿     桓十・て三3 ト．   ／、J  H 〃 ～ i・′     ／、ス   餞 川    LTP．、 ○、T  しTD〈．rしTP′－  i19ふ  簸せ鴫・lt  痛t町  ノ、／  Ⅷ       しTPa仁一P、㌫」   
・吏・辛巧i直  
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（51）安城具にム1一丁う衆紆百三相伝  

亥，－ふ鼻骨宕花洋子アニクー  

恵椋瑚； 小′ラ巴売ノニ；   

髄毛．   

緒′んi・与ぇ－r∈何食事業′三打発射取相思を沌争芝∫こもとナ、、て・席jワ獲き星屑ヱ環境史  

び・納材：言ろ夜町有；瑚呑も吏危した∴相「雁イカ乾設♪1う・舶丁加瑞如げ腹立て  

↓tげ，、，7：ベ、9βい＝叩け車中J＝ケ／り日日璃頼戊顔いょり舟トナリ｛鎚甘相律一′Z埠  

て二烏璃・ウオ忙7二。  

l冊埴恒細牒射沌   

砕竹折糾拍戒輌押′虐好打化－㌢ガ升「ケ；乙げ、什ウ符節斤「アニ7・しイひL有；≠′絃射頃  

旦那∴そt∋なぅレタ柳城dわ乞．：綾，／二。  

iたメ舶シンナレーご寸ニククークーJ二ょぅ∂｛ ｝こ勺風圧A乙べ斬7こ仁二左手尊く本棟虎  

鷹－′；‾る二鮒醐丁草≠ノ射をし7二。   

ご・瑚寸如l居館釆  

j 一夏御縁章   

餉・r、】‾す嵐印可遁塔鹿‘り一を麟㌻線単車l訂㌘1左の才う′こ軒烏打てチ紺丁ノ捏ととい二軒阜  

度こ斉ぼ．ヨ∴レへl′し7・、ネ，7。．牟机射い7ヤよt ＝入にケ竹柚7丹那綾鰍欄  

宥で′‘／ブ・こ、叩：ナ′侶糾、絶れ．ミれ′∴㌻・二融．・Jし′ヤJlか才う▲ニス～げ′左′・√如づれ」－  
＝ t   

之 ‾ 2  い．†㌧ノの汀町鎧   

芹 巧手ぜ【斗巧翻「縄・ユサl泉dきうJ二断を才リザヤ勅ル7ニ。当の摩励l貯ぇ成  

句才ニト■－？摩？才十「ア／丁｛、ノ／け〃欄づ畑中頼′を鰍二√る瑳紺㌢埠丁抑こよ多も句Zいある・  

jア献J巨∴こ．ト均一・71ヨ．d仇・叫．再∴ウノ∠て、闘iれ■拙鵜け花餅射頼／J，7一八・息射  

宰′響－ーま屯の′刷／∫♪＼，7＝勺  

∠－J蟹毎か巧   

打首  一f夏草仇虐灯射産Irれ思のJ）ここ玩多度と虜レノ‥レ乙、佗刺拙二ん節し、毘IJ…霊水う  

「／1／Jl   

打牒（′序・j車く手；ノ膏アご㍍ ′jタG・J、オユ友√「∫う′こ高‥f二Jリ増加しい′ノ＼：ごヒr雪巧打  

阜‥Jア4一見のJ′7に吾∴…∴いうれげ、．．   
′  

千首」ヤ巾額町罷一占い7■；′ ′J7亡∫といごノノ．ん ァ⊥．た ′′テJ息．の才う：二、宮トー阜潅●ヒフ」  

軒 二わ＿こち∫J／，ぺ：′：ろン紬一手㌢き一′フモ・∫Lノ‾ィ、、〃（、1ノゞし一ア・・Jニ    ーかバ三一jノー  

？十 イ」・ヱ拙．喘．〃＝、く  こり．チト㌢針∴  
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ヱー享 三尊   

工料ナの合和「綻／√れ泉｛Jうに析阜と痛レイ化で、属7たか■・－む観りl＝け㌢う友巾㌻  

フ・こ‥）し′∴ 規町／ニrGして如畔宣仰痛い建と禾して、、るっご射け三郎り〆、、′ニ√  

∴、、ニ も与．  

ニー・∫ て卓1・．一ゝ、   

■・水中の今好打払尋い・タ○ふ．〟7く渚虐Lい：カー展－タブ泉のJうー：新手直ヒ屈しべ、′し 
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ご一メ タ卑鹿工．   
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（52）埼玉県把おける放射能調査  

埼玉県衛生研究所  

中澤清明 日豊司 藤本義典  

1 緒言   

埼玉県における昭和51年度把実施した放射能調査の概要を報告する。  

2 甫査研究の概要  

（1）調査試料および採取回数   

試料名、採取地点、回数などは表1のとおりである。  

（2）試料の処理および分析瀾定方法   

試料の処理および仝ベータ放射能測定は科学技術庁縮「放射能測定法」、∫〃oB分   

析は同綱「セシウム137分析法」（以上1965年）、†Osr、′J／工分析は同庁原子力局   

構「放射性ストロンチウム分析法」、「Ⅳa工α∠）シンチレーションスベクトロメー  

タ機番分析法」把従った。  

（き）測定器  

イ 仝ベータ放射能の測定把は医理学製T⊃0－103型、8M管は8M－HI一丑－2501  

を使用した。   

ロ ＝8r、′叩08の測定把は医理学製℡DO－4型、130一之0を使用した。  

ハ 空間擦量率の測定には医理学製TOS－1210型を使用した。  

ニ ガンマ線スベクトロメトリ把は堀場製作所製Ⅳa工（T∠）検出器および日立  

505型波高分析器を使用した。  

（4）全ベータ測定では、第ユ9回中国核実験の影響が9月2ワ′一色8日（計25、8れ01  

／k〟）の定時雨水把見られたほかは、いずれの検体も調査期間中把異常値が詰  

められなかったので省略する。  

（5）叩gr、〃？08分析椿果の主なものは次のとおりである。  

イ 大宮市（衛研構内）で昭和51年度中把採取した雨水塵中の†Osrは0．£2仇01  

／k■、〟？08は0．之1¶01／k〟である。  

ロ 牛乳、茶などの分析結果技ほぼ前年度と同じなので省略ナる。  

（8）空間線量率測定ならび把ノ一／工の測定結果はほぼ前年度と同じである。  

3 括帝  

放射性降下物による放射能水準は前年度に比べて減少がみられた。  

すなわち、雨水塵、精米、牛乳、狭山茶などの■Osrならび把′J708把ついては、  
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特に高い値は露められなかった。   

また、定時雨水、原乳中の■封工には中国核実験の影響が認められた。  

表1 昭和 51年度放射能調査  

種   類   採取地  採取計画   事業内容   備  考   

定時雨水   大宮市  降雨毎   仝β測定   減衰測定 ⑳・   

定量雨水   大宮市  〝 続日陰く   〝   〝   

雨水ちり   大宮市  期間内16回   〝   ヽ qOsrヽliTo臼   県単4回 ⑳   

河  荒川  減衰測定   

川  こ ≡≡1   〝  〝   〝   〝   

水  川口市   〝  〝   〝   〝   

利根川  〝  〝   〝   〝   

事  行田市   〝  〝   〝   〝   

業  幸手市   〝  〝   〝   〝   

芝川   〝  〝   〝   〝   

排  鴨 川  大宮市   〝  〝   〝   〝   

水  菖蒲川  戸田市   〝  〝   〝   〝   

大宮市  
井   

水    i江南村   〝  〝   〝   

上  水   浦和市  期間内 之固  全β測定、qOsr、／J708   〝   〝  〝   
㊨  

⑳   

県単1回 ⑳  茶  
入間市   1回   〝  〝   

大宮市  期間内 1回  全β潮定、叩sr、′JTo8   
⑳   

〝   
⑳  

精   米              本庄市   〝  〝  〝  

川島町   〝  〝   〝  〝   

牛  乳  
大宮市  期間内 2回  全β測定、†Osr、ノj†08   

江南村   〝   28回   ル工   

⑳  

⑳   

日 常食   大宮市  期間内 2回  全β測定、，Osr、／J70s   ⑳   

大   横   大宮市   〝  1回   〝  〝   ⑳   

ホーレン草   大宮市   
〝  〝   〝  〝   

⑳   

海 産魚   大宮市   
〝  〝   〝  〝   ⑳   

土   壌   大宮市  期間内 1回  全β測定、クOsr、′〃08  之試料 ⑳   
空間綜量   大宮市   〝   1之回  擦量測定   ⑳   

浮；／；■号じん   大宮市  必要把応じて  仝β測定   

註‥㊨は科学技術庁委託事業  
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（亀）東耕に釦ナる薇射棚査  

幸吉都立衝駐軒東町  

草野笹船本号唯硝庭次高塙正碑′ト稀額勉  

三打秀一   

1磨経   

書責郎軒叶う鴫聖ヒt亨定（糎ヒ悸十日へ絹針ユ早∋甲つ硝子耶締L  

kよう諒仰の梶葺絹良管すち．  

2盲確の槻専   

一り餌朗韓粁合戸枚対策浬促呵埠軒よ正確籍僚珂郎粕り触斬咋よ∝席取且  

尉官泰1巨禾す．千年存よソ、こ彗廊、Tペイノータドよう星向韓貴碍を（幸崎定石・  

よ淀ノ城島，叶2ヰ即水産♪P押下．  

表⊥  盲f植田前科の呼歌碑耶・よu●搾取回教  

試料石  碑取場呵   凍取回教 仝β双射罷職穆卿  

真綿邑芭人町 106  

所持区古人町   け  

為飾官金町  ユ  

島師匠金町  ユ  

南ポ・ちり  

肩7K・ちり  

上水（魚水）  

上水（蛇口水）  

土壌（0～す扁  

土壌（ト20緋）  

甘節食  

昭L（生産叱刷0事賠）  

牛乳（璃貴地）  

野菜（ほ舛ん早瀬地）  

野菜（大根′消糎）  

米（消費地）  

棚ほ直也）  

8  

0  

0  ∂  

0  0  

d  ■  

0  0  

0  0  

0  ∂  

0  0  

ロ  0  

0  0  

∂  0  

0  0   

為飾邑金町  

着飾区金町  

練ち区画町  

ノ＼文鳥  

新宿邑臥町  

根E天壌  

ー
ー
 
2
 
4
之
 
－
 
 

文京取大域   I  

新宿邑百人町   l  

三色島  1  

＊頑強郷間鞘硝刻理像、（蹄）甘抑シターJて且付レた，  

（幻剰貴方請 科学攻阿片締切射熊測定議」い？‘3年）によっ吾・  

（ヲ）判定藩   

命M音佃醸且 野計呑（棟）MO托しRSC－3Nl   

旨M計取菅   Alok孔 百M－L8－2印1   

シンナレーションサーベイメータ  At。kむTCS－12t  

3淋果  
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り雨水・ちり 碑河出の定時凍取に拍雨水・ちりの全β煎射罷の判定結和郎別  

に表21て示す．Fl年？胃ユら引こ行な巾仰中ロの牙l？図積雲韓の亨瑠が叩ヱ6日、  

ヱ冒已′＝〉胃2jの碑水中に諌められた．  

蓑2 雨水・ちりの全寧紋射籠  

茸日 割細敬 慧誓  徒．：黒血†i土 子均一荘  司  
くPCi／上） （p∝〟）（F㌫ノ々） （【Cこノん珂1）  

引．ヰ  ！l   144  

亨  暮2  213  

6   iヰ   144  

7  ？   ！08  

31  0  

年2  0   

写与  0   

36  0   

3雷  0  

？ユち  つ  

qq2  3？   

iiキ  ロ   

巨富C   

き こ0  ヨ卑   

24   ；3  

13．q  ;.711 

20．3  3．す弓  

r6．2  2．31  

j；．4  ロ．ちヰ   

7．3  ∴雷I  

i27  ニ弓．斗  

ま67  之冒．ロ   

47．！  亨．0さ  

63．ち  つ．？？  

7年．0  〇．？i  

乙司、う  さ．32  

うヨ．0  2．3今  

葛  

¢           l  

iO  

f！  

，2  

ぎ2．I  

5  

ユ
 
ユ
 
宴
 
 7
 
1
ノ
ー
 
（
⊥
 
メ
T
 
q
 

巨岩0   

2写弓   

！50  

31  

33  

2 t  

ニG  

t 64  ？I  ご  

合音十   三06  iヰq可  70．曾？  

（ニ）上水・上境・硝食拍び農畜産物甥嶋籍和衷3に元号．前年産とほご同じレぺ  
；レて・わフた．   

衷3 上水・土壌・錦食ゎ扶■農畜産甥の全戸放射能  

試料名   測定回教 単位  測定値（測定五月〕  

上水（原水）  

上水（蛇口水）  

土壌（0－与肌）  

土壌（ト20抑）  

ヨ韓食  

廿ヰーこ生麦地）   

牛乳（滞如）  

野菜（ほク叫ん草）  

野菜（大取）  

呆  

海綿（あし・）   

2   pCらル  

2  pα／セ  

I  MCこルMl  

I   刑C擁Ml  

l．6ぎ（亨旅）′ 3．椚（冒Hl）  

0．舛（す壇）′ヰ■25（瑚ユ）  

371（引／7）  

ヰ？曾（Fl／7）  

0．ヱ7（隼旬）  

ロ．ロ○（引ノ匂）  

0．00〔弓弘）  

0．26（Fちち）   

PC巧生  

PC拍生  

0．00（引／岳），  

0．00写（冒！布つ′  

0．77（Fl／l），  

0．00（冒lカ）′  

0．24（旨2／l）  

¢．34（冒1／之）  

0．26（引／b）  

こ、〇ヱく引′／d）  

ワ
ー
 
∫
 
∫
 
 
－
 
－
．
 
 

Pα万生  

pC巧生  

PCレ呑宣  

PC（丞生  
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ゆ車内躾主客月＝軋抑音邑静よ机＼丈島で動産持安和棉如測定特長五泉ヰ綿  

す．オl†回申口戒突破の影響と思われさ平均値よりやゝ高明度量率ポ■10日ノ＝円′  

12日ド碑ら小に．  

表ヰ サーベイメータlてよる空内線】拝  

測 定 壕叶  
測定年月  新帝己召人町   ′＼丈島  

F．q ハγれ   弓・8′軌  Fl．ヰ  

ぢ  

6  

7  

色  

？  

4．8  ぢ．6  

6．0  

う．2  

6．う  

6．t   

A
「
 
9
V
 
d
l
 
ヱ
 
 

4
4
．
4
．
亀
 
 

10  10．q   

ll  12．F  

ほ  ？方  

与之．1  さ．ぢ  

2  ？．4  

3  q．0  

官．5  

7．t  

7.3 

す．＄  

6．7  

75  

平 巧  ア？  6．0   

4廃語 Fl年？Rの弁Iq回申口妓女衰の影響と思われる異常佐相水・ちl沌よが・  

空向砂利尭値Iて試めら丸太．号の他の新和如ほJ・早年クレ小レであった．  
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（洪）神舟1県lこあサう薮細魚調査痴呆  

神奔＝傾衛生局恢町  

ノ人ム乞車高欧衛L旅人東男  

古屋理美チ   

／．拷壱  

前阜睾にひき鹿虔′′9％j醸り柳術弓寄れあよび煮物措ド上う項鹿波射阻レベ  

／レ細生芝野ぎタた。  

2．紳晩り牌  
（l〉卿象  

和k′怪火′煮塵℃ん′雪l融辛′薄氷，萄慮脚′異見草魚′上身槻に7、、   
て郎塀射鼠′槻合材乙仔訂）た．   

園 刊息オ急   

（イ）合β濱射能：「承射触斜度或－I帽．舟ぎ夜前方媚ド上フた．   

砂 セララム：「セ＿ララ4一ほ7」臍尊敬衝方錦に上フた．   
い〉 ストロシラク4：「ストロンチウムー％身椚受一l？旦」耕曽我術方演に上）た。   

㈲測足者   

げ）A山k敷JDC－1封聖qM色動剰え簑畳′ヌぱTDC－G電qM測毘象孟ノ  

帥酎丁勅止勉qM笛0軸電〈寓号l．占帆∂／。佃L）も侠印した．   

匝）A仏製LBC一言8雪之几オスフロー一口ードックカウンター乙便帝した．   

掴 一山山嶺TC5－1ヱl里′丈已＝之IC里心エランテレラヨンす一ペイメータ三  

伏窮した．  

3．列泉締風   

合β瑚棚泉互恵l′榊泉と毛2′オ周回寸感微東陽つ影響離商鼻と  
名3に示した．   

才l帽中包摂爽瞼に上り博水て最大偵」．ヌ00pq〝i叩h㌫／伊）．親軌几イ封川柳  

pc人ん雷′御卿細か粗相血刷頼咄維謝閥ん■でめり′属軋中付－Il王最  

大値獅弘〟モネした．者患ビん舟よび軸さつ勤ま神祭里見にか、て′l、jまで  

如彩管っ大電オフた才∫回寸副家具頓としつく・もりであフた．しれ．師㌣nJ叫知手  

小亡雷鳴であフた．々り他つもつは申年醐払いレハ＝しでわフた。  

一187‾   



麦l 仝β衣射級別足鮨泉  

呈 読 解 名 巨採取地．    諌常数  
南7k（0？時～0う嘲   軒肩棟内   tO∫   

邑 i  

脛ノに竜  

イ′   

1′  

ケ（漁水）  音山品  

牛 乳   積茨千徳且   
i之   

ヱ  

l  軒畠「斥「 
ク   ‖ 書 l  

ケ   

「  
！  

悸牒拓うれん卑 u   ！  
星人 承   u  

ク   
i  

巨落 j逢 じん  街ノ所属閃   
ケ  

g2  4・0～∫・2 

…空間線       ′′ ‖  i之   4．0′）三L4〃  

退   

≧  
7k． H    庫頒賃執一  l  」T D   

清風強頑均  ク   l  ノン  

針k臭  あ じ  ‖ ′J＼田原、守   l  〃   

0～；cれ  頒東予像み谷邑   l  ク  

壌  1  
5～20c¶ヽ′   〃   l  

1R8－   



表2．藷藻ヰウ叔領分祈締泉  

試料烏  襟取土色え  
t3q qOsY   ー○‘ 

⊂∫  R軋 

わ か め  ぎ＝≡ 
∫、ヰ   」TD  」TD   

てんぐさ  5、年  」Tロ   

オ、じ め  
山 

」TD  しTD  」TD   

あ 占 め  LTP  4．う   

わ か め  LTP  LTD  

lてんく－さl  LTDDD 
‖  

ヒ  

－ ほ   

かじり  トキ   tt5TD  

四んだわ5   LTD  LTD16   

単位 pC人庖どタ  

－189－   



表5 斉Iq回申回磯臭験の衣射能渦食結果  

南 7lく  ラ与遊じん  後放射能．兼トキ   牛乳中ほ－Ⅰ  

仰C人ルMi  FCi／が  個数  最大値FC人庵  PC人皿   

？R27日  0．4G  0  

2き8  

2（柑   47  30  10ら  46．000   

30日  25  24．000   

10月I日  l占   ll冨  I7．？00   l今  

28  2   4午  ‘4′000   20   

5日  巨3  l「   言．㌢00   l牙   

4白  10   ∫．500   

LTD  ワ   ∫．500   20   

6日  
l   q一っOO   t5   

ワ白  
l   ∫．ワ00   lヰ   

き巳  4  4－400  13  

『巳  0、3  lら   

10日  4  7．ら00  ？．0  

lI日  0  

12日  0  ∫．ヰ  

15日  
∋．∫  

148  3、斗  2、l   

l∫白  

16日  

17巳   
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（55）新潟 県 に お け る 放射能調査  

新潟 県 公害 研 究所  

殿 内 重政、石 橋幸三、鈴 木  斉  

井口捨三郎、菅 井 隆一、大 科達夫  

1 緒  言  

前回にひき続き新潟県における昭和51年度の科学技術庁委託により実施した放射能測定  

調査について報告する。  

2 狗査研究の概要   

（1） 調査対象  

調査対象項目は、定時採取雨水、浮遊じん、空間線量率（サーベイメータ、モニタリ  

ングポスト）、土壌、日常食、上水（蛇口水）、牛乳（生産地、消費地）、海水魚（消  

費地）、貝類（生産地）、海藻類（生産地）、淡水魚、淡水、海水、海底土であり、測  

定数は204である。   

（2）測定方法  

試料の前処理および測定は科学技術庁編「放射能測定法（1963）」に基いて行った。  

（3）測定機器  

G Mカウンター：Aloka PDC－801U型  

シンチレーショ ンサーベイ メ ータ：Aloka TCS－121C型  

モニタ1）ングポスト：Aloka MSR－R63－51型  

低バックグラウンドGMカウンター：Aloka LBC－22B型  

原子吸光分析装置：JarrellAsh AANl型   

（4） 調査結果  

各調査対象の測定結果は図1および表1、2、3に示した。  

イ 雨   水  

定時採取雨水の年間放射能降下量は第19回申国枝実験の影響のため101．53mCi／房  

であり、第18回中国核実験の影響が現われた前年度の値（96．57mCi／／撼）とはば同じ  

であった。これらの値は最近では高めの値である（図1、表1、2）。  

ロ 浮遊じん  

浮遊じんは夏期が高く冬期には低い傾向がみられた。また今年度よりハイポリウム  

エアサンプラーを使用する炉紙式採取法で採取したため前年度（平均0．18pCi／㌦）  

と比べてかなり扁い値になっている（表1）。  

核実験の影響調査は別個に採取し削定した（表3）。表3より9月29日に66．9pCi  

／／扉 と平常値の1nO倍以上の値を示し9月30日には急激に減少し、その後平常値にも  
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どった。  

ハ 空間線量  

サーベイメータによる空間線量率およびモニタリングポストは第19回中国核実験の  

彩響が現われた9月、10月を除いては前年度と比べて同程度であった（表4）。  

こ 上水、淡水、海水、海底土、土壌  

前年度と比較して同程度であった。  

ホ 農畜海産物  

はうれん草が前年度に比較してやや高めであった以外は前年度と同程度であった。  

3 結  語  

昭和51年9月26日に行われた帝19桓】中国核実験の影響が現われた9月下旬から10月中旬  

迄の雨水、浮遊じん、モニタリングポストに高い値を示し7Jj；、その他は年間を通じ前年  

1璧と比較し ）   

て特に著しい変化は認められ㌧かった   

彦 考 文 献  

＝〔豪内重政他：新潟県における第19回中国核実牒の影響 新潟堰公害研究所研究報告ノ佑2  

（昭和51年度、印刷中）  

∴ ミ露 イく 斉他：新潟県における放射能調査 第18回放射能調査研究成果論文抄録集  

pp－192（昭和50年度）  

－○一 定時採取雨水 mCi／最  
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図1 定時採取雨水の月別放射能降下暮  
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表1 放射能測定調査成績  （昭和51．4・－52．3）  

項  目   単罵り  試料数  5ト1】  M  。56∃  ”   7  8  9  10  円  い2   H 52・1F2   3！平均値   
降 水 量 （公害屋上   【 n t▼  

研）  90．10   51．89  152．10  97，48  439．20  Ⅵ 151．06  u 79．85  

〔計〕  定時採取雨水 （公害研屋上）   mci／扇  ‖ 140  1．51 M  0．81  0・67jo・40   1．11  76．71  9．17  4．3  2．25  1．78  0．52  2．22   ＝01う3   

1朋 ∃ 0．04   1．27   

浮遊じん 3カ月平均 （公害研屋上）   pCレガ  25    2．04 川     ＊ 2．16        】         空間線量率 （公害研屋上）   〟R／h  u ‖ 16  ！5・8  l 7・1弓 M  5．8  5．9  l 6．3  】6．0 19．1 7．2  1喜≡…ト7   6．3  6．2 ト  u 5，5 阿  5．9 H  6．5  上水、蛇口水 （新潟市） 円    ‖ pCi／g  2  口「02  
1．86   

1・吋  n   1 H  

】  】    H  】 † n   1    l L    1F             l海 水 （新潟港沖）   ／′ n  些   u 仰   1   1．76     巨 Ⅷ     u 弓  】   

空  。－5珊   

1  n u  

u   u  
ト 【    L u   

【 
7．66  

Ⅷ  ‖  
u  

o・18ト  

0，04   

農  い巨  －  u L  
O・08  0．14   田   】  j  2   F 【   ∃1＋1弧9    川 1  円    ‖ 1 M  n           11■」 いJ      l    u    344．8  u 1 ”    ‖                歴    pCi／g  u  n  皿 】  0，32   

－0・07  

l   
1  

‖   0．04  l  I I 

0．10  

n  
ウ  

n   0．10  

サザエ  
ロ  

」L芸芸）  ／′  

ワカメ  

（芸薫蔑）  ＿ 

ナ  l l  」       0．85  】 H  ＝ 戯  
『竃品岩）   】 i  

u 0．07…   ト 1  r    【 FO－13  
j（豪買常）   

‖ 0．33  

＊窄19榔隠実験形轄調査の浮遊じんについては定時接収とは別甘行っ仁  
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表2 雨水の全′放射能値  

降 雨 量  6時間較正値   降 下 量  
採取年月日  採 取 量             爪′   pCi／／1〟   mCi／／／偏   

51． 9．24   1，075   10．75   0．002   0．022   

9．29   290   2．90   26．2   76．1   

10． 5   45   0．45   0．522   0．235   

10． 6   1，025   12．05   0．026   0．317   

10． 9   52   0．52   0．154   0．080   

10．12   820   8．20   0．013   0．103   

10．14   128   1．28   0．607   0．777   

10．15  1，610  16．10   0．065・   1．053   

表3 地表浮遊じんの放射能龍  

採取年月 日   放射能値   
pCi／ガ   

51．  9． 28   0．61   

9． 29   66．9   

9． 30   2．4   

10． 1   2．6   

10．  2   3．1   

10． 4   3．6   

10． 21   0．71   

表4 モニタリングポスト測定成績  

年  月   日平均最大値  日平均最小値  月 平均 値  
（C王，S）   （CPS）   （CPS）   

51年 4月   21．6   19．4   20．3   

5月   20．4   19．4   19．9   

6月   21．0   19．4   20．0   

7月   20．7   19．6   20．1   

8月   21．5   19．9   20．5   

9月   33．8   19．7   21．3   

10月   26．9   20．8   22．2   

11月   23．8   20，6   21．6   

12月   26．5   20．0   21．4   

52年 1月   21．0   18．3   19．4   

2月   19．7   17，6   18．5   

3月   21．4   19．2   20．4   

年 ．闇  最大値 33．8  最小値 17．6  平均値 20．5   
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㈱）か條ヒよける武郎好紘  

か傾街生公宅杭見所  

印巨働聯   

1、蕗者   

粥細よ／キ凍ノ科学朋防塵免およt鳩車阜煮の京町棚嶺のぷ蜂主我甘すi．  
ん 鵬稀罪巾風音   

tり 線量対象翻  

言i播対象陽、定時砲火′貝原雨水′上水′通水′濁度上′思ぇ観′牛乳′端末．野   
菜′日常食′気象′を凍′土壌′椚′為義のふ樹並げ・こ、宮凰線如けモニタ   

リ／ゲポストlこよき空闇終卦こつ＝乙宙施し巨。   

p）泉使方見  

紳の前好感もよ凋便法lよ、斜呼吸術庁蕗「薮訂終刊息玖」あよ〆●「放射臆ユウ   

泉々呵為．によ，モ。   

Pノ 調ゑ椅泉  

イ 全′j訣軒束  

鹿夢は承l′2に示†よう′こはばヤヰ並サのレTルと・董，仁．   

ロ 空辟頗音  

鹿草lさ幽1にホしtび■′月別腹硝の／り一フは呼子と類似lて‖き．末長■′大雪  

の影響乙・I句の最低値は従来じなく像、、値守あフセ．   

／＼梯農相  

牛乳ヤー封工調如キム瞳慄直しt伍－′いす●れも頗隠微濱以‾ドトあフモ．   

ニ 干由畝契竣の影留  

調査潮間平に3感（射？～2J感）似真韓ひ・安危寸れ†三珠∴定時採取廃水あょれ・  

モニ9リアケ虻スト1こよi史弼の煉丸二鳥しい彩背は霹石弓れ甘かプモ。  

う、主とわ   

点叶泉にわナき虜虜郎聯旨渕養一と棄施レt伏∴l、す血の判定声果も平常値り範即旺   

あり、畝更駿■＝よき窄更な傾向摘わSれ甘か，t，  
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表J雨水の合β薇射貫乙  ／‘時間更正施）  

ぎ 年月判定回教  最高イ且 
れこi／K爪ユ   

引一斗  き   

ち  き0   ＝琴爪亘丁滴 下 星  
． 

57β  406．βぎ メサ．5   6 ！5  

J5之  g6・打 2．3  

芸きノ…  ¢．5  

○斗g ざ 354′メj  

子‥≒≠ ヰmヰ  
…5：・‥ ㍍り 上は畑  

し甘   

j  ′己ト“3  
仁こき50  250・0  

3」とt2毒   

ブヨ一ざま   
・・－■－＿ 

ま チ    夏 ∋！iユ妄   要プ′？7項 205・り   
嶺凍水場所：／急∴ミ市  
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哀2 各j至誠新の全β放射絶   
i吉武一 新卜 鬼   睦 洞傲  才呆見ミ 揚戸斤！’ィ立至最高伯．    一最†皇イ旦  平均′は   

上水（池畔唸杓   ′ 2   食 ∴乾 奇通止丘   ∫．2   2．ヰ   j．β   

チ可 lり ノK  ？  凋昨新居■背町   わ  トq   β．g   トJ   

う各」湾 内   も 朋咋郁恵東町   り  

占  j．占  

トキ  0．3   

¢．2   

ク．g   
ノK  婚 タト  ｝ l  仁∂   

巧・内  J   
㌣禦  

トヰ  ク．l   

ニ、各 慮  

0．7   
シキ タト  3  ¢．5  C・2   ∂．3   

上ら  

i  

3．≧   

ト？  嬢   
i  ト？   

羽咋印富来町  声i′藍多  2．¢  

ゐ   0．0  

C2  ク．l  

‘ノ 音 
¢・I  ∂一l  

・土   f叱JO～5叫  l  合 ∴モ ざ！・  ロ．2  

か甘がレら  0．7  

∴ト・2…♂・¢  0．1  

l類   0．l  

告  い   l  0．7   
β．」  

窟  〉hかの lれたわう  口 2   C．ら   0．β  β、3   

¢・I   β．¢   8．J  

占  ＝咋がん・烏 町  〇・き   ロ．C β・0   

え   2      ■  
0   

n 合でズ甲き  
β、8  

す1咋即．号腰部  。．ぎ喜。．′ M  β．5  

董 ヰ ‰博学   2  1三1咋卵押水町                    ＝      吏             亡二i弓  〇．0  0．l     2     ぐ■0  β．8  β．  】結 米   －  そ＼－◆ギ ヤ‡        β．β  牛久 草  フロ1バ、・一 イタリヤソ 享■ントコ→！  n l l  ・卜宣U音‾帝元頂▲覇 二蜘－一一幸 ‡    ′チ■ペ市≡  ／′      β・る β．7 0．1  甲† 莱  キャへ、ッ  ヱ    ご色ic・J   β．ヰ   大ノ欄 〃 ▲乞う直碧  l ロ 2 】        ク．ヱ   ¢．0   
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q I¢11】252．12 8 年日  51イ 5 る 7 8  

同l モニタリングニイス頼よる空間線量李の朋り挽移  
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（57）福耳恥叫る改新脚立  

藤棚衝岬更竹  
光刊異頭・草1岬店阜珂葡丸林窄本章  

Åナ鼓峰→ か本縦重商わ称え   

1．轟音   

紹那J早良lく葡ヰ蹄弼†恒ヾ狩甘っ汽触∫・㈱有泰弘の「覆射線  

詞塵」ビ敢射線鼠祖封碑、折ょる「照子ウ経牌り励転瑚を」である■ここ  

1てこれらの刺客を敢をする．  

Z．調査の晩冬  

…卿促珂後   

（・頑十姥乙）（奉乾）南村ちり．秀逸し－◆人∴軽水．牛乳・軽土．食臥要約綬背   

〔原子力鷹野岬軋）碑半。陛土．経上線物．軒物．郎僻割線．耕・鼻  
息土．鼻ゑ生物  

（ヱ）利え速   

針g卿終：「碑ず盈好守締教材錐判定戎（′ア‘5）」lてよる．   

感動サ：叶仇．5－c。．如c．． 聞【．持㌔g．阜／才主と（て与e（⊥り舶各“る．  

員買頼ば御し物．熟れ才腕倣（AMP及な・M≠クエ泉巨よる）．薄藻及び寵上   
殖財碑感物象坤ヒして判定l秩．ヌ㍉Hは胎声牛虎体シンナL－シヲン恋お愚者  

珂、．た．   

奮珊棒線音：糾～ネ、ソセンス那珂細い穴。  

5．判鼠締辛  

（ちトイ 食べ－クー蚊書棚訊■琶呵鱒守   

れ衷z・lく痛斗離甲如射玖稚・宮戸換野毛・郎ド七三タリンブガス   

トの月如ヒ智子す．か†伝岬国政襲藤瑚堵りけ・用ヱ富81こ定時南揖り最   

大侃∂・Zj一句〃㌔の放吋乾が舶手れた。その他K〃いてIJ泉社のしべノい：比べ大き   

甘靴は乳うれ甘いっ穴。£iターナン7▲ボス十では林野験ビ頚琶の彰ギ才針ナ声．   

巧いF 堅嘲痺を   

如膵T」Dによる照子刀糎剰更廓蚤の毅郎予寸‥春光善．如早期の   
舶．いすれも錮と比べ萄乾なあ紘られを〆、っ穴。  

（さ）－ハ 確上確褐，軒物の該碓呵  

長j．衷‘とl頒・チカ寵臣弔詞軋の浄土施物、降下物の瑚市郎示す．確上   

賭物の一ヨき∫tゴ咋早足ピ呵し■レ＼ノレて・ある．汽≠・古，co▼一引lは畝努疫匡よる尋のであ   

り・教習如乙の㌔れノ言これK郎サ発官竹の彰琴が押わったピ考えろれる・鉾coほ照  

一199－   



子か斧竜竹の姐串狗lこよるものである．   

′′冨ノーニ浄應上・海水．春慶塵物の放線叫   

海風上の畝液卵寮老友作示す．帝展郡毎での粥嫁は咋千珂確で痺わのイ項伺   

tg乳ちれなさ、っ穴．浄長物、諒水の身殖帝果ぎ泉き・泰？lて市す．教習姉、え努   
姥乙の東棟、ホン．デーワラか、う徴釘の㌦へ．‘♂c．ゥヾ枚財やれ穴うヾ．これ富合詭ヒして・   

その臆ウ、ら牟身破ばく線音芝碑乳寸ると・罰地乙ともククク〆れreれ小下の座りてかぃ、   

櫓ヒなり魂渡諺倉上の明確鵬いと如うれる。各頼っいてLJ・与㍉れ・招じ，．‘’c。－ま   

婚明々れす・け七ざ．さ佃ふ地乙ヒい引ま食感桝姶考躯Lへノレヒ象らか、うヾ・呈車   

妃び→いて灯ヲHKやや商い臆〆見られれ  

牛 鱒骨   

片草薮付昇り回申国歌貫卓如てよる影響針目未より見られた。又廠背光邑て壊乱  

新物匠‘Oc。拝Hれキの席チか教師K由泉寸る扱者を勧lれ○⊥・上・く砿貴であり．同色  

接玖への線せ早手は殆⊥ビ甘く、戎娩卑舟上の弼埠ほないと孝えられる。なお．草／ア  

頂吋国政宥恕の仰いくJる甲林政の千明租J、く線骨ば．葡千首の武人で均∠モリレムと  

推考さナし並年の玖葉狩のすでlま太さむ戊であっ声．   

長 上  企β放射能およひ・l窒周線色  

薇 頼  勝取J他息  執一考敷  単   位  平均像  扇市場  u  低値   

葡 斗  127   l：亡1／鼠  

雨  
氷  常時・席取  

2024   0  

12  mciノ／kllユ  8．3   54．6   0．3   
子羊遠Lじん  口和久丸   4   f亡i′旬さ   1．5   3．1   0．4   

〃   1   扁 享‖・  ′子a弓－  

上  線  0 ■一 三丈m                5 ′－2000   ケ   1   〃   J弓ウヨ1  

（百人命）   2   Ⅰギi／q生   0  

水  水温米   ′／   2   Ⅰギi／且   1．1   1．6   0．6   

2   

勝 山   

〆：i／q盤   0．1   0．15   0  

ぎ1才 ノ訝／倉  4   t亡i／q生  0．1   0．34   0   

官   え   娼 斗   1   延土／q量．   0  

2   匹1／g生   0  

ケ   1   ●    ● 一   0  

野   鼠  フ ナ   三  方   1   Ⅰ£i／q亀  3．2  
l三  氷  虔l札   ／   1   〆：1／え   0  

＿ベイノーター   12  U姉r   5．9   7．1   4．3  

！ i空間綬隻    彪】 ヰ             ニクリ｝フ■れ叶  ′ノ   1j良  ▼号患坪  15．9   18．0  11．9   

泉乙  軒下南平ちりの企β汲御飯夕可変叱  正1佃2  

冒   4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3  計  帝年   

定時稲  ★1  

雨 水  1．9  1．2  1．4  0．3  1．1  5．2   17．5  17．9  6．6  6．4  6．7  6．2  72．4  159．6   

入せ平鹿  1．4  3．9  1．1  0．3  1．9  9．0  ★1 54．6  20．0  7．2  3．8  4．1  1．0  106．9  100．1   
り頼官幹部智  
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★1 碑  

★2 凍  

寅年 TJDによる年間の空間碩筆録阜  mR／year  

池  乙  
加斗嘗刺惹一喧   古仁年度判定後   

辛 主ウ 確   120．3   116．0  
教習 守れJ・、           射、低（壌大使   91 ～ 153   90 ～146   

116．7   113．0  

庚 薮 5地層、  磁小窟㌘蔽イ君稀        106 ～ 123   97 ′－〉126   

乎．朽，ゆ   58．7   58．8  

も爽頼、琶、         一級小滝 （届大佐   51 ′・＼′ 77   51′一－ 72   

大飯 号舛′．書、  粟小長ご妄イ雷鳳   68．0   ★  67．4  
50 ′ヽノ  77   62 ′【－ノ 75   

★之地車で・一相場怖硯  

衷；  牲上肢物の砕、硬か町匹土／g生（）再検甘軌料教   
58   60   131   137  

四 之＿  硬 埼  蟄  54  ！鴫1   
Co   Co   Ⅰ   Cs   

0．01  0．02  0．01←0．02  

敦  （0）  （1）   （0）  （2）  （2）  

0．01′〉0．06  0．09・－ 0．14  0．02  0．37～2．6  0．02～0．07  

賀   （3）   （2）   （2）   （2）   （5）   

泉  
0．02  0．08  

（0）  （1）   （0）  （1）   （0）  

0．67′、・3．5  0．03′、′0．10  
薪   

（2）   （2）  （2）  （2）   （4）   

薪  
0．01  0．01  

（0）  （1）   （0）  （1）   （0）  

0．02   0．06～′0．11   0．46～1．1  0．02′－0．03  

衆   （1）   （2）  （0）  （2）   （3）   

木．  犬猿席   6   0．01   0．01′－0．06   0．11′－0．38  0．02   

（1）   （2）  （0）  （2）   （2）   

才一Lギ  7  0．01～0．02  0．11～0．12   0．37′・■ 2．0  0．02～0．03  
りムオシ∂額t  （2）   （2）  （0）  （2）   （2）   

泉占  降下物の玖漁舟吋川即雨孝ち〃  血ル2   

四  観取地員  誉   
54   58   60   131   137   

Hn   Co   0：〉   ェ   C8   

贅  潤■ ノ冬   
12   0．03   0．03′－ 0．1   0．02   0．05′、・2．1  0．02・・■0．07  

（1）   （2）   （1）   （4）   （8）   

0．88～1．9  0．04～0．09  

鼻  竹 薮  11   0．03   0．03′〉 0．1   （0）  （2）   （7）   

0．0小～0．12  0．39～0．83  

薪 東  陛泉蓼  12   （0）  （2）   （0）  （2）   （9）   

葡  局 留  12   0．02   0．04′〉 0．14   
（2）  （0）   （4）   0．63′－3．1  0．03へ一0．07   
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哀 7  嘉 風 土の 柊確令オ軒  pcl／g範士   

敗  
土．  54抽l  60co  137cs  

と二  官                 暫  贈】封iの絶倒  暫  姶良埴の盈軒  ；空′  碑せ隠絹岬   

乳 賀  敦 涌  0．18  

勒   0  0  

≠■   0  0  

田  0  0  

O 0  

衷   1   0．03   2  0．64～ 0．67   

希  0  2  0．12′・〉 0．18  

釆   0  1   0．04   

人魚  メ  一 一  －  1抄‘  2  0  0  0  

貴 8  海・屋＆的の碑舟餅午  pcl／g生   

54Mn  60co  137cs  

㌍ 正一  一席 額  賢 重k             ■瞥  夜お趨の乾呵  ■a≧  頼お隠の痘凰  懲＼  婚飢イ如乾寓   
間、軍、！呪   9   0  0  9  0．007～0．016  

食                 ・．  5   0  5   0．01   2  0．002－0．004  

噸  7   2  0．01・・－0．02  3  0．01′、0．02  5  0．05 ′、0．20  

至芸                    貝確                 ゥ  恵                  ホンダ11ヮラ   23   8  0．01【－0．07  15  0．01．－0．09  2  0．01．、．0．02   

尉、玖級   5   0  0  4  0．005′、0．017  

え  宵頼  4   0  0  0  

0  1   0．008  

泉   0  2  0．01′、0．10  1   0．02   

、邑 3   0  0  3  0．004′．0．016  

あ  0  0  0  

5   0  0  0  

薮   0  1   0．01   1   0．002   

2   0  0  0  バー 倣、  食 研発根                 ホ∴ンタ…ヮラ  4   0  0  1   0．004   

三屈  個一 軒芹雇   2   0  0  0  

を水の核硬朴サ  pci／見   

放 且 

養？  
137cs  3H  

＿   軋   

習  16   16  0．20  0．03  0．25   8   8   43   8   57   

6   6   80   50  148   いっいれも 碑應止すい                    美東  6   て点  0．20  0．04  0．23            高水  4   4  0．20  0．0）  0．23   4   4   29   5   35   

メ  2  2  ．0．22  0．01  0．23   2   2  32   10．  39   
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（軌長野県Kおける故軒弛緑色  

長野県触阜所見軒  

中…細評 轟局淋岩 大疇礼与   

1．蕎書   
手群拍廊和引阜7日さり科学腑の春如∫さ敏和離緬鮎鮎k。今臥   

頗中段阜3日寺ざの序幕の稀牢ドゥり～辞令す舌。  

2．執査の椰専   

Uノ 君雄新   

和拍ジ南＊・ちりぼ当竹におりぞ疎放レ、金甲諒軒能左窟煉レ障。   

土虎、〔捕喰、産米、鼻音産物、魚矧；疲2′）とぉり卓内故ケ軒ど珠取レた。   

如樺超せわ梯帥みり～磨向硝彊幸を卿東レk。  

e）調度蓑置   

aM計勤番置  アロカ TDC－10う   

ぅンヰレーションサーべ一メータ アロカ TCS－ほtC  

8J郵足掛   

南米、南村ちり、土虜、日輪、産材（上水、デ継）、農毒産物（牛乳、酌珠、大  
根、米ノ、魚類（あげ、わか～ざJ、摩胤鶴。  

虞J卦東方象   

紳の葡箸と却定l碑悍御坊碗「密約能刹東泉（J？63ノ」お挿同舟原綿官金長  

鳥「汝≠納巨軸痔耗針血書（脚引鼻音ん匿才フぞ行誓っ七。  

岱）鍋を紆栗   

岡ポみ古び南＊・ちりの舟果五泉1に示す。孝J相中画廊痍庸Kよう彰讐のたれ雨  

水去、叫南米・ちりの？Rの虐が綿に高くなった0   

土康、日序俊、凌水、鹿妻痛物、魚魚の虐争諒好個綾店長2のとおりど●ぁも。   
虐宙療量車は鳥∋のとおり、7、うへ臥S′平／hドア●●ぁっk。  

3、終結   

琳舶び南村ちりにみ‖ぞ、好和∫価？日26膵行甘小机匡茅J相中印嫁壊ド才  
き錦着甘影響が認めら小声武尭りア行甘わ爪た易わ直（一明l了冒〕と算2旭（‖射7  

日）中医務実あ影書房葡あら机甘がっ払10月の度醐綽辛がg、E〝Rル「と他のR  
ド比べ高か，世の臥前矩行甘わ血た多国固相廠東醸の愚考が残ってu陪セめと思   

ゎれも○  
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衷1南水あ押南米・もりの今ゃ放射能  

6顔・藤里正使  

車 馬  御足 固飲  細胞踵l 一γn†n       l南村甘）綿 R㈲新王  備 考     鼻息  最伯  平均  耶碑確     ？Ci／l  pCi／月  pC；ノゼ  れCi／k㌔  MCi／k山1   

5．t 7  q   O 14長ぃ3  0、6   
’ 

8  10  け6．0  22   O qト3  0・2董   

？  8  152．7  2＝00   0 26劇…787    25S、Oi抽I9腑㈱   

I’0  ！6  64、6篭243と30ltき？†6・2  u 2孔E‥7已20風〃   

ll】5 n   u lニ   5、2いぃ甑′′  
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表2 各線試料中の全学放射能  最3 額面頑娃㈹づ）   

醗料均   触息  放射爺碑息   

土壌ほぶ  長野車  ？6′nCiル㌔ 2j7 〃   

硝郎詫言≡  ′＝；‘－  0・22pci々蛸 0、ヱl′ノ   
巨9pCi／‘  

上水 虎口水ノ  引ヰ8R 冒紬I町  長野層  巨4 ク   

淡水  奴鰍  組成湖  l、7  ヶ   

牛乳竃 （稚如  51年8q 52毒l月  長野ヰ   0、3Ipc；々鮪  

0、3E ゥ   

野庭  野求集  女真柵  l、02  〃   大 破  イ左久車  0、73  ウ   
米《  清 米  鰯痛何  0、48  ～   

藩札訂  あし、（柵  皇帝ヰ  0、23  ウ   
・   二      0、77  ～   

■ 盲喩Kイ且  
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（勤番武具Lこおけろ殻才†鮎醜  

廓鴨翫新御  

兼松甲えノ車・†′r鞋ヰヱ 草紙啓  

針眩．患部皇   

1．痛言   

執絹ては・瑠加5占阜煉り碑草花納杏託の級射鮭詞如ユい、＿脇和ヰ7年以東  

再胤拍射柁御漣離御津離虹鱒していろが．‡欄iユ 捌ロ5Cヰ如行  
われたこれらの詔擾介概宗え薇骨すろ．  

ユ．言∫塩狩免り概要  
（り調査吋衆、   

イ し叶字統括予告朱鷺御車三吉纏、了   

：彗†k淫乱豊、．安直鰯・こアキ＼土  工フi、、畏盲星拘 蕗互生牽なL【   

－コ、〔常÷プ＿一条がy．攣脳綱勘  
定■1す虜豊 根三度．隆一ん 詩人 声㌻ネエ 原書艮軋鼠え旦行なL・・  

（ユ）さ黙良市法   

餌慨梱珊針＝照灘輯「如紋断絶剰え急」に弟・て机L、、測定に1i年  
J・H守∵イーh凰華しし‥入 ′確度討耕〔如壷分外ユ，前鬼戎をけ「たのち、毎（Lj）   

ヰ築斥廠よ蕗乙聞いて副えした．た仁し －cs…′に一「 いてけ▲化、鉢神祖媛後．仏ノ∴   

ヤフ、、ラニド梨〔か、、スrlフ膚一かウェアーでβ鬼測定を行し＼紅姜しL  
し5）測定離呆   

イ し和子孜術庁奉克紋琳播庫〕  

如い 抽の放射能つ欄舶と長2に～上・礪掛頼榊卵服し  
た、卵（つ故郎邑におしへて？巧か1】C巧に小け？増ユ盲目に一行成し′ニ矛＝   

か車l惑腋臭瞼の番号と緑木る値り紘した糾し、すt♯lも前ヰ損料ヾ′レであ  
7  

′ブ．  

1コ，〔衡萄虎ふか発奮御礼吐チ慶庵親査〕   

麿六   

屋∴こ凋：十，れこ 再麒駿の描｛ヾムら予tろ・オJブ早・細引戸れ？か干   

さ左手た阜季蹄′後に∴こ†ろモエ アレフ・、スキー テ」ユ′′〔経書卒っ蓬化と繊度たっいて   

の史j叙勲鼠〔指宿乙息Lた．ス 当埠ノ細慮ふわ髪帥組の椒御飯につ   

・ごそざり後に£いて ヰ釘扱失′簸り彪摩が長′如こわた′’）粗くニ」小一子憩細たた   

の、二れらウオ璧として如み姓つ．碇痩試射拍腹Lた（一∴‡ノ′1許泉を泉Sr二久  

一2り5－   



した．  

5．鹿藷   
Å上っとょリ今キÅり鰍についてけ．ぎJキう句＝dに干屈初演廃嘩叫   

たたれ￥り確り蘭査におし、て空欄痩おJ7い斬り働斜に￥つ影響がみられた．   

二γ玖外については．縫え欄虔鹿よに九薮して卑見り鎖如みら刈りがった．   

友1．容顔挿にぉける雨水わ 乱射終の月別瑚（奉卓り  

戎取月  試粍  －・一・  高値増ぇ  躯圭膚れ  納障唾1宛  錦應   

4  」0   0   35、之  ／牛‘、5   ノ、／午  

J  10   0   5ユ．6  ヱ占；、0   2．Jヱ  

15   0   27、0  う5乳0   まJ7  

7  ほ   0   巨獣0  ユI7、0   ／．26  

0   ；0．牛  177．0   ヰ．ヰ？  

田   
】ユ   し0  J88？、う  ヱ舌ヱ．0  l笥．ヰ0  車態禁盟   

岬  Jユ   D  ／斗4年、ち  l占6．；  2ヱ、30  

7   0  ヱ07、ち  」10．e   ヰ、j⊆  

Jユ  午   0   ヱ舌、ユ  ＝〉？、；   ノ．04  

J   3   ‘、7   ？7．7   34．5   0．午5  

ユ  午   5、午   35、午   ；ア0   0．竹  

j  JO   0  ／／7．？  3ヱぎ、0  Jも55  

鼻2．各確声附ヤの全β枚射鮭（泰弘）  

県＿旦 卜阜＿牒＿．．L．＿＿」  
‾‾’＋‾‾‾■■＋‾‾十w‾■■‾‾■’‾■■ 

q富  ＋．－・    戸C毎払㌢  
‾†‾一 ■‘  ‾’‾‖‘′‾轟－‾‾‾‾’‾‾‾叫‾ 

ほ  「   ’‾ 

訂官有「所有云  
エ フk ∴蛇口丸  

久1  
主ア％史∴（晩K）  

軋午 へJ、6ァ軌  

ゑ 二乳  0 ア％阜冬（晩K）  

旦 
Ⅶ▼＿．‖＿＿ 

泉   ‾    ‾‾‾  l  ■  

人ノ扱「楓  

！享 
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臭5 漢岡康子カ老折岡如腑（卓抜：外電j  
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（00）断線柑け難癖纏  

軸疎衛琢乾叶  

√†距痺多寄解嘗丸者卿弔 辞瑠紬印  

加呼一 ざ′肇草子 産仰定朝  

絢岬細棉轡阿細頼噂紳輔れ減れ…一触紬観で符〃）  
・絹如能細嵐棚吉報牽てさ巾  

l周香対象  

紬蹄醸仁斬｝冊細－： エァト・笹lもれ、甑軸多、タ風解巣 
鱒L、紬各線．考鱗璃啓牢肇雇れ！ダを与占守、であっβ．  

2．執巨万覆、   

毎車輌礪．∴㌧東山、野草控併揮儲iヵニ酎幣制乾鋸＝ノ【lL二しダニげ，て笥′ゎフ缶。  

ごさ郵牽終象  

」キノ鋤如－レンフ＝て√・外観顧卸町わ亘窄ふ∵頑屠場－3泉′つつ、tヒJ、で吾き¢環加叩  

巧盲主．ニム√Jげ噂射て舶J一明佃墾鶴離照拍儒酌痛閥㍗拍■シ伊野ヲ誓言でり  

符節し釣蛋′チ、ヱ′れれj㌢ニヨエJ′ノT沖；欄lこ意とオフて康広2功た。7ぢ加納雀韓呼  
′∴童・Zげ、汚β■酌刻い可確でろフL。  
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左裾知能利密簸たし昭和富lキ什8”昭知詩才ラ脅）  

椒地雨制酸虎7仰  

国歌  泉舘 せ    泉腹隠ぎ手呵隠   

働購間組）  ク・ナク“ヰん  

わ7p占7〟  仰′ル／   

碑下ジ●ん   舟苫局部後無情村ノ  2∫  ノユクク′‰    ル  ′ヱJ′％1〆   

嬉盛rん   危古屋利僚知仲村ノ  ／∫  占ふブタ巧ん‡    クク解！グク解   

上 水   ★一山れ細尾皐ヰぁり  j   ／タ〆バ    〟戊  AJ／‘7／シ  

鼻音席亭（寧喧日豪ノ   ヱ   ブ．ヱクエ7ノ    ク．9ゲ7／ク ヱ．／声／ウ   
河り／水   藍仔串ほ作‖り   ／   ♂．占戸7′  ク．Jβ‘研   

楚i・水   ′伊恕璃ノJ、該者押   ／   ク・クア♂′  ク．ク〝7／   

頚席 上   伊勢湾．ノ、廣盾沖   ／・∫′鴻  ′√／ク無才   

士魂クー㌻れ  濾≠新奇有移町   ／  ／㌻J一鰯  ／r‘一‘延   

みヱクク鵬・  潅庚新春河廊町   ／  勿ヱ膚ヤん  わヱ膚％▲  

野乗 ズ牒  漣≠新押鱒町   ／   〟ク．  

′瑚ん亨  凍貞節赤村樗町   〟ク．   

筆 軋   危 古屋申   ヱ   〟灰  

錠絹籍 乏す  超争新帝姦ケ町   ／   〟R  

tちコケ  知争新前如ク町   〟p、   

ヰサわ  お争新帝知夕町   〟．ク、   

を脚線書手  多古尾行   ／／Z  ／紆′％′    メ・ヲ′ち叫／ク・タ′〟‰   

計  j㌻占  
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（61）東如か：か）る放射能綿査  

東新南街史公を忘年私声ケ  

馴施男．江後息′迫戯言乙炎   

上顔富  

貴働・和：お＝て実施した娼如叫産科学級離卓絶棚棚査り蕗針こつl・て飯台す∋．  

乙幼女り観客  

い）戦利‥ え吟採取内払′れも1豹本・ちり．射し（偉姐．蛇、プ狐．湖水）′綾上′鼻息産物  

（珊」′茶′ 糸′ 如灸．▲乙うれん草）′・∃常食．魚鰍7ナ′サ′り′互如象に合β放射能額   

査と級郎串で賢明線そ皐鯛査1実施した．測定イ千教・i総数川ナでち，「：．  

（之）判定有シ去 ＝ 試料り扇た哩及び放射能測定・i．科学技術る編「放射能洲足滝（／ダム叫）   

▲こ準じて行，㌔  

く3）錦ゑ痴呆 ＝粥査り蕗東芝か／ノ 友一ユに示した   

ぺ．兵略凍取雨氷  

7月2占8・こ行われに第▲用ヤ屈強実験りたのに′笠8ユ7ら錬鉄如レベルム′眉レ  

く高く指り．そり後．ノり減上や璃、－イ垂が経線しー＝ことlま．拷如9でわ，た．しげ  

し．第ユC虐．第ユ周蔵実鰍こよ3景ろ磐l㌢絶りうれ桐、，rこ  

友一J菌射ちり腐の合う放射能 （い痔‘引史且伯ノ  

皐 月  刑足 飢敗  It■月叫 薄氷ま  長鳥イ卓   巌低伯  両町軒絹   

S．∫l．ヰ  ′′  ／占言刷   ′♪ヲpG′上   
え2≠C．イkJ  

訂〆イ丘   絹 
針㌦cJ／J   

J  ノー  よ○占   γ∫   j   ム．9 

ユ．？ 

P ロ  ／よ  ユリ∫  ／ク才   ◇・  ㌢よ  

上O 

田  ／コ  ／／j   ／∫隼   ／g  
ナチ 

上j 

】  

冒  ／j  ／∫0   7｝   
k曾  

1・7 

巴  皿  j／7  叫∫pD   
ユ∫．／  

γ・P 

／○  田  ／j∫   ユ2占   7∫  
′7ユ 

l  

ナ・｝」   
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田  ∫  3宰   仁う7   
／0  

ク．7   

／よ  ′■ J  ∫7   ユ㌢占   ユ¢   
ユj  

之コ   

S．‡ユ． ／  ≠  ユ∫   ∫／   
コ〇   ／．ク  

ク．∫   

コ  7  マq J／   ／jJ   コ3   

／．才  

／コ   

う  ／／  ／′／占   ／クコ   ユ牙   
ア∫  

∫ク   

泉南帆ちり：定時採解約氷  

水耳 用月棒下車り下較ゝd 月明伺水ちりり剰ぇ侶  

ロ栓＆，農畜産物阜  
鮮卑より綿査と舶りた蛇・つ軋．湖水．煮，大破．▲iうれん草‘こ′い）て・1／有ヰ虔  

り測定埴℃え麦・】総りうれ′jね’った．よrこ．後束より細査とレて、－3鹿町 牛紅  

土壌′ d常食につりても′阜斗い可レベルであっ．岩帝IJ終りうれr；d，r。．   

＼        望机頒そ   

本ヰり御足偵と淡如で潮見レ’てりた象断りヂニ9－（舶〃斗占・∫バ／A）と札  

奴しヱも太尾は「＝．阜明り経月変動・1も，掛こ虔軌l組りうれ打力、，「こ．  

／  

3．結綺   

∫J斗友lま′ ヤ画板呆験がい射ラわ小たが′第一9向り郎聾が雨水・ちハニノ仙人上級巾うれ  

た，し正し′ 芝り確り乙かこつ、・て11．鼻瑠ば紘りうれ′；オ，丁二．乙り化り射申こつりて  

す 実牒・ユ経りうれ㌃一打7r二  

友一一合β放射絶測見繕果  

転科  ㌢粗換  教祖教  学校  長鳥成  叡伯埴  冬用鳩  

＝東本 H  ス．  ／ユ．／   コ．J   7々   

∫、∫   ／ク．ロ  

l陀帆  す乙・コdく   乙 l  毒 アC／且  ／望与       ミ胡 軋  l  之√ノ   

牛与し  乙  Pし／上   0．｝   ∂．J   ウ．3   

乙  R   
J．♭   き．J   j．ナ  

u              本納 n  1仁 ノ亡ト             釆   【  rFCご互乞  ク．Z   

l   

H 7し軋  ロ   」rP   
川 n  
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はう丸し辛  l  ⊥TP   

d革食  略人  コ   PCJ／尋雀  ク．／   

7ナ   ク．／  
魚類  

サバ   
PL・／′各薯  

∂．》   

ク～J‘れ  ロ   J．P（／i7J  
絶エ  PLち享も  

√‾一ユ（し  l  し－Cこんカ  よク（／7り   

要所終章  ／ユ  rR亮   『．／   多．√   7㌢   

⊥丁仁〉  …崩’且とす言乙ミ如定植♂臭・りエさもつ  

－213－   



（蛇）太線荷仁掛γ3杖射館宅絶  

大根村立公豪衛王解党姉  

沖老頑戸 卵帽ろ 刃商務   

1．彿官   

丈磯村広おけ3確度打よび食易中ブロス・ヾ一夕杖射獅観を紡栗色ヤーじに／陀和封写  

す月か如石和投与旨月末での刺定値邑額与する。この錦喜ぼ斜塔削行方の寿乾…どす、、l）  

て行ったものであ急が二大政和紬の生揚で、行った名の寄合蔓れてl）3。この萌せ朝何千  

巧傾が3或の感受療を行った。すをわう′β拘引キq月ユ‘8に才／咽／∂β／∂β如0固  

（祀下線留廠）ノ ＝牒／78Kヤ引回の3画ごlあ急。  
2、額を祈免の廠尋  

（l）垂水・ちり：絶と約20れの各州痘上に卓絶したステンレス・スケーIレ製の水螢に  

水を薙リノ 承則として代用畔′南米および博一塵邑腐集した．席卑し邑試料お岩秦と揚に  

一考号仁し′  その1／10をどフて凍癖′範囲し剰え試料ピした。卿劾直はI8あたり仁平  

均し′ 押CJ／蜘チ・よ竹の削立で泉のレた．せの紡果邑凶1に示す。－08に鳥・、傾き示し  

夜音轟の影響が線わられ3。  

（2）南来：デ〆ジ、ソトブージlで考け乾南水をヰ8窟碕に凍動こノ 伯Om且′は電線た南  

水Kつ・〉て」100汀且星凍轟′範囲しこ制定した。操舵3日絶の測定値と屈2仁木す。才／？  

回頗嘗鎗の和琴が詭わら几3。  

（3）濾滋塵：池工釣／∫仰の患亡で：  

？ロが穀∈C一∫型平行頼色気幾度巷でI大  

気中頑鹿島邑捕庚レ 庵極だ付為したき多  

滋痩を水こ・・送り出し′食卓の／一0苦戎鰯  

，乾周して判定邑行った。園3に．3日確  

の判定埴呈示す。ヤl帽薇琶晩晴に′従  

えの趨琶療狩り利生値仁虻人、て′極あて  

為り萩射旋が凍出これたが：このこと仁  

っりてIJi窒の婚で痴㌦∋．   

廿）その他の解析；繹水．頚ポ／碕  

巷エ′ 工嵐食品者の紳Kつ‖ての叫  

如正巳表土仁示す．勢動か才鹿もこれて  

IJ号l）。  

（Jノ 新鋭線量季：ノ破密度として叔  

寺帝乃よぴ－∫2破√り羽腎野市′ 君寄贈  

図1．雨水■ち岬御す絶  
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pC招  

（l叩7）  

団3親睦鹿醐  団2帝庫中林射髄  

埼凌ヒして劉祁打で止＝一べ、－メータ已酢）て判定した宅郎緒李の紆東を泰2に示坑  

り折れか乎輝櫨ごあった。  

（6）毛ユタリン7■∴右●スト 兜上村コケ仰のポーJ′エに血工務出番をヒリっけ′ レート  

トデで連絡郎宅伺鰯捧の副凰を行った。紐銀紙エの舶I時好招灯続みとり′月寄  
に‡とわた鯖更ぇ泉3に示す。りすいれもゃ草通ごあった。  

（ク）中潮感官魚の制牢につりて‥ ヤ′閥甲感超尊顔暗に稽党町陀如才色庵ぬした。留  
年q鹿出これ色強推財能荘子の鑑軒能強度“5合布告示す．癖仁 者堆患エで酬  

サー人、一メー タをコ／クリート仁慈着こじて刻致した殺号磯（cpれノ毛′ 紀和に個慰告示  

した．サー人一 を行ワ托軽針訂10㌦であ，た．きた′奇千個の頚殺細伸子毛塚奴し．  

針†音丁髄液雀で利息し乳棒果′ サーべ一メータで1000亡ア仰の毛のが0・04〟CJを示した，   

また′ 々β2クβの乾かうユ旨8の和までだ痛集し托多感擾¢試削、らノ 占暗何値で館  

〆心血∫と、Iう針一東町詑g康弘レた．これ“婚媒材維洩身の混入が考えられたので：  

碩8ノ この額祈の務りを名相の柵と屑J■く100仰＆す●、っとフて利息した帯電廟材の村  

村のケが砲わて高り嬉邑示したンヒカ・らノやげり激軒能銀子の孝子のあヨンとが合ワた  

（象り。しかし′薗5K奉すギ、とく′呵瞳の謬温庫軸と′痺乾した務凋御子の賦  
老に鼻かこ■みられきLヒ∂、ら′高か、フたフ紬庵申瑚†能力けべて発狩軒鮭粒子によま毛のヒ  
lよl）乞雰tl。  

如才寂柁にフ・＝こり・′㈲磨と告3醐中匠細石ほ碑雨が祭かつ邑ので．10月件8  
－215▼‾   



貴1戸銚，刺瀬上′土壌一食邑♯の官吏射紀  

萌粁あ   嫁如肥  串碇   測定値   備 考   

上水ラ脅カく  j和郎疲掛け  ァCイ且  

蛇口 水  畑咋像軒呵  ケ  l．q 2．5   

ウ  13 沖  ロ   

下  水  押紆相憤鳩  ケ  ワ．6 乱ヴ 7．2   

l■   
郷れ瀬憫鳩  ◆  官．2 q．1ら．す  

薄 氷  六頭産（3稚秦）  ケ   L．01．勺＿L．1   

鴻庖キ   丈薇速く，祀卓）  挿畑野  
〃  0．8  l  

】  

l  0．6  

ケ   ウ  （3氾奏）   

′   l   」、0 1．ら 0．7  く即せ家）   

脅 乳  簡萄町   〆イ柑  

和扱軋  大胡市内  ●  1．1   

日常食  観”帰  0・7′0・7   

コ   メ   大祓車内  …0．含   

千々べ、ソ   ケ  ◆   1．7   

す、イコン  ／  ○  1．5  

ホーレ）草  ク  4．∫  

態耶町       アマネギ  しOl．2仁2 ′′   

す ／く、   描咋内  2、す 2．∫   

半釦沖為朝す能はヰOKのキ与邑食む値  

表2．サーペーメータによる牽向紛韓（ル軌）  

珊酌像    測温偽印  叫 安値   

一脈環確    應寺号瓜亀   ？．？．10．ワ   

ケ  弔環、野卑ズ獲  ら．2．る．7．ら．7   

象押伺建    丈え條周迫   7．2′ 6．す．6．？．ら．午   
○  

鼻留ヲL周辺   7．6′7．1．7．之′6．7   
ク  紆揉兆軋且18．ヰ．7．7．7．j′7．8   
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複ヰ．朋2g8q好球取の巧虚庫已   
Jl分けして判定ほ伍（朋78明和  

泉3モニタ〃グj帝卜判励直（CPS）  

鍔   二組値  最低縫  平均値   

3月  ユ0．∫  13．0  14．2   

？月  lワ．3  12．g  lヰ．2   

LO月  lワ．旨  13．1  Iヰ．5   

11月  一号．0  13．2  14．5   

12月  20．2  I2．S  沌．5   

1月  Iワ．3  13．5  14．4   

2月  17．5  t3．2  14．3   

3月  lq．3  】3．0  J4．年   

4月  17．0  13．1  l斗．4   

∫月  17．1  13．2  14．3   

ら昌  20．0  15．1  14．5   

7月  け．7  13．0  14．3   

8月  t8．5  13．1  Iヰ．之   

試料番号  搾錬  「注射寵   ‖）  （J／…   

噂  〆り   

？－2ぎ一9〆  I2   ぎ．6   

？一2ぎー9D－2  lぎ．  0．12   

〟   一3  14   0．13   

・  －ヰ  15   0．t3   

ヶ   ーざ  之0   0．15   

～   一6  月   0，15   

・   一ワ  20   0．16   
ら   

一号  2l   0．16   
一助に判をLた珊  

t   

lこ最高値弼戸島．ン／g＝軸埴）さ康  
弘した仁ヒどiっk．   

ザユ咽げ把下廠習癖だ’フた之わに学  

卑堰け慮虫亡れ青かった。   

如個成琶藤崎仁彰椅仁志り放帥能  

げ総出これ青かった。   

封礪豆か再庵＝如、らか鋼廠  
雪隠り劇好色悉5仁木す。  
j．結論   

この斬姐句中ノ 3直】の㌣威痺官命  

が雪子われた（＝可け配下植字喰）、）．．矛  

′ダ腐疫学療痺仁稚掠軒花嫁多言座れ  

掬水平じt′ わす・かに烏‖放射註巨庫  

改L之が′＃神威（他下夜学鎗）L′才  

L咽戎竜顔蹄仁げ舟K為り誓卑撞け頻  

出これ青かフたぐ  

2－∫‘－グ ′¢一β′ヰー′7一周－〟如く鼻I♂中  

断牒搬傭船崩御闘動箭飾  

（
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＿
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王
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㌃
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〃
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30 即 ／∂0 2β0 爵軸  
凰5琢痍と子細碗曲線  

（鯛2紬J∫暗室縄脚の岸契れ軋）  
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（当確蝉）毀誉慮璧蒜忘．遥   

ヰ這史思ヨ官へ こ芸子警′霊；ヨ旦警官軍てヰ璧芯岩忘烹‥巾↑  

サ冨重さ官昌？適中遥苛、せ儲小学‥宝
         
．）奮わ卜ゞ肇笹↑恕憧旬
ON
、旬ト、、句中‥一†
   



（蔚）兵庫血£ける顔射能綿査  

兵藤瘡翻「  
大蕗正虚．金田書写   

ユ．鶴   
紬にかき続き、恥／卯月よ用恥碑g月王での細駄棄施し差放射能細査   

の戯告妄報告す5。  

2．書湾廃線の概翠  
川掛泉南水．剥くちり．上水．鹿島産物碗物を間銀章専  
任い貞波力法掛前処理およひ測定は斜部ま術斤諭牧師巨細弦（J9跡二三蝕   

して行なっモ。  

（3）誠叡吉果鵬離潮間lこ封丁3南軒の放射能の月別祁解綾Jに、jた上7K．農   
壷屋常勤放射能創動如義之に斥Lた．轍机年9郎摘．△和銅／銅、合年  
／／月／7引こ、それそ飢第／隠呈ヱ岬庚下東根）．農相の中ほ鳩棄験郎御瑚   

たが・南水、号の化の刺屋弛に号の影響は知ら訳す＼王た全般与軋て輔汀ヾき   

熱闘淀値はな汐、った。  

哀／ 雨水中ハ放射能の月別稚鯛  

aク9β  ク／ク   

／女．／ヱ  aj7ダ jク。βJ女   ダ！ク・／∫9  
－   十－－・・・－・∵  

J；玖再タ  ク．ク∫～；久♂ふ2  

∫；aクJ卓  ♂．♂〃  玖ククク  

呈＿⊥旦空ヱ＿＿」旦⊥捏＿⊥旦空＿王室  

－ 」  

、
■
↓
．
．
．
－
一
二
 
 

○
ク
…
p
ク
 
 
 

ヰ 弓 ∂．♂ヱク  久♂J㌢ ヨク．クβ∂  
：   ．．＿＿＿＿   －・．＿＿  

飢柑♂ ≦ a針頼  久ク∫J  
ー・・・・一一一 十－▲－－－・■’－  

／Jク ぎ 久ク／∫  ／0 ！aク7タ  
■■ ■－ ■ ■■■■■■■■■■■■  

aβケ9  

aク／／  

ク．∂Jj  侃ク／ク  

戊クク7  

久♂∫J  

［ 戊277  

採取刺定塙析二女席凛今鮎省石狩覚叶  
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′友Z上7」く．濃も産物筈の枚射能  

エ叫軌 ふアタ   「   薄根．  担  ∫／年 9胃  ／ク増  ／／肖  ／ヱ河．  ∫ヱ年 ／月  ヱ胃．  j増  皐月   臼 l    ト          l J      向 小、ごん    H Pq華      A〟    u  柑  
－・－・」・・・・  

8常食   埠賃  H M  ∂．♂♂  

撮乳   β攣  Ⅰ ‖  

泉  碩氾 靖叱  攣  

あ し■■   βq密  

を聞錦号   ル   岳 ‖    ‖            l ‖ －      】久／‘                 u H  ク．∂ア M    ‖  ‖  ‖           戊ダ～」   u  H                             ％  ／j．ヱ  ／ヱ．ク  ／ヱ．～  ／ノ・βt／ノ・／   ／ヱJ  ⊥  ′ヱノ  ／ム／   
各試料の採取又心削定喝折：上7Jく（縫9K梓舶．昏閤綿音：兵庫  

県南空所冤軒7ご、し一二ん．牛乳（原乳．生産地）溝（生産把）：兵庫絹焉武  

張場．あL、：兵庫長銀鹿野錦町安気鮮魚胃鮎察沖暦汲  
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（似）元歌ム掛こみけ5枚他  

局敢ム舵与／硝市  

吉野 卑，蕗白兎表乙  

1．嶺吉   
永歌ム県にあワ5昭和ふ耳鼻＿（馳叫年月用ヒリ物見午、弓閂、引白えご）螺  

軸軌醜果にフ、、「顧巷す言ク  
ス、書瞳帝究魂埠  

り 蓋醸ク対象   

腕力ヰ如麹朝敵株／∫／律で詔フた〃奇緑卑より照下夕銅線斡ク裾阻も   

葦渡す吉た卵俊之布衣7た．  

（写虜サ敵粧乙庚鹿渡且  

御旗姉射硝勘」に後フ黄〃  軌蘇廻軋動転椋   

頒佃島として挿すM槻J頑丈郎口郎耳′∈汁御題贈位東芝勧1、－エフI？製  
吾郎しモ。綿軸錬韓瑚定煉舶戎札TcS－′封⊂蟄Lン打／づづ⊥サ   
ーベイメータ皇恥lて行存フモロ  

明細鮎乳   

づ粗¢さ由蹄店沖仁牽け言紙銅叶市丸卓り醇㈱細工屈した乙  

かJ沌言。こぢ湘南恒あサ鰻噂纏綿久ク卓困摺ほ以、隼5卿九謡，手た   
日間軟主りは放ク烏勃舛掛かノ，前キ如で、の裔甥乙博とんど崖が乾卯れた  
かフた。有線円′え佃戸野中幽吏顔締サ言身智怜特に鮎九有かフた。   

く海面与え阜）   ぐ帰与7阜）  
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上水，牛乳ノ凍′ア土、タ  

美称白菜，ロ草食呑紺  
土壌り榊帥責工lこ示し  

たこ糾7・′轟ヰ曙乙鰍  

した鶴沼守jれ方。   

サーヤイメーターに虜一  

項謂棟星章ク珂碑細  

乙に示したとみリ7、夢き。  

和郎纏圃場牽り平9  
庵昧乳Jクノ4明－／と充ぎが  

大坪方住柑一郎／心％  

lp射下参言。  

黄ユ、隆軸頼も喪中・碩射線  

席垂 泉   卑伍  測  測定イ且   

上欠配口永フ  Pむ戌  之   タ、占一占   

牛き」蛸扱ノ  甘地諷  え   久JO   

米（ノケ フ  ケ   J   0、0ワ   

アユ・しク ）  〃   ／   仇エス   

太頼〈 ク）  ク   7   qOぎ   

白菜（ク）  ク   ロ、′ん   

β韓（軒車射ノ  シ   え   0、¢9   

土壌（ごJr心  P％h  口   0、∫∫   

〃（∫～却叫）  グ   八ケg   

ケ ∫ 占 7 ぎ ー JP  JJJん I 乙  き 〔即   

（助夕仲フ  （抑）  
田えサー「、イメづ－】＝1よほ嘲嘩卵別顧  

貞窯約長官蘭鈍重ヰ仔ノ  

そゃ放射＝妄フて大手く足  

尾丁九享と畠′♭丸て＼1苫ク  

で、′県F暑だク1頚と考慮  

して脚如頭吏動感隠し  

方錐葦毛宙5た吊し辛♂て  

⊥与りラメ斉帝梱各よ  

ひ素鞭打頭薇ム車クJ鳩  

ク西嶺甥机た盾㍗牢  

フて′ 県下卓勧う見て低  

、♪地如詔り′事相良町  
は持場、、姥球乙、り観  

下、診クモβ存ぁこ嗅す頒リ   



更控えり盟蚤乙ク闇夜え席寸し左か放射ニ・ぎ言明ぢか尽ゑ翼畦終り′九存伊フた＿，ヌ、   

ト刹緒りか司につ、－1チム剛∂呵アニろ叫こフ＝1判定したがノあ名デ闇にほとん   

と、鼻l・もた刀、，寅、  

3 東森   

タキ軋ク紬奄短気て▲lT局キ置ヒrF赦して矢さ危刹官俺中書知性乳夕軋布かノた・在£一  

県下肴姉みけ王宮弼鰻孝相性lもりl絹製と凄もて胸寸した、＼。  
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（取締県にあけき放柵  

敵卿敵節克市  

営田冬芽，布江 碕，谷口草魚  

尾田与え，森田俊一   

1．鱒吉   

前臥こ乳線引抑虹引年度に突放した放射乾魂直の解互教師る．  
2．鱒査折ぁの赦魯  

（り 卿泉  

南水メェ水′男温じん′変l弼漫′野泉ノ年乳フ米′語根′召偉食あよす土玖  

し‡）穿旋法   

納の諷整あよ・摘竣弟緑′細管凍璃希簡「楓脚促葱（／プ／3ノ〉．ノ「薇   

射生ヨウ蜘碑（／ヂ／7／）」′「ランチし′チョンガウンプーJ＝ざる環境瑚寸線   

凋願い戸上うぅ」あよや・、「モ＿＝タルクl・ポストによる庭何食阜の創建（／ア／g   

）」昔だにぶっ匡。  

（う）紡査鶴見   

イ・鰍み言■が南・ちりのヤ璃紙  

面水中の頚扱の平常値一言gO pCi／ゼ以下で′2∂～如pG／♂か通序であっ  

七。中共にか丁る3動こわ万巻親風晩の鼻確の影響】了教ゎられなかフたれ／∂月   

Jヰ日ガく俸に射直順吊叫OpCi／ヱー＝月川）ダ熟められ！日中軒きで   

男働且か被い声。  
大里木選仁よる放射能の酎司簡7睾／言0．22～7．29′机G／‰ソ月で／例年同   

夜に動乱くÅ高‘傾向を斥し訟．なお′中井微寒教の紫新川月仁魚卑値云不し  
た。   

□．覆水ノ食丘あよひ土薮の合戸壱煉絶  
後水みよび應動やドl事故配給ま射育乙ん乙い姐のりれなが7た。  

土庚申の放射絶のK正也りの凪げ′ら～2∂乙勅線のものが∂へ5こ侃殊の乙～   

4停モネした。これらの如′鮮卑何期の胤北して上層7β舟こヤ々動如－あっ  
ち。   

ノ＼、ラ雪隠じんのÅp筑射能  

ち威武簸じん各て横取しノそか叔軒絶と刹足した。礫及日仁よりづ柚子髄党友に大   

き甘鼻がぁのられうこ乙－7月韓乙岡林で、あっ乍．き下′臭素く刃良い頒何分瀦あら  

れた。  

＝．後席分節  
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桝で、県内産ヰ乳守の′引エぁ・Jす仰c与乞／分割し巨∴ ～′丁′J／穿とんこ憾  

めら水厚かったがノ′ガcsJTいヴれの鰯耐仁・も研か7いぼある才能わう就た。   

爪．叡盲鳩漫  
土象柵兇で′胡l厚け－ベイメータド言寄矧如あこ仔っ仁がノ年伺わ醐   

′才ぎ・8′R／hrで’大き碩イヒけ鮎られ甘かった。  

モニタリンク’、ポストlこょる脚掟で－ーノノ臼の契イお、よび日子何の晒突如｝  

4～仲月ドナりト3月に大きオフた。  

3．ま乙の   

棚伯仲ヒ㊥共て屠－7酎？月コ云射ノ孝づク伺いク月J7日）♂よ碩  

21戯（！l射叩）の演舞験欄こ耶れ軋がノそ堆りの直希の影響店喪のりれ耳  

オったむののノ 四月や可分うl日サ恥動こ虜席か簸い茨。   

像粕よ彷倉あ中のÅ戸ま坤絶叫耳相伴乙んど触りれ有かつ声がノ亭乳牢巨∫言  

わすかて・・，丁あきがカ7csが喪勃られ戸。   

土軒咋店′昨年J可殊のタβ談軒紗簸め如軋た。   

モニタリンクポストに才∂産醐措か衷心才′鮮卑乙ぼ即吉備であった。  

友l雨水宗、細南・ちりの如碑絶  

2’笥   5  Fら  F 7  打9   い0  皿  lヱ  ↓十Trて  2  う   

僑  F8  ‖ ⊇9  5  

割安 風教  F‘        23g  

水              0．00 0、74   
二 

麻ちりによう阿毒ク   8．もぎ  0、7ヱ  0．35  0．2ヱ  ♂．砧  0．75  画  甜j  ラ濾  ユ2g  2．10  ユlヱ   

表2 ヲ晋凱、んの合戸教轍  

r了ケi 4  5  ら  7  ち  9  JO  皿  u ‘ユ  ＋†丁アl  2  ヲ   

刹 定 間 数  3  3  3  3  田  3  3  ユ  さ  3 r 3   3   

最低値  最高値 pG／㌦  か笹  0、SO  8．鍾  ト70  〃．39  山0  l．Zう  q94  alO l  0．之6  0・げ  0．亨ア   〃  0．之ど 0．け   ク．ヱ¢  0朋  ○、ヱ〃  0、2l  Aヰ      0．1‘  0．07  ク、I⊆   
阜巧値 ，   H β・ううLO47   8、ユ7  8．アユ  0、封  0、山  ○、7ヱ  ○、打  （＝7  0・迎†0．1ヱ   β．ヱさ   
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象う 召沐′食あ，土如瑚飽あざび⑬弼雉  

品   名   ＿：；lこIi  単 位  頗．高値   長／臥 像   

風 水．  lヱ  pq／ゼ至 言ヱ4土・早・うら   －る、7～土：＝ほ  
上水．               牙温九  tユ  ㌣砧土ヨ．ち7  一∋．紳士ヨ，之∫  

患  
虎′ロ九   2   ク  ユ‘ヰ土3、うヰ  －トl‘土き．ヱ7  

ー0．1土‘＝  

牛乳   
市 乳   ユ  

疲 晋L   ざ   
F鞭Ld・l土山  
タ  0．1土（＝  ＿aI土〃．1  

lテラれん阜   之   ケ  〃．5亡 ∂．Z   β，4士 ¢．乙  
努泉                入 放   

ユ   一机 上 ¢．l   ＿¢．之士 8、l  

光  嫡 凡  ヱ   〃   4之 土 ∂、○   β．Z士 ∂、○  

鶏根  さ l盲－■  え   〃   －41土 〃．ヱ   一久3土¢．る  

β  〝   ♂．一 土 0．l   －0．0土 8．ん  

土泉   
0～5 Clれ  ヱ  ≠む／榊√  l㌍   IOg  

5へ之∂C■t  え   ′／   4∫4   39ヱ   

玖  牛乳   
ノ，∫工   ，3  ド／〟  ；ヱ之 土7、‘   一之左官工ふ曾   

韓  ′聖s   13  〃  乱層 士 4．之   －ト「士‘．冒   

讐  患珂 線号   lヰ  〟R／hr  チ32   号．14   

胃伺■も  

胃申▼月  
別瞬膚慮  評均一乳  
梱1胤  

ヰ  5  6 ワ  8  9 10 11 恰 l 乏  さ  

即 モ＝タリング澤ストにiさ密和練tの碓秒  
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㈱）象徴県に抑丁5放射粗鋼査  

鳥廠県傭生シミ各新見留  

針藤廣一 ム本番揚そ布野延  

妥月号増 蕨オ孝一 高市鮫丈  

1嶺三   

島叔県に机＼てtコ平回酌殊式余起か＼思考町lこ原話づ発夜荷主建設レ、8冨永ゼ∂卑／／  

弓ユリ筑豊教皇解魂、璽メアキj河より営釆選麻に入7ている．   

この監視鰯とレて県は「島親風言ゎ規斬周辺炭痩萩弟絶音別え放射公．え敦畳レ  

当抑ユヤの訝査の一都、教材能都門亘理愛した。   

ヱた新字戊折方春先による放射能朗杏も宿っ7こ。   

ヤ′十妃射鼠色に原ヨ刀施設および縁取激写JこJる萩那鮭の顔凌への影響主知う7こめの  

訝を星行ったのぞ■これら乙堆思しぞ、ヤの徹季夏執着マる。  

2 瀬査のノ晩阜  

〈l）調査対象  

鳥親展金塊・矧こ原ヨガ放談周辺に皇、ざ、星置ヱ、勅＼，寺羞じん，降水．淋′農   

畜産物、碓頒卜落度生物・隆エ、．巻庖工考の萩射能瀬食ぇ行っ7こ。またT」P．うシ   

ナレーうヨンアーベイメータ草により空蘭線量の判定む行，た．  

（Z）試料の凍取あよひ■剰え急  

封ぜ次席済の指茄みよい剤尊衣桁斤碗「放射鮭創見法」（／ヲ∠j），「衣射化ヨウ   

素′匂、村法．（／ヲ去7）．「G色（」り羊草体凍れ覆え伺い仁磯風弁解老（泉）」（弧私印   

年度）′「放射能調査委艶訂直音．（噸克子／卑及）なとに孝じて拍フた・  

主β放朗華測定にぉいて（ユ雨水のみ伝Mオウンダー宝便潤し、ぞの他の舶、につい  

ミ）とよ砥ハソファ’ラウニト2凡かスフローかウニア一旦後席した。  

承高倉粁衷畳によう棟晰ば才ルチ・ンフ敷Ge（」i）倹路村メ♂ββんンネル毅高   

命利親畳邑使用し7こ。  

熱賛光輝畳抑こよう薇算線草判定は／三】rル傲Uローどββ〆G〝“（丁．））の泉   

言茎収用し、約7∂絶測定新聞ヒレぞ野7＝こ乾邑レ7こ。  

（∃）調査結乳およぃ庚思   

イ 空腐線量  

後車五泉f・Zに舌下．確革線量は年度尊了う摘叔県下ぞ‖【J約∠∂～／〟《ル卑、  

如相島（′泉条規立）ぞ・は∠β～刀叫′卑て・’あ，た。空間線量合紋⊥こハ、～lJはばヰ  
年並のレぺ用／～あフ／二．  

u せ′ヴ水村絶  
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凝車星ゑJ・享Jこ禾す．合軌こほぼ辛斗並のレヾルぐあ，た．   

八 乗愚か仰  

視尊皇展∫どこ二子了．裸出ゴれに親風‡カールアウトjこよらものて・7あ，／こ。  

3 寵藷   

え帝凍乳組・そニアリニフ、＼てスト原乳ヤの／Jiの判定・調合Z・鳥居／稚拙引締照  

．こ■よう影響宣言知らオt㍍＼77こ↑∴礁離悌協調守の農産軌花物孝三これ、マヤの影響   
か’みら射た．ヤの他の測定絹果しこあいマLユ革具な頒針路られユ争っ′r∴  

泉1空間裁量剃朝岩泉  

TJ D ノ机ケ与  サーベイメータ ル彪′  

最高値  泉施塩  辛巧値：私兵“   泉席′塩  農場′塩  手巧′塩  m卓、   

鳥鹿町  ∠ゲ   ∫∂   ∠／   Z   デ   ／∂   Z   

鹿島町   フ∂   ／≠  ／∂   ／∠   ∫   

森チエ市   ∂≠   ∫≠   ／♂   ネ   

公安－  

啓束市  

／メ  1／／  ／   

フ♂  ／  ／≠  ／  

沃周市  穴フ   ／  ／／   ／   

益成育  ガ   ／  ／J   ／   

泉Z モニアリニフ”ポストによ5里周蔵量率の月別推移 卓也：CF芦  

＼  ％  ロ  d  7  ∂  T▼■ ．ヲ  〟「  ／／  T¶‾ ／∠  ヲタ  2  J  卑闇   
最高値  Z♂∂  a∫  aヲ．∫  ガノ  ／よ∂  勿j  諮Z  き貧／   山 益ノ弓み／   竜劫2  毎．∂  ～よZ   
貴些旦  ／4∠  ／4．J  ／ヂ．7  ／ぜ．2  ／よ／  ／4．ム  ／ダ．占  庭竺  

レ・∂   

注 射梁詔軌こ伴い／／月オ＼ら剰ぇ池貝互紅j工頂ゐ兼佐乾町こ史史   

泉j 雨水・ちりの合β衣射乾  （占綺湖え五庵）  

一三‥ 一一一■＝ ニ’■ 一一∴－ノノニ三 ∴‾∴；．一ご■  
：三 筋乗移玖に′律＼＼／∂輌＼う泉久地ま、皇芯三エずゐ沃塩花町こ文た  
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泉阜 姐脚の仝β放射取  
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ゑ古 濃度試料の根鹿命析  ヤの1  

産 頻   単位横外衣旅夜烏    剰え値 隕 刺東五     備   

透   

／≠／ce    ♂．～  
隆  

lタざN♭ ■  

水－   

水、温ノに  F％  

洛 7L   時速  ∠   

農   
忽荘官．益田す  

里  

t  

F％生  御孝、尾久．榔l  
． 

ヨフJ～／彪1－  

7  ‖  

舛M竺   4 
i   L  

∃′“Ce  ♂♂4  

茶  
‰  ／   ′叩c声   lヱう板ノ草  

皇九希釈 

l～∂ ～7  l 【♂Z  璽 l  
【  

n  r ■酬  
ト   

； 

”  

′■∂ム   
〟′ce  ／∂∠沙～／倉77  －      川 】  

ノ駅東  
‰  2   ≡御孝・一久．  

だ“ 〟ク臥 万7c声   

】  

知～～／／％  

J汀・－占∫・∠  

頭c。Izき｛4ヲ  

■   
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ゑ古 顔建武粁の鹿種オ粁  ヤの2  
‾ 

訂有毒二㌻「高音盲毎扁扁  ′棉 ．弓  

．阜李軍且軍旦 
．＿  

丞獲塵払  

厚恩珂温容鱒l  

屠． ■頬  
‾「宣盲‾三「‾1  

ノd七声1 ア   ／Z ・－－－－一・一一－－・・－－一一「－一一－－・－－－－－・－－－－・－－■岬十‾‾‾■“‾－■‥－■  

凍武せ了・一  1／ ′  やゝ王‖  

牛耳．．・  
わかの  

す‘小 

。∫  7  

′J7cs  ／β ⊥TD～∠  
，∫ 

r  Jj  リJ－〟  
らの ％王／  生  風教周且落東  あ

 
 

】昭i  ，gN♭   ガ ／∂～郎  
－－一一一－‾ ‾■‾‾‾■1【 ‾‘－ ‾‾ ‾‾▼‾‾‾’一1▼‥一－－一一－‥－‾■  ‾‾‾‾‾■ニコ  

‾◆ 

1  ．こ．FナLさし… 食£1丁－  く た  

＿風塵見込孝塵」  ・ 
；一ヅ三 ＿ 軍こてて＿  

．二＿  

⊥⊥且旦‥＿賊軍＿＿＿＿／＿＿一度峯．質す二」  
＿ 鼻＿ニーj警些  

落庖 工恢如 くり凍卦托L＿＿二】」⊥  
≠′1のみ竹村  
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（67）岡d凍にみ丁雌  

岡山県議凄債翫ソアー  

ム不縁冬用本条エふ＝は好日旦芙美子   

＿．緒言   

8紬〃千慮（〃キ〃貝1滋子j月）の岡山濃（こおすろ戎勧謝㈱泉モ顧町  

摺．  

ユ．濁査焉凍の膿冬  

山．朝会仇対象   
南東・りノ経＊ノ屋島彪均′東嶺′土疲ノ望醗絹李号⊥′≠律ごあろ・  

哩．漣涯凍   

射均礪調脾嫡禰「兼射能浬煉譲．（ノア‘JJJ二よろ。   

ルJ刺足・婆嘩繚j斉博確耐域射維鋼且委託針威者（昭和車種）⊥J。占う．   
ラテン叫；箋弼兇ズ戌譲iてよろ．  

心室析麒風   

食′9兼射縫‥卿カランダー（客土電準ル仰一J）   

窒～即席萱草：シンナレイションサーベイメーター（ル。久丁び－／ユ／β）   

ウラン卿‥鯛脚凄輌搾舶沫羞運（朗新町aレ一府J   
′′凋泉‥ めクck・P、H．A（dA裳イ岬R刷一々クり  

1、和利見積泉   

南永纏β叔射錮頗果さ鳥／た′示す。太子戌はタ月ノ／用（建下）ノ〃月ヒヱ回  

にわたリサ庖の彪真顔が行紳小た町その影牟はほとんど辞めトト甘か，た。卯場  

末り′経木．属島産物′史類，土産キの釦底帥∈よせ訂劇場書き最ヱ′長引こ示  
す．11軒｛も7才一ルアウトJこ式ろ活発は終わシれ甘かった．   

ウラン藤久屑並舶久利水，土凌よ、よが萄壌久ウヲ／金音モ展〟庸す。盾軸と  
㊦冥準備は預り沖射、った．   

桑軋ヤ仇′J／上岬朗泉を尾∫Jこ点す。キ屋内ヒ∠朗伏した椚頼、l櫨ぐあった．  

さ．．鎗諸  
本如フォー′レアウト欄寸ろ恩威轟綽わ放射能l瑚般た列席卓偵、ルイノレこ碓詔  

レ′ 和こ貫年イ逼は春め㌢れ刷った。よたウラン戯搬脚乳の盛壕紳トヒつ－・く鶴岡席  

で／ク〉）に。  
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最／．毎払合β厳射線（れ吏／と√」  
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展乙．奇、魂盛凌試射久谷β二枚射能   

一試舟局  一光   耳果        す    ノ株東  〟〟  J■  ∠  ノ！慶iタ    ／∂l／′   ／．乙  、た）イ  」  J   
南水・ラリ（一塩）   ゼン7一内  j．ク  J・7  ／、ク  ∂・／  ク、J  】〃・7  ／．‘  ！／・♪  ク、J  ／、／  ♂・／  J．∂   

／   々．∂  ／、〃  ♂・′  ク．㌢  ∂t7  ∂．〆  ／、∠  J・／  Jワ  ク．√  J、J  ／ノ   

クゾ  J、㌢  ／え  ′17  凍通水（p∝β〕   l                          新一両．）   蘇鮒熊れ町  J．J    J、J                    水  如 ‖1（頼射  困れ薗三野  ク・フ  ／．ナ  J、〆  ／．イ  ／、占  j、ク  ／、√  ′．㌢ H  ♂l／  クノ  〃．ヱ  ク．∠   
乳（pC功）  岡山旬内  久／  ク．ク  

野   だ、、こん（担布）   ／′  ♂．J  

国  み  ．ク・ノ  

清 栄（杵射   磯節頚テ町  久／  

す埠食（p以、〃）   阿れすl＋1呵  ク、／  久ノ  

′t、’ラ（F山万）   芭ス屑千草町  ♂．之  

土   ク～ム叫（折々）  津山帝ふ咽  ／、J  

應  ／、ク  

ゑ3．まIq．穏官尊（ル拝ん）  
【r  

短音奇計iJ」  在来  オー  占  ．′  ＞  ．7  ／ク  ／／  ／．乙  血ノ  j  ー‾‾‾‾‘ ブき  岡山年後菜園  ′・ク  ．′・ヱ  ′、J  け√  ．′え  才．㌢ H  ／ク．∂  ．メ／  ／ク．ク  ／ク．∠ u  よ√  ′才   
歳〆．珂‖†水′上座みょが●野泉のウラン濾及  

取．  す  
「  

ゎ．J、力   試 料局   席躯揚叶    ．採  ＿ ＿牛  耳            く／√／グ  、〃．フ．／J  Jソ、プ．フ  〟ノ／ノ  、Jリノ、フ  
副  恕村中雄心  上肴食村埠】  ク．ク′夏ゲ  ク・クハ／  ♂・∂ヅ夏  ク．ク／ク∫  ク．∂グ⊥∂  ク．∂ク∠／  

ゥ 天王  ク．クク▲∠ H  ク．クク／J  ク．クク／／   

皿  

ミ7k 屈   H  

／  

ク．巧打．。クJク  

． ≒土 …疲  lズ岡上（叫声  上有食対失え   ／／′  ク・∂∂叫ク・”如   ー ／■  】 ノ／  ノ／   ′・ し ′′ J  ～ 、西珂   ・   ／／′レ／／／   ／／   ケ （′■J  ′′ 永和瀬   ■．ク■▲J  ‖ ク・ククブタ    ／ ．／ ／  ミ野 巨威  稟琴（鳩山 ′′しり  上奇食ノ吋スえ シナヰ句j  ／ ／ ／  ■、ク■⊥√！♂．♂クノ∂ ク．ククJナ1ク．∂祝え     ー／ ／′ 】  ノ／′／ノノ／／／／ノ′／  i木、  ウ し ′′J  り 永和頑   ク・♂OJクク・クク1／   
・ 

・・墨＿＿て＿・芸  
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（鴫）応鮎にあける薮射鮭調査  

広島緬生研、究所  
棚幸 ヰ電文班   

ノ、倫言   
8恥S伸展の科学技術庁委託による戟射能調査の概容を級告する。  

2．魂直の僻  
（l）錮査文⇒象   

高水ヰリ 浮遊塵上水土壌農畜産物 魚貝藻漁り全β孜鰯とと 鋼線蔓草   

の測定を押し－測定件阻ま合わ吐て2JS仲子あった。  

（2）測定ろ浩   

紳の孟経みよび頒慄ろ卦細字朗湧鵠「放射能測定ろ法（／デ∠∋）」に従った。  
測温慧は 日本綿製Dい／叫型かよか日本無線艶TCSシュヰし一ションづ－ベイ   

メーター全便用した。  
ま頚査絡泉  

（l）愈水 ∠＝の仝β鶉射能   

月別腹掛ま泉／のとか丹ある。引卑9日2摘lこ や薗が薇東食を突～射たとイまえら   
摂るが．本県†Id佃月J斗日に如くで占《∫、ク〆庚〔¢、4／ガ施扉）ど＼、う異常値皇測臥  
たが 子の後の最多暫ま1まと人と裳のう机かった。  

（2）淫透渡の仝β戟射能   

月別封描は桑Zらとかけある。／β月か引2月にかり7ヤ咽の崩潔摩の影響と：細水  
う異常舶若干労使さ新たが 子り後は平常衝こ回硬ほ。  
（3）環境試料干の全β敬射巌   

泉3に泉とたとあり手 前年度とはば磯相見で、ぁった。  

〃）雪胤線量   

表3に示したとかけ最高ほ3廊ん 最低∂、3．〃‘彿「年南平灼借／d繍糾けと  

前年度と硝の飴果であった。  
牛鬼藷   

今年度は 南水サリ 薄感度に一軸にや眉根安食硝響′が認のられて。（ガし  

生娘的にid はぼ例年釣りレベルで勿7に．一級軸にかナる殻射絶しベル卓最且叡  
卑何のさのど大屋点かった。  
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表l粛爪 牙t）の食β玖斬絶（息埼挽取）   

年  

頒∂・、サ  引   ヰ  S  田  2〒：8  ？；／J  ／ノ ／2   
測え薮   ／S  四  ／ク  9j7三／／？    トg   

最高侶・   7∂．0  J占．♂  2き．  j∂  即西中スグZ♂   

最低値 ●   ∂  ク  ∂、留   加〆（フ／飢プ ♂   

陳下里飢C・■J  ヱ‘  j、銘  】J．4Z  2．〃J∴∂  ふj粟／久妙ノもと⊥旦廷   ‖     皐灼頒pり′  丸佃  ／よ  ／＆‘／玖ク〟u／∂イ／／〟畑ガ．j／，〃          ；う：  
※／∂β皇除く平瀬一題ほノ7、き〆′ンセ   

羨2 浮遊度の全β孤剣能  

引  
■   

52  
斗  ら  占  H 7  8豪？  十／J  簡  ／2  ノ  2  

田  手相産  

洲え敬   
占  占  占  

a∫7   

J、J   ♂ノ′  ユノワ∂、∂ ∂、J    J・∂革¢、軸≠、7  l   

ほ ．′∂ノ」  クJノ  眩∂JヨJJ2  a。ノj  
泉3 陸水農畜属倒 ⊥虜等の全β教射能  

嘉：創ト ス   渓敵地  測定畝   愚息値   最低値 単玖   

克名市   2   0   ∂   

降水貰ロ 
J   〆一●／⊥  

，               見原市   β   ∂   ∂  

4   ∂   ∂   ∂ L Pα／ぎ控  

ゝ牛乳信組  足庚申             ふ名市   2   ク   

β   β  芸婁 
：   

野菜たし葦   〃 〃  ／   ∂   J   ク  〃   

米  ケ  ∂   ∂   ∂  〃   

◆  
／／5．0  

土壌†；二£‘  〃  ノ  2恥占  が㈱1 ●  

♂   ∂   ∂  PCリ夢四）   

♂   ∂   ∂ ！  ヤ   

○ ／   ∂      ∂  川 J＋ 、   

丘点帝   ク 】   ∂  ∂ 】   ●   

日．常 食  2   ク l ∂  。】〃  
空 痢 頗阜   ノ2   ノd＿4   ． a3クだノ山 
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（㊥）山口県における放射能調査  

山口県衛生研究所  

松 尾 博 美  

1．緒言  

昭和51年度に実施した、山口県における環境および食品等の放射能調査結果の概要を報告する。   

2．調査研究の概要  

2．1調査対象試料  

定時雨フ」く，月間雨水ちり，上水，海水，～毎底土，ジ毎水魚，牛字L，精米，野菜，日常食，土壌の各試料、並  

びに、空間線量およびモニタリングポストを、調査対象として実施した。  

2．2試群斗採取、試料の調製および測定  

試料の採取並びに調製および測定は、放射能測定法（19る3年）および昭和引年度放射能調査  

委託計画書に準じて行なった。   

2．3i則定結果  

各試非斗の測定繕果は、表1～3に示す。   

3．結語  

この調査期間内において、中国が第19［司（9月2d日）、第20［∃（地下，10月け巳）および第21回  

（11月け日）と3［司の核爆発実験を行なった。しかし、山口県では、これら3回の核実験による放  

射能汚染は、いずれの試芥斗にも認められなかった。  

単位：mCl／加1  表1定時雨水，月間雨水ちり   

定 時 雨 水  月 間 雨 水 ち り  

年  月  最高値  最低値  平均イ直  降下量  採水量（β）   

S．51． 4  5．64   0   2．38   0．71   107．5   

5  3．80   0   1．81   0．81   80．0   

6  6．63   0   1．17   0．42   81．5   

7  9．67   0   2．01   0．16   35．0   

8  16．24   0   3．88   0．04   48．0   

9  4．64   0   0．72   0．21   92．5   

10  2．14   0．06   0．76   0．38   32．0   

11  0．91   0．20   0．42   0．18   29．0   

12  0．93   0   0．25   0．24   31．5   

S．52． 1  0．30   0．17   0．24   0．04   2．5   

2  0．46   0．30   0．38   0．04   12．5   

3  1．47   0．13   0．74   0．10   106．5   
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表 2 上水，海水，海底土，土壌，ブ毎水魚，日常食，牛乳，精米，野菜  

試  非斗  名  採 取 地  採 取 月  測 定 値  単 位   

上水（じや□水）  3．89  

■112  4．55  

～毎 水  阿知須町  117  0．43  

i毎底土   II 11 

25．90   

土壌（0～5）  萩 市  l111  370．80  

川（5～20）  11 II 2355．00  

ブ毎水魚  山口湾   3．02   

日常食  山口市  3．96  

l112  3．86  

牛乳（市販）  11 9 1．27  ＝  

S．52．3  1．33  

精 米  S．51．11  0．28   

大  根  油谷町  2．97   

ホーレン羊  ll     It   4．57   

表3 モニタリングポストおよび空間線量  

年  月   モニタリングポスト（CpS）  空間線量  

上 イ直  下 値  平均イ直   〟糎   

S．51． 4   25   21   22   13．4   

5   24   20   22   13．6   

6  ．23   20   21   12．3   

7   23   20   21   12．5   

8   24   20   21   13．0   

9   24   21   22   12．6   

10   24   21   23   14．0   

11   24   21   23   12．7   

12   24   21   22   13．4   

S．52． 1   24   21   22   12．7   

2   24   21   22   12．2   

3   25   21   22   12．6   
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（乃）愛媛県における敬射音巨調査  

愛媛痩曾書研究坪  

庭虎博頑「余瑠幸作  

硝娠広志 徳山崇昂  

／紡官   

昭和∫／年度に牽凌虔公曹臍免許が行ぼ，モ摺虜放射能酔生の鹿事を報告すう．  

2 訴査研免の耗事  

（り 測定対ゑ  

空簡綬章、大泉鼻強．経7k伯東・河日永）．産土．海れ海底上倉作物墟物   

頚産生物  

は）頑波方亮  

射撃疲術方碍全ヾ一夕教射範剰魚射改訂）、Ge（Lり羊尊卿如‡器を臥、た   

磯覧命桁去、放弥性ストロンヰウム分析熟ガよび放射能判定姦墨筆勉春草絹トリ   

チウム分解惑て基ナく。  

（5）身姥絡果   

イ．空間線量  

モ＝タリンブステーションにおサう適穂別足では、月間平均値／．‘～2．0ノ瓜尺／  

A′〔宇宙線成分を含まず。）、シンチレーションサーベイメーターによる定点測   

定で細～牙、う〟々／尤′、モニタリングポイントに£ケラ績尊棟卦よ∫0～占2  

耽々／富ブあり前年度宴積ヒ厨レベルである。   

ロ、大義虜攻  

モニタリングステーションに右け眉鍾織制定て～、合アルファ放射能が玖う～∂．∂  

pCJ／刊3、全べ一ア碑籠ボ／‘〟2、ゴアC；／俄j共に月間平均碩70ぁる．  

ハイポリュームエアサンプラーによる定患頑踵で合ドー7敏尉転がq‘～′βpC   

；／勿∫ブあ5．   

ハ・境嶽料の全ベータ敏射亀  

晶久（大聖水嚢）は麦／、その他の試料は表2に示す．   

ユ．痍虎顔料の核鎧針析  

ゲンマ線ス〝クトロメトリー：麦5～泉‘に示すようlこ南船こぼ一打cβ、ケβe  

が含まれ彪更頗後lくぼ争痩の核墟〆簸めづ九た。；打可如ぽほとんと：根恵三九ぼ  

が㌧・た。経土、在庫土には全てに′けc♪ボ検出され海水∴海産朗玖農作物植  

物∫こぼ、〝c∫急務取Lたものが多か，た．  

押ぶ「の放射血尊命軒：隆土、考水菜に全国的堰レベ′レであった。  
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1・5・C・′こよるきH僚析：ほとんどの軸〆検放線牢以下であ7た。  

ま 轟藷   

昭和∫／年9月、／ク8、／ノ月に行なわ新た彪棄験、£よが孝直までの過去の戒失  

、験・ご蔓ると思わ机5、′jクc∫にれ衰亡勅るフォールアウトの影響が雷払っれた。  

女／由来（大聖水嚢）の食べ一夕敬射能  単位：仇C；元㌦  

沌．烹、  月  夕月  ∫片  ‘片  グ冨  す月  9月  ／∂月  ／／弓  ／2月  ／冒  2月  ∂月  平均   

脅威県公新市免許  のム  aタ  ∂，タ  ク2  ロ．2  0，J  2．9  ／．5  ／．／  ク．5  ∂．∫  ま5  ／．β   

伊方呵あ呵感公園  β．g  α∫  0．タ  0，5  0．2  ロ．占  ヰ．7  ／一2  ／ノ  ∂′∫  0ぜ  阜∫  ′2   

泉2 あ水も除く頑凌教科の全ベータ改訂絶  

試科名  痩頼  地点  訟  部イ正  ラ則定論具  単月ヒ   

経水  モ可】・いk  ／   ／2  〟β．～2．／   

海水  表層水  ／   J  ∂．‘′）／．ク   
pCシ4  

確 エ  弁1♯土－ ク～／∫ぐ■止  2  24  ケJ／－2ク．占   

Z  膏  
FCシ妄舞上   

ラ毎庭土  よ乎／〉／2．2   

前食部  ク．‘′〉／′P   
みオ、人′  ／／  四  

表皮  ／2～2．2  

農作物  田  訂食中  ／．占      友凰  2．ク  P％生  

山東泉  ロ   ／  菜・星  乙7  

末娘象  ロ   ／   ′′   3．／  

ほう酌ん草  巴   ／   〃   ダ．7   

総菜．  ／   タ  乳  2．7′〉ヨ．‘   

塩物  タ   PC互生  

占   
訂食帝  2t占～5、う   

魚輯  ロ  
耳食掛  ／・5～2．／  

海産生物  ≠  身  ／．0′〉5．率  

海藻挙兵  ／ 3  倉庫  J．／～／ま夢  
F％生  

つ に  ／   ／   ′／   ／．‘  

づま土  ロ  ／   〃   
♂・7   
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患う あ水（大型水食）の核鮒  

膀泉虻摘、  鶉故   
ニ  ■  ■  ’＝  

学徒  

番線県   β．うJ  〟ク  〟β  〟β  〟β  〟∂  〟♪  ∂  〟∂  ／〉p   

′・ 一  ／2  

付す軒   ∂．‘r  〟ク  〝β  ル∂  〟♪  〟∂  〝∂  ク．飢咋  〟β  〟∂   
で‰  

／2                          も町必公邸   ～∫5  ～ク．卵‘  ～鳳娼  ～♂．‘〃  ．）仇ヰタ  玖ヱ5  －4ルJ  β．8∫∂  ～¢．‘）  乱打   

表寸 軽水（珂”1水）、蒋丸健土、海産上の嫁壕分析  

ぇ   ；綺  鼠  
単性  蔚科名  点鼓  諭咄  剰                          匂e  ∫旬〃  ∫箪e  ∫と。  聖′  ク久也  ′惣〟  ′‰  ′  ′∫‰  ′でe  管e   

∂  〟β  

ラ打‖I  ／  ／ヱ  a2≠   ～ク．毎J   

〟♪  〟β  
、度   

痺九  ／  ㌻             ク．♂咋  ～d／ア  

か緒  〟♪  建．土  2  2子  
～う、ヱ7     へク．之5   

殉庭土  2  ぎ  a∂き∫  鶴上  
～久仲  

麦∫ 農作物．墟物の核種分析  
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衷占 海産生仰の嫁頑食材  

（謹）泉Z～最古■。つ、l乙如8試料の放射能〟王d〟Jこあ、いマル＜3ム〝のと亨は－ノ〟♪と表示する．  

泉7 わβrの分析  

錬科名  頼車  ナせ息奴  芳郎 足 ヲ結果＿   卓臆   

／   ∂∂ク   
線上  素朴土 ∂′～／∂¢サー  P％乾よ   

蒔7k  泉々水  ／   β．∂9／   Pシ之   

泉9 王Hの分析  

紙料曳  三 ノ‾三  地点、  試  沖Iえ結 果   早成、   

鼻水  え  ／ア  ∠丁∂ ～ゴク孝   
経九  

ヲ打いt水  ／  ／／  ∠TD～／㌢ク   
P％  

海水  ・一 男  ／   9   ∠丁工）   
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（71）高知県における放射能調査  

高知県衛生研究所  

上田雅彦 福井節子  

l．緒言   

昭和51年4月から昭和52年3月 まての期間に実施し た放射能調査の概要を幸艮告す  

る。   

2．調査の概要  

2．1調査対象   

雨水，陸水，土壌，農畜産物，海水魚など141件の全β放射能測定と，モニタリ ング   

ポスト，サーベイメータによる空間線量の測定を行った。  

2．2 う則定方う去   

試料の前処理及び測定は科学技術庁絹「放射能測定法（19d3）」に従って行った。  

3．調査結果  

本調査期間における雨水中の放射能の月別推移を表l，陸水，各種食品等の放射   

能測定値を表2，モニタリ ングポスト によ る空間緑黄月間推移を表3及びサーベ   

イメータによる空間線量測定値を表4に示した。本調査期間中昭和51年9月8日   

～13日までの問に台風17号に伴う集中豪雨があり，高知市で10分間最大雨丑27   

皿皿，1日最大雨量525mmなどの記録を樹立したほか，昭和51年9月2占日に中国核実   

験，次いで昭和51年＝〕月17日に中国地下核実験，更に昭和51年＝月17日に中国西  

部のロブノル核実   

験土易における水煉   

実験が報告された   

が，雨水，各種食品，   

モニタリ ン グポス   

ト，サーベイ メ ー   

タ によ る空間線量  

イ直には特に大きな  

変動は なかっ た。  

表l 雨水の全β放射能  
－■▼‾‾ 「 ‾‾  最高値   

pcl／1  

雫轟薩阜皇  
平士勺イ直  

月 け則定数  

・－－ 
4 18  

5  1d  

d j 】d   

7 】d  

8  】3  

9j lt   

日日扇∴自 1   

2≡   3  

3 12  

降水景  

pcl／1：pCl／1  mCl／kロ‾  皿m  

58．4 ≡ 8．4  23．2   

31．4 て  5．d  15．d   

45．0   0  19．I   

35．d O  12．t   

51．2   0  20．2  

42．8   0  I5．2   

184．7  9．3  88．t   

243．8  3l．3  9d．3  

5．80  2d3．8   

3．90  29d．4   

5．19 ．280．9  

3．59 249．9   

l．92  14d．8  

18・3d 霊1384・7  

10．10 r 23d．5  

247．3  

48．1  

t O．d  

35．9  

9．25   

1．80   

0．20   

0．d3  

d3．9  20．8 3d．】   

27．3 9．9：ld．9  
l  L  

5l．dl＝〕．1 25．2 1  

58．】 ＝〕．2 37．4                  】  d．08  194．9   
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表2 陸水および各種食品等の全β放射能  

定数  l 最高値   最低値  l  平均値  

l．7 pCl／1  0．3 pCl／1  1．O pCl／1  

0．I3pCl／g  O  pCl／g  0・dOpCl／g 

O 〝  O 〟  O ．  

O 〝  

O 〟  

〉  
O 〝  

0．23〟  
L  

3．8〟  

【  】－．8〝   

試料名  

上  水（蛇 口水）  

牛  乳（原  乳）  

〟  （市  乳）  

米  （精  う袷）  

ほ う れん革（葉  部）  

大  根（根  部）  

か つ  を（丸 ご と）  

土  壌（0～ 5cm）  

（5～200m）i  

表3 モニタリングポストによる空間線量  

表4 サーベイメ ータによる空間線量  
空間綿圭率 uR／br  

年月   

4d．1～4d．3   

4d．4～47．3   

47．4・－48．3   

48．4～49．3   

49．4一、一50．3   

50．4～5l．3   

5■l．4～52．3  

最低値   」   平均値   



（72）福凪具に出†る枚如能諷食  

福亀泉衛生甘音ヒン7  

も利 隆史   

1、納言   

昭和51年艮（8紬J1年4日いら紹机2年3日Jて－）、こ史施し丁こ放射能諷触ほの噸鼻   

毛報告下る．  

之．細査計露の概屠  

（い諦斬寸乳  

え11：元一対象の合β放射能兼促．－さ－1承徳介札空間線呈．加えて、本鵬々、ら   

牛軋漁，ヒ．計5試料こついての甲ゝ．ほ℃sの超絶相和節始しrこ。  

（Z）測定有玖   

軸の前知象およ佃艮乱椚技術組「放射鱒測定射l…）」・「牧村惟ス   

トロンナウム分析法（l叩ヰ）・「セ．ミ・ウム分村議（友盲丁鼠）」．「r級スペアトロノ  

‾タlこJる牛乳中改称性ヨウ素の追直見邑譲（lq74）山二組，て行な，「こ。  

5．詣査亀東   

川 由7k・ちりの仝β放射能  

帥l推称ユ・泉21こ、もーようlこ、例年と河水孝で、寸Iq．れ21中国叔突照（昭和   

引キqR68．固＝＝＝78．副‖Rけ8）の辛う響もIiとんど軋られな小，丁こ．  

（2）王脚ヤの金β放射能  

降水・尭7k、、三組エ．土塊．ふ絶食品lてついての剰え鮪東lユ、泉51：斤、しーこ．   

ヱれらも例キと同7kヰく、－ぁ，「こ．   

川 里閉経象測兄  

上シター屋上（兜え藷叩・3・¶）でのモニタリン7、、ポストにょる連総員咤、iたエ痩   

採取他車・（福岡市踊鳴いのサーベイメータ測定鮨泉は、各表4、ちlこ庁、していろ   
句ヾ、例キと比べ大泉lユ乳ちれない，ーこ。  

鴎）年軋ヤー引1息び一も、Ws′線種舶一  
過細尾び・Å中国撮安照崎の牛乳中畑工lま、いす、れも枚出取払下であイこ。ヱrこ．   

牛乳（生息地、卵卿．動L、蛇口水帯s．’●s，相性鮎えほ、象らに寺、1ょうに   

巳本分硝ヒン7一の例阜侃と大嵐l抱い，rこ。  

斗、総論   

木与反諦食中に3世の中馴ほ喩〈行なわれ「こ析、由7k・ちりその他の攻舶粁観び●  

卓繍絶卦二も、翫響胡られ寸痢阜と同一′k三章であ，rこ．  

－245‾   



泉⊥昭和51年嵐放射能韻融徒者  

試 料 名   臥 取 他   
51与ぇ 件   数＿  

測丸竹  追出分  盲†   

野鼠 
ほうれん阜   l  l  

Z  

入  札   l  l  Z   

キ紅 
熟思郡も官町   ヰ（之）  ヰ   10  

入野戒市え字牛預   Z＝）  之   5   

棉丸  漁港邦人学府町盲砿22l   
l  l  2  

l  l  Z   

海九▲争、  、軸   海風市官の 浦   l   l   之   

8  常  食   ふ8市、免官野市、福間市   乙   Z   午   

上九 
れ  福凧市面色矢車曲判ら丁   Z（ 

。，k  之（り  之   

土塊 
海風市政且痛山   

l  l  2  

之  l  l  之   

洛 九   九九川中門司即「可港内   l   l   2   

落 風 土   
り   

l   t   Z   

魚水‥ ちり．後屈各  免官那太宰府町（セン㌢風上）  lヱl  l之l   

日間雨九、大型適法   l之   ほ   卦   

強暴分析珊盆  

尽軋中の 即1   飴色粛 盲背町   ら  同   

モニタソングポスト  
免官卵太宰府町化ン㌢息上）  冬 日  各R   

による星間紙剰え  

サーベイメーター．tこJる  
福画布由良陥山   ほ  

空間隠士剰え  
l乙  

言†   t77   うう   ヱ10   

（）内のど主夫料と当もンダーで一命柵．  
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泉Z 点火中の枚純R別格神（6晴間乱立仕）  

最前隠  最低侃  平均ノ値  日間呼下壬  博凡モ  

阜 R  剰え阻臥              p砲  pCん  pC血  ¶Ciん1  lれ¶   

S5l．4   ＝   0．0ら   0、00   0、OZ   7、28   172．8   

12   0．07   0、Ol   0、0之   之．亀午   170．8   

ら 
「 

Iヰ ≒0．07    n  0、00   0、0之  4．6∋   2亀2、富   

7  t1   0．06  0．00   0．OZ   2、宅S   225．l   

8 13 0．04  0．00  0．OZ号3．宅7  

9 12 0、0年  0、00  0．02 4．53  22l．q  

10 7 0．22  0．00   0、07 E、亀ヰ  一言O、7   

0．38 －  0、0之   0、Iq   E．笥0  76．2   

lZ   0、26   0、Ol   0．10   仁qO  〕q．5   

S5之．l   7   0．13   0、Ol   0．07   2、0冒  32．6   

之   ら   0．之∋   0、02   0、Oq 3」H  573   

ゴ   lZ   0．2ア   0．Ol   0．07 13i、宅   

言†  lZl   0．38   1‡、2l           0．00  。、。61甘苦S   は22．l   
泉3 撮塊武料中の放射能  

測  乳  イ息   単他   

塾」」む＿ 尾  剰ぇ風紋          l上火璃九   
3．1土2．＄  ヱ、0土ヱヰ   pcノヱ  

j．5土2．＋  0、8土2．官   

l   0．8 土2．宅  

ヰ．ど土3、6  

0ヰ7  

： 仁5  PC読取払   

蛇口7L   
土壌≡ミ   

l   卜16   

ほ う れん鼻   Z  －0．0±0．l   －0、5王0．之   盛夏』一＿  

曇   
I   －0．0土0、0  

‥乳 
l   0．1土0．2  －0、2土0．l   

2   0．0土0．0  0、0土0．0   
精米 

Z   0、l土0・0  0．1王0．0  
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細  喰1   Z   －3．き土○、之   一3．3王0．2   pc⊥ム   

日 常 息   之   0．1土0．l   －0．1土0、2  

ヰ   0．0土0．l  －0、Z±0、8   
礼 

Z   0．0土0．l   －0．1土0、l   

麦ヰ モニタリンデポストlこよる生間組も則息（CPS）  

阜   a 最 も 促   最 低 楓   平 均 イ且   

SEl．ヰ  2さ．O  tら．0   17．3   

‡  
5  之3・O   l、6・0   ■  

G  2E、O  lら．0   17、ヰ   
7  萱7．l  

一  

色！ 20、7 ，  16．0  暮7、之  

q   23. 6 i 一6、0   17、l   

を7、J  

17、ヰl  

． ‖ 】7、t萱  
SS2、1  lら、ら    u   

16. 7 /// 
【  23、0 ヨ  IS．う  17∴⊥」   

泉5 サーベイメーターによる空間級も剰ぇ（細地車〃机rl  

え6 上7k．牛丸中一Osr．一打c占（pC山）  

二壷二二こr  ？Os－   －ゴーこふ   

0、Oqq±0、00年   0、013土0、030   

0」28工0．005   0．007王0、Olヨ   

1、ヰ 土0・け  l、ど  土0．jど   

仁8 ±0．1q  l・之．寺0・18   

拭   

漁 ′L，  
上  7し  

蛇口7に  
廿
 
 
牛
 
 

0．q  土 0．13  
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（乃）佐須泉ドガける脚牲  

佐官畏公哲ヰ．チアー  

β棚′r洛中奥尻  

す楯／す為泉希  

／照各  

感和よ／鱗ド礎肇凍が賞抵レ良材尊様相斤の枚押オ炊呑乾恥よ〆え叫電力（跡  

）を堵ネ才か茫膚町凧盟の鰍司鰍舶ム貌客層ろ。  

ミの衝瑚間す、サ薗喀旭洋爽快乙針ウ3向の㈱掛と碍7良．ま斥、哀諦希書  

村発港町tJ∫／争′／甘かう∫∠争／巧雪ぐ芽／向田の㈱量受lデ拝たウタJ日賦  

経塚も仲エレ声。  

Z 額杏の解  

（l）狭打佗剰えを牝珂室  

蘭を内各¢∫ク早便8ほぼ両液ぐ、御車珂辺乙輿勘＝各軸斬及〝暦本、 ラリ、  

エ嵐エ′K、野ネ、泉孝の合β柳さ年毎乎のダウ煮／j／五割東レ声．傘勲乾す碑  
は壁嘩紳孝2徐ミ／き7搾でカ，た．  

（Z）席招魂町髄頭鮒牌  
∫／争霞l亡ば螢嘩絶孝（サーベイメー7）／7私巳年ヱ軋螢柳孝の脚岐  

（乞亡㌧ 7り■ノブポストノ5碓思、空欄常緑章（もー7リングポ1ント）／9延滞、年≠  

風、乞チ‖ンブ〃－ト上ろ壁嘲才、7いぇ卜者の漢煉㌢私苦卑／ヱ臥梯粁（  

守ネ、海産エ、経⊥、泉あ尾灯卑見壇珂考）の戌や獅及㌦薇確仰∫∂翻l⊂  

づ、＼くそれぞれカー底と府ウた。ぢれもつノアリン／せ久トニワ、、くば、∫／年チ矩う  

弟刈亀侶梓）が究漫レく、、脅痍炊各録）も金りてテレ汁ア化レ、考dンアーそ到疋デー  

こう）剰え或Åげ剰え各  

（牛）刺定番乳  

頭しそ締承乞市布 
．  
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東ぐは、伏皆〃  

フノ7一の雀膿像  

が草間電或レ〈  

／すず罰壊そ咋  

争レ両得及ごろ  

ろの′く珂レ、席  

浴覇臥1敦盈レ  

そ、、ちものl尋、  

昨年の那珂佃きり／ク黎和良  

、、植毛不レ、象朴フ体く眉朝ド  

布く椚傾何がオら仇た。   

サ′ベイメノアlフJち照鯛  

迎の剣動産はJノ～矛・7燐ぐろ  

川埠両町べ′レで考う。電わ  

、宣ぎ也シアーJうか門宮司の  

測定l＝／年度ゼラ碑給レ仁。  

（ロ）拳固硬算線量   

′席終呵盟ノア池貝の年期種馬  

錦孝の創見値乾軋＝¢～77  

旬月、子守ノ僅lさ＝・J所々と昨年▲く  

比べZク、ア州尺低くq，て、、ろ。  

ぢガ・うわ、弓希薄錦号∩思租漂、  

キ巧住も各期草‘ミ比蝶巧者乙、  

≠～占司／｛、ヱ冤、7～98／J  

、ヱ・象、／ク～／ヱ司ノ7、～％  

、／～5呵ノ7、ク冤とな．り雀～  

C
 
 
申
 
 
出
 
 
紺
 
 

色
前
書
r
管
－
 
 

年 月  
回1壁間稗畔・印紳勅紳購常軒桝弼   

次官tイー  

こてトニ、こ・て・ノ‘＝ざ〆ふ1  
聾
斉
・
 
 

7
 
 

jシl∫るワ8？－∂l＝i勤2jづ  

画2各露呈亨の叩j岬け呵）   

占弓′蓼イ重く／ク～ノ之月Jニ恕くぐ乙いち〆．モ小ぼ咋早いさ逆の秒電と示レた。  

い）釦L♂）患・β乾靭帯   

象ラ・巨石甥♭ガリご勿る。   

窄年lうじじべ淋阜一J≠／∠朋、卑下一隻∫まタ、デ笠l争くなフて‥る。爾来す御足  

の巧昭子朝丘で弁舌♭、4母ゲラヲづチでけ昨年の年号煉り偲く豆，てJ、ろガ、／♂  
月ネ解くなって、、ろdこ丸ば、ヰl抽入争感で薇実験吻ブタ〈払、′瘍のヱ郎た  
れ諸ク膚乞受けたんの〔うえラれる。  

■り卿の御絡   

み十、を∫、泉占拝命炎澗俸及げを吉堀俸三っ肇幌繹泉1ネす。  
－250－   



射敢祈街、薇嬉命粁レレ平年レ句碑のレベlレでわゥ匡．存ガ、躇席牲呵レレく  

務級レた喫（ムラヤマインコ）・ニさβムが碑文ゴ小たれ碑罫線キブリざ、クの他声戌ご  

わ，rこ－  

3、箆藷   

√／年尽の狗忽ご・I各、雨水の谷j  

牧村隠の一軒lニ藤久㌍の勲智乞彪Ir   

在と禿えラれ呑4促硯㌦舞うれJ⊥が  

、墓碑姥・護御物の抑乾レむ  
咋キーL壬レイ・ノヰ、、レ・さ・わす、がド  

他∨ヾl′でわフ仁。  

「盈阜一卑些  

右粥川減収沌－＝喀明星正使  

ゑタ 破壊或オの荻打解し照瑚條）  
「  

試料．を細  

〟凸 ク・誓そ  

‥－‾ニー 

l・ ′I  

十票：、漂  
4βサ7 －＿t■・  

ヰ‥・♯k■補正lニり計専土子の仏こぢ■た印  

刷ト・・勧J小訂－  
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（閏）顔掛潮丁る亮魂禍時  

凄脚輩に新物  
山口盛観患聯三刀廊砺二   

1．■清書   
混和ざ厚東に鞄し鳩胸醸につⅥて教書すろ．  

之．繊縁戚  
（l）壱帖事象   

継′麗魂′歓′土考尭覿鞄嵩高観麺棒鍔ノ77咋。  
覇 

真針熔融榔鰯髄紬軌二し細   

帯湖線摘柏蠍細根絶TD⊂一出勤庸脾幡鶴TCS－1ユi   
型シンチL－ションサーベイメーターを億同し吾。  

9）到瀞碍  

1．司泳の同軸妹振舞如えIl：示して。釦云鶏緬御坪内値は、孔4仁政′   
草聯下呈鶴う．繍煉zいあ，釆．   

n．鶴綾  

観掲出諦撫象車も患ヱに示IR．郎軸の乎甥植はI．叫ルー爛   
寄食（l．10）に甚削れlゴヤヤ秒lている。  

御洞中、こ平酌廠触三軋陥軒l郎摘日（帥粥′牝土）ノ嘲吋   
年明け日（御朗′地下）′称封牟り即叩〔わ個目′竣工り竹細れ   

に。利絹ヒ相可棚指紳′プら、こ号句傾後の番栗毛恥てネれ   
ハ．函ト′髄′1叡七・  

昏K′鮨′五度与どの㈱腔旛を患うに浩臥て引下．軸夜l北   
射て′工廠（クー仁肌）㌔ヤや高く′ての他は摘も諦め甘か，吾．  

5、縛籍   

心力終釆もiとめろと．瑚朝拝紳の仝β適細承如例年ヒほぼ六如甘く，  

きt′中軸液う扱の影響も畿切られ†抑吾。   
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差5．穆ヒ．躯′土産号の仝β萩射挺‘錦町ま剥且  

．試料ん  抹敵吼  制定敦  幸均隠  鮎掩  融描    哲也   

エフlく  

し虎口水）  長崎帝   
．乙   よ7  ム．冒   ユ．ナ    PGカ   

晶島ノ  ク   ユ   ♂．う4  ∂．うら   ∂．封    P仁万（り   

J   ∂．4了  ¢．ヰ冨   い稗  ／′   

一▲■              了†り申  

（乳花叱）  ／   ク．／冨  ／′   

lヽ   

チ （告発．叱）  鼻郎   ♂．一7  り   

温払）  島々ヰ   ♂．‘∂  
り   

E嗜虐  長軸   え   0・10  0．1l   ¢．0ぎ  
小う苦悩了  

エ嗟 （0′せれ）   雪．仙   ＝○  

工場  
札うび転  

Cよ、カ‘れ）  ケ   ．＞ケ‘ロ  
胴元  

息崎や  12   ‘．7   7．3   こざ    〟挽r  

・一一・→卵生鞠閻  

■－■一‾一一触  

別 
伸1－、′叫サー網i坊利閲  

‘■09  

ヽ  
ヽ  
ヽ  

＼／明朗                     1  

l  

1   

1   

′一一一一一、 －  

′ ヽ  ′  l  

、、 
′ ′ 、 

′ 、 ヽl 
、‖輌  

†阿8ガ j育 ち○  ／OR18 ユ  J  ¢  ∫  占  7  

回l．裾酬圃鞭魔粕湘胸髄通観頑抽  
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虐1ヱ．和l町拘j根酎脚郎のな咋絶喜化  

覇剰キ＝…8 凍え紛  
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l㈲細叫仲代 ■洞各㈲  

＼一ノ 呵 封 ヤ ′し  

、
官
呵
 
 
 

工
奇
 
 
 

甘
－
句
 
 

㈹
頗
呵
 
 
作
 

東
働
 
 

詣
錨
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
辟
榊
摘
 
 

大丸軋勺   



（乃）鹿竣朗K如る舶蘭殖  

産舶船客鮎甲鋤i  
山元杖乙   

1、免官   
伽＝与夜・こ凄施した鋤寸魯軸盃の細身を尊者寸ろ。  

2．鴻を呵見の株寮  
（り潮如ま象及び畝刻の兼赦総   

和ド，衡K′主凌′殿朗劫′蓮産物盾I2品馴0了紳の鋤鼓那掬えとノえ   
ニタリン′甘ストによゐ空嘲縁者の渾隠古けふった。   

刺足槻仇晶舶雌過しd，即Kさ、寸ヒおりである。  

（2）渕えう丸剰ぇ各   

顔耕の嚢蕗鋸刹泉如，剋曹拗鴫鱗←放名嘲促ゑ－？t〉ヨ」，瑚諦蜂衷葡を   
敦盛者（軸旨1キ）lこ卑して行にった。  

子モニ7りン笹L司  
本  

（ち、玖恩   
領壷結果舶J巌h言、寸kおりであるが，そ水ぞ折線卑し古座のヒムりで、ある。   

イ 育雄，ちり⑦ノ冬β放射線   

珊凍桝表l・こ市すとあ＼りで，軍師桝如JゴPC√／Aでノ咽り手綱レぺ■Iレ  

て、凍っk。   

ロ 各席教科ヤの如瑚官鮭   

上水′‰k，キれ考恩健勧改称（ウ、、ての剰ぇ鋳掛ま，を2 。とみりぐノ姑K象   
メいi髄めら弟なb＼った。   

ハ 普離鰻   

公務牢屋上‘こ毅登しているモニタりン′’’ポストKJム刺度舶′泉化の、トj、、dゎ＼   

タく，細とぁじく大全た薮軌まみら串なわ＼りた。  

3 緒藷   

諷如摘柑∴れ㍉加ノー釘車輌努恥Ⅵ千わ頼七ヾ，測え麟Kづ＼、そばノ息如   
傭窄笹怨めら水机、っを。   



呵1書棚取叱  

雨水・ちり  

上水、牛乳・米  

審絹発音  

鹿旦馬車  

‥l内申 菊水薄嵐⊥  

伺久我帝 薄水魚  

紆嘲糸  
島覧町  

長局長町 日常食  

加諸本町 キ軋  

開聞町 哲常、工痩  

長上昏沫・ら′）の思β放射能（p。～〟）  

月号リ  刺足虻  最高値  長仏縁  平均値  巧甥矧朋号  藩 煮   

帽引・十   ∫ヱ   J   露   ／∂  ユJ∂  

∫   9   4？   ご   jム   

Jo  4†   0   j∂   

7   ヰg   ♂   j7   
き．7  ユタ♂   
／〃1‘ゆ   

曾   4   封   ク   コア   ユ・ユi／／ク   

4ク   0   ユダ   ～・Jキ ノウ才   

10   ふぎ   ク   チ∂   鼠∂ ／♂7  れ叫ヨ ゥ   

‖   咋   j7   Jニ～   

lユ   2   キ   ク   J∂   

昭由・ノ   2   ユJ   ク   ユ／   

コ   5g   ご   エア   

3   √フ   ・げ   ぐ   J∫   肥                        ブ丁＋ ⊥  
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義之 ネ稲武桝の刺繍陀  

試 料 る   稀 有く 杷  ・′ ′ ノ莞  最 長 漣  最 低 値   

′上水（蛇ワァk  應摘年   つ  ′ぎ土？、占 PC一凍  ／JエJ．‘   

年乳（殿乳）  加診メ町   4  Aユエ玖∂ダ称ノダ  久〃ヱβ、○ア   

ウ（中丸）  庚軋名車   コ  久ヤ±ク、∂′  4け土Q呼   

茶   最東町対覧町  2  ク．■∂土♂．′つ  4／タ士♂○タ  

乳   庚乳島中   ロ  クノ／ヱク・ク7 ′・   

人 絹   閉脚町   ／  玖／7エ玖クタ γ   

L‡う小ん孝   ク   ／  aJ／ご4〟■ ′   

落水風（キけブ、）  伺ぇ薇予   巴  4J〟±4jj  〝   

F 常 食  息軋を町   ∂ノβ王〃、○才                                              2  4〃土久／／ γ   

渇 クK   い四季   ／  ′上土ク、7 アく・ンぞ   

掲 及 エ   ／  戌ダ王々jブ 秤′乃   

土壌（0～5佃）  瑚錦町   ロ  人夕土／j   

ウ（5～加仇）   
〝   ／  ／∫土／j I   

泉3 客 聞 施せ（C、Pざ）モニタリンデポスト   

月 利   上 値   下 値   平 均 伯   

昭叶4   J曾．官   lヨ、2   ／ダ、∫   

さ   J？、0   は‡   ／42   

丑；   ほぅ   ／ダ∂   

7   ほ；   Jう、7   ／甘♂   

I字∫   け『   作′、J   

ほ0   ／ヰ、0   〃．♂   

‘0   J思！   仲．0   ．′〃．7   

J6、0   はぎ   ／《J   

Jユ   J官、0   ほ0   ／弘¢   

暗Eトl   丹0   J～、0   ／女／   

ユ   ／；、ウ   ／よ√   ／g／   

3   （9、0   ／J『   〟廿   
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（76）中絶具にんけら牧村籠紆皇  

帝絹裏芸寄軒主珂東町  

鍼養騒音尉官東 門錬ス八 た春吉衣  

l緒言   

昭和Jl子4日勺、ら叩那～与う閂ま？■■の沖縄兵－こあー＝坂町結締査の概要を葡管す吉．   

木蘭全期研中幕川臥か0厨且び■第ヱl釘目の中毎夜実歴が実掩ヱ八．称て針q回目り硬   

囁常葉厳によら校訂椎卑下均り本願へり彰背けJ【日下む嘆き～●■絶l・にものと推定丁爪た．  

Z 河宜柿先の聴音   

‖）師資町家   

前与貴′こ引確さ′雨水．雨水ちり，白帯食．上水．農有産町容患生野の食べ一夕牧   

村轄判定員ひ■一モニタリンデホ、スト．シンナいシ＝ンサーベイ／一夕′；よう空間硬膏   

車用條と行ぃた。  

（～）採取見ひ郡長囁町   

雨水・如くちり．上水．白帯⑥．長者産物の横取け荊与夜と同風こ郡長市郎■抹常凡   

ひ’購入Lに・春産主物′レ＼重心見げ時速叶ざ購＜し仁。モニタリンク・■ポスト′ シンナ   

‾ 
しす ンT→′＼イメータ・こよう変節碩号竿判定は与町税町′町有帝呵？■斉りった．  

ニヲ：刹兵法   

武郎揉釈．河管見ひ頂戊卦才稗苧硬市庁練「徴打稚列車法r～押斗）」．「村村寵   

師宣苓托汁血貴ぐ吋和引与）」に凍，「∴  

5 謂査締黒  

（り 雨水   

雨水の卵j村村稚虎長与貴いこ示L r∴即くの風べ一夕枚打徒掛摘低ND～最前12   

名l耶′Cノ8て‘■ぁった・子打億は軋吋沌／g～■●′前キ長子巧億の・印西／＝比較L～・   

りG・／＝lと増Ⅲし？l・う傾斬〆みられた．雨水の早巧枚軒維値が卸町LR原因とし   

て針相中蟹確実凍確守が・川下町頃才～■観利Jれたたのと推定∫爪る、  

（2）雨水ちり   

即くちりの軒別推移を囲いこ示Lた、雨水ちつにょさ枝村壮年下町の卑下喜ば】l射こ   

－q2jl丘メれユ のど－ク巾（更られ・ぞの硬帝2～J椚G／ズれ1程り直ざ積立水隠れ絶〈傾   

向を示Lに．与間卑下確草書は中富ア招オZ牒阜唐と地較L杓主？■■の，た．降下棟   

草書欄ヅLた原因とし～卑水音岬那咤喪ば魂q‘．山こ吋し昭和引与夜は】…－・5れれ   

と′再わ、，に辛勺、ら呼水喜q急によきものと推桑J爪ら．  

′．号）上水一風種食掲草   

こ巧く．各棟食品の食べー7牧村能都東館黒ば表2り洩りざあフた。丈御葉．範頼貝  
－260－   



の頭部及ひ牒連打にト揉剛にじ〆ゾ，コ細‘、て綿麦掘割られ亨かった。  

甚）モニタリ ン7■ホ、スト   

モ。タリンブ昔ストこよぅ空風線量辛り何列推考を長うに示Lrミ．モこ7リンデポ・ろ   

卜こよ5空間童夏季の革帯長上偵tよlぎ，4cβ5，最下胤よ－00ゃぶ．～‘辛呵り．4甲ぶ′～1あ，  

「こ。文句与度とた卑し吊甲丘裾厚翫l、領巾盲示Lに。  

（S）サーベイメー7によ5空間重量車判定   

サーベイメータ・こJ5星間根号辛の日列椎碑を釘2に示Iに．軒く針：ん一丁う阜碍子   

巧複号牽ミ；．与俵公私～－＝tル紘・阜乾山ム巌～■▲丁・5q叫ん・～”あった。文節与康とた   

較し与鳴ネ牒＝to、12′〟絢′麒山ム風＝・墓相ん．桂泰・、領巾か蔓られ仁。  

4 璃果   

今ヰ貴ば荊阜厚と忙薮l餓拍に和、相可がみら才lた．二の原因とLて第Iq回申原核   

案靡欄晋鴫新聞にれたっ～談判プれ穴にのと確条∫れ5。  

ーご61   



表l亀甲紬動榊愴べ一夕柵耗  

棟厭与R   件数  降水舌  貴下偵  暑上値  皐巧店  閂明卑下卓  
くれ■）   （Pqン与）   （PG■カ）  （PM）  （れα／Kq㌔）   

．昭和引キ4牒   ‘  3∫、l   ノV D   ∂0．2る  ＝＝用   0．で～   

ぎR   田  13‘、0  〟 D   22．q‘   ー．でる   q、3さ   

るR  皿  13冨、冨  〟 D  5 §．‘4   q，盲2   0、でヰ   

7句  皿  ～gq、l   ノV D   l‘、44   J．qさ   l、05   

8R   田  qO、0  2．す～   J、2F   ‘．3」  メ・ 0、Oq   
qR   ‘  170．4  3、一丁   44．」q  2l．17   0，2官   

用R  15  24†、ヰ  4、lさ  t2‘．町l  ＝、ユq   lる、7ヰ   

ItR   5さ、冨   4、42  124、7ヰ  ‘仁4冨   1、Jざ   

3  2写、‘   ～、～う   4、qq   3．ヱ5   0、0冨   

i   lZ声l              相和Ⅳ与川   ト43．‘  ノV D   22、冨冨   占，3q   0．57   

～R   田  4～．†   る、す‘   ∫†、了亨  20．るl   0、‘5   

，  

3R   5  2も、0   冨．7l   jJ、qJ  2ざ．F2   0、うI   

弁 測定藤阪ヰの昂、旨坪体㌣．～年休し岬煉噂す  

表～ 上竹 奇種食品革の食べ－タ牧村鮭  

鼓、粁局   探求岨  梓板  最高値  最低値  辛巧臆  草枕   

上水（蛇口水）  耶点杓  2   〟 D   舛丞   

白帯食  2  0．b盲  0．Qる  0、0丁  

呆  ●l  

l  D/ D ●  

大横（確）  ■  
l  〃D  ●  

・（集）  
′  

l  1．4t  仁4I  〝  

ホウレン草  
〟  

l  8．ユ‘  0、jる  

富子 軋  賂建材  l  〝D  ↑  

泉頑岸（榔J    ′＼i山  l  l、14  い4   ～  

（印紬）  I   0、10  0、10   サ  

ヒ′シ▼コ  ●  0. oss 0、0ど  ロ  
（J、◆∈t）  

I  
〟0  ●  

り○－1∫■■）  

E〆シ■▼コ  時速村  l  】、き5  l. 3333 l  

くざ－もt＿）  

（10（■J  t   0、‘】  0、もー   ●  

ネ・かJケム仇‡ラ守一と玲いた埴～■一木う．  
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表3 モニタリンデポスト1こょさ空間韻書宰  

（CPS）  

郡定阜R  上 値  下 埴  辛町域   

10、4   Ⅰ～、0   押印Jlキ4日  】T．4   
】0．0   tト4   

t O．t   r I. II 

T可   メ‘、3   t O、5   ll、2   

8日   12、？   10、5   l卜5   

q日   lぎ、4  10、l   rl、訂   

iO吊   t る、5  10、－   i仁‘   

（岬£）  

亀2 サーベイメーターこよう空間頭書辛  

（享有絹針i玲く）  

2（）4－－   



（77）ムラサ考インコ（、、かい斜）のゐG舶l⊂つ＼、て  

佑督糸公孝センター  
■ 

疲弼ズ男眉頻度好感身医  

中屋幹夫 中居庚男   

仁鶴   

崎留針こか、で－す、穴叶脅カし凍）の麦轟康子ル終ぞ舛（PWR留、∫jヲヰKW∴  
）ふ励∫ク孝／ク月から膚若虜厳君れている。   

このため′東商郎力憂ゼ打伺成lておサ5窟痘碑鮮打つ、、7勧ム7孝屠か主都姦   

して、、ちメ′感知㌻／矛虜の歯舞瞳櫛ムチア考インコ穀物り堆音〆‘クGメ頗ぞ   

勅たので感知守Z年顔7●、－才絃密音痴夫レ劇をlたとこう創成lこ‘クGぶ礫踪芝小た。  

その箱男⊆願書すさ。  
2．碑如畔の原審  

（一）ムラブキインコにつ＼、て   

玄弟嫁虎緑ロけ／＼田舟ご面Lてヱの扁蛭lくかて′凌瑠はの塙席題産雀昭いて   

穿廟でばムヲサキインコ、者櫓で郎ンブワラ超ヒして、＼ち。   

ムラブキイ ンコ・い、〆い卸誘レ彪如†・淵射如塵塚ざ刻オて紫彩き蛮アおク   

矧才磨く眉康の妙7卯ど‘て眉唐L7いき。  

声）紳わ線形並び痢姐産   

才郵暗に官長きア～～g抑庸のtのを仲之♂暫床材（た。   
神官鼻射・ごき9上界覇者し軟体帯締りれ好く水れ夢将官如撫に7如ク   

した簸せ普号を．符号した。   

ぎさに／Z∂とで紫綬し′享∫ク乞以丁で官晩ダーこて動とした。   

夜を凍崎裾線ロ〕一きスケロール廃線（fβ×J∫〝）Iこ入状虐劇場峰碗軒ヒ！た  

（3）剰ぇ成熟   

腐郁々（い孝尊細鼻卑LC－チラ智（卑各旨7ク“）   

田立fクi轡液面御感（ヱク4gタィ真一レ）を舶し顔彪旅痴「晶（ん牙都銀   

公思≦瑚いた働拗醸」－ぐ務し密射た。  

（¢）綬墟下規   

それ紬の幽d斤化孝和孝な∂dナー釘＝lJ京仰い㌦ノ巨げり7－J軌わク   

やから超官如新顔（繭頓庇）プアズ．fウヒんり庶化季ズ、ナスとf7ざよ≠ク♂ガ   

新劇ゲ庫淡一頭ばホ酵J尊ピー71古癖椒メそ（席孝癖鼻作手席を超えた均如上   

てネ針子と書方～皐鞠生ナ募る。  
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（タ威好雄婦  

ぼ一／のとおク  女／手鼻ばヲ賂医碩附  

よZ卑層′す≠敗色j参碑と■ぁラ。  
（‘）ゆ群博釆並〆彦蘇  

．凄一雄らムヲすキインコ身紳ク義件の‘一品舶■ゴヱざ∂～“き物の起臥こ   

あり▲、す小柳下館す小す小の婚ナあ5。   
ハ窃如え忍終の奴如掛け≠・P∫～“ク働7－ぁ5。   

その姥の平戸ノ対烏等かうと研レべ一レの‘oGメ触ヨ小てょり、動離恒万り緑廟   
／如噂飢瑠j小き。   

Jた‘pG以如∫¢烙′ガム孝〆顔∫寸如きれてかす、●ノタfぁノfルノ／％′／タ4G   

ノ“′G箸Irヲ錦紗伸すれカ、与乞食距推た。ムヲサギインコ乞塚解Lた月′こ佗の婚戌   
鞠折’易ち頚木′痘彦士ノホンケワヲ葡ざ席寧レ剥ぎ′定メ′ニ肌らの顔耕・J‘ク品甘   

舶乏劃す′斬溺土にフ、、7・づ¢gメタンタ17′レイを研い7雛励手首身新7   

醐恒＝腋禰如動転紆凍思細か拍府、フた．  

●う．増産   
姉芝のぎなう姥普のムヲナキインコかさ3、ざざ～“j′鴫生の壊感度の‘クゐヵ触  

≡小た．穿d舶草薮′卵頗舶′こ才ち‘OG舶♂屋者にフ、、てt例えの神村済凱   
Lてみたい。  

嘉一lムラブキルコ‘㌔搬  

ij；打  

ナ嘘   坤  二‥ニ・   
勤一月」  八田康  β．‘  ク．～  5∫8上卜叫   

占ト2  〃  爪音  0、ち  （励細朋）   

占トう  月・：，  I久20  5  4、チ化ト¢ア   

ぶl±  凄絶・  い．与  20  （8、¢；fト05）   

一由一l  ；；■・・＝  才12iOlj   イ、茸上村＋   

朗  蜃島  司  10  4、7多士トJ（フ  5｝ち  ユ鴫  7ヱ8  lトS  ヲ、号音fO、骨l  5つヰ  妙  7．J2  i7  仁∫5土久もち  三診ち  頑  呵9J   イ、～専がβ7■  
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〔参考〕調査研究実施機関一覧   



放射能調査研究実施機関一覧  

機  関  名－   住  所   郵便番号  電話番号   

科学技術庁原子力安全局  
放射能監理童   

東京都千代田区霞ヶ関2－2－1   100  0｝－581－5271   

科学技術庁放射線医学総合研究所  千葉県千葉市穴川4－9－1   280  0472－51－2111   

防衛庁技術研究本部第1研究室  東京都目黒区中目黒2－2－1   153  03－713－6111   

〝 防衛大学校物理学教室   神奈川県横須賀市走水1－10－20   239  0468－41－3810   

農林省農林技術研究所   東京都北区西ヶ原2－1－7   114  03－915－0161   

〝 畜産試験場   千葉県千葉市青葉町959   280  0472－22－0191   

〝 家畜衛生試験場北海道支場  北海道札幌市豊平区羊ケ丘1   061－01  011－851－5226   

〝 水産庁東海区水産研究所  東京都中央区勝どき5－5－1   104  03－531－1221   

運輸省海上保安庁水路部   東京都中央区築地5－3－1   104  03－541－3811   

〝 気象庁札幌管区気象台   北海道札幌市中央区北2条西18   060  01－611－6124   

〝   〝 観測部   東京都千代田区大手町1－3－4   100  03－212－8341   

〝   〝 海洋気象部   東京都千代田区大手町1－3－－4   100  03－212－8341   

〝   〝 気象研究所   東京都杉並区高円寺北4－35－8   166  03－337－1111   

厚生省国立予防衛生研究所   東京都品川区上大崎2－10－35   141  03－444－2181   

〝 国立衛生試験所   東京都世田谷区上用賀1－18－1   158  03－700－1141   

理化学研究所   埼玉県和光市広沢2－1   351  0484－62－1111   

日本原子力研究所東海研究所   茨城県那珂郡東海村   
（笠井 篤）   

319－11  02928－2－5192     白方白根2－4   

日本原子力研究所東海研究所  
（辻村重男）   

〝   〝   02928－2－5485   

（財）日本分析セ／クー   東京都板橋区舟渡1－10－22   174  03－965－3331   

（財）原子力安全研究協会   東京都千代田区内幸町1－2－2   100  03－503－5785   

北海道立衛生研究所   札幌市北区北19条西12丁目   060  011－742－2211   

青森公害調査事務所   青森市大字進通手沢田25－1   030  0177－4l－6762   

秋田県衛生科学研究所   秋田市千秋明徳町1－40   010  0188－32－6358   

山形県衛生研究所   山形市十日町1－6－6   990  0236－22－2543   

宮城県衛生研究所   仙台市原町小田原桝江27   980  0222－57－7181   

福島県原子力センター   福島県双葉郡大熊町   979－13  024032－2230   
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機  関  名   住  所   郵便番号  電話番号   

茨城県公害技術センター   水戸帝石ノ廿1－4043－36  310  0292－52－3151   

埼玉県衛生研究所  
（  

浦和市大字上大久保字東639－1  330  0488－53－6121   

東京都立衛生研究所   新宿区百人町3－24－1   160  03－363－3231   
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